トー ) mm アニ パト 、< no 


SHARP 
SOFTWARE 
MANUAL 


^ ヾ 580OO 記 


HUman68k ver8U 


ci 2 よ 寺 科 の yz で 
Neor=N rg 

ロ 較 に 2 ba 
は あい 


な と て ニン キ 革 や + 


My いこ いさ ーー 
xi 


っ 暫 
日 劇 


い 』 
に 2 は ン 生 
の に 作 


Er 6 
Ha 1 和 
の デ | 
。 ー Si Ne 4 - っ 
le LHS eo の - あ ェ 2 
本 om 
本 = 「< ユ 4 の EE ピ を 1 ae の 3 に っ E 


テー poU あか he 
ハ 


kd 『 


^ ヾ 80OO 
PERSOMA/ WORKS7A77OV 


Humahn66K 
ユー ザー ズ マニ ュ ユア ル 


らち HIAI マ 


0 
5 
k 
ま ー 
| | 
と 
か 
さ 


EE ー ' 
| ' 
に | 
) | 
: we よ 5 ' 
上 kk。 生ま 」 
d 4 = 


JA 


お 


rc パコ 3 PF の? 8 rm - いい fp デ の っ wa も 9n 


CT で 


vー 
mmー ニ ーー mm の oo で プ 。 
_ 


W 


be re に 


テン ーー 6 ーー 
計ら いし セス 虹 だ ワー 
に 5 


ニー と ーー の ラマ イー 


は じ め に 


本 書 は 、 シ ャ ー フ プン パ ー ソ ナル ワー クス テー ショ ン 「X68000 シ リー ズ 」 上 で 動作 する オペ レー ティ ング 
シス テム 「Human68k」 の 説明 書 で す 。Human68k の 機能 、 お よび その 使い 方 が 詳細 に 解説 され て 
いま す 。 

な お 、 本 機 の 取り 扱い に つい て は 、 別 冊 の 「 取 扱 説明 書 」 に わか りや すく 説明 され て いま す 。 初 め 
て 本 機 を お 使い に な る 方 は 、 必 ず 「 取 扱 説明 書 」 を 先 に ご 覧 くだ さい 。 


下図 は 、 本 機 に 同 梱 の 5 冊 の マニ ュ ア ル の 互い の 関係 を 示し て いま す 。 


SX-WINDOW ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 


・ フ ァイル 操作 や ディ スク 操作 を 視覚 的 に 行う 
・ 様 々 な 環境 設定 を 行う 


X-BASIC ユ ー ザ ー ズ リフ ァ レ ンス 


・X-BASIC で プロ グラ ム を 作る 
・X-BASIC で 作っ た プロ グラ ム を 使う 


日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ ・ 辞 書 ユ ー テ イリ ティ ユー ザー ズ マ ニュ アル 


・ 原 稿 や 書類 な ど と いっ た 文書 を 作成 する 
・ 各 文書 を 編集 する 
本 書 ・ 辞 書 デ ィ ス ク の メン テ ナ ン ス を 行う 


Human 68 k ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 


・ フ ァイル 操作 や ディ スク 操作 を 行う 
・ 様 々 な 環境 設定 を 行う 
・ 付 属 の スク リー ン エ ディ タ で テキ スト ファ イル を 作る 


マニ ュ ア ル の 使い 方 


この マニ ュ ア ル は 、 初め て お 使い に な る 方 は も ちろ ん 、 ひ と と お り Human68k を 理解 し た 方 で も 使 
える よう に な っ て お り ま す 。 

初め て の 方 は 、 ま ず 第 1 部 第 1 章 か ら 4 章 ま で ご 覧 いた だ き 、 オ ペレ ー テ ィング シス テム や 
Human68k の 概要 な ど を 理解 さん る よう 、 お 和 勧 めし ます 。 こ の あと 、 使 っ て みた い コ マン ド を 選び 、 ま 
ず 具 体 例 を 参考 に さわ っ て みた り 、 付 属 の スク リー ン エ ディ タ の 使い 方 へ と 発展 する と よい で し ょ う 。 

も の は 試し で す 。 シ ステ ム デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ を と り 、 キ ー を 押し な が らい ろ い ろ と 試し て く 
だ さい 。 ま ちがい を 恐れ ず チ ャ レン ジ し て くだ さい 。 

ひと と お り Human68k を 理解 され た 方 は 、 辞書 代わ り と し て 活用 し て いた だ く と 、 コ マン ド の 書式 
や や 機能 な ど を より 深く 理解 さん る は ず で す 。 

また 、 目 次 や 索引 も 、 本 書 の 構成 に そっ た < 目次 >、 コ マン ド 名 か ら 目 的 の ペー ジ や 機能 を さがせ る 
< コマンド 別 目 次 >、 お 使い に な る 目的 に 応じ て 目的 の ペー ジ や コマ ンド を さがせ る < 索引 >、 と 使い 方 
に 応じ て 構成 され て いま す 。 大 い に ご 活用 くだ さい 。 

各部 の 構成 は 、 次 の と お り で す 。 


第 1 部 Human68k 


内 容 
オペ レー ティ ング シス テム の 概要 や 、Human68k の 構成 お よび 機能 の 概略 な ど 
Human68k の 起動 か ら 終 了 の 方 法 ま で 、 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト や バッ クア ッ プ コピ ー の 作成 


Human68k に お ける ファ イル と ディ レク トリ の 扱い 


Human68k で 使う こと が で きる コマ ンド の 概略 と その 種類 な ど 、 バ ッ チ 処理 や リダイレクト 機能 


第 5 意 | 各 コ マン ド の 詳細 な 使い 方 
コマ ンド は アル ファ ベッ ト 順 に 並ん で いま す 


テン プレ ー ト 機能 や ヒス ト リ 機 能 な どの キー 入力 の 編集 機能 、 キ ー ポ ー ド コン トロール 機 能 
CONFIG. SYS ファ イル に よる シス テム 構築 の 方 法 
デバ イス エラ ー の 処置 方 法 


第 2 部 スク リー ン エ ディ タ ED 


科 
スク リー ン エ ディ タ ED の 機能 の 概略 、 起 動 方 法 と 終了 方 法 な ど 
第 


2 章 | 実際 の 編集 作業 で 使う ED の コマ ンド の 使い 方 
機能 別に 分 類 き され て いま す 
ED を より 高度 に 使う た め の 、 ス イッ チ を つけ た 起動 方 法 


第 4 章 | ED の 簡単 な 操作 例 
| 第 5 章 | ED の コマ ンド や キー 操作 の 一 覧 


付 録 


ASCII 制 御 コ ー ド 、 エ スケ ー プ シー ケン ス の 一 覧 な ど 、Human68k を 使う |- で 必要 な 資料 


本 書 で 用 いる 表記 法 


Human68k の コマ ンド の 書式 は 、 以 下 の 表 記法 に 従っ て 表現 し て いま す 。 
その 他 カ ンマ ( , )、 コ ロン ( : )、 ス ラッ シュ (の )、 等 号 (一 ) な どの 記号 は 表記 され て いる 通り 
に 入力 し て くだ さい 。 入力 す る 位置 も 変え た て は いけ ませ ん 。 


角形 カッ コ オプ ショ ン で す 。 必 要 に 応じ て 入力 し て くだ さい 。 
山形 カッ コ あな た が 入力 する デー タ で す 。 
た と えば 次 の よう な 場合 は 、 “PATHP/ に 続け て 実際 の ツ パ ス 名 ” を 入力 し ま 
9 
PATH < パス 名 > 
{ } 波形 カッ コ カッ コ の 中 か ら 必 要 な 項目 を 選ん で 入力 し ます 。 
角形 カッ コ で 囲ま れ て いな い 限 り は 、 最 低 1 つの 入力 が 必要 で す 。 
| 縦 線 下記 の よう に 、 選 択 項 目 の 区 切り に 使い ます 。 
< パス 名 > | < ファ イル 名 > 
た だ し 、 フ ィ ル タ の 中 で 使用 し た 場合 は 、 パイ プ を 表し ます 。 (4 . 7 . 2 項 参 
際 )。 
DIR | SORT (この 場合 、 | は パイ プ ) 
2 省略 記号 オプ ショ ン で す 。 必要 に 応じ て 数 度 繰り 返し て 入力 する 項目 で す 。 
| | ケイ 囲み 大 文字 が [ _ | で 囲ま れ て いる と き は 、 特 殊 な 文字 の 入力 を 表し ます 。 
[CTRL|+| C | な ど は コン トロ ー ル 文字 を 表し ます 。 
リタ ー ン キー リタ ー ン キー の 入力 を 表し ます 。 


WW プー 
ヽ * ン ニッ 


な お 、 本 書 中 で コマ ンド 入力 の 例 を あげ る 際 に は 、`A>” な どの プロ ンプ ト 記 号 を 省略 し 、 キ ー 入 
力 す べき 文字 を 大 文字 に よっ て 表記 し て あり ます 。 
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第 1 章 スク リー ン エ ディ タ ED の 概要 


] 夫 抽 

] 全 2 Da 
1.3 ED の 起動 

潤い 議 StELCGGOUCYOOPOY で IP PP 


第 2 章 ED の コマ ンド の 解説 


第 3 章 ED の スイ ッ チ 付き 起動 


第 4 章 ED の 操作 例 


19)D よ (た 0 本 3COBOCCDCOOCTYF# に KC で 


2 1 | カー ツジ 2 じ の 移動 で 入 和 語 eo aaeaeaisse4ssstosseses6e 
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第 1 部 


Human68k 


1.1 Human68K と は 


第 1 章 Human68k の 概要 


1.1 Human68k と は 


Human68k は 、 本 機 の ハー ドウ ェ ア の 持つ 高度 な 性 能 を 最大 限 に 発揮 する た め に 、 独 自 に 開発 され 
だ オペ レー ティ ング シス テム (OS) で す 。 

OS と は 、 ハ ー ド ウェ ア と アプ リケーション プロ グラ ム の 間 に 立 っ て 、 全 体 の 機能 を コン トロ ー ル す 
る た め の 基 本 ソフ トウ ェ ア の こと で す 。 OS は 、 表立っ た 活躍 を する わけ で は あり ませ ん が 、 アプ リ ケ 
ーション プロ グラ ム が 個々 の 機能 を 最大 限 に 発揮 で きる よう に 陰 で 働く 、 い わ ば “ 縁 の 下 の カ 持ち 
的 な 存在 で ある 、 と いそ を ます 。 た と えば 、 耳 キー を 押す と 、「H」 が 入力 され た こと を 確認 し 、 デ ィ ス 
プレ イ に 表示 し ます 。 ま た 、 文 字 を プリ ンタ か ら 印 刷 し た り 、 フ ロッ ピー ディ スク に デー タ を 保存 し 
だ の E ま す :。 


言語 (BASIC な ど ) 
ユー ティ リティ 


Human68k (オペ レー ティ ング シス テム ) 


コン ピュ ー タ を 全体 と し て 見 た 場合 に は 、 ま ず ハ ー ド ウェ ア が あり 、 そ の 上 に オペ レー ティ ング シ 
ステ ム (OS) が あり ます 。 こ の OS (本 機 の 場合 は Human68k で す ) が 、 お 使い の アプ リ ケ ー シ ョ 
ンプ ログ ラム の 実行 環境 を 提供 し て いる の で す 。 

Human68k は 、 ハード ウェ ア と アプ リケーション プロ グラ ム の 両方 を 管理 し ます 。 付属 の 日 本 語 ワ 
ー ド プロ セッ サ や X-BASIC も 、 Human68k の コン トロ ー ル の 下 で 動作 し ます 。 


第 | 章 Human68K の 概要 


1.2 Human68k ver. 2.0 の 特徴 


Human68k ver.2.0 は 、ver.1.0 の 機能 を 拡張 し 使い や すく し た も の で す 。 特 に 、 コ マン ドモ ー 
ド で の 使い 勝手 が 大 幅 に 向上 し まし た 。 

Human68k ver.1.0 か ら ver.2.0 へ と 拡張 され た 点 は 、 次 の よう な も の で す 。 こ の 中 に は 、 標 準 
(Human68k ver.2.0 自 体 ) で 実現 され る も の と 、 将来 、 周辺 機器 や ソフ トウ ェ ア が か 登場 し て くる こ 
と に よっ て 実現 され る も の が あり ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


・ バ パッ ク グ ラウ ンド 処理 

・ ネ ットワーク 環境 へ の 対応 

ビス トリ デジ イス ドラ イ バ 

・ フ ァイル アク セス 

・ 対 話 型 メ ニュ ー コ マン ド の 採用 

・ ハ ー ド ディ スク の パー ティ ショ ン (領域 分 割 ) 
・ コ マン ド ・ デ バイ ス ド ラ イ バ の 拡張 


1。2、1 バク グラ ウン ド 処 理 


Human68k ver.2.0 で 最も 大 きく 変わ っ た 点 は 、 パ ソコ ン を 使っ な た な ネットワーク 構築 へ の 環境 が 
整っ た こと で す 。 こ の ネッ トワ ー ク 構築 へ の 対応 に つい て は 、 大 きく 分 け て 次 の 2 つが あり ます 。 そ 
の 一 つが この 節 で 取り 上 げ る 「 バ ッ ク グ ラウ ンド 処理 」、 も う 一 つ は 次 節 で 取り 上 げ る 「 ネ ットワーク 
環境 へ の 対応 」 で す 。 

バッ ク グ ラウ ンド 処理 と は 、 あ る 処理 を 行い な が ら そ の 裏 (バッ ク グ ラウ ンド プロ セス ) で 別 の プ 
ログ ラム を 同時 に 実行 する と いう も の で 、「『 並 行 処理 」 と も いい ます 。 

だ た と えば 、 通 常 複数 台 の パソ コン を 使っ て ネッ トワ ー ク を 組む と 、 そ の うち の 一 馴 が 「 フ ァイル サ 
ー バ ー」 と し て 占有 され て し まい 、 パ ソコ ン と し て の 機能 が 使 を な く な っ て し まい ます 。 と ころ が 、 
バッ ク グ ラウ ンド 処理 を 使う と 、 フ ァイル サー バー と し て 使い な が ら 、 同 時 に 通常 の 処理 も で きま す 。 
これ が バッ ク グ ラウ ンド 処理 の 利点 で す 。 

また 、 複 数 台 の パソ コン を 使っ た ネッ トワ ー ク 処理 中 の 並行 処理 の ほか に 、 一 右 の パソ コン で 複数 
の 処理 を 並行 し て 行う こと も で きま す 。 た と えば 、 ワ ー プ ブロ で 文章 を 入力 ・ 編 集 し な が ら 、 デ ィ ス ク 
に 収め られ て いる 文書 を プリ ンタ に 出力 し た り で きま す 。 


この よう な バッ ク グ ラウ ンド 処理 は 、 ネ ットワーク 処理 用 の ボー ド や この 機能 を 組み 込ん だ ソフ ト 
ウェ ア が 登場 し て は じ め て 実際 に 行 を る よう に な り ま す 。 つ まり 、Human68k ver.2.0 で は 、 バ ッ 
ク グ ラウ ンド で プロ セス 処理 を 使え る 環境 が 整っ た 、 と いう こと に な り ま す 。 現状 で は 、 上 記 の よう 
な バッ ク グ ラウ ンド 処理 は 実際 に は 行え を ませ ん が 、Human68k ver.2.0 で は 、 こ の バッ ク グ ラウ ン 
ド 処理 の サン プル と し て 、 ウ ェ イ クア ッ プ タイ マ 機 能 (TIMER コマ ンド ) を 用 意 し て いま す 。TIMER 
コマ ンド で は 、 あ る 処理 を 行い な が ら 指 定 し た 時 刻 に メッ セー ジ を 表示 する 、ADPCM フ ァイル を 再 
生 す る 、 テ レビ を コン トロ ー ル する 、 な ど が で きま す 。TIMER コ マン ド の 詳細 に つい て は 、「 第 5 意 
コマ ンド TIMER」 を ご 覧 くだ さい 。 


1.2 Human68K ver. 2.0 の 特徴 


な お 、 バ パック グ ラウ ンド 処理 を 行う に は 、 あ ら か じ め CONFIG.SYS に 並行 処理 を 行う プロ グラ ム 
数 や レベ ル (実行 間隔 )、 タ イム スラ イス 値 (実行 時 間 ) を 、「PROCESS=」 を 使っ て 指定 し て お く 
必要 が あり ます 。 また 、 バ ッ ク グ ラウ ンド プロ セス を 合 め た 各 プ ロ セ ス の 状態 を な ど は 、「PROCESS ュ 
マン ド 」 を 使っ て 確認 する こと が で きま す 。「PROCESS=」 は 第 7 章 を 、「PROCESS コマ ンド 」 は 
第 5 章 を 参照 し て くだ さい 。 


1.2.2 ネッ トワ ー ク 環境 へ の 対応 


次 に 、「 ネ ットワーク 環境 へ の 対応 」 に つい て 説明 し ます 。 

ネッ トワ ー ク 環境 へ の 対応 と は 、 今後 実現 きれ る ネッ トワ ー ク 処理 に 備え 、Human68k ver.2.0 
の 機能 と し て 、「 フ ァイル の 共有 化 と ロッ ク 」、 そ し て 「 仮 想 ド ライ ブ へ の 対応 」 な ど を 準備 し て いる と 
いう も の で す 。 こ れ ら の 機能 は ネッ トワ ー ク を 構築 する と き に な く て は な ら な い 機 能 で す 。 

それ で は これ ら の 機能 に つい て 、 一 つ ず つ 説 明 し て いき ます 。 

まず 、 フ ァイル の 共有 化 と は 、 ネ ットワーク を 組ん だ と き に 複数 の プロ セス か ら 、 同 ヒー つ の ファ 
イル を アク セス し て 使え る よう に する 機能 で す 。 こ の ファ イル の 共有 化 に よっ て 、 た と えば 、 ネ ッ ト 
ワー ク で 結ば れ た 複数 の ユー ザー が 同じ ファ イル を 共有 し て 使 を る よう に な り ま す 。 

次 に 、 フ ァイル の ロッ ク と は 、 共 有 し た ファ イル に 対し て 書き 込み を 行う とき な ど に 、 フ ァイル の 
一 部 を 保護 (アク セス 禁止 ) する も の で す 。 こ の よう に ファ イル を ロッ ク し な いと 、 ア クセ ス し た フ 
ァイル が 自由 に 書き 込ま れ て し まう と いう 危険 性 が 生じ し て し まい ます 。 

最後 に 、 仮 想 ド ライ ブ と は 、 ネ ットワーク で 結ば れ た と き に 、 他 の パソ コン の ドラ イブ を あたかも 
自分 の ドラ イブ の 中 の ディ レク トリ と し て 参照 し た り 、 逆 に 、 自 分 の ドラ イブ の 中 の ディ レク トリ に 
ドラ イブ 名 を つけ て 、 そ の ドラ イブ 名 を 他 の ユー ザー に も 参照 きせ た りす る こと で す 。 つ まり 、 実 体 
と し て は 存在 し な い ド ライ ブ (ディ レク トリ ) に 、 実 在 す る ディ レク トリ (ドラ イブ ) を 割り 当て て 
使う わけ で す 。 

この よう に Human68k ver.2.0 で は 、 将 来 に 備え を 、 ネ ットワーク 環境 を 整え まし た の で 、 ネ ッ ト 
ワー ク 処 理 用 の ボー ド が 登場 すれ ば 、 ネ ットワーク 処理 が 実現 され ます 。 

な お 、 フ ァイル の 共有 と ロッ ク は 、 あ ら か じ め CONFIG. SYS の 「SHARE=」 で < 共有 ファ イル 
数 > と < ロッ ク 領 域 数 > を 指定 し て お く 必 要 が あり ます 。 

また 、 仮 想 ド ライ ブ の 設定 は 、SUBST コ マン ド を 使っ て 行い ます が 、 仮 想 ド ライ ブ プ の ドラ イブ 数 
は 、CONFIG. SYS の 「LASTDRIVE=」 で 指定 し て お きま す 。 


kss20.3 ヒス トリ デバ イス ドラ ウイ パ 


これ まで の ヒス トリ 機能 は 、HIS コ マン ド を 使い 、 コ マン ドモ ー ド で の キー 入力 \ 編 集 を 効率 的 に 
行 を る よう に し た も の で す 。 Human68k ver. 2.0 で は 、 こ の HIS コ マン ド に 加え 、 ヒ スト リ テ ッ バイ 
ス ド ラ イ バ HISTORY.X を CONFIG.SYS に 組み 込む こと (コマ ンド 行か ら も 実行 可能 ) で 、 こ の 
機能 を 次 の よう に 大 幅 に 拡張 し 使い や すく し まし た 。. 

・ コ マン ド 行 で の 編集 機能 (テン プレ ー ト 機能 の 強化 ) 

・ テ ンプ レー ト の 操作 

・ 入 力 文字 列 の ヒス トリ の 検索 と 再 入力 (ヒス トリ 機能 ) 
・ デ ィ レ クト リ 変 更 履歴 の 検索 と 再 入力 
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・ エ イリ アス (別名 定義 ) 機能 
・ 簡 易 バ ッ チ 機能 
ヒス トリ 機能 の 詳細 に つい て は 、「6. 4 ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 」 を ご 覧 くだ さい 。 


@ コ マン ド 行 で の 編集 機能 
これ まで の テン プレ ー ト 機能 に 加え を 、 テ ンプ レー ト か ら コ マン ド 行 に 入力 し た 文字 列 を 、 カ ー ソ ル 
キー 層 CTRL を 使っ て 簡単 に 編集 で きま す 。 


@ テ ンプ レー ト の 操作 
テン プレ ー ト 機能 は 、HISTORY. X が 組み 込ま れ て いな く て も 利用 で きま す が 、HISTORY. X 
を 組み 込む こと に よっ て テン プレ ー ト の 引き 数 だ け を コピ ー す る こと も で き ます 。 


@ 入 力 文字 列 の ヒス トリ の 検索 と 再 入力 (ヒス トリ 機能 ) 
これ まで の HIS コ マン ド を 使っ た ヒス トリ 機能 で も 、 入 力 済み の コマ ンド を さか の ぼっ て 呼び 出す 
こと が で きま し た が 、HISTORY. X で は この 機能 を さら に 拡張 し まし た 。 


@ デ ィ レ クト リ 変 更 履歴 の 検索 と 再 入力 
ハー ド デ ィ スク を 使っ て いる と き に は 、CHDIR (CD) コマ ンド を 使っ て ディ レク トリ を 頻繁 に 移 
動 し ます が 、 こ の ディ レク トリ 変更 どけ の コマ ンド を ヒス トリ 機能 の よう に 呼び 出し て 実行 で きま す 。 


@ エ イリ アス (別名 定義 ) 機能 

スイ ッ チ や オプ ショ ン の 多い コマ ンド を 、 そ の つど 入力 し て いる の は 類 わ し いも の で す 。 こ の よう 
な コマ ンド を 短い 名 前 で 定義 し て お き 、 こ の 名 前 を 入力 する だ け で 長い コマ ンド が 簡単 に 入力 で きま 
韻 索 


@ 簡 易 バ ッ チ 機能 

これ まで 入力 し た コマ ンド と 同じ コマ ンド を また 入力 し て 実行 させ る と き 、 そ の つど 入力 する の は 
大 変 で す 。 ま し て や 連続 し た コマ ンド を 順に 実行 する と き な ど 、 複 数 の コマ ンド を 覚え て お く の は 、 
類 わ し いこ と で す 。 

HISTORY. X で は 、 以 前 に 実行 し た コマ ンド の リス ト を 表示 し 、 そ の 中 か ら 実 行 し た いも の を 選 
ぶ だ け で 、 人 簡単 に 実行 で きま す 。 


ata 和 ダテ チイ 到 ア クセ ス 


Human68k ver. 2.0 で は 、 フ ァイル へ の アク セス に つい て 湊 の 二 つ の こと が 機能 拡張 され まし 
た 。 ス ピー ド 面 で は 、Human68k ver. 1.0 に 比べ ファ イル アク セス が 約 2 倍 に 高速 化 さ れ ま し た 。 
また 人 容量 面 で は 、 将 来 の 大 容量 デバ イス (区 磁気 ディ スク 、CD、 大 容量 ハー ド デ ィ スク 、DAT な ど ) 
に 対応 で きる よう 、 大 容量 ファ イル に も アク セス で きる よう に 配慮 され まし た 。 

ファ イル アク セス の 高速 化 と いう 点 で は 、 特に X-BASIC や C コ ン パ イラ 上 で ファ イル の リー ド ( 読 
み 込 み ) や ライ ト (書き 込み ) を 行う と き に この 高速 性 が 発揮 きれ ます 。 


1.2 Human68K ver. 2.0 の 特徴 


また 、 大 容量 ファ イル へ の アク セス と いう 点 で は 、 元 来 、 大 容量 ファ イル へ の アク セス を 前 提 に し 
て 16 ビ ッ ト FAT を 採用 し て いま し た が 、 さ ら に 、Yer.1.0 の と き 1 クラ スタ = 1 K バ イト に 固定 され 
て いた も の を 、Yer.2.0 で は 、 1 KK バイ ト 、 2 KK バイ ト 、 4 K バ イト ・・・32M バ イト と 変え られ る よ 
うに し まし た 。 この 結果 、 将来 、 大 容量 デバ イス (区 磁気 ディ スク 、 CD、 大 容量 ハー ド デ ィ スク 、 DAT 
な ど ) を 接続 し 、 大 容量 ファ イル を 扱い た い 場 合 に ち 、 ア クセ ス で きる よう 配慮 され た わけ で す 。 つ 
まり 、ver. 1.0 で は 、 フ ァイル の 最大 が 64M バ イト 程度 で し た が 、ver. 2.0 で は 、 た と えば 1 クラ ス 
タ を 64K バ イト と する と 4G (ギガ ) バイ ト の 大 容量 ファ イル で も アク セス で きる よう に な り ま す 。 


1.2.5 対話 型 メ ニュ ー コ マン ド の 採用 


これ まで コマ ンド 行か ら コ マン ド を 実行 する と き 、 ス イッ チ や パラ メー タ な ど を 知ら な いと 使え な 
いこ と が あり まし た 。 そ こ で 、 誰 で も 簡単 に し か も 画面 と 対話 し な が ら コ マン ド を 操作 で きる よう 、 
対話 型 メ ニュ ー コ マン ド を 用 意 し まし た 。 これ に より 、 初 心 者 で も 比較 的 簡単 に コマ ンド 操作 が で きる 
よう に な り ま し た 。 ま た 、 デ モン スト レー ショ ン な ど で 複 数 の 人 が 利用 する と き に も 便利 で す 。 詳 し 
く は 「 第 5 章 コ マン ド MENU」 を ご 覧 くだ さい 。 


1.2.6 ハー ド デ ィ スク の パー ティ ショ ン (領域 分 割 ) 


Human68k ver.2.0 で は 、 ハ ー ド ディ スク の 領域 を 分 割 し て 、 ド ライ ブ を 複数 割り 当て られ る F- 
ormat コ マン ド を 搭載 し て いま す 。 た と えば 、40MB の ハー ド デ ィ スク の 場合 、25MB を ドラ イブ A、 
残り の 15MB を ドラ イブ B と する こと が で きま す 。 また 、 こ の よう に 領域 を 分 割 し た と き に どの ドラ イ 
プ か ら 起 動 す る か を 、 起 動 時 に メニ ュー を 表示 させ て 自動 起動 する ドラ イブ を 選択 で きる よう に する 
な ど 、 使 い 勝手 が 大 幅 に 向上 し まし た 。 


1.2.7 コマ ンド ・ デ バイ ス ド ラ イ バ の 拡張 


Human68k ver.2.0 で は 、 次 の よう な コマ ンド や デバ イス ドラ イ バ が 新規 に 追加 され た り 、 機能 
が 拡張 され て いま す 。 

な お 、 機 能 拡張 に は 、 バー ジョ ン ア ッ プ され た も の の 他 に Human68k ver.2.0 用 に 対応 され た も 
の も 含ま れ て いま す 。 

また 、 ア プリ ケー ショ ン ソ フト や 機種 に よっ て 、 そ れ ぞ れ の ソフ ト や ハー ド の 機能 を 十分 に ご 活用 
いた だ くだ め に 、 専 用 デバ イス ドラ イ バ ー が 用 意 さ れ て いま す 。 


第 | 章 Human68K の 概要 


テ 


新 規 追加 機 能 拡張 
BIND、 COPYALL、 MENU、 PROCESS | BACKUP、CHKDSK、COMMAND、 


SUBST、TIMER COPY2 、CUSTOM、DISKCOPY、 
DRIVE、DUMP、FC、FIND、 
FOR MAT、PR、RECOVER、 
RESTORE、SPEED、SWITCH、 
SYS、TREE、WHERE 
MEMFREE、TEMP BREAK、COPY、DEL(ERASE) 、 
DIR、REN (RENAME) 


デパ 1 避 計 二 マ す 1U 餅 


| COMMON、ENVSET、 RE BREAK、BUFFERS 
CONFIG.| LASTDRIVE、PROCESS、 
SYS の 内 | PROGRAM、SHARE、 TITLE、 USKCG 


容 設定 用 

コマ ンド 

に 

デバ イス | HISTORY. X ASK68K.SYS、PRNDRV.SYS、 
を 琵 OPMDRV. X、RAMDISK. SYS 


| その 他 ア プリ ケー ショ ン ソ フト や 機種 に よっ て 用 意 さ れ て いる も の 
デバ イス ドラ イ バ | IOCS.X、RSDRV.SYS、SCSIDRV.SYS 


外部 コマ ンド HDID 


外部 、 内 部 コマ ンド に つい て は 、 第 1 部 第 4、5 章 を 、CONFIG.SYS の 内 容 設定 用 コマ ンド 
に つい て は 第 1 部 第 7 章 を 、 デ バイ ス ド ラ イ バ に つい て は 第 1 部 第 6、7 章 お よび 『 取 扱 説明 書 
第 3 部 「1. 日 本 語 を 入力 する 」 を ご 覧 くだ さい 。 


注意 
Human68k ver.2.0 シ ステ ム デ ィ ス ク に 収め られ て いる コマ ンド お よび デバ イス ドラ イ バ は 、 
Human68k ver.2.0 上 で お 使い くだ さい 。 


@ メ イン メモ リ 1 M バ イト (CZ-653C/663C) で ご 使用 の 方 へ 

Human68k ver. 1.00 お よび 1.01 上 で プロ グラ ミン グ さ れ た 市 販 の アプ リケーション ソフ ト の 中 
で 、 ビ ジュ アル シェ ル か ら 実 行 す る (デス クト ッ プ 画面 か ら ダ ブル クリ ッ ク で 実行 する ) ソフ ト で は 、 
その アプ リケーション ソフ ト の ディ スク か ら 起 動 し て くだ さい 。 

Human68k ver.2.0 シ ステ ム デ ィ ス ク か ら 起 動 し た 場合 メイ ン メ モリ 不足 の た め 、 ビ ジュ アル 
シェ ル か ら 実 行 で き な い ソフ ト が ご く 一 部 あり ます 。 

な お 、Human68k の バー ジョ ン (Version) は 、VER コ マン ド で 確認 し て くだ さい 。 


2.2 Human68K の 起動 
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ま :1 オン トロ ダク 半 克 


本 章 で は 、Human68k の 起動 の 方 法 、 画面 上 に 表示 され る プロ ンプ ト 、Human68k シス テム ディ 
スク の バック アッ プ コ ピー の 作成 方 法 な ど に つい て 解説 し ます 。 

Human68k を 操作 する 際 に は 、「 取 扱 説明 書 」 の 「 第 2 部 基本 的 な 使い 方 、 ま た は 本 章 の 解説 に 
従っ て 、 ま ず Human68k の 入っ て いる シス テム ディ スク の バッ クア ッ プ コピ ー を 作成 し て くだ さい 。 
今後 Human68k を 実行 する と き に は 、 こ の バッ クア ッ プ コピ ー を 使用 し て くだ さい 。 ハ ー ド ディ ス 
ク 内 蔵 タ イプ の X68000 を ご 使用 の 方 が 、Human68k を 操作 する 際 に は 、「 取 扱 説明 書 」 の 「 第 2 部 
基本 的 な 使い 方 」 に 従っ て 、 ま ず 内 蔵 ハ ー ド ディ スク に シス テム 、 辞 書 デ ィ ス ク の 内 容 を 転送 し 、 
内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム 起 動 で きる よう に 設定 し な お し て くだ さい 。 今後 Human68k を 実 
行 す る と き は 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム 起 動 し て 使用 し て くだ さい 。 


2.2 Human68k の 起動 


ここ で は 、 本 機 の 電源 を 入れ て か ら Human68k の コマ ンド モー ド に する た め の 手 順 を 解説 し ます 
(コマ ンド モー ド と は 、 シ ステ ム が 画面 に A>"、^B ラ > ……… な ど と 表示 し て 、 コ マン ド の 入力 待ち 
を し て いる 状態 の こと を いい ます )。 起 動 の 方 法 に つい て は 、「 取 扱 説明 書 」 の 第 2 部 を 参照 し て くだ 
さい 。 (機種 に よっ て は 、 起 動 時 より コマ ンド モー ド に な る も の も あり ます 。) 

な お 、 リ セッ ト し た と き に 、 た だ ち に コマ ンド モー ド に 入る よう に する こと も で きま す 。 こ の 方 法 
に つい て は 、「 本 書 」 の 第 7 章 を 参照 し て くだ さい 。 

(1) まず 、 本 機 の メイ ン 電 源 を “ 入 ′” (ON) に し て くだ さい 。 次 に 、 必 要 な 周辺 機器 (専用 カラ ー デ 
ィ ス プレ イ テ レ ビ 、 プ リン タ な ど ) が 接続 され て いる こと を 確認 し 、 そ れ ら の 電源 を 入れ て くだ 
さい 。 続 いて 、 本 体 前 面 に ある 電源 スイ ッ チ を ^ 入 ” (ON) に し て くだ さい 。 

各 ス イッ チ 、 コ ネ ク タ の 位置 な ど コ ンピュータ の 操作 方 法 が よく わか ら な いと き は 、「 取 扱 説明 書 」 
を 参照 し て くだ さい 。 

(2) ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 し て いな い X68000 を ご 使用 の 方 は バックアップ さ れ た シス テム ディ ス 
ク を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 (ドラ イブ A) に 挿入 し て シス テム 起動 し て くだ さい 。 ハ ー ド 
ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 を ご 使用 の 方 は 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク か ら シ ステ ム 起 動 し て くだ 
さい 。 

な お 、 ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ で 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 に 挿入 し た シス テム ディ スク や 
アプ リケーション ソフ ト か ら 起 動き せる と き に は 、 [OPT. 1 を 押し な が ら リ セッ トス イッ チ を 押し 、 
[DPT. 1 属 押 し た まま ドラ イブ 0 の アク セス 表示 用 ラン プ が 2 回 赤く 点灯 する の を 確認 し て くだ さい 。 
この あと ドラ イブ 0 か ら シ ステ ム が 起動 され ます 。 

この 一 連 の 操作 に より 、Human68k その 他 の プロ グラ ム は シス テム ディ スク 上 か ら 本 体 の メモ リ 
へ 読み 込ま れ 、 シ ステ ム が 起動 し ます 。 
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X68000 シ リー ズ で は 、 起 動き され る と 自動 的 に ビジ ュ ア ルモード に な る 機種 が あり ます 。 

コマ ンド モー ド に する に は 、^COMMAND.X′ と いう 名 前 の アイ コン を 、 マ ウス の 左 ボ タン で ダダ 
プル クリ ッ ク (2 上 度 続 け て クリ ッ ク ) し て くだ さい 。 (て COMMAND.X” は Human 68k シ ステ ム デ ィ 
スク に は いっ て いま す )。 

これ に より 、COMMAND.X が メモ リ に 読み 込ま れ て Human68k の コマ ンド モー ド に な り 、 次 
の よう な 画面 が 表示 され ます 。 


Lommarm uersion 素 ネネ 


| 


A> 


は 、Human68k が コマ ンド の 入力 待ち 状態 で ある こと を 示し ます 。 
この “A>” の こと を プロンプト? と 呼び ます 。 こ こ で 、 ヾ A” は カレ ント ドラ イブ が ドラ イブ A 
で ある こと を 表示 し て いま す 。 

カレ ント ドラ イブ と は 、Human68k が 現在 作業 を し て いる ドラ イブ の こと で す 。 

カレ ント ドラ イブ を 変更 する と き は ,. プロ ンプ ト の すぐ あと に 、 変 更 し た い ド ライ ブ 名 と コロ ン を 
入力 し 、 続 いて [|( リ ター ン キ ー) を 押し ます 。 以 後 、 は リタ ー ン キー を 押す こと を 意味 し ます 。 


カレ ント ドラ イブ を ヾ A>” か らい B>/ に 変更 し た いと き は 、 
B : 
と 入力 し ます 。 す る と 画面 で は 、 


B> 


と 表示 され 、 カ レン トド ライ ブ が 変更 され た こと を 示し ます 。 
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2.3 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト 


2、3 フロ ッ ピ ー デ ィ 計 私 の フォ ー マ 


新品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う とき は 、 そ の 前 に 必ず フォーマット ” を し な けれ ば な り ま せん 。 
フォ ー マ ッ ト と は 、Human68k が フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の デー タ を 効率 的 に 扱う た め に 、“ セ クタ ” と 
よ ば れる 区画” を 決め る 処理 の こと で す 。 紙 と 鉛筆 に よる 作業 を する 場合 で も 、 白 紙 の ノー ト を そ 
の まま 使う の で は な く 、 自 分 が 使い や すい よう に 線 を 引い た りす る こと が ある と 思い ます 。 区 画 を 決 
め る こと に よっ て 白紙 の 状態 より も 情報 が 整理 し や すく な る わけ で す 。 フ ォ ー マ ッ ト も これ と 同様 で 


和 9 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト す る と き は 、FORMAT コマ ンド を 使用 し ます 。(FORMAT 


コマ ンド の 詳細 に つい て は 第 5 章 を 参照 し て くだ さい )。 
(1) コン ピュ ー タ を シス テム 起動 し た あと 、 Human68k の コマ ンド モー ド に 入り 、 プロ ンプ ト が 表示 
され て いる 状態 で 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


FORMAT 


次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


FORMAT for X68000 Uersion *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 
Aa cp スク 
終了 


0 末 ( 滋 ) 加 生 (を) 


(2) カー ソル キー の [1 [上 | で 「 フ ロッ ピー ディ スク 」 に 合わ せ て 、 を 押し ます 。 
画面 に は 次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 


※SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス が あり 、SCSIDRV.SYS が 登録 され て いる 場合 に は ^SCSI 装 置 "の 項目 が 


追加 で 表示 され ます 。 また 、CZ-604C/623C/634C/644C の 場合 に は ^ ハ ー ド ディ スク "の 項目 が 、 
*SCSI 装 置 ” と いう 表示 に な り ま す 。 
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FORMAT for X68000 Version *.** Copyright 1989 SHRRP/Hudson 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


遇 0 表 を (前 に 戻る ) 


画面 が 次 の よう に な っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


ドラ イブ 名 ドラ イブ B : 
(フォ ー マ ッ ト す る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 挿入 する ドラ イブ 名 。) 

ボリ ュー ム 名 
(フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 識別 する た なめ に ディ スク の 中 に 記録 する 名 前 。 必 要 に 応 
じ て 付 け ま す が 、 こ こ で は 省略 し ます 。) 

シス テム 転送 し な い 
(Human68k の シス テム を 転送 し ませ ん 。 転 送 す る と き は 「 す る 」 に 変え ます 。) 

初期 化 範囲 全て 
(フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の すべ て の 領域 を 初期 化し ます 。 一 度 初期 化し て ある フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク の デー タ を すべ て 削除 し て フォ ー マ ッ ト す る と き に は 、「 管 理 領 
域 の み 」 と する と フォ ー マ ッ ト が 速く で きま す 。) 


も し 、 画 面 が 上 の よう な 設定 に な っ て いな いと き は 、| | 諸 使 っ て カー ソル を 設定 し 直す 項目 に 合 
わせ 、[ 過 を 押し て くだ さい 。 メ ニュ ー が 表示 され ます の で 、 [1 ] [人 計 使 っ て ここ で 設定 する 内 容 に カ 
ー ソ ル を 合わ せ 、 ト 回 を 押し ます 。 


(3) ドラ イブ B に 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 挿入 し ます 。 
ドラ イブ B と は 、 ハ ー ド ディ スク を 内 蔵 し て いな い タ イプ で は 、 ド ライ ブ 1 
ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 し て いる タイ プ で は 、 ドラ イブ 0 
を 指し ます 。 


2.4 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ 


(4) カー ソル を 「 実 行 」 に 合わ せ 、[M| を 押し ます 。 
次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ドラ イブ B ( 2 HD デ ィ ス ク ) を 初期 化し ます 
何 か キ ー を 押し て くだ さい (前 に 戻る ) 


(5) 任意 の キー を 押し ます 。 
これ で 、 ド ライ ブ B の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク へ の フォ ー マ ッ ト が 始ま り ま す 。 
も し 、 こ こ で 中 止 す る と き は 、 [ESC を 押し て くだ さい 。 前 の 画面 が 表示 され ます 。 


フォ ー マ ッ ト が 終了 する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


初期 化 は 終了 し まし た 他 の ディ スク を 初期 化し ます か ? 
(継続 ) | N | (前 に 戻る ) (前 に 戻る ) 


(6) 終了 する と き は 、| N ほ た ESC ほ 押し て くだ さい 。 
元 の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 
も し ここ で 、 続け て 別 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト し た いと き は 、| Y 皮 押 し て くだ さき 
い 。 こ の あと 、 ド ライ ブ B に 挿入 され て いる フォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク を 抜き 、 新 
品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 挿入 し て 任意 の キー を 押し て くだ さい 。 

(7) カー ソル を 「 終 了 」 に 合わ せ 、[ 過 を 押し ます 。 
FORMAT コ マン ド が 終了 し 、 プ ロン プ ト が 表示 され ます 。 


新品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト す る と き は よい の で す が 、 す で に デー タ が 記憶 され て い 
る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を フォ ー マ ッ ト す る と 、 デ ー タ は すべ て 消え て し まい ます 。 フ ォ ー マ ッ ト の こ 
と を \ 初 期 化 ′ と も 言い ます が 、 こ れ は デー タ が な い 枠 だ けが 引い て ある 白紙 の 状態 に 戻す こと か ら 、 
そう 呼ば れ て いま す 。 

し た が っ て 、 必 要 な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 誤っ て フォ ー マ ッ ト し て し まう こと の な いよ う 、FOR- 
MAT コマ ンド を 使用 する と き は 十分 な 注意 が 必要 で す 。 


2.4 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ は 、 大 切な デー タ を 誤っ た 操作 や 予期 せ ぬ 事故 か ら 保護 する た 
め に 行い ます 。 フ ロッ ピー ディ スク に コー ヒー を こぼし て し まっ た 、 必 要 な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 誤 
っ て フォ ー マ ッ ト し て し まっ た 、 な どの よう な 場合 フロッピー ディ スク の パッ クア ッ プ コピ ー を と 
っ て お け ば あわ て る 必要 は あり ませ ん 。 バ ッ ク ア ッ プ コピ ー を 使用 で きる わけ で す 。 

Human68k の シス テム ディ スク な ど 、 大 切な フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 作業 の 前 に 必ず バッ クア ッ プ 
コピ ー を と る 習慣 を 身 に つけ て くだ さい 。 通 常 の 作業 は この バッ クア ッ プ コピ ー を 使い ます 。 マ スタ 
ー の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 万 一 に 備え て 保管 し て お きま す 。 
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フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の バッ クア ッ プ コピ ー は 以下 の 手順 で 行い ます 。 
1) 新品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を FORMAT コマ ンド で フォ ー マ ッ ト し ます 。 
(⑫) Human68k コマ ンド モー ド の プロ ンプ ト が 表示 され て いる 状態 で 、 


DISKCOPY 


と 入力 し ます 。 
次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


DISKCOPY for X68000 Uersion *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


昌和 ( 析 E) 還 ( き ) 


画面 が 次 の よう に な っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 


機能 コピ ー 
(バッ クア ッ プ し ます 。 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 を 比較 する と き は 、 
「 比 較 」 に し ます 。) 
送り 側 ド ライ ブ 名 ドラ イブ A : 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ は 、 ド ライ ブ B : 
(コピ ー の 原本 に な る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 挿入 する ドラ イブ 名 。) 
受け 側 ド ライ ブ 名 ドラ イブ : 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ は 、 ド ライ ブ C : 
(フォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク を 挿入 する ドラ イブ 名 。) 


も し 、 画 面 が 上 の よう な 設定 に な っ て いな いと き は 、| |[ 1 ほ 使っ て カー ソル を 設定 し 直す 項目 に 合 
わせ 、[ 問 を 押し て くだ さい 。 メ ニュ ー が 表示 され ます の で 、 [1 | 計 使 っ て ここ で 設定 する 内 容 に カ 
ー ソ ル を 合わ せ 、[ 同 を 押し ます 。 
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(3) 


2.4 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の パ バックアップ 


ドラ イブ A に 原本 と な る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 挿入 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ で は 、 ド ライ ブ B に 挿入 し ます 。 
ここ で 、 原 本 と な る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 挿入 する の は 、 ド ライ ブ 0 と な り ま す 。 


ドラ イブ B に フォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク を 挿入 し ます 。 

ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ で は 、 ド ライ ブ C に 挿入 し ます 。 

ここ で 、 原 本 と な る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 挿入 する の は 、 ド ライ ブ .1 と な り ま す 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト は 、「2. 3 フロッピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト 」 の 手順 で 作 
成 し て くだ さい 。 


カー ソル を 「 実 行 」 に 合わ せ 、[M| を 押し ます 。 
次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ドラ イブ A か ら 、 ド ライ ブ プ B へ ヘコ ピー し ます 
何 か キ ー を 押し て くだ さい (前 に 戻る ) 


も し 、 こ こ で 中 止 す る と き は 、 IESC ほ 押し て くだ さい 。 前 の 画面 が 表示 され ます 。 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ で は 、「 ド ライ ブ B か ら 、 ド ライ ブ C に コピ ー し ます 」 と 表示 され ま 
的 診 夫 6 じ 、 


容量 の 異な る ディ スク は 、 コ ピー で きま せん 
何 か キ ー を 押し て くだ さい 


と 表示 され た と き は 、 和 任意 の キー を 押し た あと 、 前 の 画面 で ドラ イブ 名 を 確認 の 上 、 送 り 側 ド ラ 


イブ 名 を ドラ イブ B に 、 受 け 側 ドラ イブ 名 を ドラ イブ C に 変更 し て くだ さい 。 


(6) 


⑦) 


任意 の キー を 押し ます 。 
SC で 、 コピー が 始ま り ま す 。 
コピ ー が 終了 する と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


コピ ー は 終了 し まし た 他 の ディ スク を コピ ー し ます か ? 
(継続 ) | N | (前 に 戻る ) (前 に 戻る ) 


終了 する と き は 、 | N ほ た は ESC ほ 押し て くだ さい 。 

元 の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 

も し ここ で 、 続け て 別 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー し た いと き は 、 生生 し と くだ Sue 4 
の あと 、 ド ライ ブ B ハード ディ スク 内 蔵 タ イプ で は ドラ イブ C) に 挿入 きれ て いる コピ ー 済 み 
の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 抜き 、 別 の フォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク を 挿入 し て 任意 の キ 
ー を 押し て くだ さい 。 
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(8) カー ソル を 「 終 了 」 に 合わ せ 、[ 過 | を 押 じ ます 。 
DISKCOPY コ マン ド が 終了 し 、 プ ロン プ ト が 表示 され ます 。 


2.5 自動 実行 バッ チ フ ァイル (AUTOEXEC. BAT) に つい て 


市 販 の アプ リケーション プロ グラ ム な どの 入っ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し て 本 機 を リセ ッ ト 
し た と き 、 Human68k の 起動 メッ セー ジ が 出力 され た あと に 、 自 動 的 に その アプ リケーション プロ グ 
ラム の 実行 が 開始 され る こと が あり ます 。 こ れ は 、 そ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に ^AUTOEXEC. 
BAT” と 呼ば れる 特別 な ファ イル が 収め られ て いて 、 こ れ に より 自動 的 に その アプ リケーション プロ 
グラ ム が 実行 され る よう に な っ て いる か ら で す 。 

この “AUTOEXEC. BAT” ファ イル は 、「 自 動 実行 バッ チ フ ァイル 」 と 呼ば れる も の で 、 後 述 す 
る バッ チ フ ァイル の 一 種 で す 。 こ の ファ イル は 自分 で 作る こと も で き 、 シ ステ ム の 起動 時 に 実行 し た 
い プ ログ ラム を 立ち 上 げた り 、 い ろ い ろ な 環境 を 設定 し た りす る (RAM ディ スク に 必要 な ファ イル 
を コピ ー し た り 、 カ レン トド ライ ブ を B や C に 設定 し た り …… ) の に 利用 する こと が で きま す 。 

この 自動 実行 バッ チ フ ァイル の 詳し い 作り 方 な を ど に つい て は 、「 4 . 6 バッ チ 処 理 」 の 項 を ご 覧 くだ 
さい 。 


に 全 R、 ア チイ) 


ファ イル は 、 コ ンピュータ が 管理 する デー タ の 集まり 、 と 言う こと が で きま す 。 従 っ て 、 単 に テキ 
スト デー タ の 集まり だ け で は な く 、 キ ー ボ ー ト や プリ ンタ な どの 周辺 機器 も ファ イル と 見 な すこ と が 
で きま す 。 第 3 章 の 「3. 4 予約 ファ イル 名 」 で 周辺 機器 を 表す も の が 予約 ファ イル 名 と な っ て いま す 
が 、 こ れ は 、 こ の 概念 に よる も の で す 。 

Human68k で は 、 デ ー タ 、 フ ァイル 、 デ ィ レ クト リ の 3 者 を 、 互い に 関連 づけ て と ら え る と 理解 し 
や すい で し ょ う 。 情報 の 基本 単位 が デー タ で 、 デ ー タ に ある まとまり を 持た な せ た も の が ファ イル 、 フ 
ァイル の 集まり が ディ レク トリ で す 。 

Human68k を 起動 し 、 プ ロン プ ト の 出 て いる 状態 で 、 


DIR 


と 入力 し ます 。 す る と 、 デ ィ ス ク 上 の ファ イル お よび ディ レク トリ の 一 覧 が 、 そ の 大 き さや 作成 日 時 
と と も に 表示 され ます 。 デ ィ レ クト リ に は 、<dir> と いう 表示 が つい て いま す 。 

これ ら は 、 本 棚 の 扉 を 開き 、 そ こ に 並ん で いる 本 や バイ ンダ ー の 背 の 一 覧 表 を な が め る こと に 相当 
し ます 。 1 つ 1 つの 本 棚 は 、 あ る まとまっ た 内 容 を 持ち 、 そ れ ぞ れ 別 の 名 前 が つけ られ て 並ん で いま 
す 。 ま た 、 数 冊 の 本 が まとめ られ 、 1 つの バイ ンダ ー に 入っ て いる こと も あり ます 。 こ の バイ ンダ ー 
("取扱 説明 書 」 で は フォ ル ダ ー と も いう ) が (サブ) ディ レク トリ に 相当 する も の で す 。 

ファ イル に 含ま れ て いる デー タ を 見 る に は 、 


TYPE < ファ イル 名 > |J| 


2.7 シス テム 終了 の 方 法 


と 入力 し ます 。 画面 に は 指定 し た ファ イル の デー タ (内 容 ) が 表示 さき れ ま す 。 た と え そば 、 
TYPE CONFIG. SYS 
と する と 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


FILES 三 15 
BUFFERS 三 20 1024 


DIR、TYPE コマ ンド の 詳細 は 、 第 5 章 を 参照 し て くだ さい 。 
2.7 シス テム 終了 の 方 法 


Human68k の シス テム を 終了 する に は 、 特別 な 操作 は 必要 あり ませ ん 。 た だ し 、 アプ リケーション 
プロ グラ ム な ど は すべ て 終了 し 、 画 面 に アロ ンプ ト が 表示 され て いる こと を 確認 し て くだ さい 。 こ の 


と き 、 他 の アプ リケーション プロ グラ ム か ら コ マン ド プ ロ セ ッ サ を 2 次 的 に 呼び 出し て いる こと が あ 
り ま す の で 、 念 の た め に 、 


ExIT | 
と 入力 し て みて くだ さい 。 他 の アプ リケーション プロ グラ ム か ら 呼 ば ん た コマ ンド プロ セッ サ の 場合 
は 、 元 の アプ リケーション プロ グラ ム に 戻り ます 。 
作業 中 の プロ グラ ム が 何 も な けれ ば 、 そ の まま 本 体 前 面 の 電源 スイ ツチ を 切っ て 終了 し て くだ さい 。 
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第 3 章 ファ イル と ディ レク トリ 


ま 。 | 25 事前 ダク ショ シン 


第 2 章 で は 、Human68k の 基本 的 な 操作 、 概 念 に つい て 解説 し ま し た 。 
本 章 で は 、 フ ァイル を 実際 に 扱う 方 法 に つい て 、 フ ァイル 名 の つけ 方 と その 制限 事項 、 フ ァイル の 
コピ ー、 ワ イル ドカ ー ド 、 デ ィ レ クト リ な ど に つい て 解説 し ます 。 


3.2 ファ イル 名 の 付け 方 


ファ イル は 、 処 理 を 行う) と き に その 対象 と な る デー タ の まとまり を 指し 示す も の で すか ら 、 そ の フ 
ァイル の 内 容 が 何で ある か が わか る よう な 名 前 を 付け る と 便利 で す 。 
一 般 に 、 フ ァイル 名 は 次 の よう な 形 を し て いま す 。 


ファ イル 名 
| ポーーーーーーーーーーー 「 コ 


MASTERFL. TXT 


EE に 出 コ 


ファ イル 名 拡張 子 


ここ で は 、MASTEREFL の 部 分 だ け を 主 フ ァイル 名 、 ピ リオ ド の 後 の ヾ TXT ソ を 拡張 子 と 呼び 
ま 97 

主 フ ァイル 名 の 長き は 、 半 角 で 18 文 字 、 全 角 で 9 文字 まで で す 。 ま た 、 拡張 子 と し て は 、 半 角 で 3 
文字 、 全 角 で 1 文字 まで 使う こと が で きま す 。 

た だ し 、 実 際 に Human68k が 識別 で きる 長き は 、 主 ファ イル 名 の 先頭 か ら 8 文字 (全角 だ け な ら 
4 文字 ) 分 と 、 拉 張 子 3 文字 (全角 だ け な ら 1 文字 ) 分 で す 。 

し た が っ て 、 次 の 2 つの ファ イル 、 


MASTERFL 1 
MASTERFL 2 


は 同じ ファ イル 名 と 見 な され る こと に な り ま す 。 ま た 、 


MASTERFL 1 . TXT 
MASTERFL 1 . DOC 
MASTERFL 1 . REP 


は 、 い ずれ も 区 別 さ れる こと に な り ます 。 
ビリ オド 以下 3 文字 の 拡張 子 は 、 そ の ファ イル の 種別 を 表す も の で 、 Human68k で は 、 以下 の 技 張 
子 が 特別 な 意味 を 持っ て いま す 。 
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R リロ ケー タプ ル 実 行 フ ァイル 
(メモ リ 空 間 上 の どこ に ロー ド さ れ て も 実行 可能 な 、 メ モリ イメ ー ジ の ファ イル ) 
と アド レス 固定 実行 ファ イル 
(メモ リ 空 間 上 の 決め られ た アド レス 上 に ロー ド さ れる と 実行 可能 と な る ファ イル ) 
ソフ トリ ロケ ー タ プル 実行 ファ イル 
(メモ リ 空 間 上 の 任意 の アド レス 上 に 再 配置 され た 後 、 実 行 可能 と な る ファ イル ) 
アセ ンプ ブリ 言 語 ソ ー ス ファ イル 
オプ ジェ クト ファ イル 
C 言語 ソー ス フ ァ イル 
ライ ブラ リフ ァイル 
SYS シス テム ファ イル 
BAT バッ チ 処 理 ファ イル 
BAS X-BASIC ソー ス フ ァ イル 


と 。3 


52246 GO の 


この 他 、 拡 張子 は TXT"、 ヾ DOC” な ど 、 自 由 に つけ る こと が で きま す が 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 1 
文字 だ け の 拡張 子 は シス テム 予約 きれ て いま す の で 、 使 わな いよ うに し て くだ さい 。 
ファ イル 名 に 使用 で きる 文字 は 次 の と お り で す 。 


AZ 0 一 9 &# ( ) @ 
ご パナ ルカ ガ 交 宇 : 低 朋 史 手 


な お 、 小 文字 の az も 、 フ ァイル 名 と し て 使用 する こと が で きま す 。 た だ し 、 小 文字 の a 一 2 に つ 
いて は 、 大 文字 の AZ と 区 別 さ れ て ディ スク に 登録 きま れ ま す (な お 、 コ マン ド な ど で こ れ を 利用 する 
と き は 区 別 さ れ ま せん )。 


・ フ ァイル 名 の 例 
MEIBO MEMO 
WKFL.100 MSTFL.100 
目次 案 .AAA 目次 案 .BBB 
計測 . 大 計測 . 中 計測 . 小 


3.3 ワイ ルド カー ド 


Human68k で は 、 ワ イル ドカ ー ド と 呼ば れる 2 つの 特殊 な 文字 を 使う こと に より 、 フ ァイル 名 を 扱 
う 際 に 、 和 柔軟 性 を も た せる こと が で きま す 。 

これ に は 、\*? と ヾ 7?2 が あり ます 。 * (アス タリ スク ) は 任意 の 文字 列 を 表し 、? (クエ スチ ョ ンマ 
ー ク ) は 任意 の 半角 1 文字 を 表し ます 。 

7 二 を ば 、 


SAMPLE. 001 
SAMPLE. 002 
SAMPLE. 003 
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と いう ファ イル を すでに 作成 し て いる と し ます 。 デ ィ レ クト リ 中 に 多く の ファ イル が ある と き に 、 こ 
の よう に 主 フ ァイル 名 の 部 分 に SAMPLE と いう 名 前 を 持つ ファ イル の み を 表示 し た いと き は 、 


DIR SAMPLE.* 
まだ は 

DIR SAMPLE. ?22? 
まま だ 、 

DIR 7?77277.* 


と する と 、 主 ファ イル 名 が 6 文字 以下 の 名 前 の ファ イル を すべ て 表示 し ます 。 

ワイ ルド カー ド は 、 こ の よう に 便利 な も の で す が 、 REN コマ ンド や DEL コマ ンド を 使用 する と き 
は 十分 に 注意 し て くだ さい 。 
ンズ 3( さ い 


DEL *.* | 


と する と 、 そ の ディ レク トリ の すべ て の ファ イル が 削除 され て し まい ます 。 


3.4 予約 ファ イル 名 


Human68k で は 、 シス テム で 使用 する た め に 一 般 の ファ イル 名 と し て 使え な い 名 前 が あり ます 。 こ 
れ を 了 巴 約 ファ イル 名 と いい ます 。 子 約 ファ イル 名 に は 次 の も の が あり ます 。 


AUX 補助 入出 力 (RS-232C) 機 器 と の 入出 力 を 指定 する と き に 使用 

CON キー ボー ド か ら の 入力 、 ま た は スク リー ン へ の 出力 を 指定 する と き に 使用 

PRN プリ ンタ へ の 出力 を 指定 する と き に 使用 (漢字 IN/ 漢 字 OUT コー ド を 出力 する ) 

LPT プリ ンタ へ の 出力 を 指定 する と き に 使用 
(漢字 IN/ 漢 字 OUT コー ド を 出力 し な い 。 ビ ピット イ メ ー ジ 出力 な ど に 利用 ) 

PCM ADPCM デバ イス と の 入出 力 を 指定 する と き に 使用 

CLOCK Human68k 内 部 で 使用 され る ファ イル 名 。 ユ ー ザ ー は 使用 不可 

NUL コマ ンド が 入出 力 の ファ イル 名 を 必要 と し て いる が 、 特 に ファ イル を 作成 し な いと 
き に 使用 

OPM FM 音源 デバ イス へ の 出力 を 指定 する と き に 使用 


これ ら の 名 前 は 、 そ れ ぞ れ 入 出力 機器 を 意味 し て いま す 。 な お 、 主 ファ イル 名 に これ ら の 予約 ファ 
イル 名 を 用 いた ファ イル 、 た と そえ ば ヾ PRN.ABC′ な ど と いう 名 前 の ファ イル を 作成 する こと は で き 
ませ ん 。 

上 記 以 外 の ファ イル 名 で あっ て も 、 英 文字 3 文字 だ け で 構成 され る ファ イル 名 は 、 今後 シス テム で の 
使用 が 考え を られ る た め 、 一 般 に は 使わ な いよ うに し て くだ さい 。 
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3.5 ファ イル の 取り 扱い 


本 節 で は 、 フ ァイル を コピ ー し た り 、 作 っ た り 、 ま た 消し た りす る に は どう し た ら よ い の か 、 具 体 
的 な 例 を あげ て 解説 し ます 。 


3。5.1 ファ イル の コピ ー 


ファ イル 単位 で コピ ー を 行う と き は 、COPY コマ ンド を 使用 し ます 。 フ ァイル の コピ ー は 、 同一 の 
ディ スク 上 で も 2 つの ディ スク 間 で も 行う こと が で きま す 。 

ファ イル の コピ ー は 、 以 下 の 書 式 で 行い ます 。 . こ こ で 、<d 1 : > < ファ イル 名 1 > は コピ ー 元 の ドラ 
イプ 名 と ファ イル 名 、<d 2 : > < ファ イル 名 2 > は コピ ー 先 の ドラ イブ 名 と ファ イル 名 を 、 そ れ ぞ れ 表 
双 氷 


COPY <d 1 :> < ファ イル 名 1> (<d 2 :>J(< フ ァイル 名 2 >〕 


@ 同 一 ディ スク 上 で ファ イル を コピ ー す る と き 
コピ ー 元 の ファ イル 名 と コピ ー 先 の ファ イル 名 は 同じ で あっ て は いけ ませ ん 。 
と 


COPY A: 住所 .001 A: 住 所 .002 


と する と 、 ド ライ ブ A の ディ スク に ある 住所 . 001′ が お な じ デ ィ ス ク に 住所.002” と いう 名 前 で 
作成 され ます 。 


@ 2 つの ディ スク 間 で ファ イル を コピ ー す る と き 
別 の ディ スク に コピ ー す る わけ で すか ら 同 じ フ ァイル 名 を 指定 する こと が で きま す 。 
7 な など 


COPY  A:MSTFL.TXT 所 : 


と する と 、 ド ライ ブ A の ディ スク に ある “MSTEFL. TXT” が ドラ イブ B の ディ スク に 、 同 じ フ ァ 
イル 名 で コピ ー さ れ ま す 。 

COPY コマ ンド は 、 こ の ほか に も いろ いろ な コピ ー を 行う こと が で きま す 。 詳しく は 、 第 5 章 の 
COPY コマ ンド の 項 を ご 覧 くだ さい 。 


3.5.2 ファ イル の 作成 


ファ イル を 作る に は 、 い ろ い ろ な 方 法 が あり ます 。 
1. ス クリ ー ン エディ タ 富 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ を 使っ て 作る テキ スト ファ イル 
2. プ ログ ラム を コン パイ ル 、 ア セン プル し て 作る ーー プ ログ ラム ファ イル 
3. プ ログ ラム 中 な どか ら デ ー タ を 保存 する た め に 作る ーー デー タフ ァイル 
これ 以外 に も 、 ま だ いろ いろ な 作り 方 が あり ます 。 作 る ファ イル の 内 容 が さま ざま な ら ば 、 そ の 作 
り 方 も さま ざま な わけ で す 。 
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し か し 、 ど の 場合 も 共通 し て 言 を る こと は 、 ど ん な ファ イル で も 、「 あ る 一 定 の デー タ の か た まり 」 
に 「 規 約 に 沿っ た 名 前 」 を 付け た も の で ある 、 と いう こと で す 。 

この 項 で は 、 と りあ え ず 簡単 な テキ スト ファ イル (読む こと の で きる 文字 か ら な る ファ イル の こと ) 
を 前 項 で 説明 し た COPY コマ ンド を 用 いて 作る 方 法 に つい て 説明 し ます 。 

次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 こ の コマ ンド は 、 コ ピー 元 と し て 指定 し た キー ボー ド を 表す CON 
(周辺 機器 を 表す ファ イル 名 ) か ら の 入力 を 、 コ ピー 先 と し て 指定 し た TEST. TXT′ と いう ファ イ 
ル に コピ ー せ よ 、 と いう も の で す 。 Human68k で は 、 周辺 機器 も ファ イル と し て と ら え る こと が で き 
ます の で こう し た 指定 が 可能 と な り ま す 。 


COPY CON TEST.TXT 


この 行 を タイ プ し て 、 リ ター ン キ ー を 押す と 、 カ ー ソ ル が 2 行 下 の 先頭 に 移動 し た まま と な り ま す 。 
ここ で 、 何 か テキ スト (文字 ) を 入力 し て くだ さい 。 


This is a test. 
今日 は よい 天気 で す 


そし て 最後 に |ICTRL| 十 | Z |(|CTRL| キ ー を 押し な が ら 、| Z |] キー を 押す ) を 入力 し て 、 リ ター 
ン キ ー を 押し ます 。 [CTRL |+| Z | を 入力 する こと に より 、 CON の 入力 が 終了 し た こと を シス テム 
に 知ら せる わけ で す 。 


^Z [|(^Z は 、[CTRL|+[ Z | を 入力 する と 表示 され る 記号 ) 


これ で 、 さ き は ほど 入力 し な た テキ スト を その 内 容 と する ファ イル `TEST. TXT* が ディ スク 上 に 作 
成 さ れ ま す 。 試 し に 、 こ の ファ イル を 画面 に 表示 し て み ま す 。 


TYPE TEST.TXT 
This is a test. 
今日 は よい 天気 で す 


この 方 法 は 、 ス クリ ー ン エディ タ や 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ の よう に 自由 に 文字 を 編集 で きま せん 
が 、 ほ ん の 数 行 の テキ スト ファ イル を 作っ た りす る に は た い へ ん 簡単 で 便利 な も の で す 。 第 4 章 で 説 
明 す る バッ チ フ ァイル な どの 作成 に も 利用 する こと が で きま す の で 、 覚 えて お いて くだ さい 。 


3.5.3 ファ イル の 削除 


いら な く な っ た ファ イル を ディ スク 上 か ら 消 す に は 、DEL コマ ンド を 用 いま す 。DEL コマ ンド の 
書式 は 以下 の と お り で す 。 ここ で 、 <d : > は 削除 し た い フ ァイル の 入っ た ドラ イブ 名 を 、 < ファ イル 名 > 
は 削除 し た い フ ァイル の ファ イル 名 を 表し ます 。 


DEL (<d : >) < ファ イル 名 > 
ここ で は 、 前 項 で 作成 し た ヾ TEST. TXT* ファ イル を 削除 し て み ま し ょ う 。 
DEL TEST. TXT 


と 入力 し ます 。 こ こ で DIR コマ ンド を 実行 し て みれ ば 、 デ ィ ス ク 上 か ら 、 TEST.TXT" ファ イル 
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が 消 を て な く な っ て いる こと が わか り ます 。 

いっ た ん 消し て し まっ た ファ イル は 、 も と どおり に 戻す こと は で きま せん 。 削除 する 前 に DIR コマ 
ンド や TYPE コマ ンド な ど を 使っ て よく 確か め る よう に し て くだ さい 。 

DEL コマ ンド の 詳細 に つい て は 、 第 5 章 の DEL コマ ンド の 項 を ご 覧 くだ さい 。 


きき ディ レタ トド トリ 


ファ イル と ディ レク トリ の 関係 に つい て は 、 第 2 章 で 簡単 に 触れ まし た 。 デ ー タ の 集まり が ファ イ 
ル で 、 フ ァイル の 集まり が ディ レク トリ で し た 。 で は 、 実 際 に は これ ら の 関係 が どう な っ て いる の か 、 
ディ レク トリ 


次 の 図 に 示し て み ま す 。 
ファ イル ファ イル 


この 図 は 、 階 層 デ ィ レ クト リ 構 造 と か 、 ま た は た ん に 階層 構造 と 呼ば れる も の で す 。 ま た 、 木 構造 
(ツリ ー 構 造 ) な ど と も 呼ば れん ます 。 な ぜ 木 構造 と 呼ば し ん る か と いう と 、 ち ょ うど 1 本 の 木 の 構造 に 
た と える こと が で きる だ ため です 。 ル ー ト ディ レク トリ の 部 分 は 、 木 で いう と 根 に 当たり ます 。 ル ー ト 
ディ レク トリ の 下 に ある ディ レク トリ (サブ ディ レク トリ と 呼ぶ ) は 木 の 幹 に 当たり ます 。 そ の 下 に 
ある ディ レク トリ は 枝 に 当たり ます 。 そ の ディ レク トリ の 下 の フ ァイル は 葉 に 当たり ます 。 実際 に は 、 
ディ レク トリ は いく 層 で も と る こと が で きま す 。 ル ー ト ディ レク トリ は 根 、 フ ァイル は 葉 で その 間 に 
ある 幹 や 枝 が ディ レク トリ で ある と 理解 し て くだ さい 。 根 か ら 葉 に 至る 過程 に は いく つも の ディ レク 
トリ が 存在 で きま す 。 こ の いく 層 も の ディ レク トリ を た どる 道筋 を シス ” と 呼び ます 。 


ルー トディ レク トリ 


ディ レク トリ 
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ある ディ スク 中 に 含ま れ て いる ディ レク トリ お よび ファ イル が 、 次 の 図 の よう な 構成 に な っ て いる 
も の と し ます 。 


ーーTEST. BAS 
BASIC 
ーーBIO. BAS 
r 一 月 間 子 定 . TX 
ルー ト キーー 上 世 W 
ーー 会計 . 双 T 
ーーLETTERS 月 間 子 定 .TXT 


ルー トディ レク トリ の 下 に BASICY、 バ TEXT7、 バ LETTERS′ と いう 3 個 の サブ プ デ ィ レ クト リ 
が あり 、 き さら に その 下 に それ ぞ れ ファ イル が いく つか 収納 され て いま す 。 

ここ で 、 こ の 例 を よく 見 る と 、` 月 間 予 定 . TXT” と いう ファ イル が 、 デ ィ レ クト リ \TEXT” と 
ディ レク トリ ^LETTERSY の 両方 に 入っ て いる こと が わか る で し ょ う 。 つ まり 、 階 層 構 造 を 用 いる 
こと に より 、 同 じ 名 前 の ファ イル で あっ て も 、 そ の 属し て いる ディ レク トリ が 異な れ ば 、 互 い に 違 う 
も の と し て 区 別 す る こと が 可能 と な る わけ で す 。 こ の こと は 、 デ ィ ス ク を 利用 する 際 に 、 名 前 付け に 
対す る 自由 度 を 大 きく ひろ げ て くれ ます 。 

だ た だ 、 こ れ ら の 2 つの ファ イル を 特定 する と き に は 、 い まま で 説明 し て きた よう な 、 主 ファ イル 名 
と 拡張 子 ど だけ の 組み 合せ で は 表現 で きま せん 。 そ こ で 登場 する の が 、 さ き に 木 に た と えて 説明 し た 、 
「 パ ス 」 の 概念 で す 。 す な わ ち 、“ 月 間 了 予定 . TXT” を 特定 する に は 、 


ルー ト … TEXT 一 月 間 予 定 . TXT 
で ある か 、 ま た は 、 
ルー トー LETTERS 一 月 間 予 定 .TXT 


の どちら で ある か を 明示 すれ ば よい わけ で す 。 こ こ で 、 そ れ ぞ れ バ ルー ト か ら “月 間 了 予定 . TX イン 
に 至る まで の 経路 が 、 そ れ ぞ れ の レレ パ ス 」 と な り ま す 。 

同様 の こと が 、 他 の ファ イル に も あて は まり ます 。 つ まり 、 デ ィ ス ク 中 に お ける ファ イル の 位置 を 
特定 し よう と する と き に は 、 ル ー ト ディ レク トリ か ら そ の ファ イル に 至る まで の レス 」 を 明らか に 
すれ ば よい わけ で す 。 た と えば 、- 前 例 の TEST. BAS” を 特定 する に は 、 


ルー トー BASIC - TEST. BAS 


と し ます 。 こ の よう に 、 あ る ファ イル を 特定 する こと を 、 一 般 に 「 フ ァイル を 指定 する 」 と か 、 ま た 
は 単に 「 指 定 す る 」 と 呼び ます 。 
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3.7 ディ レク トリ の 取り 扱い 

本 館 で は 、 コ マン ド を 使用 し て 、 階 層 構 造 中 の ディ レク トリ や ファ イル を 操作 する 、 具 体 的 な 方 法 
に つい て 解説 し ます 。 

すず . 省 2% 業 才 


前 節 で は 、 ル ー ト ディ レク トリ と ファ イル の 間 の 経路 が パス で ある こと を 解説 し ま し た 。 正確 に は 、 
「 あ る 特定 の ディ レク トリ か ら あ る 特定 の ファ イル に 至る まで の 経路 」 が パス で あり 、 そ れ を 文字 で 
表し た も の が パス 名 で す 。 具 体 的 に は 、 次 の よう に な り ま す 。 

これ まで に 解説 し て きた ファ イル 名 は 、 次 の よう な 書式 を し て いま し た 。 


< ファ イル 名 > 〔<. 拡張 子 >〕 


ここ で 、< フ ァイル 名 > は 、 半 角 文 字 で 1 一 18 文 字 の 主 フ ァイル 名 、< 拡 張子 > は 半角 文字 で 1 一 3 
文字 の 拡張 子 で す 。 角 形 カ ッ コ の 中 は 省略 可能 な 項目 を 表し ます 。 
も っ と 一 般 化 し て 、 こ れ ら の 前 に 、 ド ライ ブ 名 と し て <d : > を 指定 する こと も で きま す 。 


【<d : >) < ファ イル 名 > 〔<. 拡張 子 >〕 


これ が 、 階 層 デ ィ レ クト リ で ルー トディ レク トリ と ファ イル 名 の 間 に 何 悦 か の ディ レク トリ が パス 
と し て 作成 され て いる 場合 は 、 次 の よう な 書式 に な り ま す 。 


〔<d : >)(\ (< ディ レク トリ 名 \ ]…【< デ ィ レ クト リ 名 〉 \ ] < ファ イル 名 〉 (<. 拡張 子 〉) 
ファ イル 名 まで の 、 
〔\〕(< デ ィ レ クト リ 名 >\〕 …【< デ ィ レ クト リ 名 >\〕 


が 、 パ ス 名 に な り ま す 。 こ こ で “ 王 ′ は 、 ノ パス 名 を 表す た め に ディ レク トリ 名 お よび ファ イル 名 を 区 
切る た め の 区 切り 記号 で す 。 た だ し 、 い ちば ん 最初 の ヾ 壮 ” は 、 ル ー ト ディ レク トリ を 表す シン ボル 
と みな され ます 。 

次 の よう な 階層 構造 が あっ た と し ます (太字 が ディ レク トリ )。 


ー TEST. BAS 
BASIC SAMPLE1. BAS 
し USER 
ーー 月 間 予 定 . TXT SAMPLE2. BAS 
放 eo ト TEXT 
し ー 会 計 . TXT 
し ETT 世 RS 月 間 子 定 . TXT 
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2 つの “月 間 子 定 . TXT” を 、 そ れ ぞ れ ノ パス 名 付き で 指定 する と 、 


\TEXT\ 月 間 予 定 .TXT 
\LETTERS\ 月 間 予 定 .TXT 


と な り ま す 。 

と ころ で 、 こ の パス 名 付き の ファ イル 指定 で す が 、 こ れ に は 、 パ 絶対 / 指 定 と 、* 相 対 " 指 定 の 2 種類 
の 方 法 が あり ます 。 

絶対 指定 と は 、 フ ァイル 指定 の パス 名 が ルー ト 、 す な わ ち ^\” で 始ま る 指定 方 法 の こと を 指し ま 
す 。 ル ー ト か ら 全 パス を 指定 する こと か ら 、 バ フル パス 名 に よる 指定 ” な ど と も 言い ます 。 前 の 例 は 、 
2 つと も この 絶対 指定 に よる ファ イル 指定 で す 。 

これ に 対し て 、 相 対 指定 と は 、 パ ス 名 が ^ 壮 ” 以外 で 始ま る 指定 方 法 の こと を 指し ます 。 す な わ ち 、 
カレ ント ディ レク トリ (次 項 で 解説 し ます 。 こ こ で は 、 た ん に Human68k が 現在 作業 し て いる ディ 
レク トリ の こと で ある 、 と 考え て くだ さい ) か ら 始 め て 、 目 的 の ファ イル を 指定 する 方 法 で す 。 た と 
えば 前 の 例 で 、 カ レン トディ レク トリ が TEXT” で ある と き に 、 ヾ 会 計 . TXT” を 指定 する に は 、 


会 計 .TXT 


と する だ け で よい の で す 。 こ の 方 法 で す と 、 フ ァイル 指定 を 行う 際 に 、 そ の つど フル ノバ ス 名 を 指定 す 
る 手間 が 省け る た め 、 階 層 構 造 の 深い と ころ に カレ ント ディ レク トリ が ある と き な ど に も 、 簡 単に フ 
ァイル 指定 を 行う こと が で きる と いう 利点 が あり ます 。 た だ し 、 カ レン トディ レク トリ が 明らか で な 
い 限り 、 指 定 さ れ た ファ イル の 位置 を 特定 で き な い 欠点 が あり ます 。 


特定 が で きる た め 、 正 確 な 指定 を 行う こと が で きま す 。 

この 2 つの 指定 方 法 は 、 ど ちら で も 便利 な 方 を 選ん で お 使い くだ さい 。 

ディ レク トリ の 関係 を 親 、 子 と 表現 する こと が あり ます 。 た と えば 、 前 の 例 で は 、 ル ー ト ディ レク 
トリ は サブ ディ レク トリ “BASIC*、 バ TEXTY、 LETTERSY 全部 の * 親 ?” で あり 、 逆 に これ ら サ 
プ デ ィ レ クト リ は ルー トディ レク トリ の “ 子 ” と な り ま す 。 

Human68k で は 、 こ の “ 親 ” を 、 ピ リオ ド 2 つ ( .. ) で 表す こと が で きま す 。 こ れ は 、 フ ァイル 
の 相対 指定 の 中 で も 使う こと が で きま す 。 た と えば 、 カ レン トディ レク トリ が “USER′ で ある と き 
に 、^TEST. BAS” を 指定 する に は 、 


・\TEST. BAS 


と する こと が で きる の で す 。 こ の 方 法 は 、 階 層 構 造 が 浅い 場合 は か えっ て 指定 が めん どう に な りか ね 
ませ ん が 、 深い 階層 構造 中 で 、「 と な り の ディ レク トリ 」 中 の ファ イル を 指定 し た りす る 場合 は 、 大 変 
便利 に 使う こと が で きま す 。 
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3.7.2 ディ レク トリ の 移動 


階層 構造 で は 、 バ カレ ント ディ レク トリ ” と いう 概念 が あり ます 。 こ れ は 、 フ ァイル に 関す る 作業 を 
行う に あたり 、 あ る 特定 の ディ レク トリ を 中 心 に し て 操作 が で きる よう 、 シ ステ ム が 注目 し て いる デ 
ィ レ クト リ の こと を 指し ます 。 これ を 操作 する 側 か ら 見 て 、^ い ま 自 分 が いる ディ レク トリ "と と ら え 
の ni ます る 

ディ レク トリ を 移動 する こと は 、 こ の カレ ント ディ レク トリ を 変更 する と いう こと で あり 、 階 層 構 
造 中 の 自分 の “いる” 相対 的 な 位置 を 変更 する と いう こと を 意味 し ます 。 

ディ レク トリ を 移動 する に は CHDIR コマ ンド を 使用 し ます 。 

ドラ イブ A 中 の ディ スク が 、 次 の よう な 階層 構造 に な っ て いる と し ます 。 


PGM1 
PGM2 
ディ レク トリ を 、\PGM 1 か ら \PGM 2 に 移動 する と き は 、 
CHDIR \PGM2 
と 入力 し ます 。 デ ィ レ クト リ が 移動 し た こと を 確認 する と き は 、 何 も パラ メー タ を 付け ず に 、 
CHDIR 
と 入力 し ます 。 す る と 、 


A : \PGM2 


と 表示 され ます 。 こ れ で 、 壮 PGM2 が カレ ント ディ レク トリ に な っ た こと が わか り ます 。 
な お 、 デ ィ レ クト リ の 移動 に は 、 絶 対 指定 の パス 名 の ほか に 、 相 対 指定 の パス 名 も 用 いる こと が で 
きま す 。 と くに 、 パ 親 ” ディ レク トリ に 変更 する (戻る ) と き に は 、 
CHDIR 
を 使う と 非常 に 便利 で す 。 


3。7。3 ディ レク トリ の 作成 
ある ディ レク トリ の 下 の 階 層 に ディ レク トリ を 作成 する と き は 、MKDIR コマ ンド を 使用 し ます 。 
MKDIR  PGM 


の よう に 入力 し ます 。 この と き 新 し い デ ィ レ クト リ PGM が カレ ント ディ レク トリ の 下 に 作成 され ま 
す 。 こ こ で DIR コマ ンド を 実行 する と 、 


PGM <dir> 。 nn-nn-nn nn:nn:nn 
と 表示 され ディ レク トリ が 作成 され た こと が 確認 され ます (<dir> の 後ろ に は 作成 時 の 年 月 日 と 時 刻 が 
表示 され ます )。 
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ディ レク トリ と し て 付け られ る 名 前 は 、 フ ァイル に 名 前 を 付け る 場合 と まっ た く 同 じ で す 。3. 2 節 
を 参照 し て くだ さい 。 

すでに 存在 する ディ レク トリ と 同じ 名 前 の ディ レク トリ を 作成 する こと は で きま せん 。 ま た 、 存 在 
する ファ イル 名 と 同じ 名 前 の ディ レク トリ も 作成 で きま せん 。 こ の よう な と き は 、 


ディ レク トリ が 作れ ませ ん 


と 表示 され ます 。 

1 つの 階層 構造 に 作成 する こと の で きる ディ レク トリ の 数 や 階層 の 深 さ の 制限 は あり ませ ん 。 デ ィ 
スク の 容量 が 許す 限り 作成 する こと が で きま す 。 た だ し 、 ル ー ト ディ レク トリ 上 の ファ イル 数 (ディ 
レク トリ も 含む ) に つい て は 制限 が あり 、 5 イン チ 高 密度 (572 HD) フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 場合 、 
192 個 まで 作成 で きま す 。 


3.7.4 ディ レク トリ の 削除 


ディ レク トリ を 削除 する と き は 、RMDIR コマ ンド を 使用 し ます 。 

ディ レク トリ の 作成 は 、MKDIR コマ ンド で 簡単 に で きま し た が 、 削除 する と き は その ディ レク ト 
リ の 下 の 階 層 に ある ディ レク トリ や ファ イル を すべ て 削除 し て お く 必 要 が あり ます 。 

し た が っ て 、 デ ィ レ クト リ を 削除 する と き は 、 階 層 の 低い も の か ら 階 層 の 高い も の へ と 順番 に 削除 
し て いか な けれ ば な り ま せん 。 

また 、RMDIR コマ ンド は 、 自 分 自身 の ディ レク トリ と 、 そ の すぐ 上 の ディ レク トリ を 削除 する こ 
と は で きま せん 。 し た が っ て 、RMDIR コマ ンド は 、 ふ つう 自身 の ディ レク トリ の すぐ 下 の デ ィ レ ク 
トリ を 削除 する と き に 使う の が 一 般 的 で す 。 

た と えば 、 次 の よう な 階層 構造 で ディ レク トリ ^PGM1/′ を 削除 し た いも の と し ます (カレ ント デ 
ィ レ クト リ は 、 ル ー ト で ある と し ます )。 図 中 、 太 字 は ディ レク トリ を 表し ます 。 


FILE1.DOC 
TEMP FILE1.TMP 


GM2 


まず 、 デ ィ レ クト リ TEMP′ の 下 に ある FILE 1. TMP′ を 削除 し な けれ ば な り ま せん 。 そ 
の た め に 、 ま ず カ レン トディ レク トリ を TEMP に 移動 し て か ら DEL コマ ンド を 使用 し ます 。 


CHDIR  \PGM1YTEMP 
DEL FILE1.TMP 


次 に 、 デ ィ レ クト リ ^TEMP" を 削除 し ます 。 自 分 自身 の ディ レク トリ を 削除 する こと は で きま せ 
ん か ら 、 1 つ 上 の ディ レク トリ に 移動 し ます 。 
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CHDIR .. 
ここ で RMDIR コマ ンド を 使っ て 、 
RMDIR TEMP 


と し ます 。 ま だ この まま で は ヾ *PGM1* を 削除 で きま せん 。^FILE 1. DOC" が この ディ レク トリ 中 
に 残っ て いる か ら で す 。 


DEL FILE1.DOC 


これ で 、 び PGM1? 中 の ファ イル や ディ レク トリ は すべ て 削除 きれ まし た 。 これ で 初め て 、 目 的 の ディ 
レク トリ を 削除 する こと が で きま す 。 


CHDIR .. 
RMDIR  PGM1 


な お 、RMDIR コマ ンド を 実行 する と 、 ディレクトリ に 含ま れる サブ デ ィ レ クト リ や ファ イル が 一 
度 に 消 を えて し まう 、 と いう こと は あり ませ ん 。 削除 し た い デ ィ レ クト リ の 下 の 階 層 に サ プ デ ィ レ ク ト 
リ りや ファ イル が 存在 し て いる と き は 、RMDIR コマ ンド は 無効 と な り ま す 。 

以上 で ファ イル と ディ レク トリ に 関す る 解説 を 終了 し まし た 。 デ ィ レ クト リ の 作成 ・ 変 更 ・ 削除 は 、 
階層 構造 中 に お ける ファ イル 操作 を 行う 上 で 欠く こと の で き な い も の で す 。 よ く 理 解 し 、 操 作法 を 修 
得 し て くだ さい 。 な お 、 さ ら に 詳し いこ と は 、 各 コマ ンド の 説明 (第 5 章 ) を ご 覧 くだ さい 。 
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第 4 童 コマ ンド に つい て 


を 。 ト 、 イ シンキ 上 ダク ショ ン 


コマ ンド は 、 コ ンピュータ に 処理 を 実行 させ る た め の 言 葉 で す 。 人間 と コン ピュ ー タ の 間 に 位 置 し 
て いて 、 両 者 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を は か る も の で す 。 

コマ ンド は ふつ う キーボー ド か ら 入 力 さ れ ま す 。 こ れ を Human68k シス テム が コン ピュ ー タ に わ 
か る 命令 に 翻訳 し それ を コン ピュ ー タ に 伝達 し て さま ざま な 仕事 を 行わ せる の で す 。 

逆 に 言え ば 、 コ ンピュータ に 何 か の 仕事 を や ら せ よ うと 思っ た ら 、 そ の 仕事 に 応じ し た コマ ンド を 選 
び 、 そ れ を コン ピュ ー タ に 与え を な く て は な ら な いわ け で す 。 

Human68k の コマ ンド に は 、 い ろ い ろ な も の が あり ます 。 た と えば 、 次 の よう な 基本 的 な 仕事 を す 
る た め の コ マン ド が あり ます 。 


@ ディ スク の フォ ー マ ッ ト (初期 化 )、 コ ピー、 名 前 の 付け か え 
@ フ ァイル の 表示 、 コ ピー、 比 較 

@ ディ レク トリ の 表示 、 作 成 、 変 更 、 削 除 

@ 日 付 ・ 時 刻 の 設定 

@ プ ログ ラム の 編集 、 実 行 

@ 周辺 機器 と の イン ター フェ イス の 管理 


これ ら の ほか に も 、 実 に きま ざま な 機能 を も っ た コマ ンド が た くさ ん あり ます 。 こ れ ら の ひと つ ひ 
と つの 働き を 理解 する こと に より 、 コ ンピュータ を 使い こなす こと が で きる 、 と いう わけ で す 。 
それ ぞ れ の コマ ンド に つい て は 、 第 5 章 に 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 順 に コマ ンド を 並べ て 詳し く 説 明 し て 
いま す の で 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


4.2 コマ ンド の 種類 


本 書 で は 、Human68k の COMMAND. X の 中 に 含ま れ て いる コマ ン ド を 内 部 コマ ンド 、 デ ィ ス 
ク 上 に 存在 する 実行 可能 な ファ イル を 外部 コマ ンド と 分 類 し て いま す 。 


@ 内 部 コマ ンド 
コマ ンド プロ セッ サ (COMMAND. X) の 内 部 に あり ます 。 カ レン ト ドラ イブ が どこ で あっ て も 、 
また 、 カ レン トディ レク トリ が どこ で あっ て も 、 つ ね に 実行 する こと が で きま す 。 


@ 外 部 コマ ンド 

コマ ンド プロ セッ サ の 外部 (セス テム ディ スク 上 の ゞ BIN? と いう ディ レク トリ の 中 ) に あり 、 お の 
お の 独立 し た ファ イル で す 。 拡 張子 に 、 い 、 X” また は R” が つい て いま す 。 カ レン トド ライ ブ の 
カレ ント ディ レク トリ 中 に その ファ イル が あれ ば その まま 実行 で きま す が 、 そ う で な けれ ば 、 そ の フ 
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ァイル に ドラ イブ 名 と フル フッ パス 名 を 付け て 実行 し な けれ ば な り ませ ん 。 

た だ し 、PATH コマ ンド に より 外部 コマ ンド の ファ イル が どこ に ある か を あら か じ め 指 定 し て お 
く 、 と いう 便利 な 方 法 が あり ます 。 こ れ に つい て は 、「4.5 外部 コマ ンド と PATH」 の 項 に 詳し く 
解説 し て あり ます の で 参照 し て くだ さい 。 


間柄 デ ン ド ま 天 移 ジ 


コマ ンド オプ ショ ン と は 、 コ マン ド の 実行 時 に 与え る Human68k へ の 追加 情報 の こと で 、 コ マン 
ド の 後に 続け て 指定 し ます 。 オ プシ ョ ン を 省略 する と 、 ふ つう は その コマ ンド が あら か じ め 用 意 し て 
いる 既定 値 (デフ ォ ル ト 値 ) が 使わ ん ます 。 コ マン ド に よっ て は デフ ォ ル ト 値 が な いも の も あり ます 。 
デフ ォ ル ト 値 は コマ ンド に よっ て 異な り ま すか ら 、 く わし く は 第 5 章 の コマ ンド 別 の 解説 を 参照 し て 
くだ さい 。 

オプ ショ ン に は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 


@d: 
ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 ド ライ ブ 名 を 表す 文字 に 続い て コロ ン (: ) が つき ます 。 


@ フ ァイル 名 
コマ ンド に 与え る ファ イル 名 で す 。 拡張 子 付き の ファ イル を 指定 する と き に は 、 拡 張子 を 省略 する 
あと が で きま せん 。 


@ 拡 張子 
ファ イル 名 拡張 子 で す 。 コ マン ド に よっ て 省略 可能 で す 。 


@ バ パス 名 
階層 ディ レク トリ 構造 の 中 で 、 指 定 し た ファ イル が どこ に ある か を 示し ます 。 次 の よう な 書式 で す 。 
〔 壮 ](〈 く ディ レク トリ 名 > 壮 )…(< デ ィ レ クト リ 名 > 壮 ] く < デ ィ レ クト リ 名 > 


@ スイッチ 
Human68k の コマ ンド を 制限 する も の で 、 コ マン ド に よっ て 異な り ま す 。 ふつ う 、 ス ラッ シュ (/) 
と アル ファ ベッ ト 文 字 か ら な り ま す 。 ス ラッ シュ (/) の 前 に は 必ず スペ ー ス を 入れ て くだ さい 。 


例 ) CHKDSK B: ププ A で A” が スイ ッ チ ) 


@ パラメータ 
コマ ンド の 実行 の 際 に 必要 な 、 細 か い 情 報 で す 。 多 く は 、 何 種類 か ある パラ メー タ の うち の 1 つ を 
選ぶ 形 で 指定 し ます 。 


例 ) BREAK ON ("ON” が パラ メー タ ) 
ダブ プル クォーテーション ( ? ) で 囲ま れ た 文字 列 は 、 そ の 中 に どん な 文字 が 含ま れ て いて も 、 ノ パラ 
メー タ の 一 部 と し て 扱わ れ ま す 。 
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4.4 コマ ンド の 共通 事項 


次 に 示す の は 、 Human68k の 全 コ マン ド に 共通 する 事項 で す 。 


(1) 
(②) 


コマ ンド の 多く は 、1 文字 以上 の オプ ショ ン と と も に 使用 し ます 。 

コマ ンド の 入力 は 、 そ の コマ ンド 名 が 大 文字 で あっ て も 小文字 で あっ て も 、 大 文字 、 小 文字 、 ま 
た は その 混合 で 指定 し て も 構い ませ ん 。 た だ し 、 ス イッ チ に よっ て は 大 文字 、 小文字 を 区 別 する 
必要 が ある も の も あり ます 。 

コマ ンド と オプ ショ ン を 区 切る 区 切り 記号 (デリ ミタ ) に は 、 ス ペー ス や カン マ を 使う の が ふつ 
う で す 。 そ の ほか 、 セ ミコ ロン 、 等 号 、 タ ブ 文 字 な ども 区 切り 文字 と し て 使用 する こと が あり ま 
すず す 5 

ファ イル 名 の 指定 の 中 に 区 切り 記号 は 入れ られ ませ ん 。 

メッ セー ジ と と も に 


何 か キ ー を 押し て くだ さい 


な ど と 表示 され た と き は 、 メ ッ セ ー ジ に 従っ て 処置 し て くだ さい 。 

拡張 子 つ き の フ ァイル 名 を 指定 する と き は 、 ふ つう 、 拡 張子 を 省略 する こと は で きま せん (コマ 
ンド の 中 に は 省略 で きる も の も あり ます )。 

コマ ンド は 、 リ ター ン キ ー を 押さ れる まで は 処理 を 開始 し ませ ん 。 

コマ ンド を 実行 中 に [CTRL|+| C | を 押す と 、 ほ と ん どの 場合 は その コマ ンド の 実行 を 中 止 す 
る こと が で きま す 。 た だ し 、 コ マン ド に よっ て は 中 止 で き な か っ た り 、 ま た は 別 の 動作 を する こ 
と が あり ます か ら 、 注 意 し て くだ さい 。 

ワイ ルド カー ド や デバ イス 名 は 、 コ マン ド 名 と し て 指定 する こと は で きま せん 。 

ディ スプ レイ へ の 出力 が 1 画面 以上 に 渡る 場合 '、 そ の まま に し て お く と 情報 が どん どん 画面 か ら 
スク ロー ル し て 流れ 出 て し まい ます 。 この よう な と き は 、 [CTRL|+| S | で 画面 の スク ロー ル を 
止め る こと が で きま す 。 任意 の キー で スク ロー ル を 再開 で きま す 。 

コマ ンド 入力 の 際 に は 、 テ ンプ レー ト 機 能 を 使用 する こと が で きま す 。 

コマ ンド モー ド を 表す プロ ンプ ト は 、PROMPT コマ ンド を 改め て 指定 し な い 限 り *A>? な ど 
の 形 を し て いま す 。 こ の と き の “A” は カレ ント ドラ イブ 名 を 表し ます 。 


4.5 外部 コマ ンド と PATH 


外部 コマ ンド を 実行 する と き は 、 実 行 し た い コ マン ド フ ァイル が カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ 


レク トリ 中 に な く て は な り ま せん 。 そ う で な い 場 合 は 、 実 行 し た い コ マン ド フ ァイル に ドラ イブ 名 と 
フル フ パ ス 名 を 付け て 指定 する 必要 が あり ます 。 


し か し これ で は 、 外 部 コマ ンド の 所 在 位置 を つね に 覚え を て お か ね ば な り ま せん し 、 実 行 の た びに ド 


ライ ブ や パス 名 を 付け な けれ ば な ら な いた め 入 力も た い へ ん で す 。 も し 、 階 層 の 深い と ころ に ファ イ 
ル 名 が あっ た り し た ら 、 デ ィ レ クト リ 名 を いく つも 指定 する こと に な り 、 そ れこ そ た い へ ん な 手間 が 
か か っ て し まう こと に な り ま す 。 


そこ で 、Human68k で は 、^PATHY の 設定 に より 、 こ れ を 解決 し て いま す 。PATH の 設定 は 次 


32 


4.6 バッ チ 処 理 


の よう に し て 行い ます 。 
PATH (<d : >] く パス 名 > 


ここ で 、<d : > ンマ ス 名 > に は 、 実 行 し た い 外 部 コマ ンド ファ イル を 収納 し た ドラ イブ 名 お よび ディ 
レク トリ 名 を 指定 し ます 。 

こう し て PATH を 設定 し て お く と 、 入 力 さ れ た コマ ンド は まず 最初 に カレ ント ディ レク トリ 内 で 
さ が き され 、 も し そこ に 該当 の コマ ンド ファ イル が な いと 、 こ ん ど は 自動 的 に PATH で 設定 され た パ 
ス 名 の ディ レク トリ 内 で さ が さ れ ま す 。 

つま り 、 外 部 コマ ンド も 、 内 部 コマ ンド と まっ た く 同 じ よ うに 、 ど こ で も 使う こと が で きる よう に 
な る わけ で す 。 

PATH は 、 複 数 指定 する こと も で きま す 。 


PATH  A: \BIN:A: \LOCAL :B: \BIN 
の よう に 、 セ ミコ ロン (:) で 区 切っ て 並べ て くだ さい 。 こ の 場合 、 外 部 コマ ンド は 、 
カレ ント ディ レク トリ ー A: \BIN つ Ai \LOCALーB: \BIN 


の 順に さ が さ れる よう に な り ま す 。 
PATH を 設定 し た 後 で 、 設 定 し た PATH を 見 た いと き は 、 


PATH 
と だ け 入 力 し ます 。 現在 設定 され て いる PATH が 、 
path 三 A: \BIN : A: \LOCAL : 日 : \BIN 


の よう に 表示 され ます 。 

PATH は 、 いっ た ん 設定 し た ら 、 また PATH コマ ンド で 再 設定 を 行う か 、 シス テム を リセ ッ ト す 
る か 、 電 源 を 切る か 、 の どれ か を し な い 限 り 有 効 で す 。 

また 、 PATH は 、 外部 コマ ンド ファ イル だ け で な く 、 バ パッ チ フ ァイル に つい て も 有効 で す 。 PATH 
に 指定 され た ディ レク トリ 中 に バッ チ フ ァイル が あれ ば 、 こ れ も さ が され ます 。 

シス テム の 起動 時 は 、 PATH は 設定 され て いま せん 。 し た が っ て 、 自分 の シス テム ディ スク 中 の 自 
動 実行 バッ チ フ ァイル (AUTOEXEC. BAT) 内 に 、 こ の PATH コマ ン ド 行 を 入れ て お く と 、 超 動 
後 自動 的 に PATH が 設定 され る た め 、 便 利 で す 。 自 動 実行 バッ チ フ ァイル に つい て は 、 次 節 を 参照 
し て くだ さい 。 


4.6 バッ チ 処 理 


よく 使う 一 連 の コマ ンド を 、 入 力 す る の と 同じ イメ ー ジ で テキ スト ファ イル の 中 に 収め て お く の が 
ツ ミ ッ チ ファ イル ” で す 。 コ マン ド と し て その バッ チ フ ァイル を 指定 すれ ば 、 フ ァイル の 中 に 書か れ 
て いる コマ ンド を 、 そ の つど キー ボー ド か ら 入 力 し な く て も 書か れ た 順に 実行 で きま す 。 こ の よう な 
処理 の 仕方 は 「 バ ッ チ 処理 」 と 呼ば れ 、 コ ンピュータ の 一 般 的 な 処理 方 法 の ひと つ で す 。 バ ッ チ ファ 
イル は 、 拡 張子 BAT” を 付け て 作成 し な けれ ば な り ま せん 。 た だ し 、 実行 の 際 は この 拡張 子 を 省 
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略し て 入力 で きま す 。 

バッ チ フ ァイル は 、 付 属 の スク リー ン エ ディ タ ED か 、 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ な ど で 作 成 し ま す 
が 、「 3. 5.2 ファ イル の 作成 」 の と ころ で 説明 し た 、COPY コマ ンド を 利用 し て 作る こと も で き 
898 

ここ で は 、 こ の COPY コマ ンド を 利用 し て WORD. BAT” と いう 名 前 の バッ チ フ ァイル を 作る 
所 計 し ま 條 。 


COPY CON WORD.BAT 


と 入力 し て くだ さい 。 す る と 画面 上 で 改行 し て 、 入 力 を 待っ て いる 状態 に な り ま す 。 こ こ で バッ チ フ 
ァイル の 内 容 を 入力 し て くだ さい 。 各 行 の 末尾 で は 、 必 ず リ ター ン キ ー を 押し ます 。 


VOL 
DIR *. TXT 


ED | 


入力 誤り は 、 い ま 入 力 し て いる 行内 で あれ ば | BS | キー で 消し て 書き 直せ ば よい の で す が 、 い っ た ん 
リタ ー ン キー を 押し て し まっ た 行 は 訂正 する こと が で きま せん 。 この と き は 、 COPY コマ ンド を 終了 
し て ファ イル に な っ た 段階 で スク リー ン エ ディ タ や 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ を 使っ て 修正 し て くだ さ 
い 。 

パッ チ フ ァイル の 内 容 を すべ て 書き 終わ っ た ら 、 [CTRL|+| Z | を 押し ます ([CTRL| キ ー を 押し 
な が ら | Z | キー を 押す )。 続 け て リタ ー ン キー を 押し ます 。COPY コマ ンド が 終了 し て 、 い WORD. 
BAT” と いう 名 前 の ファ イル が で きま す 。 

これ で 、 バ パッチ ファ イル WORD. BAT* が で き あ が り ま し た 。 こ の バッ チ フ ァイル を 実行 する に 
は 、 


WORD 


と 入力 し ます 。 さ き ほ ど 書 いた 、 一 連 の コマ ンド が つぎ つき ぎ と 自動 的 に 実行 され て いき ます 。 
な お 、 バ ッ チ ファ イル を 使用 する 際 は 、 次 の よう な 規則 、 注 意 点 を 守ら な く て は な り ま せん 。 

(1) バッ チ フ ァイル 中 の 1 行 の 大 き さ は 、 255 文 字 ま で で す 。 超え た 行 が ある と 、 バッ チ 処 理 が 中 断 さ 
れ ま す 。 

(2) パッ チ フ ァイル 中 に バッ チ フ ァイル を 実行 する よう 指定 する と 、 そ の バッ チ フ ァ イ ル に 実行 が 移 
っ だ た 時点 で 前 の バッ チ フ ァイル は 無視 され て し まい 、 そ れ よ り 後 に 書い て お いた コマ ンド は 実行 
され な いま ま コ マン ドモ ー ド に も どっ て し まい ます 。 こ の よう な 場合 は 、 プ C ス イッ チ 付 き の 
COMMAND コマ ンド を 実行 する よう に し て くだ さい (詳し く は 第 5 章 の COMMAND コマ ン 

ド の 項 を 参照 し て くだ さい )。 
(3③) バッ チ フ ァイル の 実行 が 終了 する と 、ECHO モー ド は 強制 的 に ON に な り ま す 。 
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4.6 バッチ 処 理 


6.1 パラ メー タ を 用 いた バッ チ フ ァイル の 作り 方 


バッ チ フ ァイル に パラ メー タ を 使う と 、 異 な る デー タ に 対し て も 汎用 的 に 使 を る バッ チ フ ァイル を 
作る こと が で きま す 。 Human68k で は 、 バ ッ チ ファ イル の 中 に 「 仮 パラ メー タ 」 を 入れ て お き 、 実 行 
時 に コマ ンド オプ ' シ ョ ン と し て 実際 の パラメータ (「 実 パラ メー タ 」) を 指定 する こと が で きま す 。 

仮 パ ラメ ー タ 名 は 、% 記 号 を 付け た 1 桁 の 番号 (%. 0、%1……、% 9) で 指定 し ます 。 

次 に 示す の は 、 仮 パラ メー タ を 用 いた バッ チ フ ァイル NAME. BAT′ の 内 容 例 で す 。 


COPY  %1 TEMP. TMP 
COPY %2 %1 

COPY 。 TEMP.TMP %2 
DEL TEMP. TMP 


これ を 実行 する に は 、 実 パラ メー タ を 付け て 、 た と えば 次 の よう に 入力 し ます 。 


NAME FILE.001 FILE. 002 


この 場合 、% 1 に は “FILE. 001* が 、% 2 に は “FILE. 002? が それ ぞ れ 代入 され 、 次 の よう な コ 
マン ド を お の お の 実行 し た の と 同じ に な り ま す 。 


COPY FILE.001 TEMP. TMP 
COPY FILE.002 FILE. 001 
COPY TEMP.TMP FILE. 002 
DEL TEMP. TMP 


し た が っ て 、 結 果 的 に 、 FILE. 001′ の 内 容 と FILE. 002′ が 交換 され ます 。 
2 パ ラメ ー タ を 用 いた バッ チ フ ァイル を 使用 する 際 の 規則 、 注 意 点 を 、 以 下 に あげ ます 。 


(1) 


(②) 


(3) 


(4) 


(5) 


(6) 


仮 パ ラメ ー タ ^%0?” は 、 つ ね に 指定 し た バッ チ フ ァイル 自身 の ファ イル 名 に 相当 し ます ( 朱 張 
子 も 含ま れ ま す )。 

バッ チ フ ァイル の 実行 時 に は 、 仮 パラ メー タ ^%1? は 1 番目 の コマ ンド オプ ショ ン ( 実 パ ラメ 
ー タ ) に 、 仮 パラ メー タ ^%2? は 2 番目 の コマ ンド オプ ショ ン ( 実 パ ラメ ー タ ) に 対応 し ます 。 
以下 、 順 に 仮 パ ラメ ー タ の 番号 に 実 パ ラメ ー タ の 順番 が 対応 し ます 。 

仮 パ ラメ ー タ の 数 より も 実 パ ラメ ー タ (コマ ンド オプ ショ ン ) の 数 が 多い と き は 、 余 分 な 実 パ ラ 
メー タ は 無視 され ます 。 逆 に 、 実 パラ メー タ の 方 が 少な いと き に は 、 足 ら な い 分 に 対応 する 仮 パ 
ラメ ー タ に は ヌル 文字 が 適用 され ます ( 何 も 代入 され な い )。 

仮 パ ラメ ー タ は 、10 個 まで 使用 で きま す (% 0 一 % 9 )。10 個 以上 必要 な 場合 は 、 バ ッ チ コマ ンド 
の SHIFT コマ ンド を 使用 し ます 。 

バッ チ フ ァイル 内 で は 、 仮 パラ メー タ を 表現 する の に % 記 号 を 使い ます の で 、 そ の まま % だ け を 
単独 で 使う こと は で きま せん 。 も し % 記 号 を 文字 と し て 使い た な けれ ば 、%%% と 2 つ 重 ね て 指定 し 
ます 。 

バッ チ フ ァイル に 与え を る パラメータ に は 、 文 字 ^@? (コー ド $00) を 入れ て は いけ ませ ん 。 そ 
れ 以 降 の 文字 は 無視 され ます 。 
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4.6.2 自動 実行 バッ チ フ ァイル (AUTOEXEC. BAT) の 作り 方 


バッ チ フ ァイル の 特殊 な か た ちと し て 、 自 動 実 行 バ ッ チ ファ イル と いう も の が あり ます 。 こ れ は 、 
シス テム を 起動 し た と き に 、 自 動 的 に 実行 され ん る よう に な っ て いる も の で す 。 

これ を 利用 する と 、 次 に 示す よう な 、 シ ステ ム 起 動 の た びに 入力 し な けれ ば な ら な いよ うな 定型 的 
な 処理 と か 、 環 境 の 設定 と か を キー ボー ド か ら そ の つど 行う こと な く 、 自 動 的 に 行う) こ と が で きま す 。 


@ 起 動 後 、 す で ぐ 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ を 立ち 上 げ る 

@ よ く 使 う コ マン ド フ ァイル や デー タフ ァイル を RAM ディ スク に コピ ー す る 
@ PATH を 設定 する 

@ など など …… 


この 自動 実行 バッ チ フ ァイル を 作る の は 、 と て も 簡単 で す 。 前 項 で 述べ た 、 通 常 の パッチ フ ァイル 
と 、 そ の 作り 方 は まっ た く 同 じ で す 。 た だ 、 そ の バッ チ フ ァイル の 名 前 を 、 


AUTOEXEC. BAT 


と 付け る だ け で いい の で す 。 こ れ は いわ ば シス テム に 予約 され た 特別 な # フ ァイル 名 で 、 そ の 意味 は 、 
^AUTOmatic EXECution BATch/、 す な わ ち 自動 実行 バッ チ ′ で す 。 

Human68k が 起動 する と 、 起 動 に 必要 な ファ イル 類 を すべ て 読み 込ん だ 後 、 シ ステ ム は ディ スク フ 
ァイル 上 か ら こ の “AUTOEXEC. BAT′ を さがし ます 。 そ し て も し この ファ イル 名 を も つ フ ァイル 
が ある と 、 シ ステ ム は す ぐに その 自動 実行 バッ チ ファ イル を 読み 、 実 行 し ます 。 

次 に 、 自動 実行 バッ チ フ ァイル の 典型 的 な 例 を 示し ます 。 これ は 、 Human68k シス テム ディ スク 用 
の 環境 設定 を 行う も の で す 。 


ECHO _ OFF 

ECHO Human68k シス テム ディ スク 

VERIFY ON 

BREAK ON 

PATH _ Ai:\:A:\BIN:A:\LOCAL:B:\ 
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4.7 コマ ンド 行 で 利用 で きる 機能 


Human68k で は 、 ふ つう は キー ボー ド か ら 入 力 を 行い 、 画 面 に 出力 し ます 。 これ は キー ボー ド が 「 標 
準 入力 」 に な り 、 画 面 が 「 標 準 出力 」 に な っ て いる か ら で す 。 

Human68k で は 、 コ マン ド 行 中 に 簡単 な 記号 を 指定 する こと に より 、 こ れ ら の 標準 入力 と 標準 出力 
の デバ イス を 変更 し て 、 画 面 で は な く プ リン タ に 出力 し た り 、 デ ィ ス ク の ファ イル か ら 入 力 し た りす 
る こと が で きま す 。 こ れ を 「 入 出力 の リダイレクト 機能 」 と 呼び ます 。 

同時 に 、 コ マン ド 行 中 に 簡単 な 記号 を 指定 する だ け で 、 あ る コマ ンド の 実行 結果 を 、 そ の まま 他 の 
コマ ンド の 標準 入力 と し て 直結 する こと の で きる 「 パ イプ 機能 」 も あり ます 。 

さら に 、 1 つの コマ ンド 行 中 に 、 簡 単 な 記 号 と と も に 複数 の コマ ンド を 一 度 に 指定 し 、 こ れ を 順に 
実行 さき せる こと の で きる 「 マ ル チ 処 理 機能 」 が あり ます 。 


4.7.1 リダイレクト 機能 


多く の コマ ンド は 、 画 面 を 標準 出力 と し て いま すか ら 、 な に も 指定 し な けれ ば 出力 は 画面 に 表示 さ 
れ ま す 。 

た と えば 、 次 の コマ ンド は カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ の ディ レク トリ 内 容 を 画面 に 
表示 し ます 。 


pIR | 


し か し 、 次 の よう に 指定 すれ ば 、 画 面 に 出 た の と 同じ イメ ー ジ で プリ ンタ に ディ レク トリ 内 容 を 印 
字 で きま す (た だ し 、 こ の と き 画 面 に は ディ レク トリ 内 容 は 表示 され ませ ん )。 こ こ で “>” は 、 不 等 
号 の ^ 大 な り ” 記号 を 表し ます 。 


DIR > PRN |J 
この よう に 、 バ >? を 使う こと に より 、 標 準 出力 に 出さ れる べき デー タ を 、 フ ァイル や 他 の デパ ババ イス 
に その まま 転送 する こと が で きる の で す 。 こ れ が 、 出 力 の リダイレクト で す 。 


ここ で 指定 し た 標準 出力 は 、 テン ババ イス ファ イル で ある PRN/、 すなわち プリ ンタ で す が 、 次 の よう 
に すれ ば 、 コ マン ド の 出力 内 容 を ファ イル と し て 作成 する こと が で きま す 。 


DIR > FILES.DAT 


Human68k は 自動 的 に この FILES.DAT” を 作り 、 デ ィ レ クト リ 内 容 を 書き 込み ます 。 こ の と 
き 、 す で に ある ファ イル 名 を 指定 し て も 警告 は 出 ず 、 そ の まま ファ イル の 内 容 を 書き 換え て し まい ま 
すか ら 注 意 し て くだ さい 。 

新しい デー タ を 、 す で に ある ファ イル の 末尾 に 付け 加え る (アペンド する ) こと も で きま す 。 こ の 
と き は 、 出 力 の リダイレクト 記号 で ある 不 等 号 >” を 、 2 つ 続 け て 書き ます 。 次 の 例 で は 、 現 在 あ 
る `XFILES. DAT” の 内 容 に 、 い ま の ディ レク トリ 内 容 が 付け 加 そ られ ます 。 


DIR >> XFILES. DAT 


リダイレクト 機能 は 標準 出力 だ け で な く 、 標 準 入力 も 変更 する こと が で きま す 。 こ の と き リ ダイ レ 
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クト を 受け る コマ ンド は 、 標 準 入力 で ある キー ボー ド か ら の 入力 を 必要 と し て いる コマ ンド で な けれ 
ば な り ま せん 。 入力 の リダイレクト は 、 不 等 号 の ヾ <? ( 小 な り ) を 使用 し ます 。 
だ と えば 、 


SORT < FILES.DAT 


で は 、 デ ィ レ クト リ 内 容 の 入っ た デー タフ ァイル で ある FILES. DAT” の 内 容 を その まま 入力 と 
し て 、SORT コマ ンド が 働き ます 。 この よう な 入力 ファ イル が すでに 存在 する な ら 、1 行 ず つ キ ー ボ 
ー ド か ら 入 力 す る より は ずっ と 科 単 に 済み ます 。 

だ た だ し この と き は 、 SORT コマ ンド に よっ て 並べ か を られ た 出力 は 、 標準 出力 で ある 画面 に 表示 さ 
れ ま す 。 出 力 が 長い と すぐ に 画面 か ら ス クロ ー ル し て いっ て 消え て し まい ます 。 そ こ で 、 こ の 出力 を 
ファ イル に と っ て お く よ う に する に は 、 出 力 の リダイレクト を 組み 合わ せ て 次 の よう に し ます 。 


SORT < FILES.DAT > PFILES.SRT 
並べ か を た られ た ディ レク トリ 内 容 は 、FILES. SRT と いう ファ イル に 収納 され ます 。 
4.7.2 パイ プ 機 能 


標準 入力 か ら デ ー タ を 読み 込み 、 標 準 出力 に 出力 する よう に 作ら れ た コマ ンド を 、「 フ ィ ル タ 」 と 呼 
び ま す 。Human68k で は 、 


FIND 
MORE 
PR 
SORT 


の 4 つの コマ ンド が フィ ル タ で す 。 

さて 、 デ ィ レ クト リ 内 容 を アル ファ ベッ ト 順 に 並べ か えて 表示 し た 場合 、 出 力 の リダイレクト 機能 
を 使っ て いっ た ん ファ イル に 書き 込み 、 そ れ を 入力 の リダイレクト 機能 で SORT す る こと が で きる 
こと は 、 前 項 で 解説 し ま し た 。 し か し この 方 法 だ と 、 間 に ひと つ 余 分 な ファ イル が 残っ て し まい ます 。 

この よう な と き は 、SORT コマ ンド が フィ ル タ で ある こと を 利用 し て 、 パイ プ 機 能 を 使う と 、 途中 
で 一 時 的 な ファ イル を 作成 し な く て も 、 2 つの コマ ンド 間 を 直結 し て くれ ます 。 し た が っ て 2 つの コ 
マン ド 行 が 必要 な と ころ を 、 1 行 の コマ ンド を 入力 する だ け で 済み ます 。 

パイ プ 機 能 は 、 コ マン ド と コマ ンド と の 間 を 災 線 記号 ` | ” で 区 切っ て 表現 し ます 。 た と えば 、 


DIR | SORT 


は 、 デ ィ レ クト リ 表 示 (パイ プ 記 号 の 左側 ) を その まま SORT コマ ンド (パイプ 記 号 の 有 側 ) の 標準 
入力 と し 、 画 面 に 表示 し ます 。 こ の 方 法 に よれ ば 、 前 項 の 例 の よう な ヾ FILES. DAT” と いう ファ イ 
ル を 作る こと な く 、 デ ィ レ クト リ 内 容 を ソー ト し て 見 る こと が で きる わけ で す 。 

ソー ト 結 果 を 画面 単位 で 表示 し た けれ ば 、 1 画面 ご と の 表示 を し て くれ る MORE コマ ンド を 使っ 
RG 


38 


4.7 コマ ンド 行 で 利用 で きる 機能 


DIR | SORT | MORE 
と すれ ば よい で し ょ う 。 ま た 、 決 の よう に すれ ば 、 
DIR | SORT > PRN 


ソー ト 結 果 を プリ ンタ に 印字 で きま す 。 
も ちろ ん 、 ド ライ ブ 名 や パス 名 、 フ ァイル 名 を 指定 すれ ば 、 指 定 の ファ イル に 書き 込む せこ と も で き 
に 
DIR | SORT > B: \DATA\DIRNAMES. DAT 


この よう に 、 入 力 の ディ レク トリ 、 出 力 の リダイレクト 、 お よび パイ プ ' は 、 自由 に 組み 合わ せ て 使 
DO きま (2 


4.7.3 マル チ 処 理 機能 


マル チ 処 理 と は 、 1 行 の コマ ンド 行 入 力 で 複数 の コマ ンド を 実行 する た め の も の で す 。 こ れ を 行う 
に は 、 コ マン ド と コマ ンド と の 間 を 、 継 線 記号 (| ) 2 つ で 区 切っ て 並べ ます 。 
7 江 だ 局 、 


DIR | | DATE | | TIME 


と 入力 する と 、DIR コマ ンド 、DATE コマ ンド 、TIME コマ ンド が 順に 実行 され ます 。 

この 機能 を 利用 する こと に より 、 他 の アプ リケーション プロ グラ ム か ら COMMAND.X の 内 部 コ 
マン ド を 実行 する 場合 | コマ ンド を 実行 する た びに アプ リケーション プロ グラ ム に 戻る こと が な く な 
り ま すか ら 、 1 回 の コマ ンド 指定 で 済ま せる こと が で きま す 。 
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Pi 
山 
L 
4 


ST 半 の 末 痢 ダグ ショ シ 


Human68k の 各 コ マン ド に つい て 解説 し ます 。 コ マン ド は アル ファ ベッ ト 順 に 並ん で いま す 。 バッ 
チ 処 理 で 使用 する コマ ンド に つい て は 、 5. 3 節 で まとめ て 解説 し て いま す 。 


5.2 Human68k の コマ ンド 


この 節 で は 、 各 コマ ンド を 、 次 の よう な 形式 で 解説 し て いま す 。 


コマ ンド 名 内 部 / 外 部 コマ ンド の 区 別 


機能 CTRL | 年 CI の チェ ッ ク 機 能 の 設定 
BREAK [ON | OFF | KILL〕 
BREAK コ マン ド は 、…………… 


コマ ンド 実行 時 の 指定 書式 
機能 の 簡潔 な 説明 


内 部 外部 コマ ンド の 区 別に つい て 、 詳し く は 4 . 2 節 を ご 覧 くだ さい 。 また 、 書式 の 表記 法 に つい 
て は 、(3) ペ ー ジ 「 本 書 で 用 いる 表記 法 」 を ご 覧 くだ さい 。 
次 に 、 各 コマ ンド を 機能 別に 分 類 し て お きま す 。 


@ コマ ンド の 機能 に よる 分 類 


シス テム 関係 
BREAK 十 | C | の チェ ッ ク 機 能 の 設定 
GS ディ スプ レイ の 消去 
COMMAND コマ ンド プロ セッ サ COMMAND. X の 起動 
は 3 入出 力 デバ イス の 変更 
CUSTOM CONFIG. SYS ファ イル の 作成 
DATE 日 付 の 表示 ・ 設 定 
EXIT 子 プ ロモ ス と し て 起動 され た COMMAND. X か ら の 親 プ ロ セ ス 


ペ の リク ニン 


40 


HIS 

KEY 
MEMFREE 
MENU 
PROCESS 
PROMPT 
SCREEN 
SET 
SPEED 
SUBST 
SWITCH 
TIME 
TIMERKR 
VER 


ディ スク 関係 
BACKUP 


CHKDSK 
COPY2 


DISKCOPY 
DRIVE 
FORMAT 
HDID 
RECOVER 
RESTORKE 
ら \ ら 

VOL 


ディ レク トリ 関係 


CHDIR(CD) 
DIR 
MKDIR(MD 


PAIEH 
RMDIR(RD) 
TEMP 
TREE 
WHERE 


5.2 Human 68k の コマ ンド 


ヒス トリ 行列 の 表示 

ファ ンク ショ ン キ ー な どの 設定 
使用 可能 な メモ リサ イズ の 表示 
メニ ュー 形式 で コマ ンド を 実行 
プロ セス の 情報 を 表示 

プロ ンプ ト の 設定 
画面 モー ド の 設定 
環境 文字 列 の 値 の 設定 
RS--232C イ ンタ ー フ ェ イ ス に 対す る パラメータ の 設定 ・ 起 動 
仮想 ドラ イブ の 割り 当て の 設定 ・ 解 除 
メモ リス イッ チ の 設定 

時 刻 の 表示 ・ 設 定 

時 刻 の 表示 ・ ア ラー ム の セッ ト 

シス テム の バー ジョ ン の 表示 


ハー ド デ ィ スク か ら フ ロッ ピー ディ スク に 、1 つ また は それ 以上 の フ 


ァイル の バッ クア ッ プ 作成 
ディ スク の 状態 の 報告 


ハー ド デ ィ スク 上 の ファ イル の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク へ の 人 退避 ・ フ ロ 


ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 の 退避 ファ イル の ハー ド デ ィ スク へ の 復帰 
ディ スク 全体 の コピ ー・ 比 較 照 合 

ドラ イブ の 種類 、 状 態 の 表示 ・ ド ライ ブ 名 の 交換 

ディ スク の フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) 

内 蔵 ハ ー ド ディ スク の ID 番号 変更 

不良 クラ スタ を 含む ファ イル また は ディ スク の 修復 
BACKUP コ マン ド で バッ クア ッ プ され だ た ファ イル の 復元 
Human68k シス テム の 転送 

ディ スク の ポリ ュー ムラ ベル の 表示 ・ 変 更 


カレ ント ディ レク トリ の 変更 ・ 表 示 

ディ レク トリ (ファ イル 名 一 覧 ) の 表示 
新しい ディ レク トリ の 作成 

外部 コマ ンド 検索 の た め の PATH の 設定 
ディ レク トリ の 削除 

テン ポラ リフ ァイル の パス の 設定 

ディ レク トリ 構造 の ツリ ー 形 式 で の 表示 
ファ イル の 検索 
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ファ イル 関係 
ATTRIB 
BIND 
COPY 
GOPWAE 友 


DEL(ERASE) 


DUMP 
FC 
MOVE 


REN (RENAME) 


TYPE 
VERIFY 


フィ ル タ 関 係 
FIND 
MORE 
PR 
SORT 


バッ チ 処 理 関係 


ECHO 
FOR 
GOTO 
IF 
PAUSE 
REM 
SHIFT 


日 本 語 処理 関係 


USKCGM 


ファ イル の 属性 の 設定 ・ 解 除 

オー バー レイ X フ ァイル の 作成 ・ 変 更 
ファ イル の コピ ー・ 連 結 

ファ イル お よび ディ レク トリ の コピ ー 
ファ イル の 削除 

16 進 表現 ・ 文 字 に よる ファ イル 内 容 の 表示 
ファ イル 内 容 の 比較 

ファ イル の 移動 

ファ イル 名 の 変更 

ファ イル 内 容 の 表示 

べ リ ファ イ 機 能 の 設定 


ファ イル 中 の 指定 文字 列 の 検索 
1 画面 ご と の 表示 

ファ イル 内 容 の ペー ジン グ 
ー あ が デ トイ (まく 0 の お ) 


バッ チ 処 理 中 に お ける コマ ンド 行 表 示 の 設定 ・ メ ッ セ ー ジ の 表示 


コマ ンド の 反復 実行 

バッ チ 処 理 の 流れ の 変更 

条件 設定 に よる バッ チ 処 理 

バッ チ 処 理 の 一 時 停止 

バッ チ 処 理 中 に お ける コメ ント の 表示 
バッ チ 処 理 中 に お ける パラ メー タ の シフ ト 


外字 の 作成 ・ 登 録 ・ 削 除 
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ATTRIB 外部 コマ ンド 


ファ イル の 属性 の 設定 ・ 解 除 
ATTRIB 【〔+R| 一 RJ〔 填 H| 一 印 (K フ ァイル 名 >) 


ATTRIB コマ ンド は 、 フ ァイル を 誤っ て 削除 し た り 、 別 の ファ イル に 上 書き し て し 
まう と いっ た ミス を 防ぐ た め に 使用 し ます 。 また 、 フ ァイル に 対し 、 不可 視 属 性 (DIR 
コマ ンド な ど で 見 た り 操作 し た りす る こと が で き な い と いう 属性 ) を 与 を る た め に も 
使い ます 。 

@ フ ァイル の 属性 を 、 読 み 出 し 専用 に 設定 し ます 
ATTRIB +R MSTFL.100 


ファ イル MSTEFL. 100 の 属性 が 、 読 み 出し 専用 に 設定 され ます 。 DIR コマ ンド で 
ファ イル 名 を 表示 する こと は で きま す が 、 削 除 し た り 、 内 容 を 変更 し た りす る こと 
は で き な く な り ま す 。 
@ フ ァイル の 読み 出し 専用 属性 を 解除 し ます 

ATTRIB 一 R MSTFL.100 
ファ イル MSTFL. 100 の 読み 出し 専用 の 属性 が 、 解除 され ます 。 実行 後 、 フ ァイル 
は 書き 込み 可能 と な り ま す 。 
@ フ ァイル の 属性 を 、 不 可視 属性 に 設定 し ます 

ATTRIB HH MSTFL.100 


ファ イル MSTFL. 100 の 属性 が 、 不 可視 属性 に 設定 され ます 。 フ ァイル は DIR、 
DEL、 TYPE な どの コマ ンド に よる 通常 の 操作 で は 、 取 り 扱う こと が で き な く な り 
まず > 
@ フ ァイル の 人 不可視 属 性 を 解除 し ます 

ATTRIB 一 日 MSTFL.100 
ファ イル MSTFL. 100 は 、DIR コマ ンド で 見 る こと が で きる よう に な り 、 そ の 他 
の コマ ンド に よる 通常 の 操作 も 可能 と な り ま す 。 


@ フ ァイル の 属性 を 表示 し ます 


43 


第 5 章 コマ ンド 


ATTRIB  WKFL.100 


ファ イル WKFL. 100 の 現在 の 属性 を 表示 し ます 。 現在 の ファ イル の 属性 の 設定 状 
区 を 見 る と き に 使用 し ます 。 


ATTRIB *.* 
DIR コマ ンド で 見 えな いも の も 含め 、 す べ て の ファ イル の 属性 を 表示 し ます 。 


この 書式 で は 、 フ ァイル の 属性 が 各 フ ァイル 名 の 左側 に 、 次 の よう な 記号 で 表示 され 
ます 。 


記号 属性 名 
人 ……m アー カイ プ (通常 の ファ イル ) 
D …… ディ レク トリ 


V …… ボリ ュー ムラ ベル 
S …… シス テム 
日 …… 不可 視 


IN 読み 出し 専用 
な お 、ATTRIB コマ ンド で 設定 ・ 解 除 が で きる の は 、H お よび R の み で す 。 


@ ヘ ルプ 画面 の 表示 
ATTRIB 


ATTRIB コマ ンド の 使用 方 法 を 表示 し ます 。 
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BACKUP 外部 コマ ンド 


機 


解 


能 


式 


ハー ド デ ィ スク か ら フ ロッ ピー ディ スク に 、 1 つま た は それ 以上 の ファ イル の バッ ク 
アッ プ 作 成 


BACKUP <hd : >【 ン スス 名 >)【< フ ァイル 名 >〕 <fd : > 〔/SJ(/A)( ソ D : < 日 
付 >[ プ エエ : < 時 刻 >〕 


ハー ド デ ィ スク は 大 量 の デー タ を 格納 で きる と いう 利点 が ある 反面 、 一 度 事故 が 起 
きる と 失う デー タ も 大 量 で ある と いう 和 欠 点 も あり ます 。 こ の た め 、 定 期 的 に バッ クア 
ッ プ を と り 、 デ ー タ の 保全 に 努め る 必要 が あり ます 。 

1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 
BACKUP 


と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


BACKUP for X68000 Version *.** Copuright 1988,89 SHRRP 


全部 叶 ( 了 ) 


ここ で 、 カ ー ソ ルキ ー の [人 1 [| で 処理 を 選択 し て を 押し ます 。 こ の 後 は 
画面 に 表示 され る メッ セー ジ に し た が っ て ドラ イブ 名 や ディ レク トリ 名 な ど を 選択 し 
で CSV 

た と えば 、 ド ライ ブ A (ハー ド デ ィ スク ) の 内 容 す べ て を 、 ド ライ ブ B (フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク ) に バッ クア ッ プ する 場合 は 、 次 の 画面 の よう に “サブ プ デ ィ レ クト リ も バ 
ッ ク ア ッ フ プ ” ー パ ドラ イブ A : ーー パ ド ライ ブ B:” つ AE: つ パ バッ クア ッ プ 開 
始 ′ を | で 選択 し ます 。 
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BACKUP for X68000 . Version *.** Copuright 1988,89 SHRRP 


パッ クア ッ プ の 条件 設定 が あれ ば 指定 し て くだ さい 
仁科 (回 ( 前 に 戻る ) 


必要 で あれ ば 最後 に 日 付 条件 (指定 し た 日 付 の 間 に 作成 し た ファ イル を バッ クア ッ 
プ ) や 時 刻 条件 (指定 し た 時 刻 の 間 に 作 成 し た ファ イル を バッ クア ッ プ ) を 設定 し 、 レ ヾ 
ッ ク ア ッ プ 開始 」 を 選択 し て くだ さい 。 


2. コマ ンド 行か ら の 実行 


コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メ ニュ ー 画 面 に 入ら ず に 
コマ ンド を 実行 し ます 。 

最初 の <hd : > ンス 名 > く < ファ イル 名 > に は 、 バ ッ ク ア ッ プ する ハー ド デ ィ スク ドラ イ 
プ の ディ レク トリ また は ファ イル を 指定 し ます 。 ンス 名 >< フ ァイル 名 > が 省略 され た 
場合 は 、 ル ー ト ディ レク トリ に 存在 する 全 フ ァイル が 指定 され た こ と に な り ま す 。 次 
の <fd : > に は 、 バ ッ ク ア デップ され た ファ イル が 作成 され る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ 
プ を 指定 し ます 。 

BACKUP コマ ンド で は 以下 の スイ ッ チ が 使用 で きま す 。 
グ S サ プ デ ィ レ クト リ も バッ クア ッ プ し ます 。 
グ A すでに バッ クア ッ プ され だ た フロッピー ディ スク 上 に ある 、 ペ バックアップ "され た 

ファ イル に 追加 し ます 。 十 い フ ァイル を 削除 し ませ ん 。 

グ D 指定 され た 日 付 以 降 に 変更 され た ファ イル を バッ クア ッ プ ' し ます 。 
グ T 指定 され た 時 刻 以 降 に 変更 きれ た ファ イル を バッ クア ッ プ し ます 。 
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外部 コマ ンド 


オー バー レイ X フ ァイル の 作成 ・ 変 更 


BIND 〔 ン O〕 < 作成 する ファ イル 名 > < ファ イル 名 > ファ イル 名 > …) [し プ D | 
グ X | ノン L〕 〔【 プ エン 祥 名 2) 


拡張 子 が *.X′” に な っ て いる 複数 の X フ ァイル を 結合 し て 、 ひ と つの オー バー レイ 
X フ ァイル を 作成 し ます 。 オ ー バ パー レイ と いう の は 、 使 用 可能 な メモ リサ イズ に 対し 
て 、 プ ログ ラム や デー タ の サイ ズ の 方 が 大 きい と き に 利用 され る も の で す 。 

た と えば 、 TEST.X と いう プロ グラ ム を 実行 する た め に は 800K バ イト の メモ リ が 
必要 と いう と き に 、 使 用 可能 な メモ リ が 500K バイ ト し か な い 場 合 、 メ モリ 不足 で こ 
の まま で は 実行 で きま せん 。 そ こ で 、 プ ログ ラム を 作成 する と き に 、 ひ と つの メイ ン 
プロ グラ ム と 複数 の サブ ププ ログ ラム に 分 け て 作成 し 、 実 行 す る と き は 、 必 要 な サブ ププ 
ログ ラム を その つど ディ スク か ら 読 み 込ん で 実行 する よう に し ます 。 こ うす る ど メ モ 
り が 少な く て も 大 き な プ ログ ラム を 実行 する こと が で きる よう に な り ま す 。 

と ころ が 、 こ の よう な プロ グラ ム を 作る た め に は 、 メ イン プロ グラ ム で メモ リ の 管 
理 や ディ スク か ら の 読み 込み 、 実 行 な ど を 行わ な けれ ば な ら ず 、 プ ログ ラミ ング が た 
い へ ん めん どう に な り ま す 。 

BIND コマ ンド は 、 こ の よう な オー バー レイ 構造 の プロ グラ ム の 作成 を 援助 する コ 
マン ド で す 。 複数 の プロ グラ ム を オー バー レイ に し た いと き は 、 通 常 の プロ グラ ム を 
作成 する と き の よ うに 単に X フ ァイル に すれ ば よい だ け で す 。 BIND コマ ンド は 以下 
の よう に 使用 し ます 。 


@ 複数 の X フ ァイル を 結合 し て 新しい オー バー レイ X フ ァイル を 作成 する 
BIND ン ノン O TEST TEST1 TEST2 TEST3 
この 例 で は 、 TEST1.X、 TEST2.X、 TEST3.X と いう 双 フ ァイル か ら TEST. 区 
と いう オー バー レイ X フ ァイル を 作成 し ます 。 拡張 子 は 省略 し て も 自動 的 に ^“.X” で 
ある と 判断 され ます 。 
@ す で に オー バー レイ X メ ファ イル が 存在 する と き に 、 別 の X フ ァイル を 追加 する 


BIND TEST TEST4 TEST5 Jl 


この 例 で は 、 TEST.X と いう オー バー レイ X フ ァイル に さら に TEST4.X と TEST5. 
XX の 2 つの 双 フ ァイル を 追加 し ます 。 
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@$ オーバ パー レイ X フ ァイル の 中 に どの よう な X フ ァイル が ある か 調べ る と き 
BIND TEST ン L 


この 例 で は 、 TEST.X と いう オー バー レイ X フ ァイル に 含ま れる X フ ァイル を 表示 
し ます 。 


@ オ ー バ パー レイ X メ ファ イル か ら 特 定 の X フ ァイル を 削除 する 
BIND TEST TEST2 TEST4 ン /D 


この 例 で は 、 TEST.X と いう オー バー レイ メ フ ァ イル か ら TEST2.X と TEST4.XX 
の 2 つの X メ ファ イル を 削除 し ます 。 


@ オーバー レイ X フ ァイル か ら 特 定 の X フ ァイル を 取り 出す 
BIND TEST TEST1 TEST3 ノン X 


この 例 で は 、 TEST.X と いう オー バー レイ XX ファ イル か ら TEST1.X と TESTT3. 双 
の 2 つの X フ ァイル を 取り 出し ます 。 


@ テ ン ボ ラリ ファ イル の パス 名 を ドラ イブ C に 指定 し て 、 オ ー バ パー レイ X フ ァイル を 
作成 する 


BIND TEST TEST2 TEST4 ン T C: y\ 回 


この 例 で は 、BIND コ マン ド を 実行 する と き に 作成 され る テン ポラ リー ファ イル を 
ドラ イブ C の RAM デ ィ ス ク に 指定 し て 、 TEST.X と いう オー バー レイ X フ ァイル を 
作成 し ます 。 フ ロッ ピー ディ スク に 空き 容量 が な いと き や 、 実 行 速度 を 速め た いと き 
に は 、 テ ン ポ ボラ リー ファ イル を RAM デ ィ ス ク に 設定 する と 便利 で す 。 


オー バー レイ X フ ァイル の ロー ド と 実行 の 方 法 は 次 の と お り で す (別売 の 「C Com- 
piler PRO-68K」 が 必要 で す )。 

DOS コ ー ル の __exec フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル で 、MD の 下位 バイ ト に 0 (ロード お よび 
実行 )、1 (ロー ド の み )、3 (特殊 な ロー ド )、MD の 上 位 バ イト に モジ ュー ル 番 号 を 与 
そえ て コー ル し ます 。 通常 の X フ ァイル の 場合 、 モ ジュ ー ル 番号 は 0 で あり 、 オ ー バ ー 
レイ X フ ァイル で も 最初 に 結合 し た ファ イル が 0、 次 の ファ イル が 1 …… と な り ま す 。 
詳し く は 、「C Compiler PRO-68K」 の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。 
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@ TEST.X の 中 に TEST1.X、TEST2.X、TEST3.X が 入っ て いる と き に それ ぞ れ 
を ロー ド お よび 実行 する と き は 、 


TEST 1 .X な ら ば MD は $0000 
TEST 2 .X な ら ば MD は $0100 
TEST 3 .X な ら ば MD は $0200 


と な り ま す 介 だ が 2 つ 3 


TEST 


と 入力 し た と き は 、TEST1.X が ロー ド お よび 実行 され る こと に な り ま す 。 で すか ら 、 
TEST1.X で は exec フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル を 利用 し て 、TEST2.X や TEST3.X を 
ロー ド お よび 実行 する よう に 作成 すれ ば よい わけ で す 。 


@ TEST.X の 中 に TEST1.X、TEST2.X、TEST3.X が 入っ て いる と き に それ ぞ れ 
を ロー ド す る と き は 、 


TEST 1 .X な ら ば MD は $0001 


TEST 2 .X な ら ば MD は 0101 
TEST 3 .X な ら ば MD は 0201 


と な り ま す 。 

また 、 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され た と き は 、 デ ィ ス ク の あき 領域 が 足 
りな いた め テ ン ポ ラリ ー フ ァイル が 作れ ませ ん 。 充 分 な あき 領域 の ある ドラ イブ な ど 
に テン ポラ リー ファ イル を 作る よう に ノバ ス 指 定 し て くだ さい 。 ノ パ ス 指 定 は 前 述 の 〒 エ 


ンマ ス 名 > また は TEMP コ マン ド で 行え まず す 。 


テン ポラ リー ファ イル が 作れ ませ ん 
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BREAK 内 部 コマ ンド 


+| C | の チ ェ ッ ク 機 能 の 設定 


BREAK (ONI|OFF | KILL〕 


BREAK コマ ンド は 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム グ の 実行 中 、|CTRL| | C | の チ 
ェ ッ ク を 行う か 否 か を 設定 する た め に 使用 する コマ ンド で す 。 

BREAK を ON に 設定 する と 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム が ディ スク の 入出 力 
な どの Human68k シス テム 内 部 の 処理 を 行う た びに 、 [CTRL|+| C |] キー が 押さ 
れ た か 否 か の チェ ッ ク が 、 行 われ る よう に な り ま す 。 こ の 設定 を 行う と コン パイ ル や 
リン ク 中 に も プロ グラ ム を 中 断 す る こと が 可能 に な り ま す 。 

BREAK を OFF に 設定 する と 、 キ ー ボ ー ド 入力 、 デ ィ ス プレ イ 出 力 お よび プリ ン 
タ 出 力 の いずれ か の 内 部 処理 が 行わ れる と き に の み [CTRL|+| C | の チェ ッ ク が 行 
われ 、 そ の 他 の 処理 で は チェ ッ ク さ れ な く な り ま す 。 し た が っ て この 状態 で は 、 内 部 
処理 が 行わ れ て いる 限り 、 プ ログ ラム の 中 断 を 行う こと は で きま せん 。 通常 は この 設 
定 で アプ リケーション プロ グラ ム を 実行 し ます 。 

BREAK を KILL に 設定 する と 、 どん な 場合 で も 中 断 で き な く な り ま す 。 ど うし て 
も 中 断 し た い 場 合 は 、 本 体 の INTERRUPT スイ ッ チ を 押し て くだ さい 。 

BREAK は 、 シ ステ ム の 起動 時 に は 、OFF に 設定 され て いま す 。 

現在 の 設定 状況 を 表示 し た いと き は 、 


BREAK 
と し ます 。 BREAK が OFF の と き は 、 
break は <off> で す 
と 表示 され 、ON の と き は 、 
break は <on> で す 
と 表示 され 、KILL の と き は 、 
break は <kill> で す 


と 表示 され ます 。 
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CHDIR(CD) 内 部 コマ ンド 


洪 
惑 


中 
23 


別表 記 


和 


カレ ント ディ レク トリ の 変更 ・ 表 示 
CHDIR (<d: >]( ン 名 
CD 


カレ ント ディ レク トリ を 変更 する と き に 使用 し ます 。 

CHDIR コマ ンド は 、 指 定 ド ライ プ の カレ ント ディ レク トリ を 変更 する と き に 使用 
内 ます 9 

カレ ント ディ レク トリ は 、 ドラ イブ ご と に 設定 で きる た め 、<d : > を 指定 する こと に 
より 、 カ レン トド ライ ブ を 移動 する こと な く 他 の ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ を 
変更 する こと が で きま す 。 

<d : > を 省略 し た と き は 、 カ レン トド ライ ブ と みな され ます 。 

ディ レク トリ の 指定 の 方 法 に は 、 パ ス 名 を ルー トディ レク トリ か ら 指 定 する 絶対 指 
定 と 、 カ レン トディ レク トリ か ら 指 定 する 相対 指定 の 、 2 種類 が あり ます 。 


@ 絶 対 指定 に よる ディ レク トリ の 変更 
カレ ント ディ レク トリ が か が ぎ 1 部 半 1 課 詩 1 係 の と き 、 デ ィ レ クト リ ぎ 1 部 \\1 課 
半 2 係 に 変更 し た いと き は 、 


CHDIR \1 部 \1 課 \2 係 
と l 夫 ます > 


@ 相 対 指定 に よる ディ レク トリ の 変更 
カレ ント ディ レク トリ が 詩 1 部 壮 1 課 壮 1 係 の と き 、 デ ィ レ クト リ ぎ 1 部 \\1 課 
葵 2 係 に 変更 し た いと き は 、 


CHDIR ..Y\2 係 


が し まず す 。 こら 4 か レア か W 科 放 四 ます つの ディ レク トリ (ご と 
で は 1 課 ) を 意味 し ます 。 


@ カ レン トディ レク トリ の 表示 
カレ ント ディ レク トリ を 表示 する と き に は 、 な に も パラ メー タ を 与え ず に 、 


CHDIR |J| 

と し ます 。 カ レン トディ レク トリ が ぎ 1 部 半 1 課 詩 2 係 で あれ ば 、 
\1 部 \1 課 \ 2 係 

と 表示 され ます 。 
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CHKDSK 外部 コマ ンド 


ディ スク の 状態 の 報告 
CHKDSK (<d : >]〔 ン AJ〔 ン V] 


CHKDSK コマ ンド は 、<d : > で 指定 し た ドラ イブ に 挿入 きれ て いる ディ スク の 
FAT 領域 と ディ レク トリ 領域 を 調べ 、 フ ァイル や ディ レク トリ の 使用 状態 な ど を チ 
に ルン 豚 に ar js 

コマ ンド を 実行 する と 、 次 の よう な ステ ー タ スレ ポー ト を 表示 し ます 。 バ イト 数 の 
表示 は キロ (K) バイ ト 単 位 で す 。 


d: vvvvv は yyyy-mm-dd hh: mm に 作成 され まし た 
nnnn K バ イト : 全 デ ィ ス ク 容 量 
nn K バ イト : n 個 の シス テム ファ イル 
nn K バ イト : n 個 の ディ レク トリ 
nnnn K バ イト : n 個 の ユー ザー ファ イル 
nnnnn K バ イト : 使用 可能 ディ スク 容量 


ここ で 、d: vVVVV は 、 ド ライ ブ 名 と ボリ ュー ムラ ベル 名 、yyyy - mm - dd は 日 
付 、hh : mm は 時 刻 を それ ぞ れ 表し 、n は 数 値 を 表し ます 。 

スイ ッ チ を 指定 し な いと き は 、FAT 領域 を サー チ し て 、 フ ァイル の デー タプ ロック 
が 連続 し て いる か どう か の チェ ッ ク を 行い ます 。 不 連続 な デー タブ ロッ ク を も つ フ ァ 
イル が ある と 、 次 の よう な メッ セー ジ を ステ ー タ スレ ポー ト の 前 に 表示 し ます 。 


d: \xxxxx n 個 の 不 連続 ブロック が あり ます 


ここ で 、d: \xxxxx は 、 ド ライ ブ 名 お よび パス 名 付き の ファ イル 名 を 表し ます 。 
も し スイ ッ チ が 指定 され て いれ ば 、 ス テー タス レポ ー ト の 前 に 、 そ の スイ ッ チ 指定 
し た 情報 を 表示 し ます 。 ス イッ チ に は 、 次 の 2 つ を 指定 で きま す 。 


@ プ A 

スイ ッ チ グ A を 指定 する と 、 ス テー タス レポ ー ト また は エラ ー メ ッ セ ー ジ の 他 に 、 
すべ て の ファ イル (サブ プ デ ィ レ クト リ を 含む ) を 表示 し ます 。 同 時 に その ファ イル が 
収め られ て いる セク タ の 範囲 が 報告 され ます 。 


ーーーーーー XXXXX. XXX 吊 nnnnー nnnn 


ここ で 、-ー-ーーーー は 属性 を 、xxxxx. xxx は ファ イル 名 を 、$nnnn 一 $nnnn は 
セク タ の 報告 を 、 そ れ ぞ れ 表 し ます 。 

属性 に つい て は 、ATTRIB コマ ンド で 表示 され る も の と 同一 で す 。 ATTRIB コマ 
ンド を 参照 し て くだ さい 。 


52 


@ ノ V 

スイ ッ チ ング V を 指定 する と 、 ス テー タス レポ ー ト まだ た は エラ ー メ ッ セ ー ジ の 他 に 、 
すべ て の ファ イル (サブ プ デ ィ レ クト リ を 含む ) を 表示 し ます 。 た だ し 、 セ クタ の 状態 
は 報告 され ませ ん 。 
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じ LS 内 部 コマ ンド 
機 能 ディ スプ レイ の 消去 
書 式 CLS 
解 説 CLS コマ ンド は 、 画 面 上 に 表示 され た 文字 を 消去 (クリ ア ) する と き に 使い ます 。 
CLS コマ ンド を 実行 する と 画面 の 表示 は すべ て クリ ア さ れ 、 カ ー ソ ル は ホー ム ポ ジ 
ショ ン に 戻り ます 。 
何 か 作業 を 行う 際 に 、 表 示さ れ た 画面 を クリ ア し た いと き に は 、 


CLS 


と 実行 する と 、 表 示 は すべ て クリ ア さ れ プ ブ プロンプト が 画面 の 左上 に きま す 。 


注意 : CLS コマ ンド で クリ ア で きる の は テキ スト (文字 ) 画面 だ け で す 。 グ ラフ ィ ッ 
ク 画 面 に は 、 何 の 影響 も 与え を ませ ん 。 
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COMMAND 外部 コマ ンド 


コマ ンド プロ セッ サ COMMAND. X の 起動 


COMMAND 〔/P〕 〔D〕 し E : < 環境 エリ アサ イズ >〕 し HH: < ヒス トリ エ 
リア サイ ズ >〕 〔〔C〕 < 廊 字 列 >) 


COMMAND コマ ンド は 、 ふ つう 、Human68k の コマ ンド プロ セッ サ COM- 
MAND. X を 子 プ デ ロ セ ス と し て 起動 する 際 に 使用 し ます 。 

アプ リケーション プロ グラ ム に よっ て は 、COMMAND. X を 子 プ ロモ セス と し て 超 
動 す る こと が で きる よう に 作ら れ た も の が あり ます が 、 そ の アプ リケーション ブロ グ 
ラム 中 か ら 直 接 COMMAND. X を 呼び 出す の で は な く 、 コマ ンド 行 を 指定 し て 呼ぶ 
こと が で きる よう に な っ て いる よう な 場合 、 と くに この COMMAND コマ ンド が 意 
味 を 持ち ます 。 

また 、COMMAND コマ ンド は 、CONEIG.SYS ファ イル の 中 の “SHELL ニー" 
行 中 に 指定 する 際 に 、 最も 一 般 的 に 用 いら れる も の で す 。 これ に つい て の 詳細 は 、「 第 
7 章 シス テム の 構築 」 を 参照 し て くだ さい 。 

COMMAND コマ ンド は 、 パラメータ を 与え ず に 実行 する と 、 現在 の Human68k 
の バー ジョ ン を 表示 し た 後 、 子 プロ セス と し て COMMAND. X を ロー ド し ます 。 

COMMAND コマ ンド に は 、 以 下 の よ うな パラ メー タ (スイ ッ チ な ど ) を 付加 する 
こと が で きま す 。 こ れ ら 以外 の スイ ッ チ が 指定 され る と 、 そ れ 以 降 の コマ ンド 行 ほ 無 
視 さ れ ま す 。 


@ プロ 

COMMAND.X か ら そ れ 以 上 高い レベ ル に 抜け 出す こと を 防止 する と き に 使用 し 
ます 。 こ れ を 付け て COMMAND コマ ンド を 実行 する と 、 子 プロ セ モス と し て 起動 され 
た 後 、EXIT コマ ンド が 実行 され て も その プロ セス の レベ ル よ り 上 に 抜け 出せ な く な 
り 証 和 記 

また 、 この スイ ッ チ が 指定 され る と 、COMMAND.X が 読み 込ま れ た 後 、 自動 的 に 
AUTOEXEC.BAT ファ イル が 実行 きれ ます 。 


@ ノロ 

ン P と 同時 に 指定 する と 、AUTOEXEC. BAT ファ イル の 起動 を し な いよ うに な 
り 計 奄 記 

この スイ ッ チ は 、CONFIG. SYS の SHELL=′” また は / プ P と と も に 指定 し ま 
す 。 単独 で 指定 し た と き は 、 コ マン ド プ ロモ セッ サ COMMAND. X を 子 プ ブロ セス と し 
て 起動 きせ ます 。 


@ だ ビ : < 環境 エリ アサ イズ > 
SET コマ ンド 用 に 、< 環 境 ニ エリ アサ イズ > で 指定 され た 数 の 環境 エリ ア を 確保 し ま 
す 。 環境 ニ エリ ア は 、 1 個 当たり 256 バイ ト で 、0-255 の 範囲 で 指定 で きま す 。 0 は 
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Rs 


512 バイ ト を 意味 し ます 。 デ フォ ルト 値 は 0 (512 バ イト ) で す 。 


@ プ HH : < ヒス トリ エリ アサ イズ > 

HIS コマ ンド 用 に 、 く ヒス トリ エリ アサ イズ > で 指定 され た 数 の ヒス トリ エリ ア を 確 
保 し ます 。 ヒス トリ エリ ア は 、1 個 当たり 256 バイ ト で 、0 255 の 範囲 で 指定 で きま 
す 。 0 は 512 バイ ト を 意味 し ます 。 デ フォ ルト 値 は 0 (512 バ イト ) で す 。 

ヒス トリ の 詳細 に つい て は 、HIS コマ ンド の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


@ C < 文字 列 > 

文字 列 で 指定 され た コマ ンド が コマ ンド プロ セッ サ に より 実行 され 、 終 了 後 戻り ま 
す 。 こ れ を 利用 する と 、 バ ッ チ ファ イル 中 か ら 別 の バッ チ フ ァイル を 呼び 出す こと が 
2 きま すさ だ ど 入 ば 


COMMAND グ C TEST 


で は 、 バ ッ チ ファ イル の 実行 中 に コマ ンド プロ セッ サ が 起動 され 、 次 に TEST. 
BAT が 呼び 出さ れ て 実行 され た 後 、 最 初 の バッ チ フ ァイル の 次 の 行 の 実行 に 戻り ま 
す 。 

ふつ う 、 バ ッ チ ファ イル か ら 別 の バッ チ フ ァイル を 呼び 出す こと は で きま せん が 、 
この スイ ッ チ を 使用 する こと に より 、 別 の バッ チ フ ァイル の 実行 が 可能 に な り ま す 。 

も ちろ ん 、 外 部 コマ ンド や 内 部 コマ ンド も この 形式 で 実行 する こと が で きま す 。 こ 
の 場合 、 現 在 の コマ ンド プロ セッ サ で は な く 、 子 プロ セス と し て 実行 され る COM- 
MAND. X の 下 で コマ ンド が 実行 きれ る こと に な り ま す 。 

な お 、/C は 省略 し 、 く < 文字 列 > の み を 指定 し て も 同じ 動作 に な り ま す 。 

ノ C の 後ろ に 、 別 の オプ ショ ン や スイ ッ チ を つけ る こと は で きま せん の で 注意 し て 
くだ さい 。 

COMMAND.X は 、 バ ッ チ ファ イル の 実行 中 、 お よび ノ C 付き の COMMAND ュ 
マン ド を 実行 し た と き に 、 次 の よう な エラ ー コ ー ド を 返し ます 。 こ の エラ ー コ ー ド は 、 
IF コマ ンド の ERRORLEVEL オプ ショ ン で 利用 する こと が で きま す 。 


$00nn (0 一 255) 
外部 コマ ンド の プロ セス 終了 コー ド と 同一 の 値 で す 。 
$01nn (256-511) 


下位 バイ ト は 外部 コマ ンド の プロ セス 終了 コー ド と 同一 の 値 で す が 、 そ の コ 
マン ド が 常駐 終了 し た 場合 、 こ の 値 と な り ま す 。 


02nn (512--767) 


コマ ンド が [CTRL|+| C | に ょ っ て 中 断 さ れ た 場合 、 こ の 値 と な り ま す 。 下 
位 バ イト は 不定 と な り ま す 。 
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名 03nn (768 一 1023) 


ファ ンク ショ ンコ ー ル エラ ー に より 強制 終了 (アボ ー ト ) され た 場合 、 こ の 
値 と な り ま す 。 下 位 バ イト は Human68k の エラ ー コ ー ド と な り ま す 。 


04nn (1024--1279) 


バッ チ 処 理 の 実行 時 エラ ー の 場合 、 こ の 値 と な り ま す 。 下位 バイ ト は 不定 と 
な り ま す 。 


$05nn (1280 一 1535) 


内 部 コマ ンド 中 で エラ ー が 生じ た 場合 、 こ の 値 と な り ま す 。 下位 バイ ト は 次 
の と お り で す 。 

00 パラメータ エ ラー 

01 ファ イル 読み 出し エラ ー 

02 "ファ イル 書き 込み エラ ー 

03 "ファ イル が 見 つか ら な いと き 

04 ディ レク トリ が いっ ぱい の と き 

05 "ディ スク 容量 が いっ ぱい の と き 


$06nn (1536 一 1791) 


指定 の コマ ンド が 見 つか ら な い 場 合 、 こ の 値 と な り ま す 。 下位 バイ ト は 不定 
と な り ま す 。 
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COPY 


内 部 コマ ンド 


機 能 


ファ イル の コピ ー・ 連 結 


COPY {<d: >| ンス 名 1> | < ファ イル 名 1 >}) 【〔{<d : > | ンス 名 2 > | < ファ イ 
リク 2 し WV し バ 0 ルツ B) 


COPY コマ ンド は 、 フ ァイル や ディ レク トリ を コピ ー す る と き に 使用 し ます 。 ファ 
イル の コピ ー は ファ イル お よび ディ レク トリ 単位 で 行う こと が で きま す 。 

スイ ッ チ V を つけ る と ディ スク を コピ ー し な が ら 自 動 ベ リフ ァ イ を 行い ます 。 す 
な わ ち 、 コ ピー 後 自動 的 に 、 コ ピー 先 の ファ イル や ディ レク トリ の デー タ を 読み 込み 、 
書き 込み エラー が な いか どう か の 照合 を 行い ます 。 し た が っ て 、 コ ピー の 内 容 は 保証 
され ます が 、 実 行 の 速度 は 遅く な り ま す 。 複 数 の ファ イル を コピ ー す る 場合 、 ス イッ 
チノ Q を つけ る と 、 コ ピー の 対象 と な る ファ イル 名 と と も に 確認 の メッ セー ジ を 表示 
し て か ら コ ピー を 行い ます 。 

バイ ナリ ファ イル を 連結 する 場合 は 、 ス イッ チン B を つけ て コピ ー を 行い ます 。 


1 ファ イル 単位 の コピ ー 
@ あ る ファ イル を 違う ファ イル 名 で コピ ー し ます 
COPY < ファ イル 名 1 > < ファ イル 名 2> 
< く フ ァイル 名 1 > と まっ た く 同 じ 内 容 を 持つ ファ イル が 、 同 一 ドラ イブ 上 に < ファ イ 
ル 名 2 > と いう 名 前 で 作成 され ます 。 
@ ド ライ ブ A に ある ファ イル を ドラ イブ B に 違う 名 前 で コピ ー し ます 
COPY  A : < ファ イル 名 1 > B: < ファ イル 名 2>〉 |J| 
< ファ イル 名 1 > と まっ た く 同 じ 内 容 を 持つ ファ イル が 、 ド ライ ブ B 上 に < ファ イル 
名 2 > と いう 名 前 で 作成 され ます 。 
@ ド ライ ブ A に ある ファ イル を ドラ イブ B に 同じ ファ イル 名 で コピ ー し ます 
COPY  A : < ファ イル 名 > 日 : 
この と き 、B : の 後に ファ イル 名 を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 
@ ドライブ A の ある ディ レク トリ 中 の すべ て の ファ イル を 、 ド ライ ブ B に それ ぞ れ 
同じ ファ イル 名 で コピ ー し ます 


COPY A : ンス 名 > 日 : 
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ドラ イブ A の ンス 名 > で 指定 され た ディ レク トリ 中 に 存在 する すべ て の ファ イル 
が 、 ま っ た く 同 じ 名 前 で ドラ イブ B の カレ ント ディ レク トリ 上 に 作成 され ます 。 
この と き B : の 指定 の 後に ファ イル 名 を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 


また 、 ス イッ チン Q を つけ る と 、 コ ピー の 対象 と な る ファ イル 名 と と も に 確認 の メ 


こ ヽ 


ッ セ ー ジ が 表示 され た の ち 、 コ ピー を 行い ます 。 


COPY A: < バス 名 > B: ノ /Q 凡 


XXXX .XXX を コピ ー し ます か <Y ン N> 


2 、 デ ィ レ クト り 単 位 の コピ ー 
@ ひ と つの ディ レク トリ に ある すべ て の ファ イル を 他 の ディ レク トリ に コピ ー し ます 。 
COPY < パス 名 1> < パス 名 2 > | 


ンス 名 1 > で 指定 され た ディ レク トリ 中 に 存在 する すべ て の ファ イル が 、 ま っ だく 
同じ 名 前 で それ ぞ れ ンス 名 2 > で 指定 され た ディ レク トリ 上 に 作成 され ます 。 な お 、 
ンス 名 2 > に は 、 す で に 存在 し て いる ディ レク トリ 名 を 指定 し な く て は な り ま せん 。 

この ディ レク トリ 単位 の コピ ー は 、 同 一 ドラ イブ 上 で も 、 異 な る ドラ イブ 間 で も 行 
うこ と が で きま す 。 


得 に cga 


コピ ー 元 と コピ ー 先 の ファ イル 名 や ディ レク トリ 名 が 同じ と き は 、 コ マン ド の 実行 
が 中 止 さ れ ま す 。 自 分 自身 に コピ ー す る こと に な る だ ため です 。 こ の と まき 、 次 の メッ セ 
ー ジ を 表示 し ます 。 


コピ ー 元 と コピ ー 先 が 同一 で す 


注意 : ドラ イブ 名 、 パ ス 名 を 指定 する 際 に 、 指 定 す べき ドラ イブ が カレ ント ドラ イブ 
で ある 場合 、 お よび 指定 する パス 名 が カレ ント ディ レク トリ で ある 場合 に は 、 
それ ぞ れ 省略 する こと が で きま す 。 


4 . ファ イル の 連結 


複数 の ファ イル を ひと つの ファ イル に まとめ る と き は 、 二 記号 で ファ イル 名 を つ な 
い だ り 、 ワ イル ドカ ー ド で 複数 の ファ イル を 指定 し ます 。 


eTEST1.DOC と TEST2.DOC を TEST.DOC に まとめ ます 
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COPY TEST 1 .DOC+TEST 2 .DOC TEST.DOC 
@ 拡 張子 が “.DOC" の ファ イル を すべ て ALL.DOC と し て まとめ ます 


COPY *.DOC ALL.DOC | 


上 記 の ファ イル の 連結 の 例 は テキ スト ファ イル の み 可 能 で 、 バ イナ リフ ァイル の 場 
合 は 、 ス イッ チン B を つけ な けれ ば な り ま せん 。 


@TEST1.X と TEST2.X を TEST.X に まとめ ます 


COPY TEST 1 .X 十 TEST 2 .X TEST.X /B 


注意 
ファ イル を コピ ー す る と き 、 コ ピー 元 や コピ ー 先 が 、 仮 想 ド ライ ブ や 仮想 ディ レク 
トリ を 含む と き は 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 
コピ ー 元 の 指定 と コピ ー 先 の 指定 が 異な っ て も 、 実体 と し て は 同じ に ドラ イプ や ディ 
レク トリ に な る こと が あり ます 。 た と えば 、 仮 想 ド ライ ブ の 設定 が 、 
@: = AS WTES 赴 
と ながら 江 M め とき に 、 コ マン シン 小 行 で 
COPY A:\TEST\ SAMPLE 1 . DAT C: 
と 入力 する と 、COPY コ マン ド が 実際 に 行う 作業 が 
COPY A:\TEST\SAMPLE 1 . DAT A:\TEST 
と な り 、 コ ピー 元 と コピ ー 先 が A : 壮 TESTT と 同 じ デ ィ レ クト リ に な り ま す 。 
この よう な 場合 は 、 コ ピー は 正しく 行わ れ ま せん 。 ま た 、 フ ァイル が 消失 する 可能 


性 も あり ます の で 、 注 意 し て くだ さい (仮想 ドラ イブ 、 仮 想 デ ジィ レク トリ に つい て 
は 、SUBST コ マン ド を ご 覧 くだ さい )。 
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COPY2 外部 コマ ンド 


ハー ド デ ィ スク 上 の ファ イル の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク へ の 退避 ・ フ ロッ ピー ディ スク 上 
の 退避 ファ イル の ハー ド デ ィ スク へ の 復帰 


(1) 退避 COPY2 (<hd : >) 〔 ン パス 名 >] < ファ イル 名 > 【< く fd : >〕 
(2) 復帰 COPY2 (<fd : >) < ファ イル 名 > 【<hd : >) 〔 ン パス 名 2) グ R 


COPY2 コ マン ド は 、 フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 に 収まら な いよ うな 大 き な フ ァイル 
も 、 複 数 枚 に 分 け て 退避 する こと が で きま す 。 フ ロッ ピー ディ スク に は 、 デ ー タ を 詰 
め ら れる だ け 詰 め ま す か ら 、 効 率 よく 退避 を 行う こと が で きま す 。 

また 、COPY2 コ マン ド は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 退避 し た ファ イル を ハー ド デ ィ ス 
ク 上 に 復帰 する こと も で きま す 。 


1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 


COPY 2 
と 入力 する と 、 画 面 は 次 の よう な メニ ュー 画面 に な り ま す 。 


COPY2 for X68000 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


項目 を 指定 し て くだ さい 
9 英和 て ) 較 35 (終了 ) 
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「 機 能 ・」 に カー ソル が ある こと を 確認 し て 、[ 過 | を 押し ます 。 
次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 


COPY2 for XB68000 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


) 【 団 時 (前 に 戻る ) 


6 で へ 
退避 : ハー ド デ ィ スク の ファ イル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 退避 する 
復帰 ・ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら ハ ー ド ディ スク に 復帰 する 
か ら 選 び ま す 。 
退避 する と き は 、 受 け 側 の ドラ イプ に フォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク 
復帰 する と き は 、 送 り 側 の ドラ イブ に 退避 ファ イル の ある フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
を 挿入 し 、 カ ー ソ ル を 「 退 避 」 ま た は 「 復 帰 」 に 合わ せ 、[M| を 押し て くだ さい 。 
次 に 、「 送 り 側 」 に カー ソル を 合わ せ [ 凡 | を 押す と 、 送 り 側 の ドラ イブ 名 を 選択 する 
メニ ュー が 表示 され ます の で 、 ド ライ ブ 名 を | |[ 1 I に 選び [| を 押し て くだ さい 。 
が 押 き れる と 、 デ ィ レ クト リ や ファ イル 名 が 表示 され ます 。 退避 (復帰 ) する ファ イ 
ル を | 1 | 1 | に 選び 、 同 を 押し て くだ さい 。 指 定 し た ディ レク トリ や ファ イル が 画面 に 
表示 され ます 。 
こん ど は 、「 受 け 側 」 に カー ソル を 合わ せ 凡 | を 押す と 、 受 け 側 の ドラ イブ 名 を 選択 
する メニ ュー が 表示 され ます の で 、 受け 側 の ドラ イブ 名 を | | 1 I に 選び [を 押し て く 
だ さい 。「 退 避 」 を 選ん で いる と き に は 、 指 定 し た ドラ イブ 名 が 画面 に 表示 され ます 。 
また 、「 復 帰 」 を 選ん で いる と き に は 、 デ ィ レ クト リ が 表示 され ます の で 、 復 帰す る デ 
ィ レ クト リ を | 1 に 選出 を 押し て くだ さい 。 指定 し た ドラ イブ や ディ レク トリ が 
表示 され ます の で 、 退 避 (復帰 ) する 内 容 を 確認 し て くだ さい 。 
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COPY2 for XB800 Uersion *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


間 央 上 en. DRT 


カー ソル を 「 実 行 」 に 合わ せ 、[| を 押し て くだ さい 。 退避 (復帰 ) が 始ま り ま す 。 

1 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で 処理 が 終わ ら な いと き は 、 2 枚 目 、 3 枚 目 を セッ ト す 
る よう に メッ セー ジ が 表示 され る の で 、 そ れ に し た が っ て くだ さい 。 特 に 、 復 帰す る 
と き は 退避 し た 順に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り か を て くだ さい 。 


2. コマ ンド 行か ら の 実行 


コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メ ニュ ー 画 面 に 入ら ず に 
コマ ンド を 実行 し ます 。 

ハー ド デ ィ スク か ら フ ロッ ピー ディ スク へ ファ イル を 退避 する と き に は 、 書 式 (1) を 
使用 し ます 。 

書式 (1) で は 、【〔<hd : >) 〔 ン * ス 名 2) < ファ イル 名 > で 指定 され た ハー ド デ ィ スク の フ 
テ ァイル を 〔<fd : >〕 で 指定 され た ドラ イブ 上 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 退避 し ます 。 こ 
の と き 、 1 枚 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 退避 し きれ な いと 、 2 枚 目 、 3 枚 目 を 挿入 する 
よう メッ セー ジ が 表示 され ます 。 指 示 に 従っ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り か えて くだ 
さい 。 

逆 に 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら ハ ー ド ディ スク へ ファ イル を 復帰 する と き に は 、 書 
式 ⑫②) を 使用 し ます 。 

書式 (2) で は 、 【<fd : >)】 く ファ イル 名 > で 指定 され た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ファ イル を 
【<hd : >)(〔 ン * ス 名 >〕 で 指定 され た ハー ド デ ィ スク の ディ レク トリ に 復帰 し ます 。 こ の 
と き 、 複 数 枚 に 分 け て 退避 され て いた ファ イル を 復帰 する 場合 は 、 退 避 し た 順に フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク を 取り か を えな く て は な り ま せん 。 

いずれ の 場合 も 、 ド ライ ブ の 指定 が 省略 され た と き は 、 カ レン トド ライ ブ が 対象 に 
な り ま す 。 パス 名 が 省略 され た と き は 、 カ レン トディ レク トリ が 対象 に な り ま す 。 

な お 、 フ ァイル を 退避 し た 場合 その ファ イル は COPY 2 コマ ンド 以外 の 通常 の コ 
マン ド で 扱う こと は で きま せん 。 
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次 に 退避 と 復帰 の 2 例 を あげ ます 。 


1 . 退避 


COPY2 A: \TEST\TEST1.DAT 日 : 
と 実行 する と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
1 番目 の ディ スク を ドラ イブ 日 : に セッ ト し て 、 何 か キー を 押し て くだ さい 


メッ セー ジ 通 り に 作業 し 、 任 意 の キー を 押し ます 。 も し 1 枚 に 収まり きら な いと き は 、 
次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


2 番目 の ディ スク を ドラ イブ B: に セッ ト し て 、 何 か キー を 押し て くだ さい 
同様 に 作業 し ます 。 次 の メッ セー ジ が 表示 され コマ ンド の 実行 が 終了 し ます 。 
ファ イル の 退避 が 終了 し まし た 


この 例 で は 、 ド ライ ブ A の ハー ド デ ィ スク の ディ レク トリ TEST に ある TEST1. 
DAT と いう ファ イル を 、 ド ライ ブ B 上 で 2 枚 の フロ ッッ ピー ディスク に 退避 し まし た 


ーo 


2 . 復帰 


COPY2 B: TEST1.DAT A: \TEST ノンノ R 
と 実行 する と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

1 番目 の ディ スク を ドラ イブ 日 : に セッ ト し て 、 何 か キー を 押し て くだ さい 
メッ セー ジ 通 り に 作業 し 、 任 意 の キー を 押し ます 。 

2 番目 の ディ スク を ドラ イブ 日 : に セッ ト し て 、 何 か キー を 押し て くだ さい 
同様 に 作業 し ます 。 次 の メッ セー ジ が 表示 され コマ ンド の 実行 が 終了 し ます 。 

ファ イル の 復帰 が 終了 し まし た 


この 例 で は 、1 . で 退避 し た ハー ド デ ィ スク の TEST1.DAT と いう ファ イル を 、 ド 
ライ ブ A の ディ レク トリ TEST に 復帰 し まし た 。 
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COPYALL 


ファ イル お よび ディ レク トリ の コピ ー 


COPYALL (ンジ D〕 〔 ン イエ | ング N〕)〔 プ U〕 【V) (<D 1 : >) 【 く < マス 名 1 >] < ファ 
7 名 12 162222 当 の スス 者 (2 の 


[<d1 : >] 〔【 ン パス 名 1 >] < ファ イル 名 1 > で 指定 し た ファ イル を | <d2 : >| ンス 
名 2 > | で 指定 され た パス 以下 に コピ ー し ます 。 この と き 、 転送 先 の ディ スク が いっ ぱ 
い に な っ た 場合 、 デ ィ ス ク を 交換 する よう に メッ セー ジ を 表示 し 、 交 換 す る と 引き 続 
き コ ピー を 行い ます 。 

COPYALL コマ ンド は 種別 の 違う ディ スク の オー ルコ ピー も で きま すし 、 COPY 
コマ ンド と 異な り 、 新しい ファ イル だ け を コピ ー す る と いっ た 選択 的 な コピ ー や サ プ 
ディ レク トリ の 内 容 ま で コピ ー で きま す 。 ま た 、BACKUP コマ ンド が シス テム 全体 
の バッ クア ッ プ を 作成 する た め に 使用 する の に 対し 、COPYALL コマ ンド は 新しく 作 
っ た ファ イル だ け を バッ クア ッ プ する と き な ど に 利用 で きま す 。 

COPYALL コマ ンド で は 、 以 下 の ス イッ チ が 使用 で きま す 。 


ッ ジ D 

サブ プ デ ィ レ クト リ ま で コピ ー し な い 場 合 に 指定 し ます 。 こ の スイ ッ チ が な けれ ば 、 
サ プ デ ィ レ クト リ 以 下 を コピ ー 先 に も 同じ サブ プ デ ィ レ クト リ を 作り な が ら コ ピー し ま 
す 。 

ON 

コピ ー 元 と コピ ー 先 の ファ イル を 比較 し 、 コ ピー 元 の ファ イル の 日 付 が 新しい か コ 
ピー 先 に 存在 し な い フ ァイル で あれ ば コピ ー し ます 。 こ の スイ ッ チ が な けれ ば すべ て 
2 に 2 ます と 

・ グ N 

コピ ー 元 と コピ ー 先 の ファ イル を 比較 し 、 コ ピー 元 の ファ イル の 日 付 が 新 し け れ ば 
コピ ー し ます 。 コ ピー 先 に 存在 し な い フ ァイル は コピ ー し ませ ん 。 

・ グ U 

紳 定 し た ファ イル 名 が 小文字 の と き 、 大 文字 に し て コピ ー し ます 。 

・ グ V 

実際 に は コピ ー せ ず 、 コ ピー 作業 の 内 容 を 表示 し ます 。 ワ イル ドカ ー ド を 使っ て 不 
特定 の ファ イル を コピ ー す る と き に 、 コ ピー する ファ イル 名 を 確認 する と き な ど に 使 
いま す 。 


これ ら の スイ ッ チ の うち 、 プ T エ と N を 同時 に 指定 する こと は で きま せん 。 
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@ ド ライ ブ A (ハー ド デ ィ スク) の すべ て の ファ イル を ドラ イブ B ^*( フ ロッ ピー ディ 
スグ)84G 世 ビー ホ ぶる 
COPYALL A:\*.* 日 : 
@ ド ドラ イブ A の ルー トディ レク トリ の ファ イル だ け を ドラ イブ B に コピ ー す る 
COPYALL プ D A:\*.* BB: 


@ ド ライ ブ A の 日 付 の 新しく な っ た ファ イル お よび ドラ イブ B に 存在 し な い フ ァ イ 
ル を ドラ イブ B に コピ ー す る 


COPYALL ノン T A:\*.* B: | 


@ ド ライ ブ A の ルー トディ レク トリ で 日 付 の 新しく な っ た ファ イル お よび ドラ イブ 
B に 存在 し な い フ ァイル を ドラ イブ B に コピ ー す る 


COPYALL ププ D ンプ /T A:\*※.* 捉 に | 過 


@ ド ライ ブ B の ファ イル と 比較 し て 、A ド ライ ブ の 日 付 の 新しい ファ イル だ け を コピ 
ー す る 


COPYALL ZN A:\*.* B: 過 


@ ド ライ ブ A の ルー トディ レク トリ に ある ファ イル の うち 、 先 頭 に test (まだ た は 
TEST) が ある ファ イル を 、 す べ て 大 文字 に し て ドラ イブ B に コピ ー す る 


COPYALL プ U A:\TEST*.* 日 : 回 


@ ド ライ ブ A の ルー トディ レク トリ TEST に ある 日 付 の 新しい ファ イル だ け を ドラ 
イプ ブ B に コピ ー す る と き 、 コ ピー する ファ イル 名 を 確認 する 


COPYALL プ V ご N A:y\TESTY*.* 日 : 回 
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入出 力 デ バイ ス の 変更 
GE 。 < デバ イス 名 2 


CTTY コマ ンド は 、 入 出力 デバ イス の 変更 を 行い ます 。 標準 の 入出 力 デバ イス ( キ 
ー ボ ー ド お よび ディ スプ レイ ) と 補助 入出 力 機器 (RS-232C 回 線 ) を 切り か えて 入出 
力 を 行う と き に 使い ます 。 

< デバ イス 名 > に は 、 入 出力 の 可能 な デバ イス 名 を 指定 し ます 。 


CTTY AUX 


と する と 、 コ マン ド の 入出 力 を キー ボー ド 、 デ ィ ス プレ イ か ら 補 助 入出 力 機器 (RS-232 
C 回 線 ) に 変更 し ます 。 
も と の 入出 力 機器 に 戻す と き は 、 補 助 入出 力 機 器 側 か ら 、 


CTTY CON 


と 入力 し ます 。 こ れ で コマ ンド の 入出 力 は 補助 入出 力 機 器 か ら キ ー ボ ー ド 、 デ ィ ス プ 
レイ に 復帰 し ます 。 
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CUSTOM 外部 コマ ンド 


CONEFIG. SYS ファ イル の 作成 
CUSTOM 


CUSTOM コマ ンド を 使用 する と 、 CONEIG. SYS ファ イル を 簡単 に 作成 する こ 
と が で きま す 。 

CONFIG. SYS ファ イル は 、 Human68k を 起動 する と き に 、 シス テム に より 読み 
込ま れる ファ イル で す 。CONFIG. SYS ファ イル に 関す る 詳細 は 「 第 7 章 シス テ 
ム の 構築 」 を 参照 し て くだ さい 。 


CUSTOM 
と 入力 する と 、 画 面 は 次 の よう な メニ ュー 画面 に な り ます 。 


CUSTOM for X68000 Version *.** Copyright 1989 SHRRP/Hudson 
提 作成 


CONFIG.SYS し 
回 ( 必 5) 画 零 (作成 せ ず に 終了 ) 


司徒 
新規 作成 : CONFIG. SYS ファ イル を 新しく 作成 する 
(すでに 作成 済み の CONFIG. SYS ファ イル が ある と き は 、 そ の 内 容 
が 消失 し て 新しい CONFIG. SYS ファ イル が 作成 され ます 。 現在 の 
CONFIG. SYS ファ イル を 残し て お く と き に は 、CUSTOM コ マン 
ド を 実行 する 前 に COPY コ マン ド を 使っ て 、 現 在 の 内 容 を コピ ー し 
て お いて くだ さい 。) 
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更新 : すでに 作成 済み の CONFIG. SYS を 編集 する 
(現在 の CONFIG. SYS ファ イル を 更新 する と 、 現 在 の 内 容 が 消失 し 
て し まい ます 。 現在 の CONEFIG. SYS ファ イル の 内 容 を 残し て お く 
と き に は 、 CUSTOM コ マン ド を 実行 する 前 に COPY コ マン ド を 
使っ て 、 現 在 の 内 容 を コピ ー し て お いて くだ さい 。) 
か ら 、 カ ー ソ ル を 移動 し て 選び ます 。 
な お 、 カ レン トド ライ ブ の ルー トディ レク トリ に CONFIG. SYS ファ イル が な いと 
き に は 、 自 動 的 に 「 新 規 作成 」 と な り ま す の で 、 こ の メニ ュー 画面 が 表示 され ず 、 す 
ぐに 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


CUSTOM for XB8000 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


現在 値 
(②PROGRAM \SYSPRNDRU.SYS 


人 15 
⑤LASTDRIVE に 2 1924 
⑥TITLE ラ 

< ーー la 
⑨BELL ビー ONFIGfBEEP.SYS 
SHARE ジェ リ 8 
⑪COMMON ジャ 
⑫BREAK ベリ ON 
⑬VERIFY プロ 9 29 
PROCESS 環境 512 STRRTUP.ENV 
ENVSET 数 ヤ 
⑯SHELL 


人 : の 


(①DEVICE 

ファ イル 名 で 指定 し た デバ イス ドラ イ バ の シス テム へ の 登録 
②PROGRAM 

シェ ん ル 起動 の 前 に 実行 する プロ グラ ム の 指定 
③FILES 

ファ ンク ショ ンコ ユー ル で 同時 に オー プン で きる ファ イル 数 の 指定 
〈④BUFFERS 

起動 時 に Human68k が 割 り 当て る ディ スク バッ ファ 数 と バッ ファ 容量 を 指定 
LASTDRIVE 

仮想 ドラ イブ を 含め た 最大 の ドラ イブ 数 を 指定 
⑥TITLE 

タイ トル ファ イル の 指定 
(⑦KEY 


キー 定義 ファ イル の 指定 
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⑧USKCG 

外字 登録 用 デー タフ ァイル の 指定 
⑨BELL 

ビー プ 音 に 使用 す る PCM フ ァイル の 指定 
SHARE 

ファ イル の 共有 と 排他 制御 の 指定 
⑪COMMON 

COMMON フ ァ ン クシ ョ ン で 使用 する メモ リ 容 量 の 指定 
⑯⑫BREAK 

ICTRLHIC の チェ ッ ク 機 能 の 設定 
⑬VERIFY 

ベリ ファ イィ 機能 の 設定 
⑭PROCESS 

並行 処理 の た ゅ の 制御 情報 の 設定 
⑮ENVSET 

環境 エリ ア の 確保 環境 フ ァイル の セッ ト 
⑯SHELL 

起動 時 の シェ ル ( コ マン ドブ プロセッサ ) の 指定 


「 更 新 」 を 選択 する と 、 ル ー ト ディ レク トリ に ある CONFIG. SYS の 内 容 が 表示 さき 
れ ま す 。 で すか ら 、 通 常 は 起動 ドラ イプ の ルー トディ レク トリ で 実行 し て くだ さい 。 

メニ ュー 画面 で 変更 し た い 項 目 に カー ソル を 移動 し て 、| づ | を 押す と その 内 容 を 入 
力 す る よう に 要求 し て きま すか ら キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し て くだ さい 。 

な お 、 メ ニュ ー 画 面 の 項目 の 中 で デバ イス ドラ イ バ を 登録 する 「 デ バイ ス 」 と シェ 
ル 超 動 の 前 に 実行 する プロ グラ ム を 指定 する 「 起 動 プ ログ ラム 」 だ け は 、 一 つ だ け 内 
容 が 表示 され て いま す が 、 複 数 の 内 容 を 設定 で きま す 。 同 を 押す と 、 さ ら に 次 の よう 
な メニ ュー 画面 (「 デ バイ ス 」 の 場合 ) が 表示 され ます 。 
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CUSTOM for X68000 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


VTRSK5K. の B:68K_M.DIC B: 秋 68K_S.DIC 和 SKfENV1.RSK 


の ) 
SYS 寿 LORT2 
SYSWHISIOR X /D 衝 ISf /SH2,8,4 


(人 加計 (に 所 る 


ここ で 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 追加 する 場合 は 、 (追加 ) を 押し 次 の 画面 の よう 
こ 下 部 の 「DEVICE= 」 の と ころ に その 内 容 を 書き 込み ます 。 また は 、 カー ソル を 一 番 
下 の 何 も 書 か れ て いな い 項 目 に 移動 し た あと 、 下 部 の 「DEVICE=」 の と ころ に 内 容 


を 書き 込み ます 。 
また 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を 削除 する 場合 は 、 削 除 する 項目 に カー ソル を 移動 し て 、 


F 9 | (削除 ) を 押し て くだ さい 。 


CUSTOM for X68000 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


PR 和合 
YS 衝 CMDRV.SYS 
fSYSffHSK68K. B: 秋 68K_M.DIC B: 和 68K_S.DIC 和 SKfENV1.HSK 


最 か 字 
間島 SYSfUPMDRU.X 

*SYS 和 FLORT2.X 

SYSHISTORY.X /DWHIS\ /SH2,8,4 


で ス ドラ イ 2 の う イル 名 を 指定 し て くだ さい 
(確定 ) 還 因 (前 に 戻る ) 


書き 込ん だ ら 癌 | を 押し て くだ さい 。 画 面 に は 次 の よう に デバ イス ドラ イ バ が 追 


三吉 


加 さ れ ま す 。 
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CUSTOM for X568000 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


メルモ りー アイ 


人 プリ リン 


SYS 和 PCMDRU.S'S 
0 いな 漢字 変換 TSYSfHSK68K. Io B: 秋 68K_M.DIC B: 秋 68K_S.DIC 和 SKfENV1.RSK 
*SYS 寿 LORT 


2.X 
#SYS 衝 ISTORY.X /D 和 HIS キ /SH2,8,4 


設定 が 終わ っ た ら 「 終 了 」 に カー ソル を 合わ せ て 回 | を 押す と 、CONEIG.SYS 
の 内 容 が 表示 さ れ 、 画面 の ド 部 に 


CONFIG. SYS を 以上 の 内 容 で 作成 し ます 
[Y (作成 し て 終了 ) |N【( 作 成せ ず に 終了 ) [ESCI( 前 に 戻る ) [SPACE( 次 画面 ) 


と 表示 され る の で 、 内 容 を 確認 し て 良けれ ば Y ほ 、 再 度 設定 し な お す 場 合 HESC 押 
し て くだ さい 。 [YY 押す と 、 設定 し た 内 容 で CONFIG. SYS が 作成 され ます 。 この と 
き 前 の CONFIG. SYS の 内 容 は な く な っ て し まい ます 。 ご 注意 くだ さい 。 
設定 し た 内 容 を 取り 消し て 、CUSTOM コ マン ド 実 行 前 の 状態 で 終了 する 場合 は 
[IN を 押し て くだ さい 。 
な お 、 CONFIG.SYS を 更新 せ ず に 途中 で 終了 し た いと き は 、[ESC を 押し ます 。 す 
る と 、 


CONFIG. SYS を 作成 せ ず に 終了 し ます 
何 か キ ー を 押し て くだ さい (前 に 戻る ) 


と 表示 され る の で 、 任 意 の キー を 押し て くだ さい 。 
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日 付 の 表示 ・ 設 定 
DATE [<yyyy> 一 <mm> 一 <dd>〕 


Human68k は 、 ク ロッ ク (時 計 ) に より 、 日 付 ・ 時 刻 を 管理 し て いま す (電源 を 切っ 
て も 常に 日 付 と 時 刻 は 保持 きれ て いま す )。 こ れ ら の 時 間 情 報 は 、 フ ァイル を 作成 ・ 更 
新 し た と き に ディ レク トリ に 記録 され ます 。 

DATE コマ ンド は 、 こ れ ら の 時 間 情 報 の うち 日付 を 表示 し た り 、 設 定 し た りす 
る も の で す 。 


DATE 
と 入力 する と 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


現在 の 日 付 は く <yyyy>ー く <mm> 一 <dd> (<w> ) で す 
日 付 を 入力 し て くだ さい : 


ここ で 、 <yyyy> は 西暦 に よる 年 、 <mm> は 月 、<dd> は 日 、 <w> は 曜日 ( 1 文字 ) を 表 
下 東 す 。 

ここ に 表示 され て いる 日 付 を 変更 し な いと き は 、 そ の まま リターン キー を 押し て く 
だ さい 。 

変更 する 場合 は 、 次 に 示す よう な 範囲 内 の 数 字 を 、 そ れ ぞ れ ハ イフ ン ( 一 ) ま た は ス 
ラッ シュ ( ジ ) で 区 切っ て 入力 し ます 。 年 、 月 、 日 の いずれ も 、 省 略す る こと は で きま 
ぜん 。 


年 : <yyyy> 三 1980--2079、 ま た は 0-99 
月 : <mm> =112 
日 : <dd> = ニ 1-31 


曜日 、 月 の 大 小 、 う る う 年 に つい て は 、 シ ステ ム が 自動 的 に 管理 し ます の で 、 意 識 
する 必要 は あり ませ ん 。 

な お 、 年 に つい て 2 桁 以下 で 入力 する 場合 は 、 0 一 79 に 対し て は 2000 一 2079 が 、 
80 一 99 に 対し て は 1980 一 1999 が 、 そ れ ぞ れ 対 応 し ます 。 た と えば 、 


95-11-7 
と 入力 すれ ば 、1995 年 11 月 7 日 を 指定 し た こと に な り ま す 。 ま た 、 
1-1-1 


と 入力 すれ ば 、2001 年 1 月 1 日 を 指定 し た こと に な り ま す 。 
入力 し た 日 付 が 誤っ て いる 場合 、 次 の よう に エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます の で 、 
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今度 は 正しい 範囲 内 の 数 値 を 入力 し て くだ さい 。 


日 付 の 指定 が 違い ます 
日 付 を 入力 し て くだ さい : 


DATE コマ ンド の 後ろ に 、 直 接 日 付 を 指定 し て 入力 する こと も 可能 で す 。 
DATE 95-11-7 


この と き は 、 日 付 が 正しけれ ば メッ セー ジ は 何 も 表 示さ れず 、 そ の まま 日 付 の 更新 
が な され ます 。 日 付 が 誤っ て いる と 、 前 述 と 同じ エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます の 
CS 再 火 雪 で 3 ぐ 漠 きい 。 


74 


DEL(ERASE) 内 部 コマ ンド 


ファ イル の 削除 
DEL (<d : >)( ン ス 名 >] く ファ イル 名 > [し Y| グ Q] 
ERASE 


DEL コマ ンド は 、 フ ァイル を 削除 する と き に 使い ます 。 

誤っ て ファ イル 名 を 指定 し て コマ ンド を 実行 し て し まう と 、 フ ァイル を 回 復 す る こ 
と は 不可 能 と な り ま す 。 あ ら か じ め DIR コマ ンド な ど で フ ァイル 名 を 確認 し て か ら 
実行 し て くだ さい 。 


DEL MSTFL. 100 


で は 、 フ ァイル MSTFL. 100 が 削除 きれ ます 。 こ の と き 、 削 除き れ た ファ イル 名 
(ここ で は MSTFL. 100) が 表示 され ます 。 


DEL MSTFL. * 


と する と 、 フ ァイル 名 に MSTFL を 持っ た すべ て の ファ イル (拡張 子 は 何で も よい ) 
が 削除 され ます 。 こ の と き 、 削 除き され た すべ て の ファ イル 名 が 画面 に 表示 され ます 。 


DEL *.* 
で は 、 カ レン トディ レク トリ 中 の すべ て の ファ イル が 、 ま た 、 
DEL < バス 名 > 


で は 、 る マン マス 名 > で 指定 され た ディ レク トリ 中 の すべ て の ファ イル が 、 そ れ ぞ れ 削 除 さ 
れ ま す 。 こ の と き 、 削 除き れ た すべ て の ファ イル 名 が 画面 に 表示 され ます 。 

な お 、 削 除 の 対象 と な る ファ イル が 複数 で ある 場合 は 、 次 の 確認 メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す 。 


よろ し いで すか <Y プ NN> 


削除 し て も よけれ 財 Y| を う で な けれ 財 N 陀 押し て くだ きい 。 た だ だ し 、 ス イッ チノ Y 
を つけ る と 確認 の メッ セー ジ が 表示 きれ な い の で 、 バ ッ チ ファ イル で 用 いる と き に 便 
利 で す 。 ま た 、 ス イッ チ グ Q を つけ る と 削除 の 対象 し な る ファ イル 名 と と も に 確認 の 
メッ セー ジ が 表示 され た の ち 、 削 除 を 行い ます 。 こ れ を 用 いる と 複数 の ファ イル を 確 
認 し な が ら 削 除 で きま す 。 


注意 


ファ イル を 削除 する と き 、 ド ライ ブ 名 や ディ レク トリ 名 が 、 仮 想 ド ライ ブ で 仮想 デ 
ィ レ クト リ に な っ て いる と き は 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 
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削除 し よう と する ファ イル の ディ レク トリ に 、 仮想 ドラ イブ が 指定 され て いる と き 
は 、 削 除 を 指定 し た 実体 の ファ イル の ほか に 、 仮 想 ド ライ ブ の 中 に ある 同名 の ファ イ 
ル も 削除 きれ て し まい ます 。 た と えば 、 仮 想 ド ライ ブ の 指定 が 、 


C : = A: \TEST 
の と き 、 ド ライ ブ A と ドラ イブ C に 次 の よう な ファ イル が ある と き に は 、 
[ ] 
SAMPLE1.DAT| |SAMPLE2 .DAT 


[ ] 
|SAMPLE1 .DAT| |SAMPLE2 .DAT 


コマ ンド 行 で 
DEL A:\TEST\ SAMPLE 1 .DAT 


と 、 DEL コ マン ド を 実行 する と 、A: 壮 EST 上 の 実体 の ファ イル だ け で な く 、 仮想 ド 
ライ プ C 上 の ファ イル も 削除 され て し まい ます 。 

また 、 逆 に 削除 し よう と する ファ イル が 仮想 ドラ イブ や 仮想 アジ ィ レ クト リ に ある と 
き は 、 実 体 と し て ある ファ イル も 削除 され て し まい ます 。 た と えば 、 上 と 同じ よう な 
設定 の 場合 、 コ マン ド 行 で 


DEL C : SAMPLE1 .DAT 
と 、DEL コ マン ド を 実行 する と 、 実 際 に DEL コ マン ド が 行う 作業 は 、 
DEL A : \TEST\SAMPLE 1 .DAT 
と な り 、 結 果 的 に は 仮想 ドラ イプ C 上 の SAMPLE 1 .DAT も 削除 され て し まい ま 
この よう に 、 削 除 し よう と し て 指定 し た ファ イル が 、 実 体 の ドラ イブ や ディ レク ト 
リ 上 の ファ イル だ け で な く 、 仮想 ド ライ プ や ディ レク トリ 上 の ファ イル も 削除 され て 


し まい ます の で 、 ご 注意 くだ さい (仮想 ドラ イブ 仮想 ディ レク トリ に つい て は 、 
SUBST コ マン ド を ご 覧 くだ さい )。 
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ディ レク トリ (ファ イル 名 一 覧 ) の 表示 
DIR (<d : >)( ン パス 名 >)(< フ ァイル 名 >)〔 ン NL し ブ T) し の R)( ブ P) し W] 


DIR コマ ンド は 、 フ ァイル お よび サブ デ ィ レ クト リ の 一 覧 で ディ レク トリ 情報 " ま 
た は 単に ^ パ ディレクトリ” と 呼び ます ) を 表示 し ます 。 こ の と き 表 示さ れる 情報 は 、 次 
の と お り で す 。 

ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル 名 

カレ ント ドラ イブ 名 お よび カレ ント ディ レク トリ 名 

表示 され る ファ イル お よび サ プ デ ィ レ クト リ の 合計 数 「nnn ファ イル 」 
現在 使用 中 の 合計 容量 「nnnK Byte 使用 中 」 

ディ スク の 残り 容量 「nnnK Byte 使用 可能 」 

ディ レク トリ 内 の ファ イル だ け の 容量 「nnnK Byte 使用 」 


ファ イル 名 また は サブ プ デ ィ レ クト リ 名 
ファ イル の 大 き さ ( バ イト 単位 ) 
ファ イル が 最後 に 更新 され た 日 付 
ファ イル が 最後 に 更新 され た 時 刻 


パラ メー タ を 省略 する と 、 カ レン トド ライ ブ の ディ レク トリ 情報 を 表示 し ます 。 
DIR |J| 

ドラ イブ 名 の み 指 定 す る と 、 そ の ドラ イブ の ディ レク トリ 情報 を 表示 し ます 。 
pIR B: 回 

パス 名 を 指定 する と 、 指 定 し た サブ プ デ ィ レ クト リ の ディ レク トリ 情報 を 表示 し ます 。 
DIR \ 住 所 [| 


ファ イル 名 を 指定 する と 、 指 定 し た ファ イル に つい て だ け の ディ レク トリ 情報 を 表 
示し ます 。 


DIR 社員 名 簿 


この 場合 、 フ ァイル 名 と し て ワイ ルド カー ド (*、? ) を 使用 する こと が で きま す 。 特 
定 の ファ イル の み を 表示 する 場合 な ど に 便利 で す 。 詳 細 は 、「 3 . 3 ワイ ルド カー ド 」 
を 参照 し て くだ さい 。 

スイ ッ チ ン N、 プ L、 プ T、 プ R は ファ イル を 次 の よう に ソー ト (並べ か る ) し て 
表示 し ます 。 
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N… 名 前 で ソー ト (昇順 ) 

し L… 大 き さ (バイ ト 単 位 ) で ソー ト (昇順 ) 

プ T… 時 刻 で ソー ト (昇順 ) 

グ R… 上 記 の 3 つの スイ ッ チ と と も に つけ る と 逆順 に ソー ト 


また 、〆N、 プ L、 プ は 同時 に 指定 で き 、 先 に 指定 され た も の か ら 優 先 的 に ソー 
ト し ます 。 な た と えば 、 プ エエ と 指定 し た 場合 、 同 じ 時 刻 の も の は 大 き さ で ソー ト し 
ま 洒 

スイ ッ チ ノ P を 指定 する と 、 1 画面 分 の 表示 を 行っ て 停止 し ます 。 再開 する と き は 
任意 の キー を 押し ます 。 

スイ ッ チ W を 指定 する と 、 1 行 に 4 つ ず つ ( 横 64 文 字 モ ー ド の 場合 は 2 つ ず つ ) 
ファ イル 名 お よび サブ プ デ ィ レ クト リ 名 の み が 表 示さ れ ま す 。 フ ァイル に 不随 する 情報 


は 表示 され ませ ん 。 
DIR の 実行 例 で す 。 

Human68k Ai:\ 

10 ジョ ア ァイル 102K Byte 使用 中 II19K Byte 使用 可能 

ファ イル 使用 量 98K Byte 使用 
FORNM く dT> 95-07-07 14:45:00 
MAGAZTINE く di> 95-07-08 15:08:00 
EWS く d ュ エッ > 95-09-04 13:28:00 
X68K く < く dr> 95-11-03 19:07:00 
DOC TMP 2115 95-12-09 19:11:00 
MANA DOC 35110 95-01-26 12:00:00 
JUN DOC 37519 95-04-26 12:18:00 
ETU DOC 4863 95-09-20 8:09:00 
SANAE DOC 5219 95-12-07 19:30:00 
KYOKO DOC 12134 95-12-28 19:55:00 
注意 


ディ レク トリ 情報 を 表示 する と き に 、 指 定 し た ディ レク トリ に 、 仮 想 ド ライ ブ や 仮 
想 デ ィ レ クト リ が 含ま れ て いる と き は 、 湊 の こと に 注意 し て くだ さい 。 

DIR コ マン ド を 使っ て 表示 され る 情報 の うち 、「 使 用 中 」、「 使 用 」、「 使 用 可能 」 に 表 
示さ れる ディ スク の 使用 量 は 、 指 定 し た ドラ イブ が 仮想 ドラ イブ の と き は 、 そ の 実体 
と な る ドラ イブ の 使用 量 と な り ま す 。 た と えば 、 ド ライ ブ A が 内 蔵 ハ ー ド ディ スク の 
場合 に 、 仮 想 ド ライ ブ の 指定 が 、 

C : = A : \TEST 
と 指定 され て いる と き 、 
DIR C: 


と コマ ンド 行 で 入力 する と 、 


DIR A : \TEST 
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と 同じ ディ レク トリ 情報 が 表示 され ます 。 

つま り 、 ド ライ ブ プ C は ハー ド デ ィ スク で は な い に も か か わら ず ハ ー ド ディ スク の 使 
用 量 が 表示 され て し まい ます 。 

この よう に 、 仮 想 ド ライ ブ や 仮想 ディ レク トリ を 含む ディ レク トリ を 指定 する と 、 
実体 と な る ドラ イブ の ディ スク の 使用 量 が 表示 され ます 。 し た が っ て 、 デ ィ ス ク の 使 
用 量 よ り フ ァイル の 使用 量 が 大 きい と き や 、 逆 に 小さ きい と き が あり ます 。 こ の よう な 
状態 で は 、 使 用 可能 量 よ り 大 き な フ ァイル が 作成 で きた り 、 逆 に 使用 可能 量 に 満た な 
い に も か か わら ず フ ァイル が 作成 で き な い な ど と いう こと が 起き ます の で 、 ご 注意 く 
だ さい (仮想 ドラ イブ や 仮想 ディ レク トリ に つい て は 、SUBST コ マン ド を ご 覧 くだ 


さい )。 
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DISKCOPY 外部 コマ ンド 


| 機 能 | ディ スク 全体 の コピ ー・ 比 較 照合 


書 式 DS 能 @OBM EdT 2 KG 2 2 ルル グ V) 


U 


DISKCOPY コマ ンド は 、 あ る ディ スク の 内 容 を 、 他 の ディ スク に すべ て コピ ー し 
ます 。 
この コマ ンド で コピ ー さ れ た ディ スク は 、 コ ピー 元 の ディ スク と まっ た く 同 一 の 状 
英 と な り ま すか ら 、 バ ッ ク ア ッ プ コピ ー を 作成 する と き に 使う こと が で きま す 。 
また 、 DISKCOPY コマ ンド は 2 つの ドラ イブ に ある ディ スク の 内 容 を 比較 照合 す 
る こと が で きま す 。 


1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 


DISKCOPY 


と 入力 する と 画面 は 次 の よう な メニ ュー 画面 に な り ます 。 


DISKCOPY for X68000 Version *.*s Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


て くだ さい 
回 < 権 を) 紅 3 (終了 ) 


「 機 能 」 に カー ソル が ある こと を 確認 し て 、| を 押し ます 。 
次 の よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 
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DISKCOPY for X6800 ロ 0 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


SS (前 に 戻る ) 


層 人 
コピ ー : ディ スク 全体 の 照合 
比較 : デ ィ ス ク 全 体 の 比較 照合 
か ら 選 び ま す 。(「 機 能 」 に 現在 表示 され て いる 機能 を 使う と き に は 、 こ の 操作 は 必要 
あり ませ ん 。) 
カー ソル を 「 コ ピー」 ま た は 「 比 較 」 に 合わ せ 、[M を 押し て くだ さい 。 
次 に 、「 送 り 側 ドラ イブ 名 」 に カー ソル を 合わ せ 、 ト | を 押す と 、 次 の よう な メニ ュ 
ー が 表示 され ます 。 


DISKCOPY for X68000 Version *.*s Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


品 間 ( 財 択 ) 人 軸 (前 に 戻る ) 
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コピ ー す る と き は 、 原 本 と な る ディ スク の ドラ イブ 名 を 、 
比較 する と き は 、 比 較 す る ディ スク の ドラ イブ 名 を 、 
選び ます 。 
同じ よう に 、「 受 け 側 ド ライ ブ 名 」 も 
コビー する と き は 、 フ ォ ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク を 挿入 する ドラ イブ 


名 を 、 
比較 する と き は 、 比 較 す る も う 一 方 の ディ スク の ドラ イブ 名 を 、 
選び ま 装 


ここ で 、 送 り 側 と 受け 側 の ドラ イプ に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 挿入 し 、 カ ー ソ ル を 「 実 
行 」 に 合わ せ 、[M| を 押し て くだ さい 。 デ ィ ス ク 全 体 の コピ ー・ 比 較 照合 が 始ま り ま 
99 

コピ ー が 終る と 、 

コピ ー は 終了 し まし た 何 か キ ー を 押し て くだ さい 
比較 が 終る と 、 


比較 し た ディ スク の 内 容 が 一 致し て いま す 
何 か キ ー を 押し て くだ さい 


ま 7( は 


比較 し た ディ スク の 内 容 は 異な っ て いま す 他 の ディ スク を 比較 し ます か ? 
(継続 ) | N | (前 に 戻る ) (前 に 戻る ) 


と 表示 され ます 。 指示 に し た が っ て キー を 押し て くだ さい 。 
な お 、DISKCOPY コマ ンド は 次 の 場合 、 実 行 で き な い の で 注意 し て くだ さい 。 
・ 同 一 ドラ イブ プ で の コピ ー と 比較 照合 
・ コ ピー 元 の ディ スク と コピ ー 先 の ディ スク の 種別 が 異な る と き 
・ コ ピー 先 の ディ スク に ライ ト プ ロ テク ト が か か っ て いる と き 
・ コ ピー 先 の ディ スク が フォ ー マ ッ ト さ れ て いな いと き 
DISKCOPY コマ ンド は ハー ド デ ィ スク に 対し て も 使用 する こと が で きま す 。 た だ 


し 、 コ ピー 元 の ハー ド デ ィ スク の 容量 より コピ ー 先 の ハー ド デ ィ スク の 容量 が 少な い 
と き は 実行 で きま せん 。 ま た 、 比 較 照 合 の 場合 は 、 同 じ 容 量 で な いと 実行 で きま せん 。 


82 


2 . コマ ンド 行か ら の 実行 

コマ ンド 行 で に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メニュー 画面 に 入ら ず 
に コマ ンド を 実行 し ます 。 
1 . ディ スク コピ ー 


<d 1 : > で 指定 され た ドラ イブ 上 の ディ スク (コピ ー 元 ) の 全 内 容 を く <d 2 : > で 指定 
され た ドラ イブ E の デズ ク (コビー) に 50 志 め おま の 5 

コピ ー 先 と な る ディ スク は 、Human68k フォ ー マ ッ ト で フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) さ 
れ て いな く て は な り ま せん 。 も し 、 新 し い デ ィ ス ク を 使用 する 際 に は 、 前 も っ て FOR- 
MAT コマ ンド で フォ ー マ ッ ト し て お いて くだ さい 。 


DISKcoPY A: B: 回 
と 入力 する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
ドラ イプ A か ら ド ライ ブ へ コ ピー し ます 。 何 か キ ー を 押し て くだ さい 


ドラ イブ A に コピ ー 元 の ディ スク を 、 ド ライ ブ B に コピ ー 先 の ディ スク を それ ぞ 
れ 入 れ 、 任 意 の キー を 押す と コピ ー が 始ま り ま す 。 コ ピー 中 は 、 次 の メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す 。 


コピ ー 中 で す … 
ディ スク コピ ー 終 了 し まし た 
他 の ディ スク を コピ ー し ます か ? <Y ン N> 


ここ で 、 続 け て コピ ー を 行い た けれ は Y ほ 、 終 了 し た けれ ば N を 押し て くだ さい 。 
[押し た と き は 、 自 動 的 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の み が イ ジェ クト され ます 。 
な お 、 決 の よう に 同一 の ドラ イブ を 指定 する と 、 


DISKCOPY A: A: 
次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 コ ピー は 行わ れず に コマ ンド が 終了 し ます 。 
同 - ド ライ プ で の コピ ー は で きま せん 


また 、 コ ピー 元 の ディ スク と コピ ー 先 の ディ スク の 種別 が 違っ て いる と 、 次 の よう 
な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 コ マン ド は 終了 し ます 。 


種別 の 違う ドラ イプ な の で 、 コ ピー は で きま せん 


2 . ディ スク の 比較 照合 


スイ ッ チ ン ノ V を 指定 し て DISKCOPY コマ ンド を 実行 する と 、 ド ライ プ <d 1 :> 
上 の ディ スク の 内 容 と ドラ イプ <d 2 : > 上 の ディ スク の 内 容 の 比較 照合 を 行い ます 。 
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DISKcoPY A: B: ノ V 回 
と 入力 する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
ドラ イブ A と ドラ イブ B の 内 容 を 比較 し ます 。 何 か キー を 押し て くだ さい 


指示 され た と お り に ディ スク を 入れ 、 和 任意 の キー を 押す と 比較 が 始ま り ま す 。 比 較 
中 は 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


比較 中 で す ・・・ 


比較 が 終り 、 2 つの ディ スク の 内 容 が まっ た く 同 一 で あっ た と き に 次 の よう に 表示 
され ます 。 


比較 を 終了 し まし た 。 比較 し た ディ スク の 内 容 は 一 致し て いま す 
他 の ディ スク を 比較 し ます か ? <Y ン N> 


ここ で 、 続 け て 比較 を 行い た けれ 団 Y ほ 、 終 了 し た けれ 財 N ほ 押し て くだ さい 。 
比較 の 結果 、 2 つの ディ スク 間 で 内 容 の 異な る セク タ が 発見 され た と き に は 、 次 の 
よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


比較 し た ディ スク の 内 容 は 異 っ て いま す 
他 の ディ スク を 比較 し ます か ? <Y ン N> 


ここ で 、 続け て 比較 を 行い た けれ ば Y ル 、 終 了 し た けれ ば N ほ 押し て くだ さい 。[Y] 
を 押し た と き は 、 自 動 的 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の み イ ジェ クト され ます 。 
な お 、 次 の よう に 同一 の ドラ イブ を 指定 する と 、 


DISKCOPY Ai: Ai ノン V 
次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され 、 比 較 は 行わ れず に コマ ンド が 終了 要 東 設 。 
同一 ドラ イプ て の 比較 は で きま せん 


また 、 2 つの ディ スク の 種別 が 違っ て いる と 、 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 
され 、 コ マン ド は 終了 し ます 。 


種別 の 違う ディ スク な の で 、 比 較 は で きま せん 


3 . ハー ド デ ィ スク 間 の コピ ー・ 比 較 照 合 


DISKCOPY コマ ンド は 、 ハ ー ド ディ スク に 対し て も 使用 する こと が で きま す 。 た 
だ し 、 コ ピー 元 の ハー ド デ ィ スク の 容量 より コピ ー 先 の ハー ド デ ィ スク の 容量 が 少な 
いと き に は 、 次 の よう な エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し 、 コ マン ド を 終了 し ます 。 


種別 の 違う ディ スク な の で 、 コ ピー で きま せん 
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比較 照合 の 場合 も 、 双 方 の ハー ド デ ィ スク の 容量 が 異な る と き に は 、 次 の よう な エ 
ラー メッ セー ジ を 表示 し 、 コ マン ド を 終了 し ます 。 


種別 の 違う ディ スク な の で 、 比 較 で きま せん 
注意 
@ デ ィ ス クコ ピー 時 に 、 ド ライ ブ の 指定 が され て いな いと 、 次 の よう な メッ セー ジ が 
表示 され ます の で 、 ド ライ ブ 名 を 入力 し て くだ さい 。 


コピ ー 元 の ドラ イブ を 指定 し て くだ さい : 
コピ ー 先 の ドラ イブ を 指定 し て くだ さい : 


@ 比較 照合 時 に 、 ド ライ ブ の 指定 が され て いな いと 、 湊 の よう な メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す の で 、 ド ライ ブ 名 を 入力 し て くだ さい 。 


比較 元 の ドラ イブ を 指定 し て くだ さい : 
比較 先 の ドラ イブ を 指定 し て くだ さい : 


@ 次 の 場合 は コピ ー が で きま せん 。 それぞれ に 適切 な 処置 を し て か ら 、 再 度 コ マン ド 
を 実行 し て くだ さい 。 

1. コピ ー 先 の ディ スク に ライ ト プ ロ テク ト が か か っ て いる と き 

2. コピ ー 先 の ディ スク が フォ ー マ ッ ト さ れ て いな いと き 
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第 5 章 コマ ンド 


DRIVE 外部 コマ ンド 


機 能 ドラ イブ の 種類 、 状 態 の 表示 ・ ド ライ ブ 名 の 交換 


書 式 DRINWEs レ 2V)I レ ラッ D9NIedT JEKd 2 52 


解 説 DRIVE コマ ンド は 、 ド ライ ブ 名 <d 1 : > と <d 2 : > を 指定 する か どう か で 動作 が 

異な り ま す 。 

く <d 1 : >、<d 2 : > で の ドラ イブ 名 の 指定 が な い 場 合 は 、 全 ドラ イブ の タイ プ を 表示 
ま 世 。 

DRIVE 

ん ハー ド ディ スク ユニ ッ ト 番 号 ……0 

B: 2 HD(1 MB) ユニ ッ ト 番 号 ………0 

C: 2 HD(1 MB) ニット 番号 …………1 

D:RAM DISK ユニット 番号 ………0 

E : 仮想 ドラ イブ で す 

| 

Z : 仮想 ドラ イブ で す 


仮想 ドラ イプ に つい て は 、SUBST コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。 


<d 1 : > の ドラ イブ 名 だ け を 指定 する と 、 そ の ドラ イブ の 状態 を 表示 し ます 。 
DRIVE A: 


AN ドラ 50 スグ トド 栖 得 0 
1 セクタ あたり の バイ ト 数 … 他 …ー ド ………………ー 1024 
1 クラ スタ あたり の セク タ 数 ーー…… 1 
総 ク ラ ュ ネタ 数 上 つの …… ド ドド ドド ドド ドー 20155 
ファ イル アロ ケー ショ ン の 先頭 セク タ 番 号 …… 1 
ファ イル アロ ケー ショ ン の セク タ 数 = ………… 40 
ルー トディ レク トリ り の 発 責 セ クタ 番号 …………… 81 
ルー トディ レク トリ の 最大 個数 ……………… 512 
デー タ 領 域 の 先頭 セク タ 番 号 ………… ド t……… バ 97 
本 プス ニン 生 CEC ここ つつ に いこ に 可 
2 KO て 不可 
ビ さこ OECDCOOOLDCLCOYTCYYPIT EDIT 可 


<d 1 : >、<d 2 : > の ドラ イブ 名 と も 指定 し た 場合 は 、 指 定 し た ドラ イブ 名 を 交換 し 
まず 。 
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DRIVE A: D: 回 

ドラ イブ A : と ド ライ ジ D':) を 義 れ 替え まじ た 
カレ ント A : を ドラ イブ D : に 切り 替え まし た 
A:RAM DISK ユニ ッ ト 番 号 …… 0 
B: 2 HD(1 MB) ユニット 番 号 …0 
C: 2 HD(1 MB) ユニット 番号 ……1 
BN ハー デポ ユニ ッ ト 番 号 ……… 0 
E : 仮想 ドラ イブ で す 

| 


Z : 仮想 ドラ イブ で す 
この 例 で は 、DRIVE コマ ンド の 実行 前 は A : ハー ド デ ィ スク 、D : RAM ディ スク だ 
っ た の が 、 実 行 後 は A : RAM ディ スク 、D : ハー ド デ ィ スク と な り ま す 。 


〆V ボリ ュー ムラ ベル を 付け て 全 ド ライ ブ の タイ プ 表 示 を 行い ます 
グ D すべ て の ドラ イブ 名 を 初期 状態 に 戻し ます 


グ V は 、 ハ ー ド ディ スク の 領域 を 分 割 し て 利用 し て いる と き に 、 ボ リュ ー ム ラベ ル 


を 確認 する た め の も の で す 。 
な お 、 プ D を 付け た と き は 、 ド ライ ブ 名 を 指定 し な いで くだ さい 。 
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第 5 章 コマ ンド 


DUMP の 
16 進 表現 ・ 文 字 に よる ファ イル 内 容 の 表示 

DUMP < ファ イル 名 > し < 開始 アド レス > 〔, バイ ト 数 2) 

DUMP コマ ンド は 、< フ ァイル 名 > で 指定 され た ファ イル の 内 容 を 、 バ イト 単位 の 16 


進 表現 と アス キー 文字 に より 表示 し ます 。 

DUMP コマ ンド で は 、 TYPE コマ ンド で は 表示 で き な い よう な コン トロ ー ル 文字 
を 含ん だ バイ ナリ ファ イル で も コー ド 単 位 で 表示 する こと が で きま す 。 

< 開始 アド レス >〉> お よび < バイ ト 数 > を 指定 する と 、 く < 開始 アド レス > 番地 (ファ イ 
ル の 先頭 か ら の オフ セッ ト 値 ) か ら < バイ ト 数 > 分 だ け ダ ンプ し ます 。 こ の と き 、 こ 
れ ら の それ ぞ れ の 指定 値 の 前 に “X” を つけ る と 16 進 、 何 ち つ け な い と 10 進 に よる 指 
定 と な り ま す 。 

く < バイ ト 数 > を 省略 し 、 く 開始 アド レス > だ け を 指定 し た と き は 、 指定 番地 か ら フ ァ 
イル の 最後 まで ダン プ さ れ ま す 。 


DUMP MSTFL. 100 


と 入力 する と 、 フ ァイル MSTFL. 100 の 内 容 が 表示 され ます 。 こ の と き 、 画 面 の 左 
側 部 分 に は 、 こ の ファ イル の 最初 か ら の アド レス 相対 値 が 、 中 央 部 分 に は ファ イル 内 
容 の バイ ト 単 位 の 16 進 表現 が 、 右 側 部 分 に は 該当 する アス キー 文字 が 、 そ れ ぞ れ 表 示 
され ます 。 右側 部 分 の アス キー 文字 は 、 表現 不可 能 な 文字 に つい て は ピリ オド ( . ) で 
表示 され ます 。 


@e DUMP の 中 断 
大 き な フ ァイル を ダン プ す る と 、1 画面 に 収まり 切ら ず 、 ス クロ ー ル し て し まい ま 
す 。 こ の よう な 場合 、[CTRLH|S| を 押す こと に より 、 表 示 を 途中 で 止め る こと が 
で きま す 。 い っ た ん 止め た 後 は 、 任 意 に キー を 押せ ば スク ロー ル は 再開 し ます 。 


@ DUMP の 終了 


ダン プ の 実行 中 に [CTRL|+| C | を 押せ ば 、 処 理 は 中 止 さ まれ て 、 コ マン ドモ ー ド に 
戻り ます 。 


88 


内 部 コマ ンド 


子 プ デ ロ セ ス と し て 起動 され た COMMAND. X か ら の 親 プ ロ セ モス へ の リタ ー ン 
EXIT 


Human68k シテ スム で は 、 あ る プロ グラ ム の 内 部 か ら 子 プロ セス を 生成 し 、 こ れ に 
実行 制御 を 一 時 的 に 移す こと が で きる よう な 機能 を も っ て いま す 。 

この 子 プ ロ セ ス 機 能 を 利用 し て 、 COMMAND. X プロ グラ ム を 子 プ ロ セ ス と し て 
起動 で きる よう に し た アプ リケーション プロ グラ ム で は 、 そ の アプ リケーション プロ 
グラ ム の 途中 の 状態 を 保持 し た まま 、Human68k の コマ ンド モー ド に 移行 する こと 
が で きま す 。 す な わ ち 、 ア プリ ケー ショ ンプ ログ ラム を 終了 させ ず に Human68k の 
コマ ンド を 使う こと が で きる わけ で す 。 

EXIT コマ ンド は 、 こ の よう に 子 プ ロ セ ス と し て 起動 きれ た COMMAND. X か 
ら 、 親 の アプ リケーション プロ グラ ム に 戻る た め に 使用 し ます 。 
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第 5 章 コマ ンド 


外部 コマ ンド 


ファ イル 内 容 の 比較 


FC < ファ イル 名 > く < ファ イル 名 2> し ALB]J し WW)( プ C)( ン nm し ン エ < タプ ブ カ ラ 
ム >] し プ L< 最 大 行 数 >]( し < 一 致 行 数 >〕 

FC コマ ンド は 、 2 つの ファ イル の 内 容 を 比較 し 、 異 な る 部 分 が あれ ば 表示 し ます 。 
ファ イル の 修正 を 行っ た 後に その 個所 を 確認 する と き な ど に 使用 し ます 。 

FC コマ ンド で 使用 で きる スイ ッ チ は 5 種類 あり ます 。 


グ A 
アス キー 比較 の 指定 。2 つの ファ イル を 行 単位 で 比較 し ます (1 行 を 1 つの 
デー タプ ブロ ッ ク と し て 比較 し ます )。 
ノ B 
バイ ナリ 比較 の 指定 。 2 つの ファ イル を バイ ト 単 位 で 比較 し ます 。 
ン W 
プラ ンク 圧縮 。 連 続 し た スペ ー ス 、 タ プ ブ を 1 つの プラ ンク と し て 処理 し ま 
す 。 
ジグ 
大 ・ 小 文字 の 無視 。 テ キス ト 中 に 現れ る 大 文字 、 小 文字 を 区 別 し ま せん 。 
グ n 
行 番号 の 表示 。 内 容 に 行 番号 を 付け て 表示 し ます 。 
T < タプ カラ ム > 
タプ の スペ ー ス 化 。 設定 され て いる タブ カラ ム ま で スペ ー ス と し ます 。 く < タ 
プ カ ラ ム >〉> に は 、、 2 、 4 、 8、16 が 指定 で きま す 。 
グ L < 最大 行 数 > 
比較 する 最大 行 数 の 指定 。 く 最大 行 数 >? に は 、 比 較 す る 行 数 の 最大 値 を 指定 
民 記 
ノ < 一 致 行 数 > 
一 致 部 分 の 行 数 。 く ぐ 一 致 行 数 > に は 、1 - 9 を 指定 し ます 。 < 致 行 数 > の 
テキ スト が 一 致し て いた 場合 に の み 、 同 一 の 内 容 と し て 判断 し ます 。 省 略 
時 に は 3 が 指定 され た も の と 見 な し ます 。 


な お 、/A、B の 両方 と も 指定 され て いな いと 、 ア スキ ー 比 較 が 行わ れ ま す 。 た だ 
し 、 比 較 す る ファ イル の 披 張 子 が 次 の どれ か で ある と き は 、 バ イナ リ 比 較 が 行わ れ ま 
す 3 


IRISYSSI@6、 人 A 
し た が っ て 、 こ れ ら の ファ イル を アス キー 比較 し た い 場 合 に は 、 プ A スイ ッ チ を 必ず 
付け て くだ さい 。 
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@ 相違 点 の 報告 
以下 の 形式 で 出力 され ます 。 


キキ 二 十 二 く ファ イル 名 1 > 
< 一 致し て いる 部 分 の 最後 の 1 行 > 


< 相違 点 > 


< 再び 一 致し た 行 > 
十 十 十 十 士 く < ファ イル 名 2 > 
< 一 致し て いる 部 分 の 最後 の 1 行 > 


< 相違 点 > 


< 再び 一 致し た 行 > 


ン B スイ ッ チ に よっ て バイ ナリ 比較 を する 場合 は 、 出 力 報 告 が 次 の よう に な り ま す 。 
アド 凡 共 ファ イル 1 ファ イル 2 
XXXXXXXX: D > と アス 


ここ で 、xxxxxxxx は ファ イル の 先頭 か ら の バイ ト 数 で あり 、YY、ZZ は 相違 の 
あっ た デー タ で す 。 

な お 、 バ イナ リ 比 較 で は 、 バ イト 単位 で 比較 する た め 、 1 バイト の ずれ が あっ た だ 
け の 場合 で も 、 す べ て の デー タ が 異な る 、 と いう 報告 と な り ま す 。 
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第 5 章 コマ ンド 


外部 コマ ンド 


ファ イル 中 の 指定 文字 列 の 検索 
FIND ( ピ V〕( ビ C)( ジ N)【 ン L)( ン F〕 ぐ 文字 列 ?>(< フ ァイル 名 >) 


FIND コマ ンド は 、 指定 し た ファ イル か ら 指 定 し た 文字 列 を 含ん だ 行 を さき が し 、 そ 
れ ら を 全部 表示 し ます 。 

<〈 フ ァイル 名 > に ワイ ルド カー ド を 用 いる と 、 複 数 の ファ イル を 対象 に 検索 を 行う こ 
と が で きま す 。 ま た 、 各 種 ス イッ チ を 指定 する こと に より 、 次 の よう に いろ いろ な 操 
作 を 行う こと が で きま す 。 


グ V 指定 文字 列 を 含ま な い 行 を 表示 し ます 

グ C 指定 文字 列 を 含む 行 数 な どの 検索 結果 を 表示 し ます 

グ N 出力 行 の 行頭 に 行 番号 を 付け な いで 表示 し ます 

グ L 半角 敵 数 字 の 大 文字 ・ 小 文字 を 区 別 し な いで 検索 し ます 

グ F 文字 列 を 含む 行 が ある ファ イル の ファ イル 名 を 各行 の 行頭 に 表示 し ます 


これ ら の スイ ッ チ の うち 、/F に つい て は 、< フ ァイル 名 > に ワイ ルド カー ド を 指定 
し た と き に つい て の み 有 効 で す 。 
スイ ッ チ は 任 意 に 組み 合わ せ て 使用 する こと が で きま す が 、/C を 指定 し た 場合 、 ン 
V、 ン N、/F は 無視 され ます 。 
@ 文字 列 を 含む 行 を 表示 し ます 
FIND 東京" WKFL. 100 
ファ イル WKFL. 100 内 より 、 び 東京 ′ と いう 文字 列 を 含ん だ 行 を すべ て 抜き 出し 、 
表示 し ます 。 
@ 文 字 列 を 含ま な い 行 を 表示 し ます 
FIND ン V 神奈川 " WKFL. 100 
ファ イル WKFL. 100 内 より 、 パ 神奈 川 / と いう 文字 列 を 含ま な い 行 を すべ て 抜き 出 
し 、 ' 粗 示 じ まま 。 
@ 検 索 結果 を 表示 し ます 
FIND ン C 東京 * WKFL. 100 


ファ イル WKFL. 100 内 の 、 東京? と いう 文字 列 を 含ん だ 行 数 、 含 まな い 行 数 、 全 
体 の 行 数 を 表示 し ます 。 
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@ 文字 列 を 合 む 行 に 行 番号 を 付け な いで 表示 し ます 
FIND ン N 港 区 ? WKFL. 100 
ファ イル WKEFL. 100 内 より 、 港 区 ” と いう 文字 列 を 含ん だ 行 を すべ て 抜き 出し 、 
それ に 行 番号 を 付け な いで 表示 し ます 。 
@ 文字 列 を 合 ま な い 行 に 行 番号 を 付け な いで 表示 し ます 
FIND ノ V ン N バ 港 区 ” WKFL. 100 
ファ イル WKFL. 100 内 より 、 港 区 ” と いう 文字 列 を 含ま な い 行 を すべ て 抜き 出 
し 、 そ れ に 行 番号 を 付け な いで 表示 し ます 。 
@ 文字 列 を 含む 行 が ある ファ イル の ファ イル 名 を 各行 の 行頭 に 表示 し ます 
FIND ノ F 東京 " WKFL. * 


主 フ ァイル 名 に WKFL を も つ フ ァイル 全部 に つい て 東京 ′ と いう 文字 列 を 含ん 
だ ファ イル を さがし 、 文 字 列 を 含ん だ 行 の み 表示 し ます 。 各 行 の 行頭 に は 、 そ の 行 が 
ある ファ イル の ファ イル 名 が 付加 され て 、 表 示さ れ ま す 。 

な お 、FIND コマ ンド は フィ ル タ と し て も 使う こと が で きる よう に な っ て お り 、 標 
準 入 か ら の デー タ 入 力も 受け 付け る こと が で きま す 。 


TYPE WKFL. 200 | FIND 東京 " 


は 、TYPE コマ ンド に よっ て 標準 出力 に 出さ れ た WKFL. 200 の 内 容 を パイ プ で 標準 
入力 に つなぎ 、 こ れ を FIND コマ ンド に 入力 させ て 処理 する よう に 指示 する も の で 
す 。 
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FORMAT 外部 コマ ンド 


機 能 ディ スク の フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) 


[ 青 式 | FORMAT (<q:)(/S)( ブ の ( ソ V) 


解 説 FORMAT コマ ンド は 、 指 定 し た ドラ イブ の ディ スク を フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) す 
る と き に 使用 し ます 。 


1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 


FORMAT 


と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


FORMAT for X58000 Versior *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


2 ピー バス | 
NE ディ スグ 
終了 


昌和 (0 瑞 丁 ) 回 ( 了 ) 


ここ で まず 、 カ ー ソ ルキ ー の | 人 1 [| で フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト か 、 
ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト か を 選択 し 、 を 押し ます 。 以下 、 そ れ ぞ れ の フォ 
ー マ ッ ト 方法 に つい て 解説 し ます 。 


※SCSI イ ンタ ー フ ェ ー ス が あり 、SCSIDRV.SYS が 登録 され て いる 場合 に は "SCSI 装 置 ? の 項目 が 
追加 で 表示 され ます 。 ま た 、CZ-604C/623C の 場合 いい ハ ー ド ディ スク の 項目 が ヾ SCSI 装 置 ? と 
いう 表示 に な り ま す 。 
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1. フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト を 選択 する と 、 画面 に は 次 の よう な メニ ュー 画 
面 が 表示 され ます 。 


FORMAT for X68000 Version *.** Copyright 1989 SHRRP/Hudson 


0 休 ( 弱 gm (Wi< 記 る) 


それ ぞ れ の 項目 に は 、 次 の よう に 設定 し ます 。 


@ ド ライ ブ 
フォ ー マ ッ ト す る ドラ イブ を 指定 し ます 。 


@ ボ リュ ー ム 名 
ディ スク に つけ る 名 前 を 設定 し ます 。 


@ シ ステ ム 転 送 

シス テム の 転送 を 行う か どう か を 設定 し ます 。 シ ステ ム の 転送 を 行う と 、 フ ォ ー マ 
ッ ト 終 了 後 に カレ ント ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に ある “HUMAN.SYS” を 
3 が ーー し まり 9 


@ 初 期 化 庫 囲 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 全 体 を 初期 化す る の か 、 す で に フォ ー マ ッ ト さ れ て いる ディ ス 
ク の 管理 領域 (FAT 部 と ディ レク トリ 部 ) だ け を 初期 化す る の か を 設定 し ます 。 管理 
領域 だ け の フォ ー マ ッ ト は 全体 を フォ ー マ ッ ト す る より 高速 で す が 、 一 度 全 体 を フォ 
ー マ ッ ト し た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク で な けれ ば 使用 で きま せん 。 


それ ぞ れ の 項目 を 設定 し た ら 、「 実 行 」 に カー ソル を 移動 し て [| を 押し ます 。 画 
面 に は 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ドラ イプ B ( 2 HD デ ィ ス ク ) を 初期 化し ます 
何 か キ ー を 押し て くだ さい (前 に 戻る ) 
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ここ で 、 ド ライ ブ d (d は 指定 し た ドラ イブ 名 ) に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ト し 、 
任意 の キー を 押し て くだ さい 。 こ れ で 、 フ ォ ー マ ッ ト が 開始 きれ ます 。 フ ォ ー マ ッ ト 
が 終了 する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


初期 化 は 終了 し まし た 他 の ディ スク を 初期 化し ます か ? 


(継続 ) | N | (前 に 戻る ) (前 に 戻る ) 


ここ で 、| Y 押す と 、 フ ロッ ピー ディ スク が イジ ェクト され 、 初期 化 を は じ め る 
ダッ セー ジ に 戻り 、 続 け て 別 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 初期 化す る こと が で きま す 。 
|LN ほ た ESC ほ 押す と 、 さ き は ほど 項目 を 設定 し た メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 

FORMAT コ マン ド を 終了 し た いと き は 、「 終 了 」 に カー ソル を 移動 し て [| を 押し 
て くだ さい 。 


2. ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト 
ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト を 選択 する と 、 画面 に は 次 の よう な メニ ュー 画面 が 
表示 され ます 。 


FORMAT for X68000 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


装置 名 ハー ド デ ィ スク 


が) 全 ( 縮 E 功 還 (に 戻る) 


複数 の ハー ド デ ィ スク が 接続 され て いて 、 SWITCH コ マン ド の HD_MAX で 指定 
され て いる 数 値 が 2 以上 の 場合 フォーマット を 行う 装置 番号 を 選択 する メニ ュー が 
表示 され ます 。 装置 番号 を 選択 し て [| を 押し て くだ さい 。 ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 し て 
いな い X68000 で は 、 本 体外 部 に 最大 16 公 (装置 番号 は 0 一 15) まで ハー ド デ ィ スク を 
接続 する こと が で きま す 。 ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 で は 本 体外 部 に は 最 
大 14 友 (装置 番号 は 2 一 15) まで 接続 する こと が で きま す 。 こ こ で 、 装 置 番号 と いう 
の は 本 体外 部 に 接続 きれ て いる ハー ド デ ィ スク に 割り 当て られ て いる 番号 の こと で す 。 
な お 、 ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 で は 装置 番号 1 は 無効 で 、 装置 番号 0 は 内 
蔵 の ハー ド デ ィ スク を 指し ます 。 
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メニ ュー 画面 に 表示 され る 項目 の 詳細 は 、 そ れ ぞ れ 次 の と お り で す 。 


e 領 域 確保 
領域 の 確保 を 行い ます 。 「 領 域 確保 」 に カー ソル を 合わ せ [ 記 を 押す と 、 次 の よう な メ 
ニュ ー 画 面 が 表示 され ます の で 、 次 の よう に 設定 し て くだ さい 。 


FORMAT for X68000 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 
装置 名 ハー ド デ ィ スク 


4MM パ イト 


昌和 (0 (本) E (前 に 戻 ) 


・ 容 量 

確保 する 容量 を 指定 し ます 。 た と えば 、10M バイ ト 確 保 む する と き は 10” と 入力 し 
的 

な お 、 す で に 領域 確保 を 実行 し て いる 場合 、 メニュー 画面 の 右側 に 表示 され て いる 
領域 の 状態 を 確認 し て くだ さい 。 こ こ に 表示 され て いる 「 あ き 容 量 」 と は 、 ま が 領域 
確保 し て いな い 領 域 の 合計 容量 、「 確 保 可能 な 最大 容量 」 と は 一 つの 領域 (ブロ ッ ク ) 
が 確保 で きる 最大 の 容量 、 の こと で す 。 

つま り 、 次 の よう に 全体 の 領域 を すでに 10M バ イト ずつ 3 ブロ ッ ク 領 域 確保 し て い 
る と き に 、 プ ブロ ッ ク (2) の 領域 を 領域 解放 する と 、「 確 保 可 能 な 最大 容量 」 は 10M バ イト 
の 領域 ? つが 別々 に ある の で 、「10M バ イト 」 と 表示 され 、「 あ き 容 量 」 は この 2 つの 
あき 領域 の 合計 の 「20M バ イト 」 と 表示 され ます 。 

し た が っ て 、「 あ き 容 量 」 は 20M バ イト あり ます が 、 一 つの ブロ ッ ク で 20M バ イト を 
領域 確保 する こと は で きま せん 。 
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40M バ イ ンク 。 40IM レ バイ ト ハ ー ド ディ スク 
フロック RT 
10M バ イト (2) を 10M バ イト 
領域 解放 
10M バ イト 林 革 10M バ イト 
領域 確保 済 
確保 可能 な 最大 容量 : 1 0M バ イト  ---------- っ 。 10M バ イト 
あき 人 容量 ・ 1 0M パ イト 。---------- つ 。 20M バ イト 
・ ボ リュ ー ム 名 


確保 する 領域 に 付け る ボリ ュー ムラ ベル を 設定 し ます 。 


・ シ ステ ム 転 送 

シス テム の 転送 を 行う か どう か を 指定 し ます 。 シ ステ ム の 転送 を 行う と 、 フ ォ ー マ 
ッ ト 終了 後に カレ ント ドラ イブ の ルー トディ レク トリ に ある “HUMAN.SYS′ と 
^COMMAND.X′ を コピ ー し ます 。 


・ 実 行 
右 域 確保 を 開始 し ます 。 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 


領域 の 確保 を 行い ます よろ し いで すか ? 
(実行 ) |N| (前 に 戻る ) (前 に 戻る ) 


ここ で 、 |Y 族 押す と 領域 確保 が 開始 され ます 。 [IN ほ た は ESC ほ 押す と 、 元 の メニ 
ュー 画面 に 戻り ます 。 

領域 確保 が 終了 し た ら 、「 終 了 」 に カー ソル を 移動 し て 剛 を 押し ます 。 次 の よう な 
メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 [Y 革 押 し て くだ さい 。 


ハー ド デ ィ スク の 使用 に は 再起 動 が 必要 で す リセ ッ ト し ます か ? 
(実行 ) | N| (終了 ) 
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・ 終 了 


FORMAT コマ ンド を 終了 し ます 。 


@ 領 域 解放 


確保 し た 領域 (ブロ ッ ク ) の 解放 を 行い ます 。 解放 され た 領域 は 再び 確保 可能 な 領 
域 と な り ます 。 「 領 域 解 放 」 に カー ソル を 合わ せ 、 過 を 押す と カー ソル が ブロッ ク に 移 
動 し ます 。 こ こ で 解放 し た い プ ロッ ク を 選 Ml を 押し て くだ さい 。 


の 特有 の 容量 49M パ イト 
ブロ ッ ク (1) (1 he 19MU バ イト 
プロ ッ ク (2 ) ( ウ の ) ヒ ・ HLuman58 1MML バ イ ト 

人 な 午 大 人 2M バ イト 

2MMIU バ イト 


この よう に 、2 つの プ ブロック が 存在 する 場合 、 プ ロッ ク (1) を 解放 する と 次 の よう に 


な り ま す 。 


4MMT バ イ 
1MIMI バ イ 


ト 
ト 
2IM バ イト 
3 バイ ト 


領域 選択 


確保 され た 領域 (ブロ ッ ク ) の 使い 方 を 選び ます 。 使 い 方 に は 、 次 の 3 つが あり ま 


ずら 。 


・ 自 動 起動 ・・ 


・ 使 用 可能 ・・ 


・ 使 用 不可 


・ 指 定 さ れ た 領域 か ら 自動 的 に 起動 し ます 。 


ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 する 場合 、 自 動 的 に シス テム を 読 
み 込 ん で 実行 する 領域 で す 。 自 動 起動 領域 は 、 1 友 の ハ ー 
ド デ ィ スク に 必ず 1 つ だ け 設 定 さ れ ま す 。 

な お 、 こ こ で 「 自 動 起動 」 と 設定 し て も SWITCH コ マン ド 
の BOOT (Human68k を 起動 する 装置 の 設定 ) で ハー ド デ 
ィ ス ク か ら 起 動 す る よう に 設定 し 、 し か も HD_MAXX( 接 
続 し て いる ハー ド デ ィ スク の 装置 番号 の 設定 ) を 正しく 行 
っ て いな いと 、 ハ ー ド ディ スク か ら 起 動 し ませ ん 。 


・ 指 定 され た 領域 を 使 を る よう に し ます 。 


シス テム で 使用 可能 な 領域 で す 。 各 使用 可能 領域 は 、 シ ス 
テム で 別々 の ドラ イブ と し て 取り 扱う こと が で きま す 。 


・ 指 定 され た 領域 を 使え な いよ うに し ます 。 


シス テム で 使用 し な い 領域 で す 。 


「 領 域 選択 」 に カー ソル を 合わ せ 、 を 押す と カー ソル が ブロ ッ ク に 移動 し ます 。 
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ここ で 、 領域 選択 する 領域 を 選び 、 [| を 押す と 、 上 記 の 3 つの 状態 を 選ぶ メニ ュー が 
表示 され ます 。「 自 動 起 動 」「 使 用 可能 」「 使 用 不可 」 か ら 選 ん で [| を 押し て くだ さい 。 


| FORMAT for X68000 Version*.s Copright 1989 SHRRP/udeon | 


装置 名 フッ ツー ド ディ スク 


凍 ( 計 加 ( 和 ) 還 屋 記 ( 前 に 戻る ) 


この 場合 は 、 ブ ロッ ク (1) か ら 自 動 起 動き れる よう に な っ て いま す 。 プ ロッ ク (2) か ら 
自動 起動 きせ る に は 、 次 の よう に し ます 。 

「 領 域 選 択 」 に カー ソル を 合わ せ [M| を 押す と 、 プ ロッ ク に カー ソル が 移動 し ます 。 
プ ブロッ ク (2) の と ころ で | を 押す と 、 上 と 同じ よう な メニ ュー が 表示 され ます 。 

ー ソ ル を 「 自 動 起 動 」 に 合わ せ [M| を 押す と 、 次 の よう に ブロ ッ ク (2) が 「 自 動 起 
動 」 に な り 、 プ ブロ ッ ク (1) が 「 使 用 可能 」 に 変 わり ます 。 自 動 起動 で きる ブロ ッ ク は 
ひと つ だ け な の で 、 プ ブロ ッ ク (1) が 自動 的 に 「 自 動 起 動 」 か ら 「 使 用 可能 」 に 変わ り ま 
幸 和 


FORMAT for X6800DD Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 
装置 名 Ne が: 穫 導 
半 欄 | | 6 半 本 摘 が イト 
man58k 19M パ イト 
| 陽 毅 
円 の 
は 28M バ イト 


調和 (に 長 る ) 細 (に 諾 る ) 
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ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 す る と 、 自 動 起動 領域 か ら 起動 され ます 。 

な お 、 複 数 の ブロ ッ ク を 自動 起動 お よび 使用 可能 に し て ある と き 、 あ ら か じ め 自 動 
起動 に 設定 され て いる プロ ッ ク か ら で は な く 、 別 の プ ブロッ ク か ら 起 動き せる に は 、 
[HELP し 押し 続け な が ら リ モッ トス イッ チ を 押し て くだ さい 。 次 の よう な 『X68000 
HARD DISK IPL MENU」 が 表示 る れ ま す 。 


X68999 HRRD DISK IPL MENU 


人 HG 2 


こ で 、 起 動 し た い 領域 を ブロ ッ ク 番 号 か ら 判 断 し た 上 、 そ の 領域 (ブロ ッ ク ) に 
ya [| を 押す と 、 選 ん だ 領域 か ら 自 動 起 動き され ます 。 ま た 次 に 起動 す 
る と き は 、 今 回 選択 し た 領域 か ら 自動 起動 され ます 。 

な お 、 ド ライ ブ の 割り 当て 状態 を 確認 し た いと き は 、FORMAT コ マン ド を 終了 

DRIVE ン V 
を 実行 し て くだ さい 。 


ーー フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら の 起動 
ハー ド デ ィ スク か ら の 超 動 に 設定 (SWITCH コ マン ド の BOOT が HD 0 な ど に 

な っ て いる 場合 ) され て いる 場合 に 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ か ら 超 動 し た い 

と き は 、 OPT.1 許 押し た まま り セ ッ ト ス イッ チ を 押し 、 [OPT.1 計 し ば らく 押し 続 

け て くだ さい 。 

また 、 ハ ー ド ディ スク に 何ら か の 異常 が 発生 し て 、 ハ ー ド ディ スク か ら 超 動 で き な 

く な っ た と き に も IOPT.1 し 使っ て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら 起 動 し て くだ さい 。 
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@ 半 置 初期 化 
ハー ド デ ィ スク 全体 を 初期 化し ます 。 こ こ で 、 


装置 全体 を 初期 化し ます よろ し いで すか ? 
(実行 ) [N| (前 に 戻る ) (前 に 戻る ) 


と 表示 され ます の で 、 |Y| を 押す と 初期 化 が 開始 され ます 。 初期 化 が 終了 する と 、 元 
の メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 
@ ぁ 装置 変更 

フォ ー マ ッ ト を 行う 装置 番号 を 変更 し ます 。 複数 の ハー ド デ ィ スク が 接続 され て い 
て 、SWITCH コ マン ド の HD_MAX で 指定 され て いる 数 値 が 2 以上 の 場合 、 装 置 変更 
する 装置 番号 を 選択 する メニ ュー が 表示 され ます 。 装置 番号 を 選択 し て [を 押し て く 
だ さい 。 
@ 終了 

FOMAT コマ ンド を 終了 し ます 。 


2. コマ ンド 行か ら の 実行 


コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メニュー 画面 に 入ら ず 
に コマ ンド を 実行 し ます 。 コ マン ド 行 か ら は 、 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト の 
み 可 能 で す 。 

FORMAT コマ ンド で 指定 で きる スイ ッ チ は 、 次 の 3 つ で す 。 


@ ブ S 

シス テム の コピ ー を 行い ます 。 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト 後 、 カ レン トド 
ライ ブ か ら Human68k シス テム を 読み 込み 、 フ ォ ー マ ッ ト さ れ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク に 書き 込み ます 。 


@ プ C 

すでに 物理 的 に フォ ー マ ッ ト さ れ て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 管理 領域 、 す な わ ち 
FAT 部 お よび ディ レク トリ 部 の み を 初期 化し ます 。 デ ー タ 領域 を 物理 フォ ー マ ッ ト 
し な いで 、 速く フォ ー マ ッ ト を 行う こと が で きま す 。 た だ し 、 FORMAT コマ ンド で 
一 度 は 物理 フォ ー マ ッ ト さ れ た フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 対し て し か 使用 で きま せん 。 


@ プ V 
ボリ ュー ムラ ベル を 指定 する 場合 に 使用 し ます 。 こ の スイ ッ チ を 指定 し な い 場 合 、 
Human68k と いう ボリ ュー ムラ ベル が つけ られ ます 。 


FORMAT コマ ンド は 、 た と えば 次 の よう に 実行 し ます 。 


FORMAT 日 : 
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まず 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ドラ イブ B : (2HD ディ スク ) を 初期 化し ます 。 何 か キー を 押し て くだ さい 


ここ で 、 新 品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ B に セッ ト し 、 何 か キー を 押す と フォ 
ー マ ッ ト が 始ま り 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


初期 化 中 で す … 
フォ ー マ ッ ト が 終了 する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
初期 化 を 終了 し まし た 
な お 、 プ V スイ ッ チ を つけ て いれ ば 、 こ こ で 
ボリ ュー ム 名 を 半角 21 文 字 以 内 で 指定 し て くだ さい : 


と た ず ね て きま す の で 、 指 定 どおり 半角 21 文 字 以 内 の 名 前 を 入力 し 、 [|( リ ター ン キ 
ー) を 押し て くだ さい 。 

また 、/S スイ ッ チ を つけ て いれ ば 、 次 の メッ セー ジ も 表示 され ます 。 こ こ で 、 dd: に 
は 、 カ レン トド ライ ブ 名 が 表示 され ます 。 


d : の シス テム ファ イル を  : に 転送 し ます 
これ で フォ ー マ ッ ト 完 了 で す 。 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
他 の ディ スク を 初期 化し ます か ? <Y プ N> 
ここ で Y ほ 押す と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク が イジ ェクト され 、 最 初 の メッ セー ジ に 戻り 
ます 。 [IN ほ 押す と フォ ー マ ッ トコ マン ド が 終了 し 、 プ ロン プ ト に 戻り ます 。 


3 . SCSI 装 置 の フォ ー マ ッ ト 


*SCSI 装 置 ? を 選択 する と 、SCSI 装 置 の メニ ュー が 画面 に 表示 され ます 。 
フォ ー マ ッ ト す る SCSI 装 置 を カー ソル キー の [11 で 選択 し て を 押し て くだ さい 。 

その 後 の 操作 は ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト と 同じ で す 。 本 項 1. 2. ハー ド デ ィ スク の フォ ー 
マッ ト を 参照 し て くだ さい 。 
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HDID 外部 コマ ンド 
機 能 内 蔵 ハ ー ド ディ スク の ID 番号 変更 
書 式 HDTID 
解 説 HDID コ マン ド は CZ-623C/644C に 内 蔵 き さき れ て いる ハー ド デ ィ スク 、 また は CZ-604C 


/634C に 内 蔵 し た ハー ド デ ィ スク (CZ-68H) の ID 番号 を 変更 する と き に 使用 し ます 。 


HDID 


と 入力 する と 、SCSI 装 置 の メニ ュー が 画面 に 表示 され ます 。 

内 蔵 ハ ー ド ディ スク を カー ソル キー の | 1 で 選択 し て | を 押し ます 。 

する と メニ ュー の 右側 に ID 番号 が 表示 され ます の で 、 カ ー ソ ルキ ー の | 1 [| で 番号 を 
選択 し て | を 押し て くだ さい 。 


※CPU 本 体 の ID 番号 は 、SWITCH コ マン ド で 行っ て くだ さい 。 
な お 、 同 じ EID 番号 を 複数 の 装置 に 使用 で きま せん 。 


内 部 コマ ンド 


ヒス トリ 行列 の 表示 
HIS 開始 行 >](, < 終了 行 >} し B)〕 
HIS コマ ンド は 、 ヒ スト リ 行 列 を 表示 する と き に 使い ます 。 
HIS 


と 入力 する と 、 た と えば 次 の よう に 、 そ れ ま で に 実行 し た コマ ンド が 順に 表示 され ま 
す 。 


00005:DIR 日 : 

00004:TYPE B:FILE. 100 

00003 : COPY 日 :FILE. 100 A:FILE. OK 
00002 : DIR 

00001:DEL 日 :FILE. 100 

00000 : HIS 


104 


左側 に は いま 入力 し た HIS” コマ ンド か ら 逆 順に 数 を て “いく つ 前 の ”" コマ ンド 
行 で ある か が 数 字 で 示さ れ 、~ : / 以 下 右側 に 、 保 存 き され て いる コマ ンド 行 が 表示 され 
雪夫 

< 開始 行 >< 終 了 行 > に は 、 表示 し た い ヒ スト リ 行 列 の 始め の 行 、 お よび 終わ り の 行 を 
指定 し ます 。 ど ちら が 大 きく て も か まい ませ ん 。 た だ たとえ そば 、 


HIS 20,10 また は 、HIS 10, 20 


と する と 、 ヒ スト リ 行 列 の 20 行 か ら 10 行 まで を 行 番号 付 で 表示 し ます 。 
< 開始 行 > を 省略 する と 、 最 も 古い ヒス トリ 行 が 、< 終 了 行 > を 省略 する と 、 最 も 新 し 
い ヒ スト リ 行 が 、 そ れ ぞ われ 指定 さ れ た も の と みな され ます 。 だ たとえ そば 、 


HIS ,10 
で は 、 最 も 古い リス ト 行 か ら 10 行 まで が 、 
HIS 20, 


で は 、20 行 か ら 最 も 新しい 行 ま で が 、 そ れ ぞ れ 行 番号 付き で 表示 され ます 。 
< 開始 行 > の み を 指定 する と 、 そ の ヒス トリ 行 だ けが 行 番号 付き で 表示 され ます 。 


HIS 15 


で は 、15 行 だ けが 番号 付き で 表示 され ます 。 

HIS コマ ンド に ノ B を 付け で 実行 する と 、 ヒ スト リ 行 列 を 、 行 番号 な し で 表示 し ま 
す 。 ま た 、 ヒ スト リ 行 列 に コン トロ ー ル 文字 が 含ま れ て いて も 、 そ の まま 出力 し ます 。 

し た が っ て 、/B 付き の HIS コマ ンド の 出力 を リダイレクト を 用 いて ファ イル へ 
出力 すれ ば 、 そ の まま バッ チ 処 理 を 作成 する こと が で きま す 。 た と えば 、 


HIS 20.10 ノン B > TEST. BAT 


と すれ ば 、 過 去 に 実行 し た 、 ヒ スト リ 行 列 の 20 行 か ら 10 行 まで の コマ ンド 行 が 、 そ の 
まま TEST. BAT ファ イル に 収納 され 、 バ パッチ ファ イル と する こと が で きま す 。 

な お 、 く 開始 行 > お よび < 終了 行 > で 指定 する ヒス トリ 行列 の 行 番号 は 、 実 行 し よう と 
する HIS コマ ンド を 最も 新しい 行 (第 0 行 ) と し て 追加 し て か ら 新 し く 付 け 直 され た 
行 番号 と し て 扱わ れ ま す 。 し た が っ て 、 一 度 HIS コマ ンド を 実行 し 、 そ こ で 表示 され 
た ヒス トリ 行列 の 行 番号 を も と に 次 の HIS コマ ンド を 実行 する と 、 1 つ だ け 行 番号 
が ずれ る こと に な り ま す 。 注意 し て くだ さい 。 


注意 : カン マ ( , ) の 前 後に スペ ー ス や タブ を 入れ な いよ うに し て くだ さい 。 
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や 外部 コマ ンド 
機能 ファ ンク ショ ン キ ー な どの 設定 
書 式 KEY 
解 説 ISBNMWee ジ AI ド 4 よ っ プア アジ グン ョ ン キ ー や カー ソル 移動 に 使用 する キー な どの 割 り 


当て 状況 が 記録 さき れ て いる ファ イル (キー 設定 ファ イル ) の 内 容 を 更新 し た り 、 フ ァ イ 
ル の 内 容 を シス テム に 登録 する 場合 に 使用 し ます 。 


KEY 
と 入力 する と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


更新 で すか 、 登 録 で すか ? 〔 り プ L〕 


1 . キー 設定 ファ イル の 更新 
キー 設定 ファ イル の 内 容 を 変更 する と き は 、 |U 押 し ます 。 続 いて 、 
入力 ファ イル 名 〔KEY. SYS〕 : 
が 表示 され ます 。 こ こ で 入力 ファ イル 名 を 入力 し ます 。 続 いて 、 
出力 ファ イル 名 〔KEY. SYS)〕 : 


が 表示 され ます 。 こ こ で 書き 出し た い キ ー 設 定 フ ァイル 名 を 入力 し ます 。 い ずれ も リ 
ター ン キ ー の み を 押す と 自動 的 に KEY. SYS が 対象 ファ イル と な り ま す 。 

また 、 ヒ スト リ テ バ イス ドラ イ バ (HISTORY. 多 用 の キー 割り 当て ファ イル KEY.HIS 
も KEY コマ ンド で 作成 で きま す 。 詳し く は 第 6 章 を 参照 し て くだ さい 。 

出力 ファ イル 名 を 入力 する と 、 


処理 を 開始 し ます か ? <Y ン N> 


と た ず ね て きま す 。 こ こ で 、|N 陀 押す と 、 処 理 は 終了 し 、 コ マン ドモ ー ド に も どり ま 
す 。[Y 有 押 す と KEY.SYS の 中 で 割り 当て られ て いる キー の 一 覧 表 が 次 の よ う に 表示 
る れ ま す 。 
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k 現在 の ファ ンタ ショ ン キ ー 定 義 状 態 


ROLL tuMN7 
! 1N> ル ン 


次 に 、 
キー 番号 : 


と た ず ね て きま す の で 割り 当て る キー を 入力 し ます 。 割り 当て る キー を 入力 する 範囲 
は 、 3 文字 の 記号 で 表 さ きれ ます 。 記 号 は 次 の と お り で す 。 


,- キー 番号 
F・1 FO1 

) ) 
F・10 F 10 
SHIFT+F・1 F 11 

( 6 
SHIFT+F・10 F20 
ROLL UP F 21 
ROLL DOWN F 22 
INS F 23 
DEL 52 
1 F 25 
ー F 26 
記 F27 | 
1 F 28 
CLR 司 ま PE28 
HELP ES0l 
HOME F 31 
UNDO F 32 
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キー 番号 を 入力 する と 、 キ ー 機 能 を た ず ね て きま す 。 割り 当て る 内 容 を 以下 の 条件 
で 入 妨 じ て く だ さい 。 
F01--F20 半角 31 文 字 以 内 
その 他 の キー 半角 5 文字 以内 
ここ で FORMAT、DISKCOPY な どの よう に 割り 当て る 内 容 を 入力 し リタ ー ン 
キー を 押し て キー の 決定 を し ます 。 こ こ で その まま リ り リターン キー を 押す と すでに 割り 
当て られ て いた 機能 が クリ ア さ れ ま す 。 再 び リ ター ン キ ー を 押す と 、 


終了 し ます か ? 〔Y ン N]〕 


と 表示 され ます 。 ここ で 、 |N ほ 押す と 、 キ ー 番 号 を 入力 する 画面 に も どり ます 。 | 
押す と 、 


く < ファ イル 名 > を 更新 し ます か ? 〔YNJ 


と た ず ね て きま す 。|Y を 押す と ファ イル を 更新 し た 後 、 処理 を 終了 し ます 。|N を 押す 
と 、 更 新 前 の 状態 で 、 終 了 し ます 。 
な お 、CR コー ド な どの 特殊 コー ド を キー に 割り 当て た いと き は 、 次 の よう な キー を 


使用 し て くだ さい 。 
CR コー ド (リタ ー ン ) CTRLH| ろ | (か な キー) 
BS コー ド (バッ クス ベー ス ) ICTRLH| む | (か な キー) 
$FE ICTRLH|^| (か な キー) 


ここ で 、$ FE は 、 一 種 の 編集 コー ド で 、 こ れ に 続く 7 文字 は 、 画面 最 下行 の ファ ン 
クシ ョ ン キ ー 表 示 に 表示 され ます 。 8 文字 目 以降 が ファ ンク ショ ン キ ー の コー ド と し 
て 扱わ れ ま す 。 

また 、 ヌ ルコ ー ド ($00) と $ 1 C-ー$ 1F の コー ド を ファ ンク ショ ン キ ー な ど に 割 
り 当 て る こと は で きま ぜん 。 


2 . キー の 登録 
キー 設定 ファ イル の 内 容 を シス テム に 登録 する と き は 、[L を 押し ます 。 続 いて 、 
入力 ファ イル 名 [KEY.SYS]〕 : 


と 表示 され ます 。 こ こ で 、 登 録 し た い キ ー 設 定 フ ァイル 名 を 入力 し ます 。 そ の まま り リ 
ター ン キ ー を 押す と 自動 的 に 、 KEY.SYS が シス テム に 登録 きれ ます 。 これ で 湊 の メ 
ッ セ ー ジ が 表示 され キー の 登録 が 終了 し ます 。 


ファ イル の 内 容 を シス テム に 登録 し まし た 
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3 . キー 設定 ファ イル の 内 容 


キー 設定 ファ イル の 内 容 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


109 拓 
) 
F・10 各 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の デー タ が 、 次 の よう な 形式 で 20 個 分 
SHHHED 直 Pedl 収め られ て いま す 。 
) 
SHIFTT 十 F・10 


トーーーーーーーーーーーーーーーー 3 で 條 ミー 等 き ャ ーーー マ ーーーーーーー* 


キー の Z 三 あ (余り は $ 0 0 で 埋め られ る ) 


ま な 禁 計 20 個 
1 7 
ドー っ ー ボ ーー ,、。 ーーー ーーー ーーーーーーー ノ ヾ 
パ バイト バイ ト 24 バ イト 一 一 一 


$FE 表示 デー タ | キー の デー タ ( 余 り は $00 で 埋め られ る ) 


ROLLUP 
ROLLDOWN 
INS 


< ニ ファ ンク ショ ン キ ー の デー タ に 続い て 、 こ れ ら の キー の 
ディ デー タ が 、 次 の よう な 形式 で 12 個 分 収め られ て いま す 。 


UNDO 


トーーーーーーーーーーーー 一 一 6 バイ ト ーーーーーーーーーーーーー ゴ 


キキ の の 2 三 洲 (余り は $00 で 埋め られ る ) 計 12 個 
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MEIMF REE 


内 部 コマ ンド 


機能 使用 可能 な メモ リサ イズ の 表示 
書 式 MEMFREE 


解 説 現在 使用 で きる メモ リサ イズ を 表示 し ます 。 こ の メモ リサ イズ は メイ ン メ モリ の うち 、 
RAM デ ィ ス ク 、 デバ イス ドラ イ バ な どの 常駐 プロ グラ ム 、Human68k 、 親 プ ロ セ ス 
な ど が 利用 し て いる メモ リ を 除い た メモ リサ イズ の こと で す 。 


MEMFREE |J 
と 状 9 と 、 
15554 バ イト : 最大 使用 可能 メモ リ 


と いう よう に メモ リサ イズ を 表示 し ます 。 
に 導き 


14296 バ イト : 最大 使用 可能 メモ リ 
15548 バ イト : 全体 使用 可能 メモ リ 


と いう よう に 表示 され た 場合 は 、 一 度 に 確保 で きる メモ リ が 14296 バ イト で ある こと を 
示し て いま す 。 
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U 外部 コマ ンド 


メニ ュー 方 式 で コマ ンド を 実行 
MENU【〔 ン /H く メニ ュー ファ イル 名 >〕 〔 く コマ ンド >〕 


MENU コマ ンド は 、 指 定 さ れ た く メ ニュ ー フ ァイル 名 > の 内 容 に し た が っ て 、 メ ニ 
ュー 形式 で の コマ ンド の 実行 を 支援 する コマ ンド で す 。 

スイ ッ チ ン H は 、 メ ニュ ー フ ァイル と し て ファ イル 名 が “MENU.CNE" 以外 の フ 
ァイル を 利用 する と き に 指定 し ます 。 プ HH く メ ニュ ー フ ァイル 名 > を 省略 する と 、 メ 
ニュ ー フ ァイル と し て MENU.CNEF” が 読み 込ま れ ま す 。 

< く コ マン ド > に コマ ンド を 記述 する と 、 そ の コマ ンド を 実行 し ます 。 


MENU コ マン ド を 利用 する こと に は 、 次 の よう な 利点 が あり ます 。 


・ コ マン ド や アプ リケーション の 名 前 や 使い 方 を 知ら な く て も それ ら を 実行 で きる 。 
・ カ ー ソ ルキ ー に よっ て メニ ュー を 選択 する の で 、 少 な い キ ー 操 作 で 利用 する こと が 
SR 


この た め MENU コ マン ド は 、 デ モ で 複数 の 人 が 利用 する 場合 や Human68k に 習熟 
し て いな い 人 の た め に 利用 する と 便利 で す 。 


@MENU コマ ンド の 操作 

MENU コ マン ド は メニ ュー ファ イル を 読み 込ん で 、 そ の 内 容 に し た が っ て メッ セー 
ジ の 表示 や コマ ンド の 実行 を 行い ます 。Human68k の シス テム ディ スク に は メニ ュー 
ファ イル (MENU.CNE) が お さめ られ て いま す の で 、 こ れ を 実行 する と き は 次 の よ 
が に 入力 し ます 。 


MENU 
する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 
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第 5 章 コマ ンド 


タイ トル 
文字 列 


コマ ンド 
メッ セー ジ 


メニ ュー 項目 


umanB8k コマ ンド メニ ュー 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス クハ ー ド ディ スク の 初期 化 を し ます 


に レス クウ 利伸 

ディ スク の コピ ー・ 照 合 
ファ イ ル の 一 覧 表示 
ファ イル 内 容 の 表示 


日 付 の 表示 と 設定 

時 刻 の 表示 、 設 定 

ディ スク 内 の すべ て の ファ イル の コピ ー 

サブ ディ レク トリ を 含む すべ て の ファ イル の コピ ー 
ファ イル 単位 の コピ ー 

ディ レク トリ 単位 の ファ イル の コピ ー 


竹 列 (選択 ) 人 9 (確定 ) Ni (次 貞 ) は (前 綱 ) 応寺 ( 麻 説 ) ( 近 幸 (終了 ) 


メッ セー ジ に 従っ て コマ ンド を 実行 し ます 。 こ の 画面 で は 、 次 の よう な キー 操作 が 
で きま す 。 


機 能 


コマ ンド 選択 の メニ ュー 画面 で 入力 し た 場合 は MENU コ マン ド を 終 
了 し て 、Human68k に 戻り ます 。 それ 以外 は 直前 の メニ ュー に 戻り 
ます 。 

カー ソル が 位置 する メニ ュー 内 容 を 実行 し ます 。 パ ラメ ー タ が 必要 な 

場合 は 、 入 力 す る よう に 要求 し て きま す 。 

カー ソル を 上 下 に 移動 し ます 。 

ヘル プ メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます 。 

次 ペー ジ の メニ ュー 画面 を 表示 し ます 。 次 ペー ジ が な い 場 合 は 表示 は 
変わ り ま せん 。 

前 ペー ジ の メニ ュー 画面 を 表示 し ます 。 前 ペー ジ が な い 場 合 は 表示 は 
変わ り ま せん 。 


@ メ ニュ ー フ ァイル の 形式 

メニ ュー ファ イル に は 、 メ ッ セ ー ジ の 表示 や 実行 する コマ ンド な ど を 記述 し て お き 
ます 。 MENU コ マン ド は 、 こ の メニ ュー ファ イル を 読み 込ん で 、 そ の 内 容 に し た が 
っ て メッ セー ジ の 表示 や コマ ンド の 実行 を 行い ます 。 

メニ ュー ファ イル は 通常 の チキ スト ファ イル で すか ら 、 エ ディ タ や ワー プロ な ど で 
作成 ・ 編 集 が で きま す 。 メ ニュ ー フ ァイル は 複数 の 「 コ マン ドレ コー ド 」 で 構成 され 
て いま す 。 コ マン ドレ コー ド は 、 次 の よう な 形式 で 記述 し ます 。 
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1. タイ トル 文字 列 
2. 開始 識別 記号 (項目 ペ ヘッダ) 
3. メニ ュー 項目 
4. コマ ンド 名 : コマ ンド メッ セー ジ 
5. パラ メー タ  : メッ セー ジ 
8: 、 避 
ヘル プ メ ッ セ ー ジ 
} 


以降 、 2 一 6 の 繰り 返し 
それ ぞ れ の 詳細 は 次 の と お り で す 。 
な お 、「 : 」 で は じ ま る 行 は REM 文 (注釈 方 と な り ま す 。 


1. タイ トル 文字 列 
メニ ュー 画面 の 最上 段 に 表示 する タイ トル 名 。 メ ニュ ー フ ァイル の 最初 の 行 に 記述 
し ます 。 


2. 開始 識別 記号 (項目 ヘッダ) 
コマ ンド レコ ー ド の 開始 を 識別 する た め の 行 で す 。 次 の いずれ か を 記述 し ます 。 


半 半 … コマ ンド 終了 後 、 メ ッ セ ー ジ 確認 を 行わ ず た だ ち に メニ ュ 
ー 画 面 に 戻り ます 。 
填 半 M … コマ ンド 終了 後 、 メ ッ セ ー ジ 確認 を 行い 、 キ ー 入 力 後 メ ニ 


ュー 画面 に 戻り ます 。 


3. メニ ュー 項目 
メニ ュー 画面 に 表示 する コマ ンド の 内 容 を 記述 し ます 。 
例 ) WHERE コマ ンド の 内 容 を メニ ュー 画面 に 表示 する 場合 
ファ イル の 検索 


4. コマ ンド 名  : コマ ンド メッ セー ジ 
実行 する コマ ンド 名 と 、 コ マン ド 選 択 時 に メニ ュー 画面 に 表示 する メッ セー ジ を 記 
述 し ます 。 
例 ) WHERE コマ ンド の 場合 
WHERE ・ す べ て の ドラ イブ か ら 指 定 の ファ イル を 提 し ます 


5 パラ スー タタ 2 セツ 

コマ ンド の 実行 に パラ メー タ が 必要 な と き に 、 そ の パラ メー タ の 分 だ け 記 述 し ます 。 
特定 の パラ メー タ の 場合 は その パラ メー タ を 記述 し 、 実 行 時 に パラ メー タ を 入力 し た 
いと き は 、 特 殊 パ パラ メー タ を 記述 し ます 。 ノ パラ メー タ を 指定 する と き は 、 必 ず メ ッ セ 
ー ジ も 記述 し て くだ さい 。 
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特殊 パラ メー タ に は 、 次 の も の が あり ます 。 


の 3 ドラ イブ 名 の 入力 を 、 メ ニュ ー 画 面 に 表示 され た も の か ら 選 ば せる 
? パス 名 の 入力 を 、 メ ニュ ー 画 面 に 表示 され た も の か ら 選 ば せる 
の ファ イル 名 の 入力 を 、 メ ニュ ー 画 面 に 表示 され た も の か ら 選 ば せる 


7 ※ 必要 な 内 容 を 、 キ ー ボ ー ド か ら 入 力 さ せる 

例 1) メニ ュー 画面 に 表示 され た ファ イル 名 の 中 か ら 選 ば せる と き 
?. : ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい 

例 2) スイ ッ チ を 、 キ ー ボ ー ド か ら 直 接 入 力 さ せる と き 
?※: ス イッ チ を 指定 し て くだ さい 


、、 
ヘル プ メ ッ セ ー ジ 
) 
を 押し た と き に 表示 され る ヘル プ メ ッ セ ー ジ を 記述 し ます 。 


例 ) 
( 
指定 され た ファ イル を 検索 し ます 。 検 索 は 、 す べ て の ドラ イブ に 対し て 行わ れ ま 
" ず 。 
例 ) 
WHERE プ A ノ F TEST.S 
スイ ッ チ 
グ A すべ て の ドラ イブ を 検索 する 
グ F パス 名 の 他 に 見 つか っ た ファ イル 名 も 表示 する 
) 
な お 、 5、6 の 項目 は 省略 する こと も 可能 で す 。 


@ メ イン メモ リ 1 M バ イト で ご 使用 の 方 へ 

ビジ ュ ア ル シ ェ ル か ら MENU コ マン ド を 実行 する 場合 、 メ イン メモ リ 不 足 の た め 、 
一 部 の コマ ンド が MENU コ マン ド か ら 実 行 で きま せん 。 し た が っ て 、 メ イン メモ リ 1 
M バ イト で ご 使用 の 場合 は 、 コ マン ドモ ー ド か ら 起 動 す る よう に 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 
を 変更 し て くだ さい 。 変 更 の 方 法 は 、 第 1 部 「 7 . 2 ビジ ュ ア ルモード と コマ ンド モー 
ド 」 を ご 覧 くだ さい 。 
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MKDIR(MD) 内 部 コマ ンド 


新しい ディ レク トリ の 作成 
MKDIR (<d:>) ンス 名 > 
MD 


MKDIR は 、 新 し い デ ィ レ クト リ を 作成 する の に 使う コマ ンド で す 。 

ンス 名 > に は 、 新 し く 作 成す る ディ レク トリ の 名 前 を 指定 し ます 。 ル ー ト ディ レク 
トリ か ら 始 まる 「 フ ル ノ パ ス 名 」 で 指定 (絶対 指定 ) し て も 、 新 し い デ ィ レ クト リ の 名 前 
だ け を 指定 (相対 指定 ) し て も か まい ませ ん 。 

7 だ だ : 和 人 、 


MKDIR \SUB 1 


と する と 、 ル ー ト ディ レク トリ に 壮 SUB 1 と いう 名 前 の サブ ディ レク トリ が 新規 に 
作成 され ます 。 同 様 に 、 


MKDIR \SUB 1 \SEC 1 


と する と 、 デ ィ レ クト リ 壮 SUB 1 の 下 に 辛 SEC 1 と いう 名 前 の サブ プ デ ィ レ クト リ が 
作成 され ます 。 
まだ 上 単に 、 


MKDIR DOCS 


と する と 、 カ レン トディ レク トリ の 下 に 、 DOCS と いう 名 前 の サブ プ デ ィ レ クト リ が 作 
成 さ れ ま す 。 

ンス 名 > の 前 に ドラ イブ 名 を 指定 する こと も で きま す 。 こ の 場合 、 指 定 し た ドラ イ 
プ 上 に 新しい ディ レク トリ が 作ら れ ま す 。 

な お 、 作 成 し よ うと する ディ レク トリ の 名 前 と 同名 の ファ イル や ディ レク トリ が す 
で に ディ スク 上 に ある 場合 、 デ ィ レ クト リ の 作成 を 行う) こと は で きま せん 。 
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外部 コマ ンド 


1 画面 ご と の 表示 
MORE (< ファ イル 名 2] 


MORE コマ ンド は フィ ル タ コ マン ド で す 。 標準 入 力 か ら の 入力 を 1 画面 ずつ に 区 
切り 、 標 準 出力 (通常 は 画面 ) に 出力 し ます 。 
1 画面 分 を 表示 し て な お デー タ が 残っ て いる 場合 は 、 画 面 の 最 下行 に 、 


"で 衝 GR 一 


と 表示 され ます 。 こ の と き 、 何 か 任意 の キー を 押す と 、 次 の 1 画面 を 表示 し ます 。 こ 
う し て MORE へ の 標準 入 デ ー タ が な く な る まで 表示 を 続け ます 。 

MORE コマ ンド は フィ ル タ コ マン ド で すか ら 、 通 常 の コマ ンド の よう に コマ ンド 
名 の 後に パラ メー タ と し て ファ イル 名 を 指定 し て も 無視 され ます 。 必 ず リ ダイ レク ト 、 
また は パイ プ と と も に 使用 し て くだ さい 。 

と る ば 、 


TYPE MSTFL. 100 | MORE 


と 入力 する と 、 フ ァイル “MSTFL. 100” の 内 容 を 、 画 面 に 1 画面 分 ずつ 表示 し ま 
す 。 こ れ は 、 次 の よう に し て も 同じ 結果 が 得 ら れ ま す 。 


MORE < MSTFL. 100 
な お MORE コマ ンド は < ファ イル 名 > を 指定 する こと も 可能 で す 。 た と えば 、 
MORE 。 MSTFL. 100 


と 入力 すれ ば 、 上 記 2 例 と 同様 の 結果 が 得 ら れ ま す 。 
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ファ イル の 移動 
MOVE {<d : >| ンス 名 1> | < ファ イル 名 1>) 【〔 ン パス 名 2>〕 


ンス 名 1 > また は < ファ イル 名 1 > で 指定 し た ファ イル を 、 他 の パス 2 > で 指定 し た 
ディ レク トリ へ 移動 し ます 。 移動 で すか ら 、 移 動 元 の ファ イル は な く な り ま す 。 
< ファ イル 名 1 > に は ワイ ルド カー ド が 使用 で きま す 。 
た だ し 、 読 み 出し 専用 属性 、 シ ステ ム 属 性 の つい て いる ファ イル は 移動 され ませ ん 。 
また 、 移 動 先 の ディ レク トリ は 前 も っ て 作成 され て いな けれ ば な り ませ ん 。 
@ フ ァイル 単位 の 移動 
MOVE TEST. TXT \TMP 


カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ に ある TEST.TXT を 、 カ レン トド ラ 
イブ の ディ レク トリ 壮 TMP へ 移動 し ます 。 


MOVE  *.TXT \TMP 


カレ ント ドラ イブ の カレ ント ディ レク トリ に ある すべ て の ^~*.TXT” を 、 カ レン 
トド ライ ブ の ディ レク トリ 壮 TMP へ 移動 し ます 。 


MOVE  \TMP\TEST.TXT 
カレ ント ドラ イブ の ディ レク トリ 壮 TMP に ある TEST.TXT を 、 カ レン トド ラ 
イプ の カレ ント ディ レク トリ へ 移動 し ます 。 
@ ディレク トリ 単位 の 移動 
MOVE  \TMP \TEST 


カレ ント ドラ イブ の ディ レク トリ 壮 TMP の すべ て の ファ イル を 、 カ レン トド ライ 
プ の ディ レク トリ 壮 TEST に 移動 し ます 。 


MOVE  \TMP 


カレ ント ドラ イブ の ディ レク トリ 壮 TMP の すべ て の ファ イル を 、 カ レン トド ライ 
プ の カレ ント ディ レク トリ に 移動 し ます 。 
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内 部 コマ ンド 


外部 コマ ンド 検索 の た め の PATH の 設定 
PAW 和 Ho 6 J【 く di 2) る 用 名 >【 ) <d: ンス 名 2)…) 


PATH コマ ンド は 、 外 部 コマ ンド を 実行 する と き に 、 どの ドラ イブ の どの ディ レク 
トリ か ら そ の コマ ンド ファ イル を さがし て くる か (これ を PATH と 呼び ます ) を 指 
定 す る も の で す 。 

PATH が 設定 され て いな いと 、COMMAND. X は 外部 コマ ンド を カレ ント ディ 
レク トリ か らし か さがし ませ ん 。 

PATH コマ ンド に よっ て PATH が 設定 され る と 、 何 か の 外部 コマ ンド が コマ ン 
ド 行 に 入力 され た と き 、 COMMAND. X は 、 その 外部 コマ ンド の ファ イル を まず カ 
レン トディ レク トリ で さき さがし 、 そ こ に な いと 設定 され た PATH に 従っ て 、 順 に それ 
ぞ れ の ディ レク トリ 中 を さがし ます 。 し た が っ て 、 カ レン トド ライ ブ 、 カ レン トディ 
レク トリ が どこ で あっ て も 、 外 部 コマ ンド の 主 フ ァイル 名 さえ 入力 すれ ば その まま 実 
行 す る こと が で きる よう に な り ま す 。 

PATH コマ ンド は 、 複数 の ディ レク トリ を 指定 する こと が で きま す 。 この 場合 、 次 
の よう に 各 デ ィ レ クト リ の パス 名 を セミ コロ ン ( : ) で 区 切っ て 指定 し ます 。 


PATH Ai:\:A:\BIN:B:\ 


PATH と し て 設定 する ディ レク トリ の パス 名 は 、 ドラ イブ 名 付き の フル ンマ ス 名 ( 絶 
対 指定 ) に し て お く と よい で し ょ う 。 

PATH コ マン ド を 実行 する と 、 以 前 の PATH は 消去 され 、 新 し く 設 定 し た 
PATH が 有効 と な り ま す 。 

な お 、PATH コマ ンド を パラ メー タ な し て 入力 し た と き は 、 現 在 の PATH が 表示 
され ます 。 

また 、PATH の 設定 を 解除 する 場合 は 、 


PATH  : 


と 入力 し て くだ さい 。 
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例 


PATH  A:\ 


カレ ント ディ レク トリ の 他 に 、 ドライブ A の ルー トディ レク トリ か ら も 外部 コマ 
ンド を さがす よう に な り ま す 。 


PATH  A:\NAME:B:\ 
…… カレ ント ディ レク トリ の 他 に 、 ドラ イブ A の サブ ディ レク トリ NAME お よび 
ドラ イブ B の ルー トディ レク トリ か ら も 外部 コマ ンド を さがす よう に な り ま す 。 


PATH 


36 現在 の PATH 設 


1 


人 


を 表示 し ます 。 
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PR 


外部 コマ ンド 


ファ イル 内 容 の ペー ジン グ 


PR 〔 ン W<nx〕)( ン Ln>)【 プ H く < ヘッ ダ 文 字 >) し プ B く < タブ サイ ズ >〕【 ン F〕( プ エン 
N〕 〔< フ ァイル 名 > (< 出力 ファ イル 名 >〕〕 


PR コマ ンド は 、 指 定 し た ファ イル の 内 容 を ペー ジ 単 位 に 整形 する た め に 使用 し ま 
す 。 プ リン タ 出 力 用 と し て 利用 する こと に より 、 印 刷 を 美しく 行う こと が で きま す 。 

<〈 フ ァイル 名 > に は 、 ペ ー ジ 整形 し た い フ ァイル の ファ イル 名 を 指定 し ます 。 ワ イル 
ドカ ー ド を 使用 する こと も で きま す 。 

< 出力 ファ イル 名 > に は 、 ペ ー ジ 整形 し た 結果 を 収め る ファ イル 名 を 指定 し ます 。 
PRN を 指定 すれ ば 、 直 接 プ リン タ に 印刷 する こと が で きま す 。< 出 力 フ ァイル 名 > を 指 
定 し な い 場合 は 、 結 果 は 標準 出力 (通常 は 画面 ) に 出力 され ます 。 

な お 、PR コマ ンド は フィ ル タ と し て 用 いる こと も で きま す 。 

PR コマ ンド で 使用 で きる スイ ッ チ は 、 次 の と お り で す 。 


@ プ W<n> 
1 行 の 文字 数 を 指定 し ます 。 <n> は 指定 する 文字 数 を 表し ます 。 デ フォ ルト 値 は 80 で 
58 


@ し <n> 

1 ペー ジ の 行 数 を 指定 し ます 。 <n> は 指定 する 行 数 を 表し ます 。 デ フォル ト 値 は 66 で 
す 。 

スイ ッ チ ング W と スイ ッ チ ン L を 両方 指定 する こと に より 、 1 ペー ジ の フォ ー マ ッ ト 
を 指定 する こと が で きま す 。 


@ プ H< ヘ ッ ダ 文字 > 
ヘッ タダ 文字 を 指定 し ます 。 こ れ を 指定 する と 、 各 ペー ジ の 上 部 の ヘッ ダ が 付加 され 
ます 。 ヘ ッ ダ 文字 を 指定 し な いと き は < ファ イル 名 > が ヘッ ダ と し て 付加 され ます 。 


@ 日 < タプ サイ ズ > 
水平 タプ の サイ ズ を 指定 し ます 。 < タプ ブサ イズ > に は 2 、 4 、 8、16 の うち の どれ か 
を 指定 し ます 。 デ フォ ルト 値 は 8 で す 。 


@ ビビ 

ペー ジ の 終り に フォ ー ム フィ ー ド コー ド (FF) を つけ ます 。 これ を 指定 する と 、/W 
お よび /L で 指定 し た 1 ペー ジ の フォ ー マ ッ ト の 最後 に 、 改 ペー ジ 用 と し て フォ ー ム 
フィ ー ド コー ド を つけ ます 。 デ フォ ルト 値 は 、 キ ャ リッ ジリ ター ンプ ライ ン フ ィ ー ド 
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(CR/LF) コー ド を 1 ペー ジ の 行 数 に 合う よう に 複数 個 つ け ま す 。 


@ プ T 
ヘッダ 文 字 を つけ を な いで 出力 し ます 。 


@/N 


行 番号 表示 を 指定 し ます 。 こ れ を 指定 する と 、 対 象 フ ァイル の 各行 に 順に 行 番号 が 
つけ られ ます 。 
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PROCESS 外部 コマ ンド 


機 能 プロ セス の 情報 を 表示 
| 書 式 | PROCESS 〔( ン Al ン B) 


解 説 現在 の プロ セ モス が どの よう に メモ リ を 割り 当て て いる か を 表示 し ます 。 
また 、 並 行 処理 を 行っ て いる と き の バ ッ ク グ ラウ ンド プロ セス や 全 プ ロ セ ス の 情報 
を 表示 し ます 。PROCESS コマ ンド で は 、 以 下 の ス イッ チ が 使用 で きま す 。 


ン A 
バッ ク グ ラウ ンド プロ セス を 含め 、 す べ て の プロ セス の 情報 を 表示 し ます 。 
ノ B 

バ パック グラ ウン ド プ ロ セ ス の 情報 だ け を 表示 し ます 。 な お 、 バ ッ ク グ ラウ ンド プロ 
セス は 、CONFIG.SYS に "PROCESS" の 指定 が な いと 実行 で きま せん 。 詳し く は 
「 第 7 章 シス テム の 構築 」 を 参照 し て くだ さい 。 


@ バ パッ ク グ ラウ ンド プロ セス の 情報 を 表示 する 
PROCESS ノン B 
これ を 実行 する と 、 た と えば ぱ ば 次 の よう に 表示 され ます 。 


PSP ID ID プロ グラ ム メ 名 モト 29-7′ SSP USP パッ ファ 長 さ 


0550D0 00 Human68k system 02 000000 059E84 059E84 00DA52 000080 
0414B0 01 SYSTEM TIMER V1  -- 0000E7 043252 044A4E 0419BA 000080 


それ ぞ れ の 意味 は 次 の と お り で す 。 


・PSP ID 

バッ ク グ ラウ ンド プロ セス の プロ セス 切り 替え 識別 番号 。 

・ID 

バッ ク グ ラウ ンド プロ セス の 管理 番号 。 プ ロ セ ス の 制御 は この 番号 で 指示 し ます 。 
・ プ ログ ラム 名 

バッ ク グ ラウ ンド プロ セス の プロ グラ ム 名 。 

ゃ 欄 esF 

実行 モー ド 。 数値 は タイ ム ス ラ イス 何 回 に 1 回 実行 する か を 示し ます (16 進数 ) 。 

だ た だ し 、 一 一 の と き は その プロ セス が スリ ー プ (停止 ) し て いる こと を 示し ます 。 
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・ ス リー プ 

スリ ー プ 残り 時 間 (16 進 数 )。 次 回 起動 され る まで の 時 間 を 示し ます 。 た だ し 、 数値 
が 000000 で か つ モ ー ド が ーー の と き は 、 他 か ら 起 動き され る まで スリ ー プ し て いま す 。 
これ 以外 の 場合 は 、 バ ッ ク グ ラウ ンド で 実行 され て いる こと を 示し ます 。 

・SSP 

プロ セス の SSP レ ジス タ の 値 (16 進 数 ) 。 

・USP 

プロ セス の USP レ ジス タ の 値 (16 進 数 ) 。 

・ バ ッ フ ア 

プロ セス 間 通 信用 バッ ファ の 先頭 アド レス (16 進 数 ) 。 

・ 長 さ 

プロ セス 間 通 信用 バッ ファ の 長 さ (16 進 数 )。 


@ 全 ブ プロ セス の 情報 を 表示 する 。 
PROCESS /A 
これ を 実行 する と 、 た と えば 次 の よう に 表示 され ます 。 


996899 985FFF の 7F8 の 9 SUPER Human.sys 

986919 の 9869 の FF 9 の 99 の 0FO MALLOC 

9 の 8611 の 9 の 98639F 999299 MALLOC 

99A489 99B56F 9 の 10FO USER A:\COMMAND .x 
99B589 9A2843 9972C4 MALLOC 

9A2869 の A327B 9 の 99A1C MALLOC 

9A3299 9A348F 999299 MALLOC 

9A34A の 9 の 9A369F の 999299 MALLOC 

9A36B の 4 の BFFF 368959 USER A:\ ぎ BIN\PROCESS .x 


986329 99A1FD 913EDE KEEP A:\BTN\TTMER .x 
99A219 99A467 999258 KEEP A:\BTN\VDSP.x 


9 の A36B9 99 Human68k system 92 の 99999 の 9A848 の 9 9A8489 の 9 の E33E 999919 
986329 91 SYSTEM TIMER V1 -- 99937B 98832E 9 の 89B2A の 86A9A 9909994 


上 段 に は すべ て の プロ セス の 情報 が 表示 され 、 下 段 に は バッ ク グ ラウ ンド プロ セス 
の 情報 が 表示 され ます 。 上 段 に 表示 され た も の の 意味 は 次 の と お り で す 。 


・ 開 始 

メモ リプ ロッ ク の 開始 アド レス (16 進 数 )。 デー タ 部 また は PSP の 先頭 アド レス を 示 
じ ま 39。 
・ 終 了 

メモ リプ ロッ ク の 終了 アド レス (16 進 数 ) 。 
・ 長 さ 

メモ リプ ブロ ッ ク の 長き (16 進 数 )。 メモ リ 管 理 領域 の 16 バ イト は 含ま な い デ ー タ 部 の 
み の 長 さ 。 
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* モー ド 
メモ リプ ブロ ッ ク の 属性 を 示し ます 。 属 人 性 は それ ぞ れ 以下 の よう な 意味 で す 。 


SUPER スー パー バイ ザー モー ド で 実行 
USER ユー ザー モー ド で 実行 
MALLOC 直前 に 表示 され た SUPER、USER、KEEP に な っ て いる プロ セス 
に よっ て 確保 S ミ れ た メモ リ 
KEEP 常駐 プロ セス 。 バ パッ ク グ ラウ ンド プロ セス も 含み ます 
・ フ ァイル 名 
起動 され た プロ セス の パス 名 と ファ イル 名 。 
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PROMPT 内 部 コマ ンド 


プロ ンプ ト の 設 ま 
PROMPT (< プロ ンプ ト テ キス ト 〉)〕 


解 説 PROMPT コマ ンド は 、Human68k の プロ ンプ ト を 設定 する た め に 使用 し ます 。 
Human68k の デフ ォ ル ト (すなわち 、 シ ステ ム 起 動 時 ) の プロ ンプ ト は 、 


メ > 


で す 。 こ こ で 、X は 、 そ の と き の カ レン トド ライ ブ を 表す 英文 字 1 文字 で す 。 
PROMPT コマ ンド を 使う こと に より 、 こ の プロ ンプ ト を 変更 する こと が で きま 
す 。 
< プロ ンプ ト テ キス ト > に は 、 設 定 し た い 文 字 列 を 指定 し ます 。 た と えば 、 


PROMPT Human : 


と 入力 すれ ば 、 プ ロン プ ト は 、^Human : ” に 変わ り ま す 。 
PROMPT コマ ンド で は 、 通常 の 文字 列 の ほか に 、 ドル マー ク ($ ) に 続い て 以下 の 
記号 を 指定 で きま す 。 こ れ に よっ て 、 特 別 な プロ ンプ ト を 作る こと が で きま す 。 


N カレ ント ドラ イブ 名 (大 文字 表示 ) 
カレ ント ドラ イブ 名 (小文字 表示 ) 
和 現在 の 時 刻 


バー ジョ ン 表 示 


+ 


改 

2 ググ 

バッ クス ペー ス 

ASCH コ ー ド "SHB7( エ スケ テープ コ ー ド ) 


の |1 1 切 | ロ | の | の や 
代 | 王 |AIV|w 
届 | s き | s| ゃ | ゃ 

| 維 | 鈴 | 油 
世間 | 蘭 | 壮 


中 


記 


< プロ ンプ ト テ キス ト > を 指定 せ ず に PROMPT コマ ンド を 実行 する と 、 デ フォ ル 
ト の プロ ンプ ト に 変更 され ます 。 
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例 
PROMPT  $N$G 

se デフ ォ ル ト の プロ ンプ ト と 同じ 文字 に 設定 し ます 。 
PROMPT Time=$T$S Date=$D$ 


CE Time ニ < 現在 の 時 刻 > 
Date 三 < 現在 の 日 付 > 
の 2 行 の プロ ンプ ト を 表示 する よう に 設定 し ます 。 


PROMPT  $E[7 m も SN も SG$E[m 


2302 プロ ンプ ト だ け を 反転 表示 し 、 そ の 他 の 入力 文字 は 通常 表示 する よう 設定 し ます 。 
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RECOVER 外部 コマ ンド 


不良 クラ スタ を 含む ファ イル また は ディ スク の 修復 
RECOVER {<d : > | ンス 名 >【< フ ァイル 名 >〕} 


ディ スク に 不良 クラ スタ が ある (リー ド エ ラ ー に な っ か た ) 場合 に は 、 こ の コマ ンド に 
より 、 不 良 ク ラス タ の ある ファ イル 、 デ ィ レ クト リ ま た は ディ スク 全体 (不良 クラ ス 
タ が 階層 ディ レク トリ で ある 場合 な ど ) を 使用 可能 な 状態 に 修復 する こと が で きま す 。 


1 . メ ニュ ー 画 面 か ら の 実行 


RECOVER | 


と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


RECOVER f or X68000 Version*.** Copuright 1988,89 SHRRP 


の 間 6 本 ) gm 


ここ で 、 カ ー ソ ルキ ー の [| [| で 処理 を 選択 し て |J| を 押し ます 。 そ れ ぞ 
れ の 項目 は 、 次 の よう な と き に 使用 し ます 。 


@ 不 良 ク ラス タ の ある ファ イル の 修復 

ファ イル が リー ド エ ラ ー に な っ た と き に 使用 し ます 。 実 行 す る と 、 フ ァイル の 中 の 
不良 クラ スタ を 飛ば し な が ら フ ァイル を 読み 込み 、 新しい フ ァイル を 作成 し ます 。 不 
良 ク ラス タ は 記憶 され 、 以 後 そ の セク タ を 使用 で き な い よう に 設定 し ます 。 た だ し 、 
修復 され ん た ファ イル の 一 部 は 消失 する の で 、 注 意 し て くだ さい 。 
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@ 不 良 ク ラス タ の ある ディ レク トリ の 修復 
リー ド エ ラ ー に な っ た ディ レク トリ を 修復 し ます 。 た だ し 、 カ レン トディ レク トリ 
の 下 に ある ファ イル の 一 部 は 消失 する の で 、 注 意 し て くだ さい 。 


@ ア クセ ス で き な い ファ イル の 取り 出し 

ディ スク 全体 に わた っ て 修復 し ます 。 階層 ディ レク トリ が な ん ら か の 事故 で 読め な 
く な っ だ た と き は 、 そ の ディ レク トリ の 下 に ある ファ イル を ルー トディ レク トリ に 移動 
し て きま す 。 た だ し 、 フ ァイル 名 は 暫定 的 な も の に な り ま す の で 、 後 で 変更 し て くだ 
さい 。 

項目 の 選択 を 終 を する と 、 ド ライ ブ 名 、 デ ィ レ クト リ 名 、 フ ァイル 名 な ど を 選択 する 
画面 に な り ま す 。 次 は ファ イル を 選択 中 の 画面 で す 。 


RECOVER for X68000 Version *.** Copurighl 1988,29 5HRP 


2 . コ マン ド 行 か ら の 実行 


コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 々 メ ニュー に 入ら ず に 
コマ ンド を 実行 し ます 。 
ディ レク トリ や ファ イル を 修復 する に は 次 の よう に 入力 し ます 。 


RECOVER < パス 名 >< フ ァイル 名 > 


ぐ パ ス 名 > く < ファ イル 名 > を 指定 し た 場合 に は ファ イル 中 の 不良 モク タ を 飛ば し な が 
ら セ クタ ご と に 読み 込む よう に し ます 。 そ し て 不良 セク タ を 記録 し 、 以 後 そ の セク タ 
を 使わ な いよ うに し ます 。 た だ し 、 フ ァイル の 一 部 分 は 消失 し ます の で 注意 し て くだ 
さい 。 ぐ パス 名 > の み を 指定 し た 場合 は 、 そ の ディ レク トリ を 修復 し ます 。 た だ し 、 そ 
の ディ レク トリ 下 の 一 部 の ファ イル は 消失 し ます の で 注意 し て くだ さい 。 
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ディ スク 全体 を 修復 する に は 次 の よう に 入力 し ます 。 
RECOVER <d: > 


<d : > は 修復 する ディ スク の ある ディ スク ドラ イブ を 指定 し ます 。 階 層 デ ィ レ クト 
リ が な ん ら か の 事故 で 読め の なく な っ た と き 、 そ の ディ レク トリ 下 に ある ファ イル を ル 
ー ト ディ レク トリ に も っ て きま す 。 た だ し 、 フ ァイル 名 は 適当 に つけ られ ます の で 、 
後 で 変更 し て くだ さい 。 
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REN(RENAME) Sd 


別表 記 


1 噌 | | 洪 
に 3 六 | | 避 


ファ イル 名 の 変更 
REN < ファ イル 名 1 > < ファ イル 名 2 > 〔 ン Q] 
RENAME 


REN コマ ンド は 、 フ ァイル 名 を 変更 する た め に 使用 し ます 。 

変更 する 前 の ファ イル 名 を 先 に (< ファ イル 名 1 >)、 変 更 し た い フ ァイル 名 を 後に 
(< ファ イル 名 2 >) 指 定 し ます 。 な お 、 く < ファ イル 名 1 > に は ドラ イブ 名 、 ノ パス 名 の 指定 
を する こと が で きま す が < フ ァイル 名 2 > に パス 名 を 指定 する 必要 は あり ませ ん 。 
@ WKEL. 100 を WKFL. 200 に 変更 し ます 。 


REN  WKFL. 100 WKFL. 200 


@ 拡 張子 に MST を 持つ ファ イル すべ て の 拡張 子 を WK に 変更 し ます 


REN *. MST *. WK 


@ ドライブ B に ある ファ イル TEMP を TEMP. 100 へ 変更 し ます 。 
REN B:TEMP ?2?7??.100 | 過 

存在 し な い フ ァイル の ファ イル 名 を 変更 し よう と し た 場合 は 、 
ファ イル が 見 つか ら な いか 、 フ ァイル 名 が 重複 し て いま す 


と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
複数 の ファ イル の ファ イル 名 を 変更 する 場合 、 ス イッ チン Q を つけ る と 変更 の 対象 
と な る ファ イル 名 と と も に 確認 の メッ セー ジ が 表示 され た の ち 、 変 更 し ます 。 


注意 

・ デ ィ レ クト リ 名 に 対し て REN コ マン ド を 使わ な いで くだ さい 。 

・ フ ァイル 名 の 変更 を 行う と き 、 フ ァイル の ある ディ レク トリ が 仮想 ドラ イブ や 仮想 
ディ レク トリ を 含む と き は 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 

仮想 ドラ イブ や 仮想 ディ レク トリ 上 に ある ファ イル の ファ イル 名 を 変更 し よう と 
する と 、 指 定 し た ファ イル 名 だ け で な く 実 体 と な る ファ イル の ファ イル 名 も 同時 に 変 
更 さ れ て し まい ます 。 た と えば 、 仮 想 ド ライ ブ の 指定 が 


Ci:=A:TEST 
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の と き 、 ド ライ ブ A と ドラ イブ C に 次 の よう な ファ イル が ある と き に は 、 


ドラ イブ A ドラ イブ C 
I 
[ 証 
TEST | SAMPLE1 .DAT SAMPLE2 .DAT 


SAMPLE1 .DAT SAMPLE2 .DAT 


コマ ンド 行 で 次 の よう に REN コマ ンド を 実行 する と 、 


REN C : SAMPLE1 .DAT TEST1 .TXT 
実際 に REN コ マン ド が 行う 作業 は 、 
REN A : \TEST\ SAMPLE 1 .DAT TEST1 .TXT 


と な り 、 実体 と し て の A:\TEST 上 の ファ イル 名 が 変更 され 、 そ の 結果 と し て 仮想 ド 
ライ ブ C 上 の ファ イル 名 も 変更 され て し まい ます 。 つ まり 、 変 更 し た か っ た 仮想 ドラ 
イブ プ 上 に ある ファ イル の ファ イル 名 だ け で な く 、 実体 の ファ イル 名 も 変更 され て し ま 
いま す 。 

逆 に 、 実 体 の ディ レク トリ 上 の ファ イル 名 を 変更 する と 、 仮 想 ド ライ ブ 守 仮想 ディ 
レク トリ 上 の ファ イル 名 も 変更 され る こと に な り ま す 。 こ の よう に 、 フ ァイル 名 を 変 
更 す る と き に 、 仮 想 ド ライ ブ 守 仮想 ジィ レク トリ を 含む ディ レク トリ を 指定 する と 、 
実体 の ファ イル と 、 仮 想 ド ライ ブ で 仮想 ディ レク トリ 上 の ファ イル の 両方 が 変更 され 
ます の で 、 ご 注意 くだ さい (仮想 ドラ イブ 仮想 ディ レク トリ に つい て は 、SUBST 
コマ ンド を ご 覧 くだ さい )。 
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RESTORE 外部 コマ ンド 


BACKUP コマ ンド で バッ クア ッ プ され た ファ イル の 復元 


RESTORE <fd: > <hd:>(< マ ス 名 >〕 〔 ン S〕)( ン P)( ン B : < 日 付 ))( ン A : < 日 
付 >) し ビ E : < 時 刻 >] し プ エ : < 時 刻 >] し /N]〕 


解 説 BACKUP コ マン ド で パッ クア ッ プ され た ファ イル を 復元 し ます 。 


1 . メ ニュ ー 画 面 か ら の 実行 


RESTORE |J| 


と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


RESTORE for XB800O Version *.** Copuright 1988,89 SHRRP 


リス ト ア の : を 選択 し て くだ さい (デフ ォ ル ト パス 整 .*) 
人 0 定 ) 合間 (終了) 


ここ で 、 カ ー ソ ルキ ー の [人 1] [| で 処理 を 選択 し て |J| を 押し ます 。 こ の 後 、 
画面 は ば ドラ イブ 名 や ディ レク トリ 名 を 選択 する 画面 に な り ま す の で 、 カ ー ソ ルキ ー で 
選択 し て くだ さい 。 

だ と えば 。 ドラ イブ B (ジア ロッ ピー ディ スク ) か ら ド ライ ブ A (ハー ド デ ィ スク ) 
へ 、 フ ァイル を 復元 する 場合 は 、 次 の 画面 の よう に “サブ ディ レク トリ も リス ト ア ? 
ー ドラ イブ B :” 一 ドライブ A :” 一 パ リスト ア 開 始 ” を [| で 選択 し ます 。 
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RESTORE for X68000 Version *.** Copuright 1988,89 SHRRP 


の 
4 の 指 
ユー チ ィ リィ 


リス ト ァ の 条件 設定 が あれ ば 指定 し て くだ さい 
本 (件 ) 8 科 (前 に 戻る ) 


必要 で あれ ば 最後 に 日 付 条件 (指定 し た 日 付 の 間 に 作成 し た ファ イル を リス ト ア ) 
や 時 刻 条件 (指定 し た 時 刻 の 間 に 作成 し た ファ イル を リス ト ア ) を 設定 し リストア 
開始 」 を 選択 し て くだ さい 。 


2 . コ マン ド 行 か ら の 実行 


コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メ ニュ ー 画 面 に 入ら ず に 
コマ ンド を 実行 じ ま 時 六 

最初 の <fd : > に は 、 バ バックアップ され た ファ イル を 含む フロ ッッ ピー ディスク の 入っ 
て いる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 指定 し ます 。 次 に 、 そ の ファ イル を 復元 する ハ 
ー ド ディ スク ドラ イブ を <hd : > で 指定 し ます 。 ンス 名 > が 指定 され る と 、 そ の ディ レ 
クト リ 名 と 一 致し た ディ レク トリ 上 の ファ イル を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら さ が し て ハ 
ー ド ディ スク に 復元 し ます 。 

RESTORE コマ ンド で は 、 以 下 の ス イッ チ を 使用 する こと が で きま す 。 


グ S サブ プ デ ィ レ クト リ も 復元 し ます 。 

グ P も し 、 フ ァイル の 属性 が 、^ 不 可視 属性 の ファ イル ” また は “読み 出し 専用 の フ 
ァイル ” な ら ば 、 そ れ ら を 復元 し て よい か どう か た ず ね て きま す 。 

グ B 指定 され た 日 付 以 前 に 変更 きれ た ファ イル だ け を 復元 し ます 。 

グ A 指定 され た 日 付 以降 に 変更 きれ た ファ イル だ け を 復元 し ます 。 

E 指定 され た 時 刻 以 前 に 変更 きれ た ファ イル だ け を 復元 し ます 。 

グ L 指定 され た だ た 時刻 以降 に 変更 きれ た ファ イル だ け を 復元 し ます 。 

グ N 復元 先 の ハー ド デ ィ スク に 存在 し な い フ ァイル だ け を 復元 し ます 。 
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RMDIR(RD) 内 部 コマ ンド 


ディ レク トリ の 削除 
RMDIR (<d: >) ン マス 名 > 


別表 記 RD 
解 説 RMDIR コマ ンド は 、 指 定 し た ディ レク トリ を 削除 する と き に 使用 し ます 。 


<d : >、 ンス 名 > に は 、 そ れ ぞ れ 削 除 し よう と する ディ レク トリ が 存在 する ドラ イブ 
名 、 そ の ディ レク トリ の パス 名 (絶対 指定 で も 相対 指定 で も 可能 で す ) を 指定 し ます 。 

た だ し 削除 し よう と する ディ レク トリ に は 、* .? (自分 自身 ) と * ..? ( 親 デ ィ レ ク 
トリ ) 以 外 の ファ イル や ディ レク トリ が あっ て は いけ ませ ん 。 対 象 デ ィ レ クト リ の すべ 
て の ファ イル を 削除 し て か ら 実 行 し て くだ さい 。 フ ァイル な ど が 残っ て いる と 、 デ ィ 
レク トリ は 削除 で きま せん 。 

また 、 ぐ < パス 名 > に は 、 そ の 時 点 で の カレ ント ディ レク トリ の フル フ マ ス 名 に 含ま れ て 
いる ディ レク トリ 名 を 指定 する こと は で きま せん 。 た と えば 、 カ レン トディ レク トリ 
が “ 壮 SUB 1 壮 SEC 1” で ある と き に 、 


RMDIR \SUB 1 


RMDIR \SUB 1 YSEC 1 
を 実行 し て も 、 デ ィ レ クト リ の 削除 を 行う こと は で きま せん 。 
注意 
ディ レク トリ を 削除 する と き 、 仮 想 ド ライ ブ が 設定 され て いる と き に は 、 次 の こと 
に 注意 し て くだ さい 。 
削除 し よう と する ディ レク トリ に 仮想 ドラ イブ が 設定 され て いる と き に RMDIR 
コマ ンド を 実行 する と 、 


ディ レク トリ が 空 で な いか 、 見 つか ら な いか 、 カ レン トバ パス で す 


と 表示 され 、 指 定 し た ディ レク トリ を 削除 で きま せん 。 

この よう に 削除 し よう と する ディ レク トリ に 仮想 ドラ イブ が 設定 され て いる と き 
に 、 そ の ディ レク トリ を 削除 する と き は 、 ま ず 仮 想 ド ライ ブ の 設定 を 解除 し て か ら 
RMDIR コ マン ド を 使っ て くだ さい 。 な お 、 仮 想 ド ライ ブ プ に ボリ ュー ムラ ベル が 設定 さ 
れ て いる と き に は 、 仮 想 ド ライ ブ の 設定 を 解除 する 前 に ボリ ュー ムラ ベル を 削除 し て 
くだ さい (仮想 ドラ イブ 仮想 アジ ィ レ クト リ に つい て は 、SUBST コ マン ド を ご 覧 く 
だ さい )。 
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SCREEN 外部 コマ ンド 


画面 モー ド の 設定 
SCREEN (< 画面 サイ ズ >〕, (< く グ ラフ ィ ッ クモ ー ド >)〕, 〔< 表 示 モ ー ド 〉〕〕 


SCREEN コマ ンド は 、 デ ィ ス プレ イ 画 面 の モー ド を 設定 する た め に 使用 し ます 。 
く < 画面 サイ ズ > は 、 画面 に 表示 され る 横 方 向 の 文字 数 (グラ フィ ッ ク で は ドッ ト 数 ) を 
決め る も の で 、 0 また は 1 を 指定 し ます 。 


0 : 横 96 文 字 ( グ ラフ ィ ッ ク 768X512 ド ッ ト ) モ ー ド 
1 : 横 64 文 字 ( グ ラフ ィ ッ ク 512X512 ド ッ ト ) モ ー ド 


く < グラ フィ ッ ク モ ー ド > は 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 で 表示 で きる 色 の 数 を 決め る も の で 、 
0 一 3 を 指定 し ます 。 た だ し 、 く < 画面 サイ ズ > が 0 の と き は 、< グ ラフ ィ ッ クモ ー ド > に 
2 お よび 3 を 指定 する こと は で きま せん 。 


0 : グラ フィ ッ ク な し 

1 : グラ フィ ッ ク 16 色 

2 : グラ フィ ッ ク 256 色 (< 画面 サイ ズ > が 0 の と き は 無効 ) 

3 : グラ フィ ッ ク 65536 色 (< 画面 サイ ズ > が 0 の と き は 無効 ) 


< 表示 モー ド > は 、 画 面 上 に 何 を 表示 する か を 決め る も の で 、 0 - 3 を 指定 し ます 。 
た だ し 、< グ ラフ ィ ッ クモ ー ド > が 0 の と き は 、< 表 示 モ ー ド > に 1 また は 3 を 指定 す 
る こと は で きま せん 。 
0 : テキ スト の み 表 示 
1 : テキ スト 、 グ ラフ ィ ッ ク を 表示 ( く < く グラフィック モー ド > が 0 の と き は 無効 ) 
2 : テキ スト 、 ス プラ イト を 表示 
3 : テキ スト 、 グ ラフ ィ ッ ク 、 ス プラ イト を 表示 (< グラ フィ ッ ク モ ー ド > が 0 の と き は 
無効 ) 
以上 の パラ メー タ を すべ て 省略 し て 、 
SCREEN 
と 入力 し た 場合 は 、 各 パラ メー タ に は 0 が 指定 され た も の と 見 な され 、 
SCREEN 0,0,0 


と し た 場合 と 同じ に な り ま す 。 
た だ し 、 1 個 また は 2 個 の パラ メー タ を 省略 し た 場合 は 、 そ の 省略 され た パラ メー 
タ に 対し て は 、 以 前 に 指定 し た 値 が 指定 され た も の と 見 な され ます 。 た と えば 、 
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SCREEN 1, 2,1 
と 入力 し た 後に 、 
SCREEN , ,3 


と する と 、 く < 画面 サイ ズ > に は 1 が 、 く グラ フィ ッ ク モ ー ド > に は 2 が 、 そ れ ぞ れ 指 定 さ 
れ た も の と みな され 、< 表 示 モ ー ド > の み が 3 に 変更 され ます 。 

な お 、 グラ フィ ッ ク 画 面 用 の メモ リ を RAM ディ スク に 使用 する よう な 設定 を 行っ 
た 場合 、 < グラ フィック モー ド > に は 必ず 0 (グラ フィ ッ ク な し ) を 指定 する よう に し て 
くだ さい 。 こ れ 以 外 の 値 を 指定 する と 、RAM ディ スク の 内 容 が こわ れ て し まい ま 
す 。 

も し 、< く グラ フィック モー ド > に 0 以外 を 指定 し て RAM ディ スク を こわ し て し まっ 
だ た とき に は 、< く グラ フィ ッ ク モ ー ド > に 0 を 指定 し て SCREEN コマ ンド を 実行 し た 
後 、FORMAT コマ ンド で RAM ディ スク を フォ ー マ ッ ト し 直し て くだ さい 。 


注意 : 各 パ ラメ ー タ の 間 は 、 必 ず カ ンマ (, ) で 区 切る よう に し て くだ さい 。 
また 、 RAM デ ィ ス ク に つい て は 、「 第 7 章 シス テム の 構築 」 を 参照 し て くだ 
さい 。 
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る に T 


内 部 コマ ンド 


環境 文字 列 の 値 の 設定 
SET (< 名 前 >= (< 文字 列 2)〕 


Human68k に は 「 環 境 文字 列 」 と いう も の が あり ます 。 こ の 環境 文字 列 は 、 シ ステ 
ム に よっ て 管理 され る 領域 (環境 エニ リア) に 格納 され て お り 、 こ れ を 利用 する こと で 、 
Human68k 下 で 動作 する 複数 の プロ グラ ム 間 で 情報 を や り と りす る こと が で きま す 。 

SET コマ ンド は 、 環境 エリ ア に 、 指定 され た < 名 前 > で 、 指定 され た < 文字 列 > を 書き 
込み ます 。 書 き 込 まれ る 形式 は 、 


< 名 前 > ニ く 文字 列 > 


の よう に 、 パー - で つが が 故 だ 形 と かり: まず 

指定 し た 名 前 が すでに 環境 文字 列 名 と し て 使わ れ て いる 場合 は 、 文 字 列 が 新しい 文 
字 列 に 置き か を えら れ ま す 。 

*< 名 前 >=? だ け を 指定 し て SET コマ ンド を 実行 する と 、 そ の 名 前 に 関連 し た 文字 
列 は 環境 文字 列 か ら 削 除き れ ま す 。 

何 も 指定 し な いで SET コマ ンド を 実行 する と 、 現 在 設定 され て いる 環境 文字 列 が 
すべ て 表示 され ます 。 PATH も 環境 文字 列 の 一 種 で す の で 、 こ の と き 同 時 に 表示 され 
ま 9 

環境 文字 列 は 、 バ ッ チ ファ イル で も 利用 する こと が で きま す 。 環境 文字 列 の ^ 名 前 ? 
を バッ チ フ ァイル 中 に 入れ て お く こ と に より 、 こ れ を 置き か え 可 能 な パラ メー タ と し 
て 扱う こと が で きる の で す 。 

だ と えば 、 バ パッチ ファ イル 中 に 、 


DUMP  % TEMP % 
と いう 行 を 入れ て お き 、 こ の バッ チ フ ァイル を 実行 する 前 に 、 
SET TEMP ニ FILE 


と セッ ト す る と 、 パ ラメ ー タ % TEMP % が バッ チ フ ァイル の 実行 時 に 自動 的 に 
^*FILE” に 置き か えら れ 、 


DUMP FILE 


と し て 実行 され ます 。 こ れ に よっ て 、 バ ッ チ ファ イル を 再編 集 し な く て も パラ メー タ 
名 を 変更 する こと が で きま す 。 

この よう に 、 バ ッ チ ファ イル で 名 前 に よる パラ メー タ を 用 いる と き に は 、 置 きか え 
の 対象 と する 文字 列 (名 前 ) を % で 囲む な よ うに し ます 。 


例 
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SET TTY=X68000 


に TTY の 値 は \X68000′ と な り ま す 。 


SET TTY= 
4 TTY に 設定 され て いた 文字 列 は 削除 され 、TTY の 項目 が 環境 文字 列 か ら な く 
な り ま す 。 
SET 


ES 現在 設定 され て いる 環境 文字 列 が すべ て 画面 に 表示 され ます 。 
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SORT 外部 コマ ンド 


デー タ の ソー ト (並べ か る ) 
SORT ( ピ R)(/D( ビ +n)( ブ T く タブ プ サイズ) 


SORT コマ ンド は フィ ル タ コ マン ド で す 。 標準 入力 か ら の 入力 デー タ を 、 行 単位 で 
アル ファ ベッ ト 順 (漢字 コー ド 順 ) に 並べ か え 、 標 準 出力 に 出力 し ます 。 
指定 で きる スイ ッ チ に は 、 次 の も の が あり ます 。 


@ ノ R 

逆順 (ZーA) に ソー ト し ます 。 
@ ノ | 

大 文字 ・ 小 文字 を 同じ も の と し て 扱い 、 ソ ー ト し ます 。 
@ ブ 十 n ロ 


n 桁 目 か ら 行 の 最後 まで の 文字 列 を ソー トキ ー( ソ ー ト の 対象 ) に し ます 。 こ の スイ 
ッ チ が 指定 され て いな いと 、 つ ね に 行 全体 を ソー ト の 対象 に し ます (に 1 が 指定 され 
だ た の と 同じ で す )。 

@ /T< タ プ サ イ ズ > 

水平 タプ の サイ デズ を 指定 し ます 。 2 、 4 、 8、16 の うち 、 ど れ か を 指定 する こと が 
で きま す 。 デフ ォ ル ト 値 は 8 で す 。/ 十 n で ソー トキ ー の 開始 桁 数 を 指定 する 際 に 、 水 
平 タ プ を 最大 い ぃ くつ の プラ ンク と し て 扱う の か を 設定 する こと が で きま す 。 

SORT コマ ンド は フィ ル タ コ マン ド で すか ら 、 通 常 の コマ ンド の よう に コマ ンド 名 
の 後に パラ メー タ と し て ファ イル 名 を 指定 し て も 無視 され ます 。 必 ず リ ダイ レク ト 、 
また は パイ プ と と も に 使用 し て くだ さい 。 

次 の 例 は ファ イル WKFL. AAA の 各行 を 正 順 (A 一 の に ソー ト し 、 結 果 を 
WKFL. BBB に 書き 込み ます 。 


SORT < WKFL.AAA > WKFL. BBB 


湊 の 例 は ディ レク トリ の 出力 の 36 桁 目 以降 を 対象 に ソー ト し ます 。 デ ィ レ クト リ 表 
示 の 36 桁 目 以降 は 各 フ ァイル お よび ディ レク トリ の 作成 ・ 変 更 の 日 付 と 時 刻 で すか 
ら 、 結 果 的 に 日 付 お よび 時 刻 の 古い 順に ディ レク トリ が 表示 され る こと に な り ま す 。 


DIR | SoORT ノ +36 | 


次 の 例 は ファ イル WKFL. CCC を 逆順 に ソー ト し 、WKFL. REV に 書き 込み ま 
9 


SORT ノン R < WKFL.CCC > WKFL. REV 
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SPEED 外部 コマ ンド 
RS 一 232C イ ンタ ー フ ェ イ ス に 対す る パラ メー タ の 設定 ・ 起 動 

SPEED (< パラ メー タツ 

SPEED コマ ンド は 、RS 一 232C こ イン ター フェ イス に 対す る パラ メー タ の 設定 や を の 起 


動 を 行う と き に 使用 し ます 。 標 準 で は 、 本 体内 蔵 の RS 一 232C こ イン ター フェ イス に 対し 
て 設定 を 行い ます 。 


1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 
SPEED 


と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


SPEED for X6800 ロ 0 Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


ボー レー ト デー タ 長 パリ ティ スト ッ プ フー 制御 


sa 1299bps 8 な し 1 Xon 


の RS と パラ メ 定 し ま 
人 て 宇和 ( 設 だせ に 


この 画面 は 、 本 体内 蔵 の RS 一 232C イ ンタ ー フ ェ イ ス に 対す る パラ メー タ 設 定 の 画 
面 で す 。 別 売 の RS 一 232C ボ ー ド (CZ-6BF1) を 本 体 に 装着 し 、 し か も RS 一 232C ド 
ライ バ (RSDRV. SYS) が 組み 込ま れ て いる 場合 は 、AUX1 一 AUX3 (ボー ド 1 枚 ) 
また は AUX1 一 AUX5 (ボード 2 枚 ) の 設定 値 が 表示 され ます (RS 一 232C と ボード は 
2 枚 ま で 装着 で き 、1 枚 の ポー ド に 2 チャ ン ネ ル あ り ま す )。 次 の 画面 は 、RS 一 232C ボ 
ー ド を 1 枚 装着 し た 場合 で す 。 こ の と き 表 示さ れる AUX0 は カレ ント ボー ド で す 。 
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SPEED for XB8000 り Version *.** Copuright 1989 SHRRP/Hudson 


ボー レー ト デー タ 長 パリ ティ スト ッ プ フロ ー 制 稚 


1929Mbps 


]| 19299bps 
、19299bps 


還 還 ( の を 提 し て く だ さい 


この 画面 で は 、 次 の キー 操作 が 可能 で す 。 


SPEED コマ ンド の 終了 。 設 定 前 の 状態 で 終了 し ます 。 
各 項 目 の 入力 。 
各 項 目 の 値 を アッ プ 


各 項 目 の 値 を アッ プ 
各 項 目 の 値 を ダウ ン 
項目 の 移動 


内 容 を 変更 する と き は 、「AUX」 に カー ソル を 合わ せ [ を 押し ます 。 カ ー ソ ル が 各 
項目 の 欄 に 移動 し ます か ら 、 そこ で [| 付 や [1 で 内 容 を 変更 し て くだ さい 。 変更 し た 内 
容 を 変更 前 の 内 容 に 戻し た いと き は 、IESC ほ 押し て くだ さい 。 

設定 が 終わ っ た ら |J| を 押し て 「AUX」 に 戻り 、「 終 了 」 の 項目 に カー ソル を 移動 し 
て 、|| を 押し ます 。 画面 に は 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 設定 し た 内 容 で 
更新 する と き は [| Y | を 押し て くだ さい 。 な お 、 途中 で 終了 する と き は | ESC| を 押し 

す 。 確 認 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 任意 の キー を 押し て くだ さい 。 


項目 に つい て は 、 次 の 説明 を 参照 し て 設定 し て くだ さい (カッ コ 内 は 、 コ マン ド 行 
か ら 実 行 する 場合 の パラ メー タ で す )。 


@ ボ ー レ ー ト 


デー タ を 転送 する 速度 (bps) を 指定 し ます 。 ボ ポー レー ト は 、 次 の いずれ か を 指定 す 
る こと が で きま す 。 た だ し 、 本 体内 蔵 の RS 一 232C イ ンター フェ イス で は 、19200bps を 
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指定 する こと が で きま せん が 、 増 設 用 RS 一 232C と ボー ド を スロ ッ ト に 差し 込み 、 デ バイ 
ス ド ラ イ バ と し て RSDRV.SYS を 組み 込ん で ある と き は 、 19200bps ま で 指定 で きま 
す 。 
19200bps (19200) 
9600bps (9600) 
4800bps (4800) 
2400bps (2400) 
1200bps (1200) 
600bps (600) 
300bps (300) 
150bps (150) 
、 75bps (75) 


ゅ デー タ 長 
デー タ の キャ ラク タ の 長 さ (ビッ ト 数 ) を 指定 し ます 。 次 の いずれ か を 指定 する こ 
と が で きま す 。 


8(B8) 
7(B 7 ) 
6(B5) 
5(B5) 


@ パ リティ 
パリ ティ チェ ッ ク の モー ド を 指定 し ます 。 次 の いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 


な し (PN) 
偶数 (PE) 
奇数 (PO) 


@ ス トッ プ 
スト ッ プ ビッ ト の 数 を 指定 し ます 。 次 の いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
WW 3(ST ) 


5(S1.5) 
20 0S29 


@ フ ロー 制御 
XON, XOFF コー ド に よる バッ ファ あふ れ 制 御 を 行う か 行わ な いか を 指定 する も 
の で す 。 次 の いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 


Xon (XON) バッ ファ あぶ いれ 制 御 あ り 
None (NONE) バッ ファ あぶ ふわ れ 制御 な し 
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2. コマ ンド 行か ら の 実行 


書式 | に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メニュー 画面 に 入ら ず に 


コマ ンド 行 で 
コマ ンド を 実行 し ます 。 
各 パ ラメ ー タ の 間 は 、 ス ペー ス で 区 切っ て くだ さい 。 た と え そば 、 


SPEED 9600 B8 PE S1 NONE 
の よう に 入力 し ます 。 各 パ ラメ ー タ に つい て は 、「 1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 」 を 参 
照 し て くだ さい 。 
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SUBST 外部 コマ ンド 
仮想 ドラ イブ の 割り 当て の 設定 ・ 解 除 

SUBST 〔【D | プ L〕) (<d1 : > ンス 名 12)【<d2 : > ンス 名 2 

SUBST コマ ンド を 利用 する と 、 パパ ス 名 で 指定 し た 実 ド ライ プ の ディ レク トリ を 仮 


す 。 指 定 す る と き は 、 ど ちら か 一 方 が ドラ イブ 名 で な けれ ば な り ませ ん 。 
SUBST コマ ンド で は 、 以 下 の ス イッ チ が 使用 で きま す 。 


グ D 

ドラ イブ 名 を 指定 し て 、 そ の 割り 当て を 解除 し ます 。 ド ライ ブ 名 を 省略 する と 、 す 
べ て の 割り 当て を 解除 し ます 。 
4| 回 

ドラ イブ 名 を 指定 し て 、 そ の 割り 当て 状況 を 表示 し ます 。 ド ライ ブ 名 を 省略 する と 、 
すべ て の 割り 当て の 状況 を 表示 し ます 。 


スイ ッ チ や パラ メー タ を すべ て 省略 し て 、 単 に SUBST と 入力 する と その 使い 方 が 
表示 され ます 。 


SUBST Z: Az:yUSRySATOYDoc |J 


この 設定 で た と えば 、 
DIR Z: 


と 入力 する と 、 ドラ イブ Z の ディ レク トリ (実際 は A : USR\SATO\DOC の ディ 
レク トリ ) 情報 を 表示 する こと が で きま す 。 

この 場合 、 ド ライ ブ Z は 仮想 ドラ イブ (実際 に 物理 的 に 接続 きれ て いな い ド ライ ブフ ) 
で 、 ま だ 割り 当て られ て いな い ド ライ ブ を 指定 し ます 。 実際 に 接続 され て いる ドラ イ 
プ (これ を 仮想 ドラ イブ に 対し て 実 ド ライ ブ と 呼び ます ) に 割り 当て る こと も 可能 で 
す が 、 そ の 場合 その ドラ イブ は 解除 する まで 参照 で き な く な る の で 、 通 常 は 仮想 ドラ 
イプ を 指定 し ます 。 ま た 、 割 り 当 て た ドラ イブ に 対し て 、 物 理 的 な 媒体 に アク セス す 
る よう な コマ ンド (FORMAT や DISKCOPY な ど ) を 使用 する こと は で きま せん 。 

仮想 ドラ イブ を 使用 する と き は 、CONFIG.SYS の LASTDRIVE′ で ドラ イブ 
の 最大 数 を 設定 し て お きま す 。 詳 し く は 「 第 7 章 シス テム の 構築 」 を 参照 し て くだ 
さい 。 
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@ ドラ イブ B を A : 半 BDRV で 参照 する 
SUBST A:Y\BDRV B: 


この 場合 ドラ イブ B は 実 ド ライ ブ で す が 、 こ れ 以 降 ド ライ ブ B で は 参照 で きず 、A : 
\BDRV で 参照 し ます 。 また 、A : \BDRV は 空 の ディ レク トリ と し て 、 前 も っ て 作 
成 し て お きま す 。 


@ 割 り 当 て を 解除 する 場合 


3UBST 、/ 本 2 才 3 ドラ イブ Z の 割り 当て を 解除 し ます 。 
SUBST ン D すべ て の 割り 当て を 解除 し ます 。 


@ 割 ) 当て 状況 を 表示 する 場合 


SUBST ン / ヒ L 昌 : ドラ イブ B の 割り 当て 状況 を 表示 し ます 。 
SUBST プレ すべ て の 割り 当て 状況 を 表示 し ます 。 割り 当て 
が わか ら な く な っ た と き に 使い ます 。 


スイ ッ チ ンプ し を つけ て 実行 する と 、 た と えば 次 の よう に 表示 され ます 。 
A: = A:\ 


B: ご < A: \BDRV 
Z: > A: \USR\SATO\DOC 


ここ で 、 バ =” は 割り 当て を 変更 きれ て いな いこ と を 、“ ぐ "は 右 の パス を 参照 し た 
と き に 左 の ドラ イブ を 参照 する こと を >” は 左 の ドラ イブ を 参照 し た と き に 右 の パ 
ス を 参照 する こと を 示し ます 。 


注意 
仮想 ドラ イブ や 仮想 ディ レク トリ の 割り 当て が 設定 され て いる と き に 、 次 の コマ ンド を 
実行 する 場合 は 注意 が 必要 で す 。 そ れ ぞ れ の コマ ンド の 注意 を 参照 し て くだ さい 。 


COPY、DEL、DIR、REN、RMDIR、VOL 
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SWITCH 外部 コマ ンド 


メモ リス イッ チ の 設定 


書 式 SWITCH (RS232C 三 【〔 ン パラ メー タ 1 >〕]〕 〔MEMORY= (ンマ ラメ ー タ 2))〕)〕 
〔BOOT ニ (ンマ ラメ ー タ 3 >〕 〕 〔EJECT=〔 ン * ラ メー タ 4 >] ) 〔【OPT 2 KEY= 
(< パラ メー タ 5 >〕〕 (〔CONTRAST= [< マラ メー タ 6 >]〕 〔KANA=〔 ン ヾ ラメ ー 
タ 7 >]〕【TV__CTRL=〔< く パラメータ 8>〕〕【LCD__MODE=(〔 く パラ メー タ 9>〕〕 
(SRAM= 〔< パ ラメ ー タ 10>]〕 〔Pn= (< パラ メー タ 11>〕 〕) 〔XCHG = [< パラ メー タ 
12>]) 〔HD__MAX= 〔< く < パラメータ 13>〕〕 〔WAIT_PRN=〔< く パラ メー タ 14>〕〕 
〔FIRST_KY= (<* ラ メー タ 15>〕〕 〔NEXT__KEY= 〔< ヾ パラメータ 16>〕〕 
〔【SCSI_ID=〔(< く パラ メー タ 17>〕]〕 


SWITCH コマ ンド は 、 メ モリ スイ ッ チ (スタ ティ ッ ク RAM) の 状態 を 設定 する と 
き に 使用 し ます 。 


1. メニ ュー 画面 か ら の 実行 
SWITCH 
と 入力 する と 、 次 の よう な メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


ーーーーー…ー ーーーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーー… っ 


LSWITcR ro for X68000 Version ・.<w 1989.99 SHRRPLLdeon 


ー 引 ィ な 
は on ae =(1,2,3,4,5) 
124KG 和久 4 12288NB 
STD 0 件 1 RCWCR 
(Tuctrl/Normal) 
⑤ 15) 
(Jis/Riu)_ 
(Tuz0ff/1 $3F) 
(Lcd/Normal) 
os0aafRd1skFnogres 


コ 

G-$1F R-$1F B-$1F 斑 謀 

E6C G-$1B R-$19 B-$16 
$8 R-$9 B-$11 回 


=$8BOB 
(9 15) ms=2d9ms+189*n 
(15) ms=3ms+5*n^2 
(時 の 


RSー232C の パラ メー タ を 設定 し ます 


画面 の 左側 の 欄 に は 現在 の 値 、 有 側 の 欄 に は 初期 値 が 表示 され て いま す 。 
画面 で は 、 次 の キー 操作 が 可能 で す 。 
※ 機 種 に よっ て は 項目 の 表示 に 一 部 異な る 部 分 が あり ます 。 


146 


キー 機 能 
キー ワー ド の 欄 で は 、SWITCH コ マン ド の 終了 。 設 定 前 
の 状態 で 終了 し ます 。 フ パラ メー タ 設 定 項目 で は 、 前 に 設定 
し て あっ た 状態 に 戻し し 、 カー ソル を キー ワー ド の 欄 に 移動 
有 ま 53 あ 


各 項 目 の 入 力 に な り ま す 。 

各 項 目 の 値 を アッ プ 

各 項 目 の 値 を アッ プ 

各 項 目 の 値 を ダウ ン 

項目 の 移動 本 江 | 


内 容 を 変更 する と き は 、 まず キー ワー ド の 部 分 で | を 押し ます 。 カー ソル が 現在 値 
の 欄 に 移動 し ます か ら 、 そこ で | 1] や [| で 内 容 を 変更 し て くだ さい 。 

設定 が 終わ っ た ら |J| を 押し て キー ワー ド の 欄 に 戻り 、「 終 了 」 の 項目 に カー ソル を 
移動 し て 、 | | を 押し ます 。 画面 に は 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 設定 し た 
内 容 で 更新 する と き は | を 押し て くだ さい 。 な お 、 途 中 で 終了 する と き は 
を 押し ます 。 確 認 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 任意 の キー を 押し て くだ さい 。 

それ ぞ れ の 項目 に つい て は 、 次 の 説明 を 参照 し て くだ さい 。 


(1) RS-232C インター フェ イス の 設定 (RS232C) 

RS 一 232C こ イン ター フェ イス の パラ メー タ を 設定 し ます 。AUX 1 と は 本 体内 蔵 の 
RS-232C こ インター フェイ ス で す 。 別売 の RS-232C と ポー ド を スロ ッ ト に 差し 込み 、 デバ 
イス ドラ イ バ と し て RSDRV. SYS を 組み 込む と 、AUX 1 の 項目 が [| 人 | に ょ より 
AUX2 一 AUX 5 に 変わ り 、 そ れ ぞ れ の パラ メー タ を 設定 する こと が で きま す 。 


@ ボー レー ト 
デー タ を 転送 する 速度 (bps) を 指定 し ます 。 


19200 ボ ー, 9600 ボ ー, 4800 ボ ー, 2400 ボ ー,1200 ボ ー, 
600 ボ ー, 300 ボ ー,150 ボ ー,75 ボ ー 


の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 

た だ し 、 本 体内 蔵 の RS-232C こ イン ター フェ イス で は 、19200bps を 指定 する こと が で き 
ませ ん が 、 増 設 用 RS-232C と ボー ド を スロ ッ ト に 差し 込み 、 デ バイ ス ド ラ イ バ と し て 
RSDRV .SYS を 組み 込ん で ある と き は 、19200bps ま で 指定 で きま す 。 
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@ デ ー タ 長 
デー タ の キャ ラク タ の 長 さ (ビッ ト 数 ) を 指定 し ます 。 
9 ピッツ ッ ト 、7 ピット 6 ビッド 、 5 ピット 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 


@ パ リティ チェ ッ ク 
パリ ティ チェ ッ ク の モー ド を 指定 し ます 。 


パリ ティ 偶数 、 パ リティ 奇数 、 パ リティ な し 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 


@ ス トッ プ ビ ピッ ト 数 
スト ッ プ ビッ ト の 数 を 指定 し ます 。 


ス ド ッ プ 1、 ス ドッ プ 1.5、 ス トッ プ 2 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
@XON、XOFF の 指定 
XON、XOFF コー ド に よる フロ ー 制 御 を 行う か 行わ な いか を 指定 し ます 。 
Xon、 None 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
(2) メモ リサ イズ の 設定 (MEMORY) 
メイ ン メ モリ の 容量 を 設定 し ます 。 メ イン メモ リ の 容量 に 合わ せ て 設定 し て くだ 


さ 
い 。 ま た 、 別売 の 増設 RAM を 使用 する 場合 は 、 増設 RAM を 合 め た メモ リ 容 量 を 設 
定 し て くだ さい 。 


(3) Human68k を 起動 する 装置 の 設定 (BOOT) 


Human68k を 起動 する ディ スク ドラ イブ や ROM な ど を 指定 し ます 。 指 定 で きる パ 
ラメ ー タ (は 次 の の Q ま 。 
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@S[D 
シス テム で 規定 し た 順に ドラ イブ プ を さがし て 、 シ ステ ム デ ィ ス ク が 挿入 され て いる 
ドラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 シ ステ ム で 規定 され た 起動 の 順番 は 次 の と お り 
eg 
1 MB フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 0 
1MB フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 


ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト の 1 台 目 
ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト の 2 台 目 


@2HD0-2HD3 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。2HD の 後ろ に つく 0 一 3 
は 、 起 動 す る ドラ イブ 番号 を 表し ます 。 


@HD0-HD15 

ハー ド デ ィ スク ドラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。HD の 後ろ に つく 0 一 15 は 、 
起動 する ドラ イブ 番号 を 表し ます 。 な お 、 ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 で は 、 
内 蔵 し て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イブ は HD0 に 対応 し 、 外 部 に 接続 きれ て いる ハー ド 
ディ スク ドラ イブ は その ドラ イブ (装置 ) 番号 に よっ て HD2~HD15 に 対応 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 に 限っ て ドラ イブ 番号 の 1 と いう の は 無効 に な 
り ま すか ら 、HD1 は 使用 し な いで くだ さい 。 
(CZ-623C/644C の 内 蔵 ハ ー ド ディ スク 、 ま た は CZ-604C/634C の 内 蔵 用 ハー ド デ ィ ス 
ク (CZ-68H) は SCSI 規 格 な の で 、 SCSI0 一 SCSI7 で 設定 し ます 。) 


@ SCSIO 一 SCSI7 
SCSI 規 格 の 装置 か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。SCSI の 後ろ に つく 0 一 7 は 起動 する 
装置 の ID 番号 を 表し ます 。 な お 、CZ-604C/623C/634C/644C で は 本 体 の 持つ SCSI 
コン トロ ー ラ に も ID 番号 が 割り 当て られ ます 。 工 場 出荷 時 で は 、 内 蔵 ハ バー ド デ ィ ス 
ク の ID 番号 が 0 番 、CPU 本 体 の ID 番号 が 7 番 に 割り 当て られ て いま す 。 内 蔵 ハ ー ド 
ディ スク の ID 番号 は *HDID” コ マン ド で 、CPU 本 体 の ID 番号 は "SWITCH' コマ 
ンド で 、 そ れ ぞ れ 変 更 する 事 が で きま す 。 


@eRAM だ ROM 
RAM ま た は ROM か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 
RAM $ nnnnnn $nnnnnn か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 
RAMO $ ED0100 $ ED0100 か ら シ ステ ム を 起動 し ます 
RAMI1 $ ED0C40 $ EDO0C40 か ら / 
ROM $ nnnnnn $ nnnnnn か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 
ROM1 $ FE4FFC $ FE4FFC か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 
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(4) フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ジェ クト の 設定 (EJECT) 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの うち いずれ か で す 。 


@On 
本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を ` 切 ′(OFF) に し た と き 、 フ ロッ ピー ディ スク が 自動 的 
に イジ ェクト され ます 。 


@(Off 
本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を ` 切 ” (OFF) に し て も 、 フ ロッ ピー ディ スク は 自動 的 に 
イジ ェクト され な く な り ま す 。 


(5) キー の 設定 (OPT 2 KEY) 
[OPT.2 ] キー を 使用 し て 行う 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン トロ ー ル に 関す る も の 
で す 。 指定 で きる パラ メー タ は 湊 の 2 つの うち いずれ か で す 。 


@ Tvctr1 
キー に よっ て 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の チャ ン ネ ル を 選択 する な どの コン 
トロ ー ル が で きる よう に な り ま す 。 


@ Normal 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン トロ ー ル が で き な く な り ま す 。 


(6) 画面 の コン トラ スト の 設定 (CONTRAST) 

ディ スプ レイ の コン トラ スト を 設定 し ます 。 設 定 で きる の は 0 て 15 の 値 で 、 数 値 が 
大 きい ほど コン トラ スト が 強く (文字 が 明る く ) な り ま す 。 0 を 指定 する と 、 ま っ た 
く 表 示さ れ な く な り ま す 。 


(7) キー ボー ド の か な 配列 の 設定 (KANA) 
キー ボー ド の か な 配列 を 設定 し ます 。 指定 で きる パラメータ は 次 の 2 つの うち い ず 
れ か で す 。 


@ isS 
か な 配列 を キー ボー ド 上 に 表記 され た と お り の JIS 配列 に 設定 し ます 。 


@Aiu 
か な 配列 を 50 音 順に 設定 し ます 。 
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(8) 本 体 電源 OFF 時 の 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 状態 の 設定 (TV CTRL) 

本 体 の 電源 を OFF に し た と き の 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の 状態 を 設定 し ます 。 指 定 
で きる パラ メー タ は 、 次 の 2 つ お よび $1^ $3F ($5、$D を 除く ) の 範囲 の 指定 が 可 
能 で す 。 


・ 十 v 
本 体 の 電源 を OFF に し た と き 、 テ レビ 画面 を 表示 し ます 。 
・Off 
本 体 の 電源 を OFF に し た と き 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を OFF に し ます 。 


な お 、$1^ $3F の 指定 に つい て は 「 付 録 3 テレ ビ コ ン トロ ー ル コー ド 一 覧 」 を 参 
了 照 し て くだ さい 。 


(9) 電卓 の 表示 モー ド の 設定 (LCD_MODE) 
と を 同時 に 押す こと で 表示 され る 電卓 の 表示 モー ド を 設定 し ま 
す 。 指 定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの いずれ か で す 。 


@ Normal 


通常 の 文字 を 表示 し ます 。 


@ Lcd 
7 セグ メン ト て 文字 を 表示 し ます 。 


(10 スタ ティ ッ ク RAM の 使用 モー ド の 設定 (SRAM) 
スタ ティ ッ ク RAM の 使用 モー ド を 設定 し ます 。 指定 で きる パラ メー タ は 次 の 3 つ 
の いずれ か で す 。 


@No use 
スタ ティ ッ ク RAM を SRAM ディ スク や プロ グラ ム エ リ ア と し て 使用 で きま せん 。 


@Ramdisk 
スタ ティ ッ ク RAM を SRAM ディ スク と し て 使用 で きま す 。 た だ し 、 デ バイ ス ド 
ライ バ と し て SRAMDISK.SYS を 組み 込む 必要 が あり ます 。 


@ Program 
スタ ティ ッ ク RAM を プロ グラ ム エ リ ア と し て 使用 で きま す 。 
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1) テキ スト パレ ッ ト の 規定 値 の 設定 (P0 一 P8 ) 


それ ぞ れ の 成分 に つい て 、$1- $ 1F まで の 各色 32 階 調 の 範囲 で 設定 で きま す 。 


『/ 


7 まで の 値 で す 。 


⑬) 接続 し て いる ハー ド デ ィ スク の ドラ イプ (装置 ) 番号 の 設定 (HD MAX) 


0 記 - キー を 押す と 


を 表示 し ます 。 


・* 補 キー を 押す と 


を 表示 し ます 。 


 * 学 キー を 押す と 


を 表示 し ます 。 


… い 補 キー を 押す と 


を 表示 し ます 。 


ー" 学 ” キ ー を 押す と 


を 表示 じ まま 79 


…* 空 ′ キ ー を 押す と 


を 表示 し ます 。 


1 革 。 二 を 押す ち 


を 表示 し ます 。 


… 沈 キー を 押す と 


を 表示 し ます 。 


だ 


Ps 


\ 空 ? を 8 


7 1 


(装置 ) 番号 に 1 を 加え た 値 で す 。 


” を 押す と ヾ 


5 宙 米 と て 7 を 、 


” を 押す と 


とこ 次 


名 生ま と で そ 、 天 


き さ 


′ を 押す と 


2 、 3 の | 2 キー の 表示 モー ド の 設定 (XCHG) 
没 、、 "、"1” キー の 表示 モー ド を 設定 し ます 。 指定 で きる パラ メー タ は 次 の 0 


528 
ヽ 


ペーー ケ を 
ヽ 


を 押す と “ ? を 、 


を 押す と パー? を 、 


\ー ク を 
て 


テキ スト パレ ッ ト の シス テム 規定 値 を 設定 し ます 。G ( 緑 )、R ( 赤 )、B ( 青 ) の 


、 


~ | ” を 押す と 


- 1” を 押す と “1? 


~ |” を 押す と 


~ 1” を 押す と 


~ 1” を 押す と 


~ |” を 押す と 


、 1” を 押す と 


ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 し て いな い X68000 で は 、0 て 16 ま で の 範囲 で 指定 で きま す 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 で は 、 内 蔵 し て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 
の み 使 用 する 場合 は 1 を 指定 し 、 外部 に 接続 され て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イブ も 使 


用 する と き は 、 そ の 中 で 最も 大 きい ドラ イブ (装置 ) 番号 に 1 を 加え た 値 (3 て 16) 


を 指定 し て くだ さい 。 ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 に 限っ て ドラ イブ 番号 の 


1 と いう の は 無効 に な みな り ます か ら 、 こ こ で は 2 は 使用 し な いで くだ さい 。 
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指定 で きる パラ メー タ は 、 接 続 し て いる ハー ド デ ィ スク の 中 で 最も 大 きい ドラ イブ 


o 


(19 プリ ンタ の タイ ム ア ウ ト 時 間 の 設定 (WAIT _PRN) 


プリ ンタ の タイ ム ア ウ ト 時 間 を 設定 し ます 。 約 5 秒 か ら 5 秒 刻 み で 設定 で きま す 。 
プリ ンタ の タイ ム ア ウ ト 時 間 と は 、 プ リン タ が ブリ ント 開始 可能 信号 (Busy 信号 が Low) 
を 返す まで の コン ピュ ー タ の 待機 時 間 で す 。 


(19 キー の オー トリ ビ ピート 間 隔 の 設定 (FIRST_KY) 


キー の オー トリ ピー ト が 始ま る まで の 時 間 を 設定 し ます 。 0 15 の 範囲 で 指定 で き 
ます 。 指 定 し た 数 値 の 右 に 実際 の 時 間 が 表示 され ます 。 


(0 キー の リピ ー ト 間隔 の 設定 (NEXT_KEY) 


キー の リピ ー ト 間隔 を 設定 し ます 。 0 て 15 の 範囲 で 指定 で きま す 。 
指定 し た 数 値 の 右 に 実際 の 時 間 が 表示 され ます 。 


2. コマ ンド 行か ら の 実行 


コマ ンド 行 で | 書式 | に 従っ た パラ メー タ を 設定 し た 場合 、 メ ニュ ー 画 面 に 入ら ず に 
コマ ンド を 実行 し ます 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の と お り で す 。 な お 、〔 〕 で 示し た も の は 省略 形 で す 。 


(1) RS 一 232C と イン ター フェ イス の 設定 (RS232C) 
RS232C= ニ < パラ メー タ 1 > 


RS 一 232C イ ンタ ー フ ェ イ ス の パラ メー タ を 設定 し ます 。 キー ワー ド は “R=” と 略 
すこ と も で きま す 。 

設定 で きる パラ メー タ は 次 の 5 つ で す 。 パ ラメ ー タ を 複数 指定 する と き は 、 ス ペー 
ス で 区 切っ て 指定 し て くだ さい 。 


@ ボー レー ト 
デー タ を 転送 する 速度 (bps) を 指定 し ます 。 
19200,9600,4800,2400,1200,600,300,150,75 


の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 

た だ し 、 本 体内 蔵 の RS-232C イ ンタ ー フ ェ イ ス で は 、19200bps を 指定 する こと が で き 
ませ ん が 、 増 設 用 RS-232C と ボード を スロ ッ ト に 半 し 込み 、 デ バイ ス ド ラ イ バ と し て 
RSDRV .SYS を 組み 込ん で ある と き は 、19200bps ま で 指定 で きま す 。 
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@ デ ー タ 長 
デー タ の キャ ラク タ の 長 さ (ビッ ト 数 ) を 指定 し ます 。 


BITS 一 8 〔B8 〕、BITS 一 7 〔B7 〕、BITS 一 6 〔B6 〕、BITS 一 5 〔B5) 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
人 ルン 
パリ ティ チェ ッ ク の モー ド を 指定 し ます 。 
PARITY-NONE 〔PN〕、PARITY-EVEN 〔PE〕、PARITY-ODD 〔PO〕 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
@ ス トッ プ ビ ピッ ト 数 
スト ッ プ ビッ ト の 数 を 指定 し ます 。 
STOP 一 1 〔S1 〕、STOP1.5 〔S1.5]、STOP- 2 〔S2 〕 
の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 
@XON、XOFF の 指定 
XON、XOFF コー ド に よる フロ ー 制 御 を 行う か 行わ な いか を 指定 し ます 。 
XON、NONE 


の うち いずれ か を 指定 する こと が で きま す 。 


(2) メモ リサ イズ の 設定 (MEMORY) 
MEMORY ニ = こ パ ラメ ー タ 2 > 
メイ ン メ モリ の 容量 を 設定 し ます 。 メ イン メモ リ の 容量 に 合わ せ て 設定 し て くだ さ 
い 。 キー ワー ド は “M=” と 略す こと も で きま す 。 
(3) Human6 8k を 起動 する 装置 の 設定 (BOOT) 
BOOT= < パラ メー タ 3 > 


Human68k を 起動 する ディ スク ドラ イブ や ROM な ど を 指定 し ます 。 キ ー ワ ー ド は 


*B=” と 略す こと も で きま す 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 7 つ で す 。 
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@STD 
シス テム で 規定 し た 順に ドラ イブ を さがし て 、 シ ステ ム デ ィ ス ク が 挿入 され て いる 
ドラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 シ ステ ム で 規定 され た 起動 の 順番 は 次 の と お り 
Ka 
1MB フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 
1MB フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 1 


ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト の 1 台 目 
ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト の 2 台 目 


@2HD0-2HD3 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。2HD の 後ろ に つく 0 一 3 
は 、 起 動 す る ドラ イブ 番号 を 表し ます 。 


@HDO0-HD15 

ハー ド デ ィ スク ドラ イブ か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。HD の 後ろ に つく 0 一 15 は 、 
起動 する ドラ イブ 番号 を 表し ます 。 な お 、 ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 で は 、 
内 蔵 し て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イブ は HD0 に 対応 し 、 外 部 に 接続 きれ て いる ハー ド 
ディ スク ドラ イブ は その ドラ イブ (装置 ) 番号 に よっ て HD2~HD15 に 対応 し ます 。 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 に 限っ て ドラ イブ 番号 の 1 と いう の は 無効 に な 
り ま すか ら 、HD1 は 使用 し な いで くだ さい 。 
(CZ-623C の 内 蔵 ハ ー ド ディ スク は SCSI 規 格 な の で 、SCSI0 一 SCSI7 で 設定 し ます 。) 


@ SCSIO 一 SCSI7 
SCSI 規 格 の 装置 か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。SCSI の 後ろ に つく 0 一 7 は 起動 する 
装置 の ID 番号 を 表し ます 。 な お 、CZ-623C で は 本 体 の 持つ SCSI コ ント ロー ラ に も 
ID 番号 が 割り 当て られ ます 。 工場 出荷 時 で は 、 内 蔵 ハ ー ド ディ スク の ID 番号 が 0 番 、 
CPU 本 体 の ID 番号 が 7 番 に 割り 当て られ ます 。 内 蔵 ハ ー ド ディ スク の ID 番号 は 
*HDID” コ マン ド で 、CPU 本 体 の ID 番号 は YSWITCH” コマ ンド で 、 そ れ ぞ れ 変 更 す 

る 事 が で きま す 。 


@RAM/ROM 
RAM ま た は ROM か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 
RAM $ nnnnnn $nnnnnn か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 
RAMO $ ED0100 $ ED0100 か ら シ ステ ム を 起動 し ます 
RAM1 $ ED0C40 $ EDOC40 か ら / 
ROM $ nnnnnn $nnnnnn か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 
ROM1 $ FE4FFC $ FE4FFEC か ら シ ステ ム を 起動 し ます 。 


155 


第 5 章 コマ ンド 


(4) フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ジェ クト の 設定 (EJECT) 
EJECT= ご パラ メー タ 4 > 
キー ワー ド は 互 =” と 略す こと も で きま す 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの うち いずれ か で す 。 


@ON 
本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を “\ 切 ′ (OFF) に し た と き 、 フ ロッ ピー ディ スク は 自動 的 
に イジ ェクト され ます 。 


eOFF 
本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を ^ 切 ′ (OFF) に し て も 、 フ ロッ ピー ディ スク は 自動 的 に 
イジ ェクト され な く な り ま す 。 


(5) キー の 設定 (OPT 2 KEY) 


OPT 2 KEY= こ パラ メー タ 5 > 


[OPT.2 ] キ ー を 使用 し て 行う 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン トロ ー ル に 関す る も の 
で す 。 キーワー ド は "O=? と 略す こと も で きま す 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの うち いずれ か で す 。 


@TVCTRL 
OPT.2 [キー に よっ て 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の チャ ン ネ ル を 選択 する な どの コン 
トロ ー ル が で きる よう に な り ま す 。 


@NORMAL 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン トロ ー ル が で き な く な り ま す 。 
(⑯) 画面 の コン トラ スト の 設定 (CONTRAST) 
CONTRAST= パラ メー タ 6 > 


ディ スプ レイ の コン トラ スト を 設定 し ます 。 キー ワー ド は *C=” と 略す こと も で き 
ます 5 

設定 で きる の は 0-15 の 値 で 、 数 値 が 大 きい ほど コン トラ スト が 強く (文字 が 明る 
く ) な り ま す 。 0 を 指定 する と 、 ま っ た く 表 示さ れ な く な り ま す 。 
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(7) キー ボー ド の か な 配列 の 設定 (KANA) 
KANA ベ パ ラメ ー タ 7 > 
キー ボー ド の か みな 配列 を 設定 し ます 。 キ ー ワ ー ド は “KK=” と す こと も で きま す 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの うち いずれ か で す 。 


@ IS 
か な 配列 を キー ボー ド に 表記 され た と お り の JIS 配列 に 設定 し ます 。 


@AIU 
か な 配列 を 50 音 順に 設定 し ます 。 
(8) 本 体 電源 OFF 時 の 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 状態 の 設定 (TV CTRL) 
TV CTRL= マ パラ メー タ 8 > 


本 体 の 電源 を OFF に し た と き の 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の 状態 を 設定 し ます 。 指 定 
で きる パラ メー タ は 、 次 の 2 つ お よび $1^ $3F ($5、$D を 除く ) の 範囲 の 指定 が 可 
能 で す 。 


・TV 
本 体 の 電源 を OFF に し た と き 、 テ レビ 画面 を 表示 し ます 。 
・OFF 
本 体 の 電源 を OFF に し た と き 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を OFF に し ます 。 


な お 、$1 一 $3F の 指定 に つい て は 「 付 録 3 テレ ビ コ ン トロ ー ル コー ド 一 覧 」 を 参 
照 し て くだ さい 。 


(9) 電卓 の 表示 モー ド の 設定 (LCD MODE) 


LCD MODE= く パ ラメ ー タ 9 > 


OPT1 | と [OPT.2 | を 同時 に 押す こと で 表示 され る 電卓 の 表示 モー ド を 設定 し ま 
す 。 キ ー ワ ー ド は =” と 略す こと も で きま す 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 2 つの いずれ か で す 。 


@NORMAL 
通常 の 文字 を 表示 し ます 。 
@LCD 


7 セグ メン ト で 文字 を 表示 し ます 。 
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(0 スタ ティ ッ ク RAM の 使用 モー ド の 設定 (SRAM) 
SRAM= パラ メー タ 10> 


スタ ティ ッ ク RAM の 使用 モー ド を 設定 し ます 。 キー ワー ド は "S=” と 略す こと も 
で きま すず す 。 
指定 で きる パラ メー タ は 次 の 3 つの いずれ か で す 。 


@eN 
スタ ティ ッ ク RAM を SRAM ディ スク や プロ グラ ム エ リ ア と し て 使用 で きま せん 


o 


eR 
スタ ティ ッ ク RAM を SRAM ディ スク と し て 使用 で きま す 。 た だ し 、 デ バイ ス ド 
ライ バ と し て SRAMDISK.SYS を 組み 込む 必要 が あ り ます 。 


@P 
スタ ティ ッ ク RAM を プロ グラ ム エ リ ア と し て 使用 で きま す 


o 


⑪ テキ スト バレット の 規定 値 の 設定 (P0 -P8 ) 
Pn= < パラ メー タ 11> 
テキ スト パレ ッ ト の シス テム 規定 値 を 設定 し ます 。 $0~ $FFFF の 範囲 で 設定 し ま 
す 。 詳 し く は 「 メ ニュ ー 画 面 」 を 参照 し て くだ さい 。 
(⑱⑫) “ 光 、* ?、* 1? キー の 表示 モー ド の 設定 (XCHG) 
XCHG= パラメータ 12> 


W ミ アァ ケ ん Nw 
ヽ 


も で きま す 。 


"、` |” キー の 表示 モー ド を 設定 し ます 。 キー ワー ド は "X = と 略す こと 


指定 で きる パラ メー タ は 次 の 0 ~ 7 まで の 値 で す 。 


0… " 堂 キ ー を 押す と 補 を 、"/ を 押す と を 、 ヾ 1? を 押す と |? 
を 表示 し ます 。 

1 … * 補 キー を 押す と を 、* ? を 押す と ? を 、*|” を 押す と ・|? 
を 表示 し ます 。 

2 … * 補 キー を 押す と い 学 を 、“ / を 押す と て / を 、*|” を 押す と い |? 
を 表示 し ます 。 

3 … " 空 キー を 押す と へ” を 、* ? を 押す と ヾ ー/ を 、*|/ を 押す と |? 
を 表示 し ます 。 
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4… "キー を 押す と “を を 押す と "を "|* を 押す と 1? 
を 表示 し ます 。 

5… * 補 "キー を 押す と へ を 、“"” を 押す と “” を 、*|* を 押す と 1? 
を 表示 し ます 。 

6… * 補 キー を 押す と * 補 "を 、“ "を 押す と ーッ を 、*|? を 押す と |!? 
を 表示 し ます 。 

7… * 補 "キー を 押す と ぺい? を 、* ” を 押す と *ー? を 、* 1” を 押す と 1? 
を 表示 し ます 。 


(3) 接続 し て いる ハー ド デ ィ スク の ドラ イブ (装置 ) 番号 の 設定 (HD_MAX) 
HD _ MAX パラ メー タ 13> 


指定 で きる パラ メー タ は 、 接 続 し て いる ハー ド デ ィ スク の 中 で 最も 大 きい ドラ イブ 
(装置 ) 番号 に 1 を 加え た 値 で す 。 キ ー ワ ー ド は H=” と 略す こと も で きま す 。 
ハー ド デ ィ スク を 内 蔵 し て いな い X68000 で は 、 0 16 ま で の 範囲 で 指定 で きま す 。 
ハー ド デ ィ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 で は 、 内 蔵 し て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 
の み 使 用 する 場合 は 1 を 指定 し 、 外 部 に 接続 きれ て いる ハー ド デ ィ スク ドラ イブ も 使 
用 する と き は 、 そ の 中 で 最も 大 きい ドラ イブ (装置 ) 番号 に 1 を 加え た 値 (3 て 16) 
を 指定 し て くだ さい 。 ハ ー ド ディ スク 内 蔵 タ イプ の X68000 に 限っ て ドラ イブ 番号 の 
1 と いう の は 無効 に な り ま すか ら 、 こ こ で は 2 は 使用 し な いで くだ さい 。 


(9 プリ ンタ の タイ ム ア ウ ト 時 間 の 設定 (WAIT _PRN) 
WAIT_PRN= ニ ご パラ メー タ 14 ニ 


プリ ンタ の タイ ム ア ウ ト 時 間 を 設定 し ます 。 0 一 $FFFFFFFF の 範囲 で 設定 で き 
ます 。 $ 80000= ニ 約 5 秒 を 目安 と し て くだ さい 。 キ ー ワ ー ド は ^W=” と 略す こと も で 
きま す 。 プ リン タ の タイ ム ア ウ ト 時 間 と は 、 プ リン タ が プリ ント 開始 可能 信号 (Busy 
信号 が Low) を 返す まで の コン ピュ ー タ の 待機 時 間 で す 。 


(1) キー の オー トリ ピー ト 間 隔 の 設定 (FIRST _KY) 
FIRST KY= く パラ メー タ 15> 


キー の オー トリ ピー ト が 始ま る まで の 時 間 を 設定 し ます 。n= 0 ~15 の 範囲 で 指定 で 
きま す 。 こ の n の 示す 時 間 は 、200 十 100Xn (単位 ms) で す 。 キ ー ワ ー ド は “F=? と 
略す こと も で きま す 。 
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⑯) キー の リピ ー ト 間隔 の 設定 (NEXT KEY) 
NEXT KEY= こ パラ メー タ 16> 


キー の リピ ー ト 間隔 を 設定 し ます 。 n=0~ て 15 の 範囲 で 指定 で きま す 。 
この n の 示す 時 間 は 、30 十 5Xn* (単位 ms) で す 。 キー ワー ド は いび N=/ と 略す こと 
も で きま す 。 


(⑰) CPU 本 体 の ID 番号 の 設定 (SCSI_ID) 
SCSI_ID= ぐ パラ メー タ 17> 


SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス を 使用 する 場合 の 、CPU 本 体 の ID 番号 を 設定 し ます 。n=0 一 7 
の 男 囲 で 指定 で きま す 。 


※SCSI イ ンタ ー フ ェ イ ス が 無い 場合 は 設定 で きま せん 。 


160 


9Y つ 


外部 コマ ンド 


Human68k シス テム の 転送 
SYS K。> 


SYS コマ ンド は 、 カ レン トド ライ ブ 中 に ある Human68k の シス テム ファ イル を 、 
<d: > で 指定 じ た ド ライ ゼア に ヨロ ピー し まず す 。 

SYS コマ ンド に よっ て シス テム ファ イル を コピ ー し た ディ スク は 、Human68k を 
起動 する こと の で きる シス テム ディ スク と な り ま す 。 

転送 先 の ドラ イブ 名 <d : > は 、 必 ず 指 定 し て くだ さい 。 

シス テム ファ イル の コピ ー 先 と な る ディ スク は 、 事 前 に FORMAT コマ ンド で フ 
ォ ー マ ッ ト さ れ た も の で な く て は な ら ず 、 ま た 次 の いずれ か を 満た し て いな く て は な 
り ま せん 。 


@ フ ァイル や ディ レク トリ が 何 も 作 られ て いな い ブ ラン ク デ ィ ス ク 
フォ ー マ ッ ト 直 後 か 、 す べ て の ファ イル お よび ディ レク トリ を 削除 し た ディ スク を 
指し ます 。 


@ す で に シス テム ファ イル が 存在 し て いる ディ スク 

以前 に 、 シ ステ ム フ ァ イル を 転送 し た こと の ある ディ スク で す 。 こ れ は 、 シ ステ ム 
の バー ジョ ン が 変わ っ た と き に 、 シ ステ ム を 入れ か える 必要 が ある 場合 を 指し ます 。 
カレ ント ドラ イブ の ディ スク に シス テム ファ イル が あり 、 そ れ を ドラ イブ B の ディ 
スク に コピ ー す る 場合 は 、 


syYs B: 回 


と すれ ば コマ ンド が 実行 され 、 シ ステ ム フ ァ イル が 転送 きれ ます 。 

ここ で 、 転 送 の 対象 と な る シス テム ファ イル は 、 フ ァイル の 属性 と し て “S” (シス 
テム ) を も っ て いる も の に 限ら ちら れ ます 。 フ ァイル の 属性 に つい て の 詳細 は 、ATTRIB 
コマ ンド の 項 を 参照 し て くだ さい 。 

転送 が 成功 する と 、 次 の よう に メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


HUMAN. SYS 


シス テム の 転送 を 終了 し まし た 


シス テム の 転送 中 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され る こと が あり ます 。 
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XXXXXX. XXX は 連続 し た FAT に 転送 され て いま せん 


OCN ASX2KXSXOX SXX は ラテ イル 名 で す 。 

も し 、 こ の メッ セー ジ が HUMAN. SYS ファ イル に つい て 出さ れ た と き に は 、 そ 
の まま で は その ディ スク を シス テム ディ スク と し て 使う こと は で きま せん 。 そ の ディ 
スク の 中 の すべ て の ファ イル お よび ディ レク トリ を 削除 する か 、 ま た は フォ ー マ ッ ト 
し 、 そ の 後に も う 一 度 SYS コマ ンド を 実行 し 直し て くだ さい 。 


他 の シス テム ファ イル に つい て は 、 こ の メッ セー ジ が 表示 され て も 問題 は あり ませ 
5 
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テン ポラ リフ ァイル の パス の 設定 
TEMP <d :>〕 ンス 名 >〕 


テン ポラ リフ ァイル の パス を 設定 し ます 。 Human68k の パイ プ 和 機能 や アセ モン プラ 、 
コン パイ ラ な ど を 使用 する と 、 処 理 中 に 自動 的 に 中 間 フ ァイル (これ を テン ポラ リフ ァ 
イル と 呼び ます ) を 作成 し ます 。 処 理 時 間 の 多く が この ファ イル の 入出 力 に 使わ れる の 
で 、 で きる だ け 高 速 な ディ スク に 対し て TEMP コマ ンド で パス を 設定 する と それ だ け 
処理 も 速く な り ま す 。 フ ロッ ピー ディ スク より ハー ド デ ィ スク 、 ハ ー ド ディ スク より RAM 
ディ スク が 高速 な の で 、 パ ス は RAM ディ スク に 設定 する と も っ と も 効果 的 で す 。 

RAM デ ィ ス ク は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ と し て RAMDISK. SYS を 組み 込み ます 。 詳 
し く は 「 第 7 曹 シス テム の 構築 」 を 参照 し て くだ さい 。 


@ テ ン ポ ラリ ファ イル の パス を A : \TMP に 設定 する 
TEMP  A : \TMP 

ゅ テン ポラ リバ パス を 表示 する 
TEMP 

パス 名 を 設定 し な い 場合 は 、 現 在 の 設定 を 表示 し ます 。 
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TIME 内 部 コマ ンド 


時 刻 の 表示 ・ 設 定 
TIME (<hh> : <mmy> : <ss2) 


Human68k は 、 ク ロッ ク (時 計 ) に より 、 日 付 ・ 時 刻 を 管理 し て いま す (電源 を 切っ 
て も 常に 日 付 と 時 刻 は 保持 きれ て いま す )。 こ れ ら の 時 間 情 報 は 、 フ ァイル を 作成 ・ 更 
新 し た と き に ディ レク トリ に 記録 きれ ます 。 

TIME コマ ンド は 、 こ れ ら の 時 間 情 報 の うち の “時刻” を 表示 し た り 、 設 定 し た り 
する も の で す 。 


TIME 
と 、 コ マン ド だ け を 入力 する と 。、 


現在 の 時 刻 は <hh> : <mm> : <ss> で す 
時 刻 を 入力 し て くだ さい : 


と 表示 され ます 。 表 示さ れ た 時 刻 を 変更 し な いと き は その まま り タ ー ン キー を 押し ま 
す 。 新 た に 時 刻 を 設定 する と き は 、 次 の よう な 書式 で 正しく 入力 し ます 。 


<hh> : <mmx> : く ss> 


時 <hh>、 分 <mm>、 秒 <ss> の いずれ も 、 省 略す る こと は で きま せん 。 そ れ ぞ れ の 設 
定 可能 な 範囲 は 以下 の と お り で す 。 
時 : <hh> =00--23 
分 : <mm> 三 00--59 
秒 : <ss> 三 00--59 
時 刻 の 設定 が 正しく な いと 、 


時 刻 の 指定 が 違い ます 
時 刻 を 入力 し て くだ さい : 


と いう エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 も う 一 度 正しく 入力 し て くだ さい 。 
な お 、TIME コマ ンド を コマ ンド モー ド か ら 入 力 する 際 に 、 直接 時 刻 の パラ メータ 
を 付け て 実行 する こと も で きま す 。 


TIME 10:10:30 


この と き 、 時 刻 が 正しけれ ば メッ セー ジ は 何 も 表 示さ れず 、 そ の まま 時 刻 が 設定 さ 
れ ま す 。 時 刻 が 誤っ て いる と 、 前 述 と 同じ し エラー メッセ ー ジ が 表示 され ます の で 、 再 
六 導 し て だ さい 。 
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TIMER 外部 コマ ンド 


時 刻 の 表示 ・ ア ラー ム の セッ ト 


(1) TIMER |! ン ON (< 番号 >) | OFF1! 

(2) TIMER プ A < 時 刻 > < ファ イル 名 > 

(3) TIMER /D < 時 刻 > < ファ イル 名 > 

(4) TIMER /T < 時 刻 > < テレ ビ 制 御 文字 > 
(5) TIMER ノン L 

(6) TIMER /K < 番号 > 


TIMER コマ ンド は 並行 処理 用 の コマ ンド と し て 起動 され 、 時 刻 の 表示 や 時 刻 脂 定 
に よっ て ADPCM の 再生 、 メッセ ー ジ の 表示 、 テ レビ の コン トロ ー ル な ど が で きま す 。 
時 刻 指定 は 最大 20 ま で 可能 で す 。 

TIMER コ マン ド を 実行 する に は 、 あ ら か じ め CONEIG. SYS に PROCESS の 項 を 
追加 する 必要 が あり ます 。 追加 する に は 、 ス クリ ー ン エディ タ ED を 使っ て 、 た と えば 
次 の よう に し ます 。 

Human68k の コマ ンド モー ド の コマ ンド 入力 待ち 状態 で 、 


ED CONFIG. SYS 


と 入力 する と 、CONFIG. SYS ファ イル の 内 容 が 表示 され ます 。 こ こ で 、 最 下 行 に 次 
の 行 を 追加 し ます 。 


PROCESS =10 2 20 


この 作業 が 終っ た あと 、 [ESC|・[_E | (ESC ほ 押し 、 続 け て | E を 押 す ) を 押し 
て 、 変 更 し た CONFIG. SYS を ディ スク に セー ブ し て 終了 し ます 。 
CONFIG.SYS が 書き 替え られ まし た の で 、 本 機 の リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て 再起 
動 し て くだ さい 。 こ れ で 、TIMER コ マン ド が 実行 で きる よう に な り ま し た 。 こ の あ 
と 、 実 際 に TIMER コ マン ド (書式 の (⑫) 一 (⑥) を 実行 する 前 に 、 必 ず 
TIMER /ON (< 番号 >〕 
まだ は 


TIMER /OFF 


を 実行 し て くだ さい 。 
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CONFIG.SYS の PROCESS に つい て は 、 第 1 部 「7 . 3 CONFIG. SYS ファ イル 
の コマ ンド 」 を ご 覧 くだ さい 。 
TIMER コマ ンド で は 、 以 下 の ス イッ チ が 使用 で きま す 。 


ON (< 番号 >) 

時 刻 を 画面 の ファ ンク ショ ン キ ー の 上 に 表示 し ます 。 < 番号 > で 時 刻 を 表示 する ファ 
ンク ショ ン キ ー の 番号 を 指定 し ます 。 番号 の 指定 が な いと き は 、| F10 | の 位置 に 表示 さ 
れ ま す 。 画 面 が 96 桁 の と き は 【〔 時 : 分 : 秒 ]、64 桁 の と き は (時 : 分 〕] で 表示 し ます 。 


OFF 
時 刻 を 表示 し な いよ うに し ます 。 


ブ A < 時 刻 > < ファ イル 名 > 

< 時 刻 > で 指定 され た 時 刻 に < ファ イル 名 > で 指定 し た ファ イル を ADPCM の テー 
タフ ァイル と し て 再生 し ます 。 再生 で きる の は 15.6kHz で サン プリ ング され た も の で 、 
$FF00 バ イト 以下 の 長き の ファ イル で す 。 こ れ 以 上 長い 場合 は 無視 され ます 。 

だ と そば 、10 時 15 分 に ビー プ 音 を 鳴ら す と き は 、 


TIMER プ A 10:15 \CONFIG\ BEEP. SYS 
と 入力 し ます 。 
グ D < 時 刻 > < ファ イル 名 > 


< 時 刻 > で 指定 され た 時 刻 に < ファ イル 名 > で 指定 し た ファ イル を ウィ ンド ウ に 約 
10 秒 間 表 示し ます 。 フ ァイル は テキ スト ファ イル で 60 桁 x25 文 字 ま で 表示 可能 で す 。 


プ T < 時 刻 > < テレ レビ 制 御 文字 > 
< 時 刻 > で 指定 され た 時 刻 に < テレ ビ 制 御 文字 > で 指定 し た テレ ビ の コン トロ ー ル 
を 行い ます 。< テ レビ 制御 文字 > に は 次 の よう な 指定 が で きま す 。 


OFF 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を OFF 

CH1-CH12 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て チャ ン ネ ル を 1 ^12 
に セッ ト 

TV 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て テレ ビ 画 面 に する 

COM 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て コン ピュ ー タ 画面 に 
する 

SBI 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て スー パー イン ポー ズ 
(コン トラ スト ダウ ン ) 画面 に 設定 する 

SP2 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て スー パー イン ポー ズ 


(コン トラ スト ノー マル ) 画面 に 設定 する 
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XM 
設定 され て いる タイ マー の 一 覧 を 表示 し ます 。 


ノ K < 番号 > 
< 番号 > に は 一 覧 表示 で 表示 され る 管理 番号 を 指定 し て 、 そ の アラ ー ム を 解除 し ま 
す 。< 番 号 > を 省略 する と 、 す べ て を 解除 し ます 。 


スイ ッ チ を 省略 し て 、 単 に “TIMER′ と だ け 入 力 す る と 、TIMER コマ ンド の 使 
い 方 が 表示 され ます 。 
@ 現在 の 時 刻 を ファ ンク ショ ン キ ー 1 の 上 に 表示 する 
TIMER ON 1 
@12 時 00 分 に A : \PCM\OHIRU.PCM を 再生 する 
TIMER プ A 12:00 A:\PCMYOHIRU.PCM 
@19 時 30 分 に 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 を ON に し て チャ ン ネ ル を 3 に する 
TIMER プ T 19:30 CH3 
@9 時 00 分 に : \MEMO.DOC を 表示 する 
TIMER プ D 9:00 B:\MEMO.DOC 
@ タイ マー の 一 覧 を 表示 する 
TIMER ブヒ 
これ ら を 実行 する と 、 た と えば 次 の よう に 表示 され ます 。 


1) A 12:00 A : \PCM\OHIRU.PCM 
2) T 19880dGH3 
3 ) D ( 9 : 00) B : \MEMO.DOC 


ここ で 、 先 頭 の 番号 は 管理 番号 で 1 20 ま で の 値 で す 。 ま た 、( 9 : 00) の よう に カ 
ッ コ で 表示 され た も の は すでに 処理 済み で ある こと を 示し ます 。 


@ 登録 され て いる アラ ー ム を 解除 する (管理 番号 の 2 を 解除 する ) 


TIMER K 2 
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て RE 


外部 コマ ンド 


ディ レク トリ 構造 の ツリ ー 形 式 で の 表示 
TREE 〔 レ F〕 マン 名 > 


ぐ く パ ス 名 > が 省略 され た 場合 は 、 カ レン トド ライ ブ の ルー トディ レク トリ 以下 の ディ 
レク トリ 構造 が ツリ ー 形 式 で 表示 され ます 。 


TREE 


カレ ント ドラ イブ の 、 ル ー ト ディ レク トリ 以下 の ディ レク トリ 構造 が ツリ ー 形 式 で 
表示 され ます 。 

ぐ パ ス 名 > で 指定 し た ディ レク トリ 以下 の ディ レク トリ 構造 を 、 ツ リー 形式 で 表示 し 
ます 。 


TREE \TMP 


カレ ント ドラ イブ の 、 デ ィ レ クト リ 半 MP 以下 の ディ レク トリ 構造 が ツリ ー 形 式 
で 表示 され ます 。 


@ ノ ビ 
ディ レク トリ 構造 を ツリ ー 形 式 で 表示 する と と も に 、 そ の ディ レク トリ に 属す る フ 
ァイル の 名 前 も すべ て 表示 し ます 。 


TREE ノン F 


カレ ント ドラ イブ の 、 ル ー ト ディ レク トリ 以下 の ディ レク トリ 構造 が ツリ ー 形 式 で 
表示 され ます 。 デ ィ レ クト リ に 属す る ファ イル の 名 前 も すべ て 表示 し ます 。 

な お 、 シ ステ ム 属 性 、 不 可視 属性 の つい た ディ レク トリ 、 フ ァイル も すべ て 表示 し 
ま 消 。 


\ 

1 -HUMAN .SYS 

1 -HTT .BAT 

1 -MANA . BAT 

1 - JUN . BAT 

1 -SANA.BAT 

| -MAG. BAT 

1-G3 .BAT 

| 

1 -DOC 

1 -HOSTS , EQU 
1 -HOSTS . LPD 
1-TNETD .CON 
1 -NETWORKS 
1 -MANA . DOC 
1 - JUN . DOC 

1 -SANA . DOC 
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内 部 コマ ンド 


ファ イル 内 容 の 表示 
TYPE < ファ イル 名 > 【〔< フ ァイル 名 >・・・〕 


TYPE コマ ンド は 、 フ ァイル の 内 容 を 表示 する と き に 使用 し ます 。 

< ファ イル 名 > に 、 表 示し た い フ ァイル を 指定 し ます 。 複数 個 指定 する と 、 指 定 し た 
順に ファ イル の 内 容 が 表示 され ます 。 ワ イル ドカ ー ド を 用 いる こと も で きま す 。 

TYPE コマ ンド で は 、 テキ スト ファ イル の 内 容 は 表示 する こと が で きま す が 、 バイ 
ナリ ファ イル を 指定 し た と き は コン トロ ー ル 文字 も 記号 と し て 表示 され て し まう た め 、 
正しい 表示 が 行わ れん ませ ん 。 バイ ナリ ファ イル の 内 容 を 表示 する に は DUMP コマ ン 
ド を 使用 し て くだ さい 。 
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USKCGIM 外部 コマ ンド 
外字 の 作成 ・ 登 録 ・ 削 除 
書 式 USKCGM 
解 説 USKCGM コマ ンド は 、 外 字 フ ァイル の 作成 、 外 字 フ ァイル の シス テム へ の 登録 、 
外字 ファ イル か ら の 指定 外字 の 削除 な ど を 行い ます 。 
USKCGM 
と 実行 する と 、 


更新 で すか 、 登 録 で すか ? < り ン | ッ > 
と 表示 され ます 。 


1 . 外字 ファ イル の 登録 
外字 ファ イル の 内 容 を シス テム に 登録 する と き は 、 
L 
を 押し ます 。 [|( リ ター ン キ ー) を 押す 必要 は あり ませ ん 。 次 に 、 
入力 ファ イル 名 [USKCG. SYS)] : 


と 表示 され ます か ら 、 登 録 し た い 外 字 フ ァイル の ファ イル 名 を 入力 し ます 。 そ の まま 
[|( リ ターン キー) を 押す と USKCG. SYS ファ イル が 登録 きれ ます 。 
外字 ファ イル が シス テム に 登録 され る と 、 


ファ イル の 内 容 を シス テム に 登録 し まし た 


と 表示 され 、 コ マン ドモ ー ド に 戻り ます 。 


2 . 外字 ファ イル の 更新 
外字 ファ イル を 更新 する と き は 、 
U 
を 押し ます 。 [JI( リ ター ン キ ー) を 押す 必要 は あり ませ ん 。 次 に 、 
入力 ファ イル 名 [USKCG. SYS〕 : 


と 表示 され ます か ら 、 読 み 込 みた い 外 字 デ ー タ の 格納 され た 、 外 字 フ ァイル の ファ イ 
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ル 名 を 入力 し ます 。 その まま [| ( リ ター ン キ ー) を 押す と USKCG. SYS ファ イル が 
指定 され ます 。 
次 に 、 
出力 ファ イル 名 [USKCG. SYS)] : 


と 表示 され ます か ら 、 同 様 に し て 、 作 成 し た 外字 デー タ を 書き 込み た い 外 字 フ ァイル 
の ファ イル 名 を 入力 し ます 。 [|( リ ター ン キ ー) の み 押 せ ば 、 USKCG. SYS ファ イル 
が 指定 され ます 。 

する と 、 次 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 


ファ イル 名 : USKCG.SYS コー 「 季 ・ 7621 [16x16] 
出力 ファ イル 名 : USKCG.SYS (7621- ,F4 李 -FSFF〉 


・ SET / RESET 

/【 

: RESET & MOME 
MOME 


次 に 各 キ ー の 使用 法 を 解説 し ます 。 


ROLLDOWN : 前 コー ド 


ROLL DOWN| キ ー。 1 つ 前 の 画面 の 編集 に 移り ます 。 


ROLLUP : 後 コ ー ド 


ROLL UP | キー。 1 つ 後 の 外字 の 編集 に 移り ます 。 
SPACE : 16 グ 24 
スペ ー ス キー。 パタ ー ン の ドッ ト 数 (16X16 ド ッ ト 、 24X24 ド ッ ト ) の 切り か え を 行 


いま す 。 


HOME : HOME 
HOME| キー。 編集 画 面 の ホー ム ポ ジ シ ョ ン (左上 ) に カー ソル を 移動 し ます 。 
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CLR : CLR 
| CLR | キー。 編集 画面 を クリ ア し ます 。 


0 : SET/RESET 
数 値 入 カ キー の [ 0 |。1 9 で カー ソル を 移動 する と き に 、 白 で 埋め ゆな が ら ( セ ッ ト ) 
移動 する か 、 黒 で 理 ゆ な が ら (リセ ッ ト ) 移動 する か を 決定 を し ます 。 


5 : ON グ OFF 
数 値 入力 キー の | 5 |。 カー ソル 1 の 白黒 を 反転 し ます 。 カー ソル キー で カー ソル を 移 
動 す る 場合 に 使用 し ます 。 


1 一 9 : SET & MOVE 
1 一 9 : RESET & MOVE 

数 値 入 キ ー の | 1 |-[9 |。 0 (SET ン RESET) で 決め た 状態 に 従っ て 、 カ ー ソ ル 
を セッ ト 移 動 ま た は リセ モット 移 動 し ます 

各 キ ー で の カー ソル の 動き は 、 次 の と お り で す 。 


回 
1 
還っ で 回 
・ 


カー ソル key : MOVE 
カー ソル を 移動 し ます 。 セ モッ ト も リセ ッ ト も し ませ ん 。 


F 1 : 登 録 

新しく 作成 し た パタ ー ン を 外字 デー タ と し て シス テム に 書き 込み ます 。 

画面 上 部 に 表示 され て いる コー ド 番 号 で 書き 込み が 行わ れ 、 画 面 上 で は 何 も 起 こり 
ませ ん 。 


F 2 : 削 除 

シス テム に 格納 され て いる 外字 を 削除 し ます 。 

画面 左 部 に 、 角 形 カ ッ コ 〔 〕 が 表示 され 、 コ ー ド 番号 の 入力 を 求め て きま す 。16 進 
数 で 削除 し た い 外 字 の コー ド 番 号 を 入力 し て くだ さい 。 


F 3 : 一 覧 
シス テム に 格納 され て いる 外字 の 一 覧 を 表示 し ます 。 
編集 画面 は クリ ア さ れ 、 外 字 の 一 覧 が 表示 され ます 。 次 の 画面 を 見 た いと き は 任意 
の キー、 前 の 画面 8 見 た いと き は [ROLL DOWN| キー、 一 覧 表示 を 中 止 し た いと き は 
[ESC | キー を それ ぞ れ 押し て くだ さい 。 
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F 4 : コー ド 

指定 し た コー ド 番 号 の 外字 の 編集 に 移り ます 。 

画面 左 部 に 、 角 形 カ ッ コ 〔 〕 が 表示 され 、 コ ー ド 番号 の 入力 を 求め て きま す 。16 進 
数 で 編集 し た い 外 字 の コー ド 番 号 を 入力 し て くだ さい 。 


F 5 : 読込 
外字 ファ イル か ら 新 し く 外 字 デ ー タ を 読み 込み ます 。 
画面 左 部 に 、 次 の よう に メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


入力 ファ イル 名 〔USKCG. SYS〕 : 


読み 込み た い 外 字 デ ー タ の 格納 され た 、 外 字 フ ァイル の ファ イル 名 を 入力 し ます 。 
その まま [|( リ ター ン キ ー) を 押す と USKCG. SYS ファ イル が 指定 され ます 。 
[F 5 | に ょ っ て 読み 込み を 行う と 、 そ れ ま で に 編集 し て いた 外字 デー タ は すべ て 消去 
され 、 新 し く 読み 直る れ ま す 。 注意 し て くだ さい 。 


F 6 : 参照 

外字 の 編集 中 に 、 シ ステ ム に 登録 され て いる 文字 パタ ー ン を 呼び 出し ます 。 

画面 左 部 に 、 角 形 カ ッ コ 〔 〕 が 表示 され 、 コ ー ド 番号 の 入力 を 求め て きま す 。16 進 
数 で 呼び 出し た い 文 字 の コー ド 番 号 を 入力 し て くだ さい 。 

外字 の コー ド 番 号 を 入力 し た 場合 は 、 外 字 フ ァイル か ら で は な く 、 現 在 シ ステ ム に 
登録 きれ て いる 外字 の パタ ー ン が 呼び 出さ れ ま す 。 

編集 画面 に は 、 こ の キー に よっ て 呼び 出さ れ た 文字 パタ ー ン が 表示 され ます 。 こ の 
と き 画 面 上 部 に 示さ れ た コー ド 番 号 は 変わ り ませ ん 。 呼 び 出し た パタ ー ン を 再編 集 し 、 
さき に 編集 し て いた コー ド 番 号 の 外字 と し て 登録 する こと が で きま す 。 

文字 の コー ド 番 号 に つい て は 、『 取 扱 説明 書 』 付 録 の 「A-3 コー ド 表 」 を 参照 し て 
くだ さい 。 


F 7 : 反転 
編集 画面 の パタ ー ン 全体 を 白黒 反転 し ます 。 


F 8 : 回 転 
編集 画面 の パタ ー ン 全体 を 、90* ず つ 右 回 り に 回 転 し ます 。 


F10 : 終了 
外字 の 編集 を 終了 し ます 。 [F10 押 す と 、 
処理 を 終了 し ます か ? <Y ン N> 


と 表示 され ます 。 こ こ で [|N] を 押す と 、 も と の 編集 画面 に 戻り ます 。 |Y| を 押す と 、 
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シス テム に 登録 し まし た 
ファ イル を 更新 し ます か ? <Y ン N> 


と 表示 され ます 。 ここ Y 放 押す と 、 編集 し た 外字 デー タ は 指定 出力 ファ イル に 書き 
込ま れ 、 シ ステ ム に も 登録 きれ ます 。 そ し て 、 


ファ イル の 内 容 を シス テム に 登録 し まし た 


と 表示 され 、 コ マン ドモ ー ド に 戻り ます 。 
IN 計 押 す と 、 何 も せ ず に その まま コマ ンド モー ド に 戻り ます 。 こ の 場合 、 さ き に 行 
っ た 編集 作業 は すべ て 無効 と な り 、 出 力 ファ イル に は 何 も 書 き 込 まれ ませ ん 。 シ ステ 

ム に も 、 外 字 は 登録 きれ ませ ん 。 


3 . 外字 ファ イル の 内 容 
外字 ファ イル の 内 容 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


子 約 領域 (34 バ イト ) 
加 世 さ に 16X16 の フォ ント デー タ kl 
コー ド 16X16 の フォ ント デー タ 
$FFFF $FFFF 以 降 は 、24xX24 ド ッ ト の デー タ で す 。 
コー ド 24X24 の フォ ント デー タ 骨 
本 4 導 24X24 の フォ ント デー タ 
= も に 1 
: : 


ここ で 、 コ ー ド 、 コ ー ド の 内 容 、 フ ォ ン ト デ ー タ の 長 さ は 、 次 の よう に な っ て いま 


| フォ ント デー タ の 長 さ 


3 コー ド の 内 容 
My | 16x16 ド ッ ト 24x24 ド ッ ト 


$8000 一 EFFF 


32 バ イト | 72 バ イト 


$F400 一 F5FF 半角 外字 コー ド 16 バ イト 36 バ イト 


注意 : $F400-$F41F、$F500 一 $F51F は 特殊 半角 外字 領域 で す の で 、 通 常 の ア 
プリ ケー ショ ン ソ フト で は 使用 で きま せん 。 
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シス テム の バー ジョ ン の 表示 
VER 
VER コマ ンド は 、Human68k の バー ジョ ン を 確認 する と き に 使い ます 。 
VER 
どす る た と 、 
Human68k version ※.*※ ネ 


の よう に Human68k の バー ジョ ン が 表示 され ます 。 


第 5 章 コマ ンド 


VERIFY 内 部 コマ ンド 


ベリ ファ イィ 機能 の 設定 
VERIFY (ONIOFF) 


VERIFY コマ ンド は 、 ディスク に 書き 込み を 行う 際 に 、 正 常に 書き 込め た か どう か 
の チェ ッ ク を 行う か 否 か の 設定 を し ます 。 

VERIFY を ON に 設定 する と 、 書 き 込 み の 直 後に 、 書 き 込ん だ デー タ を 読み 出し 
て その デー タ が 正しく 書け た か どう か の 照合 チェ ッ ク を 行い ます 。 し た が っ て 、 不 良 
セク タ な どの た め に 物理 的 に 書き 込め な い 部 分 が ある と き は 、 即 座 に エラ ー と し て 表 
示さ れる よう に な り ま す 。 

VERIFY コマ ンド を 使う と 、 妥 合 チェ ッ ク を 行い な が ら 書 き 込 む た め 、 デ ィ ス ク に 
書き 込み を 行う 速度 は 遅く な り ま す 。 

現在 の VERIFY の 状態 を 見 た いと き は 、 


VERIFY 

と し ます 。 VERIFY が OFF で あれ ば 、 
verify は <off> で す 

と 表示 され 、ON で あれ ば 、 
verify は <on> で す 


と 表示 され ます 。 
な お 、 ベ リフ ァ イ 機 能 の 設定 は 、CONFIG.SYS ファ イル の コマ ンド VERIFY で 
設定 する こと が で きま す 。 こ れ に つい て は 、「 第 7 剖 シス テム の 構築 」 を 参照 し て 
くだ さい 。 
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ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル の 表示 ・ 変 更 
VOL <d : >](< く ボリ ュー ムラ ベル >/S | /C〕 


VOL コマ ンド は 、 指 定 し た ドラ イブ 上 に ある ディ スク の ポリ ュー ムラ ベル を 表示 
し た り 、 変 更 し た りす る と き に 使い ます 。 


MO 。 渦 2 
と する と 、 
ドラ イブ A : の ボリ ュー ムラ ベル は XXX で す 


と 表示 され ます 。 ここ で 、 XXX は 、 デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト 時 に つけ た ボリ ュー ムラ 
ベル を 表し ます 。 

ディ スク の ポリ ュー ムラ ベル が 設定 され て いな いと き は 、 次 の メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す 。 


ドラ イブ A : の ボリ ュー ムラ ベル は あり ませ ん 


ドラ イブ の 指定 が な いと き は カレ ント ドラ イブ が 表示 の 対象 に な り ま す 。 

また 、 く < ポリ ュー ムラ ベル >S を つけ て 実行 する こと に より 、 ポ ボリュー ムラ ベル を 
変更 する こと が で きま す 。 

だ と を 疾 は 、 


VOL  A: MYDISK ン S 


と 入力 すれ ば 、 ボ ポリ ュー ムラ ベル が 、^MYDISK” に 変更 され ます 。 

VOL コマ ンド に /C を つけ て 実行 する と 、 ポ ボリ ュー ムラ ベル を 削除 する こと が で 
きま びら 

だ と 芝 ば 、 


VOL 生 : 5 


と 入力 すれ ば 、 ド ライ ブ B の ポリ ュー ムラ ベル が 削除 され ます 。 


注意 

ポリ ュー ムラ ベル の 設定 の と き 、 仮 想 ド ライ ブ な ど に 設定 を 行っ た と き に は 、 次 の 
こと に 注意 し て くだ さい 。 

実体 と な る ディ レク トリ に も 同じ し ボリ ュー ムラ ベル が 設定 され ます 。 し た が っ て 、 
その ディ レク トリ の 内 容 が 空 で も RMDIR コ マン ド で ディ レク トリ を 削除 で き な い 
こと に な り ま す 。RMDIR コ マン ド で その ディ レク トリ を 削除 し よう と する と 、 
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ディ レク トリ が 空 で な いか 、 見 つか ら な いか 、 カ レン トバ パス で す 


と 表示 され 、 指 定 し た ディ レク トリ を 削除 で きま せん 。 

実体 と な る ディ レク トリ を 削除 する と き に は 、 ま ず 仮 想 ド ライ ブ が 設定 され て いる 
ドラ イブ の ボリ ュー ムラ ベル を 削除 し 、 次 に 仮想 ドラ イブ の 設定 を 解除 し て くだ さ 
い 。 

また 、 複 数 の 仮想 ドラ イブ が 同じ ディ レク トリ に 設定 され て いる と き に 、 ど れ か 1 
つの 仮想 ドラ イプ に ボリ ュー ムラ ベル の 操作 を 行う と 、 す べ て の 仮想 ドラ イプ の ボリ 
ュー ムラ ベル に 対し て 操作 し た こと に な り ま す 。 も ちろ ん 、 実 体 と な る ディ レク トリ 
が ルー トディ レク トリ の と き に は 、 実 体 と な る ドラ イブ の ポリ ュー ムラ ベル も 操作 さき 
れる こと に な り ま す (仮想 ドラ イブ や 仮想 ディ レク トリ に つい て は 、 SUBST コ マン 
ド を ご 覧 くだ さい )。 
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ファ イル の 検索 
WHERE 〔/A〕J 〔 ン F〕 人 <d : >| ンス 名 > | < ファ イル 名 >) 


ンス 名 > また は く < ファ イル 名 > で 指定 し た ファ イル を 、 デ ィ レ クト リ の ツリ ー 構 造 の 
中 か ら 検 索 し ます 。 

<d : > で 指定 し た ドラ イブ の マス 名 > で 指定 し た ディ レク トリ か ら 始 め 、 く ファ イル 
名 > で 指定 され た ファ イル を ディ レク トリ の ツリ ー 構 造 に 従っ て 順に 検索 し 、 見 つか っ 
た ファ イル の 位置 する ディ レク トリ の パス 名 を 表示 し ます 。 

<d : > の ドラ イブ 名 が 省略 され た 場合 に は カレ ント ドラ イブ が 、 ぐ パス 名 > が 省略 さ 
れ た 場合 に は ルー トディ レク ト リ が 指定 され た も の と 見 な され ます 。 

< ファ イル 名 > に は ワイ ルド カー ド が 使用 で きま す 。 

また 、 シ ステ ム 属 性 、 不 可視 属性 の つい た ディ レク トリ 、 フ ァイル も すべ て 検索 し 
ま 958 


WHERE TEST. TXT 
カレ ント ドラ イブ の ルー トディ レク トリ か ら 、 フ ァイル TEST. TXT を 検索 し 、 
その 位置 を パス 名 で 表示 し ます 。 
e プ A 
すべ て の ドラ イブ を 検索 し ます 。 
WHERE ノン A TEST. TXT 


すべ て の ドラ イブ の ルー トディ レク トリ か ら 、 フ ァイル TEST.TXT を 検索 し 、 そ 
の 位置 を パス 名 で 表示 し ます 。 


注意 : スイ ッ チ グ A を つけ る と き は 、 ド ライ ブ 名 の <d : > は 指定 し な いで くだ さい 。 
アオコ 
パス 名 の ほか に 、 見 つか っ た ファ イル の 名 前 も 表示 し ます 。 
WHERE ンプ F *. TXT 


カレ ント ドラ イブ の ルー トディ レク トリ か ら 、 拡 張子 が `、 TXT” で ある ファ イル 
を 検索 し 、 そ の 位置 を パス 名 と ファ イル 名 で 表示 し ます 。 
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5.3 バッ チ 処 理 コ マン ド 


ここ で 解説 する コマ ンド は 、 主 に Human68k の バッ チ 処 理 を コン トロ ー ル する た め の も の で す 。 
これ ら の コマ ンド は 単独 で も 実行 する こと が で きま す が 、 バ ッ チ 処理 の 中 で その 機能 を フル に 発揮 し 
ます 。 バ パッチ 処理 コマ ンド に は 次 の も の が あり ます 。 


ECHO バッ チ 処 理 中 に お ける コマ ンド 行 表示 の 設定 ・ メ ッ セ ー ジ の 表示 


FOR コマ ンド の 反復 実行 

GOTO バッ チ 処 理 の 流れ の 変更 

IF 条件 設定 に よる バッ チ 処 理 

PAUSE バッチ 処 理 の 一 時 停止 

REM バッ チ 処 理 中 に お ける コメ ント の 表示 


SHIFT バッ チ 処 理 中 に お ける パラ メー タ の シフ ト 
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バッ チ 処 理 中 に お ける コマ ンド 行 表 示 の 設定 ・ メ ッ セ ー ジ の 表示 
ECHO [ON |OFEF | < メッ セー ジ >〕 
ECHO コマ ンド は 、 バ ッ チ プロ グラ ム 実 行 中 に コマ ンド 行 を 表示 する か し な いか を 
設定 する た め に 使用 し ます 。 
また 、 任 意 の メッ セー ジ を 表示 する た め に も 使う こと が で きま す 。 
@ ECHO モー ド を ON に し ます 
ECHO ON 


と 入力 し ます 。 
この 状態 の と き バ ッ チ ファ イル が 起動 きれ る と 、 バ ッ チ ファ イル の 内 容 が 1 行 ず つ 、 
実際 の 実行 に 合わ せ て 画面 に ヒ に コー バッ ク さ れ ま す 。 
@ ECHO モー ド を OFF に し ます 
ECHO OFF 


と 入力 ます 。 
この 状態 の と き バ ッ チ ファ イル が 起動 され る と 、 バ ッ チ ファ イル の 内 容 は 画面 に 表 
示さ れ ま せん 。 バ ッ チ ファ イル 中 の コマ ンド 行 を 表示 し た く な いと き に は 、 こ の コマ 
ンド を バッ チ フ ァイル の 第 1 行 と し て 入れ て お く と よい で し ょ う 。 
@ 現 在 の ECHO モー ド を 表示 し ます 
ECHO 
と 覚 サ 入力 し ます 。 
echo は <on> で す 
まだ な は 、 
echo は <off> で す 
と いう よう に 、 現 在 の ECHO モー ド が 表示 され ます 。 Human68k の 初期 設定 で は 、 
ECHO モー ド は ON で す 。 


@ メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます 
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ECHO < メッ セー ジ > 


の よう に 、< メ ッ セ ー ジ > と し て 何 か 文 字 列 を 指定 し て 実行 する と 、 指定 し た く < メッ セー 
ジ > が その まま 表示 され ます 。 

バッ チ フ ァイル 中 に この 行 を 入れ て お く と 、ECHO モー ド が OFF で あっ て も 、 バ 
ッ チ 処理 の 実行 時 に この < メッ セー ジ > が 表示 され ます 。 
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コマ ンド の 反復 実行 


FOR %9%<C> IN (< 項目 の セッ ト >) DO < コマ ンド > 
隊 時 た (バッ チ フ ァイル 用 ) 

FOR %<C> IN (< 項目 の セ モット >) DO < コマ ンド > 
5 (コマ ンド 行 用 ) 


< 項目 の セッ ト > の 個数 だ け 、 く コマ ンド > を 繰り 返し て 実行 し ます 。FOR コマ ンド を 
実行 する と 、 変数 <〈C> に で 頂 目 の セ ッ ト > の 要素 が 順次 代入 され 、 そ れ に 従っ て く パコ マン 
ド > が 実行 きれ ます 。 

<C> に は 1 文字 の 変数 名 を 指定 し ます 。 た だ し 、 バ ッ チ ファ イル で 用 いる パラ メー タ 
と 区 別 す る た め 、 数 字 を 用 いな いよ うに し て くだ さい 。 

バッ チ フ ァイル 中 で 用 いる と き に は 、 こ の 変数 く C> の 前 に 9% が 2 個 必 要 (%%F の 
よう に ) で す が 、 コ マン ドモ ー ド か ら 直 接 入 力 す る と き に は % は 1 個 ど けつ け て くだ さ 
い 。 

< 項目 の セッ ト > に は 、 次 の よう に 複数 個 の 文字 列 を 空白 で 区 切っ て 並べ た も の を 指 
定 し ます 。 


< 文 字 列 > < 文字 列 > …… 


< 項目 の セッ ト > に は ワイ ルド カー ド も 使え ます 。 

< コマ ンド > に は 、 繰 り 返 し 実行 し た い コ マン ド を 指定 し ます 。 こ の と き 、 こ の コマ 
ンド の 中 に FOR の 直後 に 指定 し た の と 同一 の 変数 く C> を 含ま せ て お く こ と に より 、 
で 項目 の セッ ト > 中 の 要素 が 順次 これ に 代入 され 、 反 復 実行 され ます 。 


例 
FOR %%E IN (PROC.100 PROC.200)0 DO DUMP %%E 


*"32 さ っ は じ め に PROC. 100、 次 に PROC. 200 が それ ぞ れ %% E に モッ ト さ れ 、 順 に 
DUMP され ます 。 
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GOTO 内 部 コマ ンド 


バッ チ 処 理 の 流れ の 変更 
GOTO < ラベ ル > 


GOTO コマ ンド は 、 バ ッ チ 処理 を く ラ ベル > で 定義 され た 位置 へ 移し ます 。 
ラベ ル は 8 文字 以内 の 文字 列 ( 英 大 文字 、 英 小文字 、 数 字 、 カ タカ ナ 、 漢 字 な ど ) 
で 、 必 ず コ ロン ( : ) で 始ま っ て いな く て は な り ま せん 。 ラ ベル は 、 バ ッ チ ファ イル 中 
の 任意 の 行 に 置く こと が で きま す 。 
GOTO コマ ンド で 指定 する < ラベ ル > に は 、 先 頭 の コロ ン ( : ) を 省 い た も の を 指定 
し ます 。 < ラベ ル > に 対応 する 実際 の ラベ ル が バッ チ フ ァイル 中 に な いと 、 バ ッ チ ファ 
イル の 実行 は 終了 し ます 。 


例 
: LOOP 
ECHO エン ドレ スル ー プ 
GOTO LOOP 


… ^ エ ンド レス ルー プ " を 表示 し 続け ます 。 実 行 を 中 止 す る に は 、[CTRL|+[ C | 
を 押し て くだ さい 。 


・ LOOP 
ECHO エン ドレ ス ルー プ 
GOTO LOOP 9 


: 二 指定 し た ラベ ル が な い の で 、 バ ッ チ ファ イル の 実行 は 終了 し ます 。 
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IF 


内 部 コマ ンド 


条件 設定 に よる バッ チ 処 理 
IF 【〔NOT) < 条件 > < コマ ンド > 


IF コマ ンド は 、< 条 件 シ * パ ラメ ー タ に 従っ て 、< コ マン ド > で 指定 し た 処理 を 行い ま 
す 。< 条 件 > に は 、 次 の う ちの いずれ か を 指定 で き ます 。 < 条件 > の 前 に NOT を 付け る 
と 、 逆 に 指定 の 条件 に あて は ま ら な いと き に コマ ンド が 実行 され ます 。 


@ IF < 文字 列 1> ニー < 文字 列 2> < コマ ンド > 


の os く 文 字 列 1 > と < 文 字 列 2 > が 等 し い 場合 、 く コマ ンド > が 実行 され ます 。 “ニニ "の 前 
後に は 必ず スペ ー ス を それ ぞ れ 入れ る よう に し て くだ さい 。 


@ IF < 数 値 > < コマ ンド > 
EC < 数 値 > が 0 で な い 場 合 、 く コマ ンド > が 実行 され ます 。 
@ IF ERRORLEVEL < 数 値 > < コマ ンド > 


ia COMMAND X の エラ ー コ ー ド が < 数 値 > 以 上 の 場合 、 く コマ ンド > が 実行 され ま 
す 。 COMMAND. X の エラ ー コ ー ド に つい て は 、 第 5 章 の COMMAND コマ ンド 
の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


@ IF EXITCODE < 数 値 > < コマ ンド > 


…… COMMAND. X の エラ ー コ ー ド が < 数 値 > と 等 し い 場 合 、 く コマ ンド > が 実行 され 
ます 。 COMMAND. X の エラ ー コ ー ド に つい て は 、 第 5 章 の COMMAND コマ ン 
ド の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


@ IF EXIST < ファ イル 名 > < コマ ンド > 


Pe < ファ イル 名 > で 指定 され た ファ イル が 存在 し て いる 場合 、 く コマ ンド > が 実行 され 
ます 。 
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PAUSE 内 部 コマ ンド 


バッ チ 処 理 の 一 時 停止 
PAWSE 人 K コ メン シンド 2》) 


PAUSE コマ ンド は 、 バ ッ チ ファ イル の グ の 実行 を 一 時 停止 し ます 。 フ ロッ ピー ディ ス 
ク を 交換 し た り 、 バ ッ チ 処理 を 中 断 さ せ た り する 必要 の ある 場合 に 使用 し ます 。 
PAUSE コマ ンド が 実行 され る と 、 
準備 が で きた ら 何 か キー を 押し て くだ さい 


と いう メッ セー ジ が 表示 され 、 処 理 が 一 時 停止 し ます 。 再 開 す る と き は 任意 の キー ( 
[CTRL|+[ C | 以外 ) を 押し ます 。 
この と き [|CTRL|+| C | を 押す と 、 


バッ チ 処 理 を 中 止 し ます か ? <Y ン N> 
と だ たずね て きま す 。 |Y 押 す と バッ チ フ ァイル の 処理 か ら 抜 け 出し 、 コ マン ドモ ー ド 
に 戻り ます 。 |N 陀 押す と 、 バ ッ チ ファ イル ん 中 の 光 の 行か ら 実行 が 再開 され ます 。 


な お 、[CTRL|+| C |] は 、PAUSE コマ ンド で 一 時 停止 し て いる と き 以外 に も 有効 
で 、 パ バッ チ 処 理 の 中 止 を する こと が で きま す 。 そ の 場合 も 、 同 し メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す の で 、 |Y ほ た は NIC 答え て くだ さい 。 

< コメ ント > に は 、 一 時 停止 時 に 表示 し た い メ ッ セ ー ジ を 指定 し ます 。 た と えば ここ 
に 「 フ ロッ ピー ディ スク を 交換 し て くだ さい 」 と 入れ て お け ば 、 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 交換 し て くだ さい 


の よう に コメ ント の み 表 示し て 、 バ ッ チ 処理 の 実行 を 一 時 停止 し ます 。 
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RE 


る 


内 部 コマ ンド 


員 | | 基 
史 | 民 


1 
吉 


バッ チ 処 理 中 に お ける コメ ント の 表示 


REM (< コメ ント 
REM コマ ンド は 、 バ ッ チ ファ イル の 実行 中 に コメ ント を 表示 し た いと き に 使い ま 


す 。 
REM コマ ンド は 、< コ メン ト > を 表示 する だ け で 他 は 何 も し ませ ん 。 コメ ント 内 の 
区 切 記号 は 、 ス ペー ス 、 タ プ 、 カ ンマ の み 使 用 で きま す 。 
次 の 例 は 、REM コマ ンド を 使っ た バッ チ フ ァイル の 一 例 で す 。 
REM フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト お よび フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の コピ ー 
REM 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ B に 挿入 し て くだ さい 
FORMAT  B: 


DIR 日 : 
DISKCOPY A: 叫 : 
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SHIFT 内 部 コマ ンド 


バッ チ 処 理 中 に お ける パラ メー タ の シフ ト 
SHIFT 


SHIFT コマ ンド は 、 バ ッ チ 処理 の 際 、 仮 パラ メー タ に 代入 され る 実 パ ラメ ー タ を 、 
ひと つ だ けず ら す (シフ ト す る ) た め に 使い ます 。 
た と えば 、TEST, BAT と いう バッ チ フ ァイル の 内 容 が 次 の よう に な っ て いる と 
じ ま す 5 


COPY %1 %2 
SHIFT 
COPY %1 %2 


この バッ チ フ ァイル を 次 の よう に 実行 する と 、 
本寺 - 革 衝 、 発 ま : 区 3 
1) 第 1 行 の % 1 、%% 2 に は 、 そ れ ぞ れ *X 1*、*X 2? が 代入 され 、 
COPY X1 XX ぁ 


と し て 実行 され ます 。 


COPY XX 2 X3 


と し て 実行 され ます 。 

この よう に 、 仮 /*\ ラ メー タ (ここ で は % 1 と % 2 ) の 数 より 実 パ ラメ ー タ の 数 が 多く 
て も 、SHIFT コマ ンド を 用 いて シフ ト す る こと に より 、 順 に 代入 する こと が で きま 
9 

し た が っ て 、 ふ つう バッ チ フ ァイル で 使用 で き る パラ メー タ は % 0 か ら % 9 まで の 
10 個 まで で す が 、SHIFT コマ ンド を 使う こと で 、10 個 以上 扱え を る よう に な り ま す 。 

な お 、SHIFT コマ ンド で シフ ト を 行っ た と き に 、 代 入 す べき 実 パ ラメ ー タ が な く な 
る と 、 順 に 空 ( ヌ ル ) 文字 列 が 仮 パ ラメ ー タ に 代入 され て いき ます 。 
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第 6 章 キー 入力 の 編集 と 
キー ボー ドコ ント ロー ル 


6.1 イン トロ ダク ショ ン 


Human68k で は 、 キ ー 入 力 操作 の 能率 を よく する た め に 、 テン プレ ー ト 機能 、 ヒ スト リ 機 能 (HIS 
コマ ンド )、 ヒ スト リ デ バ イス ドラ イ バ (HISTORY.X) の 3 つ を 持っ て いま す 。 


@ テ ンプ レー ト 機 能 
直前 に 実行 し た コマ ンド 行 を 記憶 し て お き 、 そ の 行 を 加工 し て 再び キー 入力 と し て 使用 し ます 。 


@ ヒ スト リ 機 能 (HISG コ マン ド ) 
それ まで に 入力 され た コマ ンド 行 を 記憶 し て お き 、 数 回 前 に 実行 し た コマ ンド 行 を 、 再 び 実 行 する 
際 に 、 そ の まま 呼び 出し て 使用 し ます 。 


@ ヒ スト リ デ バ イス ドラ イベ バ (HISTORY.X) 
HISTORY.X は HIS コマ ンド の ヒス トリ 機能 を 大 幅 に 拡張 し 、 さ ら に エイ リア ス 機 能 や 簡易 バッ 
チ 機能 な ど を 備え て いま す 。 こ れ を 利用 する こと で Human68k の 操作 性 は 格段 に 向上 し ます 。 


06. ダチ テッ ンプ レー 様 陳 


テン プレ ー ト 機能 は 直前 に 入力 し た コマ ンド を テンプレート? と 呼ば れる 場所 (バッ ファ ) に 保存 
し て お き 、 必 要 に 応じ て 呼び 出す こと が で きる と いう も の で す 。 
テン プレ ー ト 機能 を 使用 する と 次 の よう な 利点 が あり ます 。 


@ 同 じ コ マン ド を 続け て 実行 する と き な ど 、 直 前 の キー 入力 を 1 回 の 操作 で 繰り 返す こと が で きま す 。 
@ 長 い フ ァイル 名 な ど を 誤っ て 入力 し た と き 、 最 初 か ら 入力 し 直す 必要 が あり ませ ん 。 1 一 2 回 の キ 
ー 操 作 で 誤っ た 部 分 を 呼び 出し て 必要 な と ころ だ け 再 入力 で きま す 。 
つま り 、 直 前 の 入力 の 全体 また は 一 部 を 活用 で きる わけ で す 。 
コマ ンド 行 と テン プレ ー ト の 関係 を 図示 する と 、 次 の よう に な り ま す 。 


し EE 
CICEE222I 証 ae 


シス テム の コマ ンド 解析 部 
A>| コマ ンド 行 (現在 行 ) テン プレ ー ト 機能 


ここ で の 動作 は 、 次 の よう に し て 行わ れ ま す 。 
(1) キー ポー ド か ら 入 力 し た コマ ンド は 、 リ ター ン キ ー を 押す まで コマ ンド 行 に 保持 され ます 。 
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(2) リタ ー ン キー を 押す と 、 コ マン ド 行 が シス テム 内 部 の コマ ンド 解析 部 に 転送 され 実行 され ます 。 
同時 に その コマ ンド 行 は テン プレ ー ト に コピ ー さ れ ま す 。 
この よう に 、 い っ た ん 入力 し た コマ ンド 行 が テン プレ ー ト に も コピ ー さ れ て 保持 され る よう に な っ 
て いる だ た め 、 こ れ を 次 回 の 入力 時 に 利用 で きる と いう わけ で す 。 
次 に テン プレ ー ト 機能 の 一 覧 を 示し ます 。 "機能 名 」 と いう の は 、 画面 の ファ ンク ショ ン キ ー 欄 に 表 
示さ れる も の で 、 機 能 を 省略 し た 文字 で す 。 


テン プレ ー ト 機能 
ト : キー 機能 名 機能 
了 ビ ビ 男 
央 和 C 1 テン プレ ー ト か ら 現 在 行 へ 、1 文字 ユ ピ ー す る 
(COPY 1 CHARACTER) 
CU テン プレ ー ト か ら 現 在 行 へ 、 指定 され た 文字 の 
直前 まで の すべ て の 文字 を コピ ー す る 。 
(COPY UP TO CHARACTER) 
CA テン プレ ー ト に ある すべ て の 文字 を 現在 行 に 


すべ て コピ ー す る 
(COPY ALL CHARACTER) 


S 1 テン プレ ー ト 内 の 1 文字 を スキ ッ プ する (コピ 
ー は 行わ な い ) (SKIP 1 CHARACTER) 

SU 指定 され た 文字 の 直前 まで テン プレ ー ト 内 の 
文字 を スキ ッ プ する (コピ ー は 行わ な い ) 

(SKIP UP TO CHARACTER) 

IF 6 | VOID | 現在 行 に 入力 し た 内 容 を 取り 消す (テン プレ ー 
ト の 内 容 は その まま ) 

[F 7| NWL | 現在 行 に 入力 し た 内 容 を テン プレ ー ト に コピ 
ー す る 

[F 8 INS 挿入 モー ド の 設定 ・ 解 除 を 行う 

IF 9| N& を CU | 現在 行 に 入力 し た 内 容 を テン プレ ー ト に コピ 
ー し た 後 、 指 定 され た 文字 の 直前 まで の すべ て 
の 文字 を 現在 行 へ コピ ー す る 

F10 EOF | ICTRLH[Z 」 を 入力 する 
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次 に 、 各 キー の 操作 方 法 に つい て 、 使 用 例 を あげ な が ら 説 明 し ます 。 


く [F 1 キー> 
ヾ MASTERFILE. 100” と 入力 する つも り で 、 湊 の よう に ファ イル 名 を 誤っ て 入力 し 、 エ ラー メ 
ッ セ ー ジ が 表示 され た と し ます 。 


TYPE _ MASTERFILE. 200 
ここ で 、[F 1 | キー を 押し て み ま す 。 す る と 、 

IM 

と 、 現 在 行 に 表示 され て ます 。 こ の まま 、 続 け て [F 1 | キー を 押し て 行く と 、 
TYPE 。 MA…… 

の よう に 、 順 に 、 さ き ほ ど 誤 っ て 入力 し た 行 が その まま 表示 され て いき ます 。 
TYPE MASTERFILE. 

の と ころ まで 表示 され た ら 、 次 に 、 1” と 入力 し 、 ま た [F 1 | キー を 続け て 押し ます 。 
TYPE MASTERFILE. 100 


これ で 、 誤 り を 修正 する こと が で きま し た 。 こ こ で リタ ー ン キー を 押す と 、 目 的 の ファ イル の 内 容 
を 表示 させ る こと が で きま す 。 

この よう に [F 1 | キー を 使う と 、 い ちい ち タ イプ し 直す 必要 が な く 便 利 で す が 、 この 例 の よう に 、 修 
正 し た い 箇 所 が 行 の 後ろ ク に ある と 、 何 度 も |F 1 | キー を 押さ な く て は な り ま せん 。 こ の よう な と き に 
は 、 次 の [F 2 | キー を 使う と 便利 で す 。 


半生 > 
[F 2 | キー は 、 次 の よう に 使い ます 。 
TYPE MASTERFILE. 200 


と 、 誤 っ て 入力 し て エラ ー メ ッ セ ー ジ が 出 た ら 、[F 2 | キー を 押し て (この 時 点 で は 何 も 起 こり ませ 
ん )、 続 け て い 2? を 押し ます 。 す る と 、 現 在 行 に 、 


TYPE MASTERFILE. 


と 表示 され ます 。[F 2 | キー に より 、`2? の 直前 まで の 文字 が 、 テ ンプ レー ト か ら 現 在 行 に コピ ー さ 
れ た の で す 。 こ こ か ら 後 は 、 い まま で どおり 、`\1/、[F 1 | キー、[F 1 | キー と 続け て 押せ ば 、 


TYPE _ MASTERFILE. 100 


と な り 、 修正 が 完了 し ます 。 この 方 法 だ と 、 |F 1 | キー だ け を 使う より も 、 は る か に 簡単 に 手直し する 
どの SG の Si ま 39o 
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<|F 3 | キー> 
同じ 例 で 、[F 3 | キー を 使っ て 修正 し て み ま す 。 


TYPE _ MASTERFILE. 200 


と 、 誤っ て 入力 し て エラ ー メ ッ セ ー ジ か 出 た ら 、[F 3 | キー を 押し ます 。 する と 現在 行 に 、 さ き ほ ど ま 
ち が え て 入力 し た 行 と 同じ も の が 次 の よう に 、 


TYPE MASTERFILE. 200 


と 表示 され ます 。 こ こ で 、 | BS | キー、 ま た は [ 一 | キー を 押し て 、 カ ー ソ ル ヾ 2? の と ころ まで 移 動 
し て 200” を 消し 、 ヾ 1? を 入力 し ます 。 そ し て 、 こ の まま 再び |F 3 | キー を 押す と 、 現 在 行 は 、 


TYPE _ MASTERFILE. 100 
と 表示 され 、 修 正 が 完了 し ます 。 
<IF 4 | キー> 
[F 4 | キー は 、 次 の よう な と き に 使い ます 。 ヾ FILE3. TXT" を コピ ー し よう と し て 、 
COPY FILE34. TXT B: 


こ 入 力 し て し まい 、 エ ラー が 出力 され て し まっ た と し ます 。 この と き 、 まず [F 1 | キー、[F 2 | キー な 
ど を 使っ て 、 次 の 現在 行 に 、 ヾ 3? の と ころ まで 表示 きせ ます 。 


COPY FILE3 


ここ で 、[F 4 | キー を 押す と 、 テ ンプ レー ト の 中 の 内 容 が 1 文字 (ここ で は ヾ 4 だ け ス キッ プ ( 秒 
び 越 し ) き され ま す 。 こ の と き 、 画 面 上 で は 何 も お こり ませ ん が 、 次 に 残り の 文字 を [F 3 | キー を 押し て 
現在 行 に コピ ー す る と 、 


COPY FILE3.TXT B: 
と な り ま す 。 こ れ で 、 修 正 が 完了 し ます 。 
<LF_5 | キー> 


[F 5 | キー は 、 テン プレ ー ト 中 の 指定 の 文字 まで を スキ ッ プ する も の で 、 使い 方 は [F 2 | キー と 似 て 
いま す 。 


COPY FILE001.DOC B: 


と いう 行 が テン プレ ー ト 中 に ある と し て 、 |F 1 | キー、[F 2 | キー な ど を 使い 、 次 の 位置 まで 現在 行 に 
が ーー 表す 8 
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GOPYS FI 上 選 世 


ここ で 、[F 5 | キー、 続 いて ` ヾ .? を 押す と 、 テ ンプ レー ト 中 の “001* が スキ ッ プ され ます 。 
キー を 押せ ば 、 


COPY FILE. DOC 日 : 


と な り ま す 。 


<|F 6 | キー> 

[F 6 | キー は 、 いま 入力 し て いる 現在 行 の 内 容 を すべ て 取り 消す の に 使い ます 。 テ ンプ レー ト の 内 容 
は 以前 の コマ ンド 行 で 入力 し た まま と な っ て いま す 。 テ ンプ レー ト 機 能 に よる 作業 中 に 、 コ マン ド 行 
の 編集 ・ 修 正 が 失敗 し た と き な ど 、 元 の イメ ー ジ に も どす と き に 使用 する と 便利 で す 。 


<[F 7 | キー> 

[F 7 | キー は 、 以前 の テン プレ ー ト の 内 容 を 捨て 、 現 在 行 に 入力 され て いる 内 容 を その まま テン プレ 
ー ト に 移し ます 。 こ の と き 、 カ ー ソ ル は 次 行 の 最初 に 戻り 、 何 も 入力 され て いな い 状 態 と な り ま す 。 
何 か コ マン ド を 入力 し 、 リ ター ン キ ー を 押す 前 に 誤 入 力 に 気がつい た と き は 、 こ の キー を 使う と エラ 
ー に な る 前 に 修正 を 行う こと が で きま す 。 


Fs | キー ッ 
[F 8 | キー は 、 テ ンプ レー ト 中 の 内 容 の 、 任 意 の 場所 に 文字 を 追加 搬入 し た いと き に 使い ます 。 
EE 世 ET 炎 


と いう コマ ンド テン プレ ー ト に 入っ て いる と し て 、[F 1 | キー な ど を 使っ て 次 の 位置 まで 現在 行 に コ 
2750 ま 95 


IMBE に 


ここ で 、[F 8 | キー、 続 いて *T” を 押す と 、^F” の 後に *T*” が 挿入 され ます 。[F 3 | キー を 押せ 
ば 、 


TYPE FIEBE. 天下 


と な り ま す 。 
な お 、[F 8 | キー は 、 いち ど 押 す と 挿入 モー ド に な り ま す が 、 も うい ち ど 押 すか 、 ま た は 別 の テン プ 
レー ト 機 能 キ ー を 押す こと で 挿入 モー ド を 解除 する こと が で きま す 。 


<[F 9 | キー> 


[F 9 | キー は 、[F 2 |] キー と 同様 の 機能 を 、 テ ンプ レー ト に 対し て で は な く 、 現在 行 に 対し て 行い ま 
す 。 現在 行 で 、 次 の よう に 入力 し た 時 点 で 、 
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TYPE FILD. TXT 
[IF 9 | キー、 続 いて *D′ キー を 押せ ば 、 現 在 行 に 、 
TYPE FL 


と 表示 され ます 。 こ の と き 、 テ ンプ レー ト に は 、 さ き に 入力 し た 現在 行 の 全文 字 が コピ ー さ れ て いま 
お 。 
この キー は 、|F 7 | キー と 同様 、 リ ター ン キ ー を 押す 前 に 誤り を 修正 し た いと き に 便利 で す 。 


6.3 ヒス トリ 機能 (HIS コマ ンド ) 


ヒス トリ 行列 と は 、 そ れ ま で に 実行 し た コマ ンド 行 を 、 シ ステ ム 内 の バッ ファ に 保存 し た も の で す 。 

ヒス トリ 機能 は 、 こ の ヒス トリ 行列 を 利用 する こと に より 、 そ れ ま で に 実行 し た コマ ンド を さか の 
ぼっ て 呼び 出す こと の で きる 機能 で す 。 

まず 、 実 際 に ヒス トリ 行列 を 表示 し て み ま し ょ う 。 次 の よう に 入力 し ます 。 


HIS 
これ で 、 た と えば 次 の よう に 、 そ れ ま で に 実行 し た コマ ンド が 順に 表示 され ます 。 


00005:DIR 日 : 

00004: TYPE BB:FILE. 100 

00003 : COPY 日:FILE. 100 A:FILE. OK 
00002 : DIR 

00001:DEL 日 :FILE. 100 

00000 : HIS 


左側 に は 、 い ま 入 力 し た HIS” コマ ンド か ら 逆 順に 数 えて いい くつ 前 の ” コマ ンド 行 で ある か が 
数 字 で 示さ れ 、` : / 以下 右側 に 保存 きれ て いる コマ ンド 行 が 表示 きれ ます 。HIS コマ ンド に つい 
て 、 く わし く は 「 第 5 章 コマ ンド 」 の HIS の 項 を ご 覧 くだ さい 。 

この ヒス トリ 行列 を 実際 に 利用 し て ヒス トリ 機能 を 使う に は 、 次 に 示す よう な キー 操作 を 行い ます 。 
ー < 数 値 > 注目 行か ら 逆 方 向 ( 古 い 方 向 ) へ < 数 値 > だ け 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー ト 

に 格納 し ます 。< 数 値 > を 省略 する と 、 1 を 指定 し た も の と みな され ます 。 
十 < 数 値 > 注目 行か ら 正方 向 ( 新 し い 方 向 ) へ < 数 値 > だ け 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー 
ト に 格納 し ます 。< 数 値 > を 省略 する と 、 1 を 指定 し た も の と みな され ます 。 
ー グ < 文字 列 > 注目 行か ら 逆 方 向 に ある < 文字 列 > で 始ま る 行 に 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ 


ー ト に 格納 し ます 。 

オノ < 文字 列 > 注目 行か ら 正 方 向 に ある < 文字 列 > で 始ま る 行 に 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ 
ー ト に 格納 し ます 。 

ー ? < 文字 列 > 注目 行か ら 逆 方 向 に ある < 文 字 列 > を 含む 行 に 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー 
ト に 格納 し ます 。 
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二 ? < 文字 列 > 注目 行か ら 正方 向 に ある < 文字 列 > を 含む 行 に 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー 


ト に 格納 し ます 。 
最新 の 行 に 移動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー ト に 格納 し ます 。 
注目 行か ら 逆 方 向 へ 1 つ だ け 移 動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー ト に 格納 し ます 。 
注目 行か 正方 向 へ 1 つ だ け 移 動 し 、 そ の 内 容 を テン プレ ー ト に 格納 し ます 。 
現在 の テン プレ ー ト 中 の 内 容 を 、 そ の まま コマ ンド 行 と し て 実行 し ます 。 
| を 押し た の と 効果 は 同じ で す 。 


ここ で 、 注 目 行 と は 、 ヒ スト リ 行 列 中 で 、 い ま シ ステ ム が 注目 し て いる 行 の こと を 指し ます 。 
前 記 の 例 を も と に 、 実 際 に ヒス トリ 機能 を 用 いて 作業 を 行っ て み ま す 。 
ROLL DOWN| を 1 回 押す か 、 ま た は 、 


ー 
と 入力 し ます 。 す る と 、 次 の コマ ンド 行 に 、 
A>DEL B: FILE. 100 


と 表示 され ます 。 注 目 行 が ヒス トリ 行 列 中 を 、 逆 方 向 に 1 つ だ け 移 動 し た わけ で す 。 こ こ で も うい ち 
ど 同 じ 操 作 を 行う と 、 さ ら に 注目 行 が 1 つ 逆 に 移動 し 、 次 の コマ ンド 行 に 、 


A> DIR 


と 表示 され ます 。 
次 に 、 [ROLL UP | を 押す か 、 ま た は 、 


二 
と 入力 する と 、 次 の コマ ンド 行 に 、 
A>DEL : FILE. 100 


と 表示 され ます 。 こ ん ど は 、 前 の 操作 と は 反対 に 、 注 目 行 が ヒス トリ 行列 中 を 正方 向 に 移動 し まし た 。 
次 に 、 


ー ン TYPE 
と 入力 し て みる と 、 ヒ スト リ 行 列 中 で 、*TYPE′ で 始ま る 行 が 逆 方 向 に さき が さ れ 、 
A>TYPE  B:FILE. 100 


と 表示 され ます 。 

以上 どの 場合 も 、 ヒ スト リ 行 列 の 注目 行 は 、 表 示さ れる と 同時 に その 内 容 が テン プレ ー ト 中 に 入り 、 
カー ソル は さら に その 次 の 行 に 移り ます 。 

さき に 注目 行 を 、「 シ ステ ム が 注目 し て いる 行 」 と 説明 し まし た が 、 実 際 に は 、 ヒ スト リ 行 列 中 で 、 
いま テン プレ ー ト に 格納 され て いる ヒス トリ 行 、 お よび その 行 番号 を 指す こと に な り ます 。 
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過 過去 の 実行 ずみ 
コマ ンド 行 が 
ヒス トリ 行列 に 
格納 され ます 


A> 


A> 
ヒス トリ 行列 


注目 行 の 
| へ o (sse) 


行い ます 
] ヒス トリ 機能 


A> 


7 タグ Std 
(eommef) 
こと が で きま す 
し た が っ て 、 こ の 状態 で テン プレ ー ト 機能 を 使う こと に より 、 い ま 表 示さ れ た 行 を コマ ンド 行 と し 
て 利用 で きる の で す 。 
た と えば 、 [ROLL UP| を 押し て 、 決 の 行 を 表示 させ た と し ます 。 


A>COPY 日 :FILE. 100 A:FILE. OK 
_A> 画 


ここ で [F 2 | を 押し 、 続 け て *A” を 押せ ば 、 テ ンプ レー ト に 入れ られ た この ヒス トリ 行 が 編集 され 
て 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


A>COPY 日 :FILE. 100 A:FILE. OK 
A>COPY BB: FILE. 100 


ここ で 、 他 の テン プレ ー ト 機能 用 の キー も 利用 すれ ば 、 こ の コマ ンド 行 を 自由 に 編集 する こと が で 
きる わけ で す 。 

こう し て 、 ヒ スト リ 機 能 と テン プレ ー ト 機能 を あわ せ て 利用 する こと に より 、 キ ー 入 力 を 効率 よく 
2 と が で きま すず す 3 

な お 、 ヒ スト リ 行 列 は バッ ファ に 保存 きれ ます が 、 バ パッ ファ の 領域 の 限度 を 超え た 部 分 に つい て は 
保存 する こと は で きま せん 。 ヒ スト リ 行 列 の 格納 量 を 増やし た いと き は バッ ファ の 領域 を 増やす 必要 
が あり ます 。 こ の と き は 、CONFIG. SYS ファ イル 中 に 指定 され た SHELL 行 中 の COM- 
MAND. X に 、“/H” スイ ッ チ を つけ て ヒス トリ エリ アサ イズ を 指定 し て くだ さい 。 詳 細 は 、 第 5 
章 の 「COMMAND」 コマ ンド の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
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6 4 ロ RR ド リ デ テバ パイ スズ ドラ イ バ 


6.4 ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 


Human68k の 操作 環境 を 格段 に 向上 ミ せ る た め に 、“HISTORY.X" と いう デバ イス ドラ イ バ を 用 
意 し て いま す 。 ここ で は 、 この HISTORY.X の 使い 方 に つい て 解説 し ます 。 6.3 で 解説 し た ヒス トリ 
機能 は COMMAND.X の 内 部 コマ ンド の HIS コマ ンド で 行い まし た が 、 こ こ で 解説 する ヒス トリ デ 
バイ ス ド ラ イ バ は CONFIG.SYS で 組み 込む も の で す (コマ ンド 行か ら も 可能 )。 実 際 の 組み 込み 方 
法 は 後ほど 解説 し ます 。 


6.4.1 HISTORY.X の 概要 
この デバ イス ドラ イ バ は 、 キ ー ボ ー ド の タイ プ 量 を 極力 減ら す た め に 次 の よう な 機能 を 持っ て いま す 。 


コマ ンド 行 で の 編集 機能 

テン プレ ー ト の 操作 

入力 文字 列 の ヒス トリ の 検索 と 再 入力 (ヒス トリ 機能 ) 
ディ レク トリ 変更 履歴 の 検索 と 再 入力 

エイ リア ス (別名 ) 定義 機能 

簡易 バッ チ 機 能 

。 環境 変数 の 取り 込み ・ そ の 他 


ma. 50 本 65 55 ご 


各 機 能 の 概要 は 次 の と お り で す 。 


1 . コマ ンド 行 で の 編集 機能 
コマ ンド や パラ メー タ を 間違え て 入力 し た 場合 、 エ ディ タ と 同じ よう に 入力 し た 行 を 編集 する こと 
が で きま す 。 た と えば 、 


TYPE \HELP\HST.HLP 


と 入力 し て 、HST は HIST の 間違い だ と 気付 いた と き は 、 カ ー ソ ル 移 動 キ ー で カー ソル を 「“S“* 
の 位置 に 移動 し て “1I” を 入力 すれ ば 修正 で きま す 。 こ の カー ソル 移動 の 方 法 は 、 基 本 的 に スク リー 
2 イク ター 中 同 世 で すず 8 


2. テン プレ ー ト の 操作 
テン プレ ー ト 機能 は HISTORY.X が 組み 込ま れ て いな く て も 利用 で きま す が 、HISTORY.X で は 
さら に テン プレ ー ト の 引き 数 だ け を コピ ー す る 機能 が 追加 され ます 。 


3 . 入力 文字 列 の ヒス トリ の 検索 と 再 入力 (ヒス トリ 機能 ) 

HIS コマ ンド で も 、 こ れ ま で 入力 し た コマ ンド を さか の ぼっ て 呼び 出す こと が で きま す 。 し か し 、 
HIS コマ ンド の 場合 テンプレート に 格納 し た り 、 あ る い は バッ チ フ ァイル に し た り 、 と いっ た 複数 
の 手続 き が 必要 と な り ま す 。 と ころ が 、 HISTORY.X で は 、 以前 に 入力 し た コマ ンド や 引き 数 を ワン 
タッ チ で 呼び 出し て 実行 する こと が で きま す 。 
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Re (Ge 


ED \HELP\HHIST.BAT 
TYPE \HELP\HHIST.BAT 
HHIST 


と いう コマ ンド を 入力 し て いた 場合 、 も う 一 度 HHIST.BAT を 表示 し た いと き は 、 |「CTRL | キー 
を 押し な が ら を 押し ます 。 こ うす る と 、 コ マン ド 行 に は 


AHHIST 


と 表示 され ます 。 こ こ で 、 さ ら に キー を 押し な が ら [W | を 押す と 


TYPE \HELP\HHIST.BAT 


と 表示 され る の で 、 こ こ で リタ ー ン キー を 押せ ば TYPE コマ ンド が 実行 され ます 。 


4 . ディ レク トリ 変更 履歴 の 検索 と 再 入力 

ディ レク トリ の 移動 は CD コマ ンド で 行い ます か ら 、 ヒ スト リ 機 能 を 利用 し て も 以前 に 入力 し た な コ 
マン ド を 呼び 出す こと が で きま す 。 し か し 、 ハ ー ド ディ スク を 利用 し て いる 場合 な ど は 、 デ ィ レ クト 
リ を 移動 する こと が 多い の で 、 ヒ スト リ 機 能 と は 別に この 機能 を 用 意 し て いま す 。 

ご 事 夫 に 


CD \ETCY\YGAME 
CD \PRG\CSRC\GREP 
CD \UTL\TOOL 


と ディ レク トリ を 変更 し て いた 場合 、 半 ETC\GAME に ディ レク トリ を 移動 する と き は 、 [CTRL 
キー を 押し な が ら | Q | を 2 回 押し ます 。 こ うす る と 、 コ マン ド 行 に 


A>CD \ETC\YGAME 
と 表示 され る の で 、 こ こ で リタ ー ン キー を 押せ ば CD コマ ンド が 実行 され て 目的 の ディ レク トリ に 移 
動 で きま す 。 


5 . エイ リア ス (別名 定義 ) 機能 

コマ ンド を 別 の 名 前 で 定義 する 機能 で す 。 ス イッ チ や オプ "ション の 多い コマ ンド は な か な か お ほぼ え 
に くい お の で す が 、 こ うい っ た コマ ンド を 短い 名 前 で 定義 し て お け ば 、 い ちい ち マ ニュ アル を 見 な く 
て も 簡単 に 実行 で きる よう に な り ま す 。 た と えば 、 


SPEED 1200 B8 PN S1 XON 
を “RSINIT” で 定義 し て お け ば 、 


RSINIT |J 
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と 入力 する だ け で 、 
SPEED 1200 B8 PN S1 XON 


が 実行 され ます 。 ま た 、 マ ル チ 処 理 や リダイレクト と 組み 合わ せ た り 、 バ ッ チ 処理 と 同じ よう に パラ 
メー タ も 利用 する こと が で きま す 。 


6 . 簡易 バッ チ 機 能 
入力 し た コマ ンド は ヒス トリ バッ ファ に 格納 され ます が 、 こ れ を バッ チ 処 理 の よう に 連続 し て 実行 
で きま す 。 た と えば 、 ヒ スト リバ ッ フ ァ に 次 の よう に 格納 され て いる と き に 


111 FORMAT 日 : 

121 DISKCOPY A: 昌 : 

131 CHKDSK 日 : 

141 ED \HELPYHHIST.BAT 
15! TYPE \HELPYHHIST.BAT 
16| HHIST 

171! CHKDSK A: 


A テ 1 一 3 7 画 


![cTRL 」+ [IN| (| に | [3] [スペ ー ス | [7| [CTRL | + IN| と 入力 する ) 
と 入力 する と 、 1 か ら 3 番目 の コマ ンド と 7 番目 の コマ ンド が 順 炎 実行 され ます 。 


7 . 環境 変数 の 取り 込み ・ そ の 他 
コマ ンド 行 に 環境 変数 を 展開 し た り 、HISTORY.X の 状態 を 切り 替 を る た め の 機 能 で す 。 


6.4.2 HISTORY.X の 機能 


ここ で は 、HISTOR Y.X の 全て の 機能 を 、 例 を まじ えな が ら 解 説 し て いき ます 。 
HISTORY.X の コマ ンド に は 、CTRL( コ ント ロー ルキ ー) 系 と ESC( エ スケ ー プ キー) 系 の 2 種類 
あり ます 。 


CTRL 系 の コマ ンド 
CTRL 系 の コマ ンド は 、 キー を 押し な が ら 1 文字 の キー を 押す こと に よっ て 入力 する も 
の で す 。 こ の 操作 方 法 を 


CTRL | |X| (X は 1 廊 字 の キー) 


の 吐 の に プラス 記号 で つない で 表 吉 性 天 ま 8 


ぐす ESC 系 の コマ ンド 
ESC 系 の コマ ンド は 、「ESC| を 押し 、 続 け て 1 文字 の キー を 押す こと に よっ て 入力 する も の で す 。 
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この 操作 方 法 を 


ESC| ・| X | (X は 1 交 字 の キー) 


の よう に “・” 記号 で 区 切っ て 表記 し ます 。 


金 表記 に つい て 
コマ ンド の 解説 で 使用 する 記号 は 、 そ れ ぞ れ 次 の よう な 意味 で す 。 


記 号 意 味 


1 スペ ー ス (空白 文字 ) 
<str> 任意 の 文字 列 
<num> 数 値 

<item> 8 文字 以下 の 文字 列 
く <enw 任意 の 環境 変数 名 
繰り 返し を 示す 


1. コマ ンド 行 て の 編集 機能 
編集 機能 は カー ソル の 移動 と 文字 の 挿入 削除 の 2 つ に 分 け て 説明 し ます 。 表 中 の 「 キ ー」 の と こ 
ろ に 複数 の キー が 書か れ て いる も の は 、 ど ちら の キー を 使用 し て も 同じ で す 。 


・ カ ー ソ ル の 移動 
St 」 機 能 
ト っ 
2 介 隊 全 年 | ST 上 寺 三 カー ソル を 1 文字 左 へ 移動 
GEREIE 有 ED 人 晴 詩 カー ソル を 1 文字 右 へ 移動 
@⑥ERBI 和 | AA 寺 | 1 カー ソル を 1 ワー ド 左 へ 移動 . 
[CTRLI+[F |]、[ 」 カー ソル を 1 ワー ド 右 へ 移動 
CTRL+| B | カー ソル を 行頭 行末 へ 移動 


表 中 の 「 ワ ー ド 」 と いう の は 、 次 の よう な 文字 で 区 切ら れ た 文字 列 の こと で す 。 


すま 1 


了 MS 35 
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684 コ 回 K ト リ デ パ イス ドライバ 


例 ) 


A>CD \DOCY REPORT \ X68K 田 
! |CTRL|+| A 
A>CD \DOC\ REPORT\ 連 68K 
! |ICTRL|+| B | 
A>CD YDOCYREPORTY\ X68K 
! |CTRL|+| B 
A>CD \DOCY REPORT \ X68K 較 


・ 文 字 の 挿入 削除 


に 壮 枯 キー 機 能 
CTRL|+ | HH |、[BSI カー ソル 位置 の 左 の 文字 を 削除 
ICTRL|+| G |、|DEL| | カー ソル 位置 の 文字 を 削除 
@GTRE| キ | カー ソル の 左 1 ワ ー ド を 削除 
CTRL|+| \ カー ソル の 右 1 ワー ド を 削除 
GTIREI 持 憶 再 カー ソル より 左 グ の 文字 列 を 削除 
CTRL|+| K | カー ソル 位置 より 行末 まで を 削除 
CTRELI+| 9O | 挿入 上 書き モー ド の 切り 替え 
[CTRL|+ | [ |、[ESC] | コン トロ ー ル 文字 の 入力 


文字 の 入力 時 は 、 基 本 的 に 挿入 モー ド に な っ て いま す 。 途 中 で 挿入 上 書き の モー ド を 変え て も 、 
次 に 入力 する と き は 挿入 モー ドド に な り ま す 。 た だ し 、 こ の 状態 は 起動 時 の オプ ショ ン や コマ ンド で 切 
り 替 える こと も で きま す (詳し く は 後述 し ます )。 

コン トロ ー ル 文字 を 入力 する と き は 「CTRL| + | [ | (また は [ESC| ) を 押し た 後に 、 [CTRL| キ 
ー と コン トロ ー ル 文字 を 押し ます 。 


例 1) 


AECHO 
| |CTRL | 二 
AECHO 圏 
! 「CTRL| 二 | L | (コン トロ ー ル 文字 ) 
AECHO へ し 玉 


201 


第 6 章 キー 入力 の 編集 と キー ボー ドコ ント ロー ル 


例 2) 


ACD \DOC\ REPORT \ X68K 


! |CTRL| 二 | Al 
A>CD \DOC\REPORT \X68K 


! IICTRE|+| ぐ へ | 


A>CD \DOCYKX68K 


2. テン プレ ー ト の 操作 
テン プレ ー ト の 操作 に は 、ESC 系 の コマ ンド を 使い ます 。 


・ テ ンプ レー ト 機 能 
に 和議 機 能 
[ ] 
BSCI SS に S 上 (@ テン プレ ー ト か ら 1 文字 コピ ー 
BS SS AGW) テン プレ ー ト か ら 指 定 文字 まで コピ ー 
ESCI|・| U | (CA) テン プレ ー ト か ら 残 り の 文字 を すべ て コピ ー 
ESCI | V | (9 テン プレ ー ト .E で 1 文字 スキ ッ プ 
ESCI・| W | SU) テン プレ ー ト 上 で 指定 文字 まで スキ ッ プ 
ESC|・| E | (VOID) 入力 行 を すべ て 削除 
ESC|・| J | (NWD) 入力 行 を テン プレ ー ト に コピ ー 
ESC|・| P | QNS) テン プレ ー ト の 挿入 上 書き モー ド の 切り 替え 
ESC| ・| F | (NWL&CU) 入力 行 を テン プレ ー ト に コピ ー し た 後 、 指 定 文字 まで コピ ー 
ESC| ・| 0 | て IESCI・| 9 | テン プレ ー ト の 1 へ て 10 番目 の 引数 を コピ ー 


表 中 の カッ コ 書 き の も の は 、「6.2 テン プレ ー ト 機能 」 で 示し た 機能 名 の こと で す 。 ファ ンク ショ ン 
キー に よる テン プレ ー ト 機能 もち もそ の まま 機能 し ます の で 、 ど ちら か 使い や すい 方 を 使っ て くだ さい 。 
「 引 数 」 と いう の は 、 タ プ ブ や スペ ー ス で 区 切ら れ た 文字 列 を 示し ます 。 


例 ) 
デ テン プレー ドド に 
TYPE  \DOC\ REPORT \ ABC. DOC 
と いう 文字 列 が 入っ て いる も の と する と 、 次 の よう な 操作 が で きま す 。 


ADEL 画 
! ESCI・| 1 | 
ADEL  \DOC\ REPORT \ ABC. DOC 画 
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6 24) 民 粒 ドリ デパ イズ ス ドライバ バ 


3 . 入力 文字 列 の ヒス トリ の 検索 と 再 入力 (ヒス トリ 機能 ) 
ヒス トリ 機能 は 、 以 前 に 入力 し た コマ ンド を 再度 入力 する た め の 機 能 で す 。 新 た に 入力 し た コマ ン 
ド は 、 特 別 な 指定 を し な いか ぎり 、 自 動 的 に ヒス トリ バッ ファ と 呼ば れる 領域 に 登録 され ます 。 


・ ヒ スト リ 機 能 


肌 キロ 」 機能 六 


[CTRLT+| W |、[ROLLDOWN| | ヒス トリ の 新しい も の か ら 検 索 ・ 再 入力 


<str> 「CTRLI+| W |、 


<str> | ROLLDOWN 
* ッ <str [CTRL|+| W |、 


′ <str> IROLLDOWN 
[CTRL+| E |、 IROLLUI | ヒス トリ の 古い も の か ら 検 索 ・ 再 入力 


<str> で 始ま る ヒス トリ を 新しい 方 か ら 検 索 ・ 再 入力 
ー ーー 
<str> を 含む ヒス トリ を 新しい 方 か ら 検 索 ・ 再 入力 


WI し <Gt> で 始ま る ヒス トリ を 古い 方 か ら 検索 ・ 再 入力 
<str> [ROLLUP 
二 症 hi | ee を 含む ヒス トリ を 古い 方 か ら 検索 ・ 再 入力 

| [CTRL+[R | _| 上 スト リ の 新しい も の か ら 別 数 を 検索 ・ 理 人 
<stp [CTRLI+| R | ヒス トリ の 新しい も の か ら <str> を 合 む 引数 を 検索 ・ 再 入力 
et ・ CTRL TIR | 人 113TSBN。 <str>′ の 後に 再 
Ke 中 当 臣 財 ヒス トリ の 古い も の か ら 引 数 を 検索 ・ 再 入力 

| <st> [CTRLI+| T ヒス トリ の 古い も の か ら <str> を 含む 引数 を 検索 ・ 再 入力 | 
<st> [CTRLI+| 下 |))。 | ヒス トリ の 占い も の か ら 引数 を 検索 し 、<Sr>′ の 後に 再 入力 
[ESGI・[ < 」 | ヒス トリ の 新しい も の か ら 引 数 部 分 を 検索 ・ 再 人 力 

| 民 SCI・[\ | ヒス トリ の 占 いも の か ら 引 数 部 分 を 検索 ・ 再 入力 
[CTRH+[ LE | | ヒス トリ の 新しい も の を 1 画面 分 表示 
興 連 ZICTRL| 告 上 | | ヒス トリ の 新しい も の か ら <str> を 含む も の を すべ て 表示 
[ESCI]・[ L ] ヒス トリ を すべ て 表示 
<str> [ESC|・[ L | 1] <str> を 含む ヒス トリ を すべ て 表示 
<num> |ESCI・| N | | <num> 番目 の ヒス ト リ の 再 入力 
IESCI・」@ | 入力 中 の 行 を ヒス トリ に 登録 し 、 入 力行 を 削除 


( 注 ) 引数 部 分 と は 、 コ マン ド 行 に 入力 され た 六 字 列 の うち 、 コ マン ド を 除い た スペ ー ス 以降 の 部 分 で 
356 
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例え ば 

COPY A UTESWT IE DATT 
で は 、 

ATESTAIDAT2B : 
と いう 部 分 を 引数 部 分 と いい ます 。 


ヒス トリ バッ ファ に 次 の よう な 文字 列 が 入っ て いる も の と し て 操作 例 を 示し ます 。 


11! ED \HELP\HHIST.BAT 
121| TYPE \HELP\HHIST.BAT 
13! TYPE REPORT.DOC 

141 HHIST 

15| CD \DOC\REPORT\X68K 


例 1) 


た | 
! [CTRL|+| w | 
A>CD \DOCY REPORT Y X68K 画 
! |CTRL|+| w | 
AHHIST 画 


例 2) 


ATY 

! |CTRL|+ | w | 
ATYPE REPORT.DOC 画 

! [CTRLI+ [| w | 
ATYPE  \HELPY HHIST.BAT 圏 


例 3) 


A ン HE 瑞 


) CTRL| 十 | WI 


ATYPE  \HELPY HHIST. BAT 画 


) |CTRLI+| w | 


AED \HELP \ HHIST.BAT 画 
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例 4) 


例 5) 


例 6) 


例 7) 


例 8) 


例 9) 


A> DOC 画 
! [CTRL|+|E | 
A>TYPE REPORT.DOC 
ド JCWRE| 宇 此 時 
A>CD \DOC\REPORT\ X68K 


A 田 


) [cTRL|+| R | 


] 


A>\DOC\ REPORT \ X68K 圏 


! [CTRL|+| R 
A>CD 画 


ADO 副 
! |CTRL|+| R 
A>\ DOCY\ REPORT\ X68K 田 
! |CTRL|+| R 
A>REPORT.DOC 画 


ADIR 副 
| |CTRLI 二 | R 
A>DIR \DOCY\REPORT\ X68K 


ADEL 副 
) | 眉 誠 "| ^ 
A>DEL  \DOC\ REPORT\ X68K 較 
| 王 SG SI 
ADEL REPORT.DOC 陣 


A>2 画 
! IESC|・| N 
A>TYPE  \HELP\ HHIST.BAT 画 
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第 6 章 キー 入力 の 編集 と キー ボー ドコ ント ロー ル 


例 10) 


A>ED SAMPLE.DOC 
) IEscl・| @ | 
A 画 (ED SAMPLE.DOC” は ヒス トリ に 登録 され る ) 


! |ICTRLI 二 | L | 


11! ED \HELP\HHIST.BAT 
12! TYPE \HELP\HHIST.BAT 
13! TYPE REPORT.DOC 


141 HHIST 


15! CD \DOCYREPORT\ XG8K 
16! ED SAMPLE.DOC 


ジン | 


4 ディ レク トリ 変更 履歴 の 検索 と 再 入力 
以前 に CD コマ ンド で 変更 し た ディ レク トリ の パス 名 を 再度 入力 する 機能 で す 。CD コマ ンド で ディ 


レク トリ の 変更 を 行う と 、 そ の 内 容 は 自動 的 に ヒス トリ バッ ファ と ディ レク トリ 変更 履歴 の 両方 に 


録 さ れ ま す 。 


・ デ ィ レ クト リ 変 更 履歴 の 検索 


登 


キ ーー 


ー イ 


機 能 


[CTRLI+ | Q 


ディ レク トリ の 変更 履歴 を 新しい も の か ら 検 索 ・ 再 入力 


<str> |CTRL| 二 | Q | 


<str> を 含む ディ レク トリ の 変更 履歴 を 新しい も の か ら 検 索 ・ 再 
入力 


str2 "IICTRIEIER 


ディ レク トリ の 変更 履歴 を 新しい も の か ら 検索 し 、 <st>” の 後 
に ディ レク トリ 部 を 再 入力 


CTRLI+[ Y | 


ディ レク トリ の 変更 履歴 を 古い も の か ら 検 索 ・ 再 入力 


<str2 ICHR 届 に Y 


<str> ディ レク トリ の 変更 履歴 を 古い も の か ら 検 索 ・ 再 入力 


<str> ” CTRLI+[Y | 


ディ レク トリ の 変更 履歴 を 古い も の か ら 検 索 し 、<str> ′ の 後に 
ディ レク トリ 部 を 再 入力 


CTRL| + | 


ディ レク トリ の 変更 履歴 を すべ て 表示 


<sty 1 


<str> を 含む ディ レク トリ の 変更 履歴 を すべ て 表示 
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ディ レク トリ の 変更 履歴 に 次 の よう な 文字 列 が 入っ て いる も の と し て 操作 例 を 示し ます 。 


・\DOC\ REPORT 
・\DOC\X68K 
・\ETC\GAME 
・\TOOL\TOOL 1 


CD 
CD 
CD 
CD 


と 加 と 


例 1) 


|) |CTRLI+| Q 


! [CTRLI+[LG | 
A>CD A: YETCYGAME 較 


例 2) 


A >DO 
! [CTRL|+[ qG | 
A>CD BB : \DOC\X68K 


! [GTRHI+[o ] 


A>CD A : \DOCY REPORT 
例 3) 


ADIR 画 
! |CTRL|+| Q 
A ジ DIR B :\TOOLYTOOL 1 画 
! |CTRLI+| G 
ADIR A : \ETCYGAME 田 


例 4 


A>RD DO 副 
!) |ICTRLI 二 | Q 
A>RD B : \DOCY\X68K 
) |CTRL| 二 | Q 
A>RD A : \DOCY REPORT 


5. エイ リア ス (別名 定義 ) 機能 
コマ ンド を 別 の 名 前 で 定義 する 機能 で す 。 定 義 し た 名 前 は エイ リア ス (別名 ) バッ ファ に 登録 され 
9 
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・ エ イリ アス 機能 


完 / 機 能 
<item> ′ '<sty [ESCI・| 1 <str> を <tem> で 別名 定義 。 変 数 も 使用 可能 
<item> IESCI| ・| 1 <item> の 別名 定義 を 削除 


ト 


ーSGtem>′ "Gtemy ESCI・| 複数 の <tem> の 別名 定義 を 無効 に する 
二 別名 定義 の 一 覧 を 表示 


エイ リア ス 機 能 は 、 バ ッ チ ファ イル と 同様 に 1 22 9 の 変数 や 環境 変数 を 利用 する こと が で きま す 。 


例 1) 


ALS DIR 1 ご N ンジ P 


ESC | ・ 1 | (1 は アル ファ ベッ ト ) 


! (これ で “DIR %%1 プ N ン P” が “LS” と し て 定義 され ます ) 
A 洋 
ne 
A>LS \DOC 
と 入力 する と 、 
DIR \YDOC ご N ジロ 
が 実行 され ます 。 ま た 、 マ ル チ 処 理 機能 、 リ ダイ レク ト 、 パ イプ を 利用 し て さら に 複 条 な コマ ンド を 
定義 むる こと が で きま す 。 
例 2) 


AVF VOL %1 || TREE ン F %%1Y\ | FIND 旬 2 
}。 居 SC|・| EL | 


この 例 で は 、 ド ライ ブ 名 と 検索 する 文字 を パラ メー タ で 与え て 実行 し ます 。 
だ を 妥 ば 、 


A>VF B: "DOC" 


と 入力 する と 、 


WOE BS TREE ク ド 軸 BS WZR EEINB PDOG" 


が 実行 され ます 。 


208 


6.4 ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 


6 . 簡易 バッ チ 機 能 

ヒス トリ に 登録 きれ て いる コマ ンド を 、 バ ッ チ 処理 の よう に 連続 し て 実行 する 機能 で す 。 一 度 バ パッ 
チ 機能 を 使う と 、 そ の 内 容 は バッ チバ ッ フ ァ と 呼ば れる 領域 に 格納 され 、 次 か ら は さら に 簡単 に 実行 
で きる よう に な り ま す 。 


・ 簡 易 ペ ッ チ 機能 


Tl | ' 


<num> .. で 指定 され た ヒス トリ を バッ チバ ッ プ ファ 
に 登録 し 、 実 行 
バッ チバ ッ フ ァ に 登録 され た 簡易 バッ チ を 実行 


<num> ) < で um> ・ |CTRL 十 | N 


トーーー 
CTRL|+| N | 


ヒス トリ に 湊 の よう な 文字 列 が 入っ て いる も の と し て 操作 例 を 示し ます 。 


11! ED \HELP\YHHIST.BAT 
12! TYPE \HELP\HHIST.BAT 
13| TYPE _ REPORT.DOC 

14| HHIST 

15! CD \DOCYREPORT\ X68K 
16!| ED SAMPLE.DOC 


例 ) 


AA>2 5 一 9 鹿 


| [erRL+[N_ 


12! TYPE \HELP\HHIST.BAT 
15! CD \DOC\REPORT\X68K 
16! ED SAMPLE.DOC 


実行 し ます か <Y ン N> 陣 


ここ で 、 | Y | また は リタ ー ン キー を 押す と 実行 され ます 。 そ の 他 の キー を 押す と 実行 し ませ ん 。 
また 、 実 行 中 に 中 断 し た いと き は 、 実 行 中 断 待ち 時 間 中 に 任意 の キー を 押し ます 。 

簡易 バッ チ を 実行 する と 、 そ の 内 容 は バッ チバ ッ フ ァ に 格納 され る の で 、 次 に 同じ 内 容 を 実行 し た 
いと き は 、|CTRL| + | N | だ け 押し ます 。 こ れ で 、 簡 易 バ ッ チ の 内 容 が 表示 され 、 同 じ よ うに 確認 
の メッ セー ジ が 表示 され る の で 、 こ れ に 応え れ ば 実行 で きま す 。 


7 . 環境 変数 の 取り 込み ・ そ の 他 
コマ ンド 行 に 環境 変数 を 展開 し た り 、HISTORY.X の 状態 を 切り 替え る た め の 機能 で す 。 
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・ 環 境 変 数 の 取り 込み ・ そ の 他 


キ 王 機 能 
2 <env> 多 IESC| ・ ン ] | <enw と を 菓 直交 数 <eny の 内 容 に 置き 谷 え る 
ES ・「 ネ ] 下 太 放 中 の 行 に か ぎっ て 、 別 名 と 環境 変数 の 展開 の ON ノ OFF 
切り 替え ( 注 1 
[CTRL|+ [| ] | カー ソル 位置 の 文字 を 大 文字 か また は 小文字 に 変換 する 
ESC| . | ] 大 玉 字 ・ 小 文字 変換 で 大 文字 に する か 小文字 に する か を 切り 替え 
| | る 
ESC| ・「 ひ 編集 機能 の 挿入 ・ 上 書き の 状態 を 保存 する 保存 し な い を 切替 
える 
IESC|・[ - | ー と + で 始ま る 行 を ヒス トリ に 登録 し な い 
ESG* | す | | 一 と で 始ま る 行 を ヒス トリ に 登録 する 
| HELPI HISTORY.X の 使い 方 表示 する 
( 注 1 


ESC| ・| * | を 入力 する と 、 現在 入力 中 の 行 に つい て の み 別 名 と 環境 変数 の 展開 を 行わ な いよ う 
に な り ま す 。 そ の 次 か ら は 展開 を 行う よう に な り ま す 。 


例 ) 
選 仙 且 が 


A : \BIN : A : \ETC : A : \TOOL 
の よう に 設定 され て いる と き に 、\ETC を \UTL に 変え たい とき は 、 次 の よう に 入力 しま 


A>PATH %PATH% 圏 

})。 居 6|・| | 
A ジ PATH  A : \BIN : A : \ETC : A : YTOOL 画 

! (ここ て 編集 機能 を 利用 し て 書き 替え ます ) 
A>PATH A:\BIN:A:Y\UTL:A:Y\TOOL [J 


な お 、 単 に PAT 是 に A : \UTL を 追加 する と き は 次 の よう に 入力 し ます 。 


A>PATH %PATH22 : A : YUTL [| 


6.4.3 定義 ファ イル に つい て 
ヒス トリ 、 エ イリ アス 、 簡 易 バ ッ チ 、 デ ィ レ クト リ 変 更 履歴 は 、 あ ら か じ め フ ァイル と し て 定義 し 


て お く こ と で 、 超 動 時 か ら 利 用 で きる よう に な り ま す 。 こ の ファ イル を 「 ヒ スト リ 定 義 フ ァイル 」 と 
呼び ます 。 こ の 他 に ファ ンク ショ ン キ ー な どの 設定 を 行う 「 キ ー 定 義 フ ァイル 」 も あり ます 。 
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6.4 ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 
1 . ヒス トリ 定義 ファ イル 

ヒス トリ 定義 ファ イル は “HISTORY.HIS′ と いう ファ イル 名 で 、 標準 的 な テキ スト ファ イル で 
すか ら エ ディ タ で 編集 ・ 作 成す る こと が で きま す 。 な お 、 次 の よう な 行 は 制御 用 と し て 使用 きれ る た 
め 、 特 別 な 意味 を 持ち ます 。 


半 装 半 HIS01 半 韻 半 。 … 1 番目 の ヒス トリ 定義 の 始ま り を 示す 
半 装 半 HIS02 失 韻 半 。 … 2 番目 の ヒス トリ 定義 の 始ま り を 示す 

半 半 半 BATO1 半 壮 寺  … 1 番目 の 簡易 バッ チ 定 義 の 始ま り を 示す 
半 半 半 BATO2 # 半 半 … 2 番目 の 簡易 バッ チ 定 義 の 始ま り を 示す 
斗 半 半 ALIAS 半 壮 斗 … エイ リア ス 定 義 の 始ま り を 示す 

せ 装 半 CHDIR 后 韻 斗 。 … ディ レク トリ 変更 履歴 定義 の 始ま り を 示す 


ヒス トリ 定義 ファ イル に は 制御 行 が な く て も か まい ませ ん が 、 そ の 場合 は 先頭 に ~ 韻 半 韻 HIS01 
半 韻 半 ” が ある も の と し て 扱わ れ ま す 。 ま た 、 ヒ スト リ 機 能 の 定義 の 中 に は 、 エ イリ アス で 定義 され 
た コマ ンド も 書く こと が で きま す 。 

ヒス トリ 定義 ファ イル の 例 を 次 に 示し ます 。 


壮 半 韻 HISO1 壮 閉 半 

ED \HELP\HHIST.BAT 
TYPE \HELP\HHIST.BAT 
TYPE REPORT.DOC 
HHIST 

CD \DOCY\REPORT\ X68K 
WE9ASIMMT TSYS" 

半 半 韻 ALIAS 壮 半 半 

LS DIR 1 プ N ノロ 
VF VOL 1 | TREE ノ /F %%1\ | FIND %%2 
GCC グ に 220 

壮 半 韻 CHDIR 寸 壮 閉 


CD A:\DOC\REPORT 
CD B:\DOC\X68K 

CD A:\ETC\GAME 
CD B:\TOOL\TOOL 1 


な お 、 各 行 の 最後 は 必ず < 改行 > (リタ ー ン キー を 押す と 入る ) で 区 切り ます 。 


2 . キー 定義 ファ イル 

キー 定義 ファ イル の ファ イル 名 は KEY.HIS′ で 、KEY コマ ンド で 作成 し ます 。 KEY コマ ンド 
で は “KEY.SYS′ と いう ファ イル も 作成 で きま す が 、 こ れ に は HISTORY.X を 使用 し な いと き の 
キー (標準 的 な キー 定義 ) を 設定 し KEY.HIS′ に は HISTORY.X を 使用 する と き の キ ー を 設定 
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し ます 。 これ に よっ て 、 HISTORY.X を 使用 する 場合 と し な い 場 合 で 、 自動 的 に キー 定義 を 切り 替え 
る こと が で きま す 。 キ ー 定 義 フ ァイル の 作り 方 に つい て は 、KEY コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。 
キー 定義 ファ イル の 例 を 次 に 示し ます 。 


F01 一 F10 標準 (KEY.SYS) と 同じ 
Fnー。 F20 標準 (KEY.SYS) と 同じ 
F21 (ROLL UP) の 肛 

F22 (ROLL DOWN) ^W 

F23 (INS) <esc>P 

F24 (DEL) 欠 人 LU 

F25 (1 ) な 放 

F26 () 2 

F27 ( つ ) 人 

F28 ()) 2 人 

F29 (CLR) CLS<cr> 

F30 (HELP) 0W 

F31 (HOME) ぐ esc>E 

F32 (UNDO) ぐ esc>U <cr 


た だ し 、 キー 定義 ファ イル は テキ スト ファ イル で は あり ませ ん の で 、 TYPE コマ ンド な ど で 内 容 を 
確認 する こと は で きま せん 。 


64 9 オラ ウン ョ ン に つい で 


HISTORY.X は 、 通 常 は デバ イス ドラ イ バ と し て 組み 込み ます が 、 コ マン ド 行 か ら 起 動 す る こと も 
で きま す 。 こ の と き の オ プシ ョ ン に は 、 次 の 3 種類 あり ます 。 


1. 組み 込み 時 (初期 起動 時 ) に 設定 で きる も の 
2. 随時 設定 変更 で きる も の (初期 組み 込み 時 に も 設定 可能 ) 
3. 組み 込み 時 以外 に の み 設 定 で きる も の 


以下 に オプ ショ ン の 一 覧 を 示し ます が 、 予 盾 する オプ ショ ン を 指定 し た 場合 、 後 に 指定 し た 方 が 有 
効 に な り ま す 。 ま た 、 各 オプ ショ ン は 1 個 以上 の スペ ー ス で 区 切っ て 指定 し ます 。 
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1 . 組み 込み 時 (初期 起動 時 ) に 設定 で きる も の 


困 ブ ショ シ 内 容 

AR エイ リア ス の 中 で さら に エイ リア ス を 使用 で きる よう に する 。 
デフ ォ ル ト で は 使用 で き な い 。 

ジン D2 ス 名 > ヒス トリ 定義 ファ イル と キー 定義 ファ イル の 格納 され て いる 位 
置 を 示す 。 
デフ ォ ル ト は HIS\ と 同じ 位置 。 

ノ SA < サイ ズ > エイ リア ス 用 の バッ ファ に 使用 する メモ リ の 大 き さ を KB 単位 
で 指定 する 。 
デフ ォ ル ト は 2 KB。 

SB < サイ ズ > 簡易 バッ チ 用 の バッ ファ に 使用 する メモ リ の 大 き さ を KB 単位 
で 指定 する 。 
デフ ォ ル ト で は 2KB。 簡易 バッ チバ ッ フ ァ の 個数 は ヒス トリ バ 
ッ フ ァ の 個数 と 同数 確保 きれ る 。 な お 、 各 バッ ファ の 大 き さ は 
< サイ ズ > で 指定 し た 大 き さ に な る 。 

SC < サイ ズ > ディ レク トリ 変更 履歴 用 の バッ ファ に 使用 する メモ リ の 大 き さ 


ノ SH < 個数 > , < サイ ズ ?〉 , 
2 炎 ツ hG 


を KB 単位 で 指定 する 。 

デフ ォ ル ト で は 2KB。 

ヒス トリ 用 の バッ ファ の 個数 と それ ぞ れ に 使用 する メモ リ の 大 
き さ を KB 単位 で 指定 する 。 

< 個数 > の デフ ォ ル ト は 2 で 、1~^64 ま で 指定 可能 。 

< サイ ズ > は 各 バ ッ フ ァ の 大 き さ を 指定 する 。 省略 する と 32KB 
ずつ 設定 され る 。 
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2 . 随時 設定 変更 で きる も の (初期 組み 込み 時 に も 設定 可能 ) 


ポジ ショ ヨッ 内 容 

グ ※ ま N エイ リア ス 、 環 境 変数 の 展開 を 行わ な い 。 

ン ※*Y エイ リア ス 、 環 境 変 数 の 展開 を 行う (デフ ォ ル ト )。 

プ * ト 上記 の 2 つ を 切り 替え る 。 

ブー ー と 十 で 始ま る 行 を ヒス トリ に 登録 し な い (デフ ォ ル ト )。 
コマ ンド プロ セッ サ と し て COMMAND.X を 使用 し た と き に 
設定 する 。 

ンク 0 ー と 十 で 始ま る 行 を ヒス トリ に 登録 する 。 
コマ ンド プロ セッ サ と し て COMMAND.X 以外 を 使用 し た と 
き に 設定 する 。 

プ ゲ 直 ーー まだ は ジー 上 記 の 2 つ を 切り 替え る 。 

BB ヒス トリ 用 の バッ ファ を 入力 バッ ファ の 位置 (アド レス ) で 切 
り 替 える (デフ ォ ル ト )。 

グ BP ヒス トリ 用 の バッ ファ を プロ セス の 位置 (アド レス ) で 切り 殖 
5 

グ B ト 記 の 2 つ を 切り 替え る 。 

ノ FY HISTORY.X の 使用 を 中 止 再 開 を 切り 替え た と き に 、 フ ァ ン 
クシ ョ ン キ ー の 定義 を 変更 する (デフ ォ ル ト )。 
HISTORY.X の 使用 中 は キー 定義 ファ イル と し て \KEY.HISY 
の 内 容 を 割り 当て 、 使 用 を 中 止 し た と き は “KEY.SYS′ の 内 
容 を 割り 当て る 。 

FN HISTORY.X の 使用 を 中 止 / 再 開 を 切り 替え を た と き に 、 フ ァ ン 
クシ ョ ン キ ー の 定義 を 変更 し な いよ うに する 。 

グ F 上 記 の 2 つ を 切り 替え る 。 

FPS 現在 の ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を HISTORY.X に 登録 する 。 
HISTORY.X の 使用 時 ンプ 未 使用 時 の どちら に 登録 する か は 、 現 
在 の 状態 に よっ て 決ま る が 、 プ 氏 と プ U の オプ ショ ン と 組み 合 
わせ る こと で さま ざま な 指定 が で きる 。 た と えば いい ン K _ ン FS 
グ U” の 順 で 指定 する と 「HISTORY.X の 使用 を 中 止 し 、 現 在 
の ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 未 使用 時 の キー に 登録 し 、HISTO- 
RY.X の 使用 を 再開 する 」 と な る 。 

交 軸 編集 機能 の 挿入 上 書き の 状態 を 保存 する 

HI 編集 機能 の 挿入 上 書き の 状態 を 保存 し な いで 、 挿 入 モ ー ド に 
する (デフ ォ ル ト )。 

HO 編集 機能 の 挿入 上 書き の 状態 を 保存 し な いで 、 上 書き モー ド 
に する 。 

ジ 2 編集 機能 を 挿入 モー ド に し て 、 そ の あと 挿入 上 書き の 状態 を 


保存 する 。 
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ドン シヨ i22 内 容 

グ O 編集 機能 を 上 書き モー ド に し て 、 そ の あと 挿入 プ 上 書き の 状態 
を 保存 する 。 

UN HISTORY.X の 使用 を 中 止 する 。 

グ U KK で 中 止 さ まれ て いた HISTORY.X の 使用 を 再開 する 。 

< 待ち 時 間 > 簡易 バッ チ 実 行 時 の 中 断 待ち 時 間 を 指定 する 。 
デフ ォ ル ト は 5 で 約 0.5 秒 。 

グ NA エイ リア ス 機 能 を 使用 し な い 。 

NB 簡易 バッ チ 機 能 を 使用 し な い 。 

〆NC ディ レク トリ 変更 履歴 機能 を 使用 し な い 。 

グ V < パス 名 > HISTORY.X の ヘル プ ' フ ァイル (HISTORY.HLP) の 所 在 
を 指定 。 

YA エイ リア ス 機 能 を 使用 する (デフ ォ ル ト )。 

ジ 22YB 簡易 バッ チ 機 能 を 使用 する (デフ ォ ル ト )。 

68@ ディ レク トリ 変更 履歴 機能 を 使用 する (デフ ォ ル ト )。 

ノ XA エイ リア ス 機 能 を 使用 する 使用 し な い を 切り 替え る 。 

/XB 簡易 バッ チ 機 能 を 使用 する 使用 し な い を 切り 替え る 。 

ダグ X@ ディ レク トリ 変更 履歴 機能 を 使用 する 使用 し な い を 切り 替え 
る 5 
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3 . 組み 込み 時 以外 に の み 設 定 で きる も の 


RA < ファ イル 名 > 
RB < ファ イル 名 > 
RB < ファ イル 名 > , < 番号 > 


RB < ファ イル 名 > ,A 
RC < ファ イル 名 > 

グ RH < ファ イル 名 > 

グ RH く < ファ イル 名 > , < 番号 > 


グ R 了 廿 < く フ ァイル 名 > ,A 
グ R@ < ファ イル 名 > 


ンプ RA < ファ イル 名 > 
ンプ R+B < ファ イル 名 > 
RB < ファ イル 名 >, < 番号 > 


グ R 土 B < ファ イル 名 > ,A 

グ R+C < ファ イル 名 > 

グ R 十 HH < ファ イル 名 > 

グ R 十 HH < ファ イル 名 >, < 番号 > 


ジン ショッ 内 容 
CA エイ リア ス 用 の バッ ファ を クリ ア 。 
CB 現在 の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ を クリ ア 。 
CB < 番号 > < 番号 > で 指定 し た 簡易 バッ チ 用 バッ ファ を クリ ア 。 
CBA すべ て の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ を クリ ア 。 
レス (人 ディ レク トリ 変更 履歴 用 バッ ファ を クリ ア 。 
(8 ロ | 現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ を クリ ア 。 
CH < 番号 > < 番号 > で 指定 し た ヒス トリ 用 の バッ ファ を クリ ア 。 
CHA すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ を クリ ア 。 
グ C@ すべ て の バッ ファ を クリ ア 。 
グ 現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ と 簡易 バッ チ 用 バッ ファ を 破棄 。 
グ E < 番号 > < 番号 > で 指定 し た ヒス トリ 用 バッ ファ と 簡易 バッ チ 用 バッ ファ 
を 破棄 。 
グン EA すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ と 簡易 バッ チ 用 バッ ファ を 破棄 。 


ファ イル の 内 容 を エイ リア ス 用 バッ ファ に 読み 込む 。 

ファ イル の 内 容 を 現在 の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 読み 込む 。 
ファ イル の 内 容 を < 番号 > で 指定 し た 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 
読み 込む 。 

< 番号 > は 1 か ら グ SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 

ファ イル の 内 容 を すべ て の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 読み 込む 。 
ファ イル の 内 容 を ディ レク トリ 変更 履歴 用 バッ ファ に 読み 込む 。 
ファ イル の 内 容 を 現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ に 読み 込む 。 

ファ イル の 内 容 を < 番号 > で 指定 し た ヒス トリ 用 バッ ファ に 読 
み 込 む 。 < 番号 > は 1 か ら /SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 
ファ イル の 内 容 を すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ に 読み 込む 。 
ファ イル の 内 容 を すべ て の バッ ファ に 読み 込む 。 
RA、/RB,A、/RC、/RH, A す べ て を 指定 し た と き と 同 じ 。 
ファ イル の 内 容 を エイ リア ス 用 バッ ファ に 追加 。 

ファ イル の 内 容 を 現在 の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 追加 。 

ファ イル の 内 容 を < 番号 > で 指定 し た 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 
追加 。 

< 番号 > は 1 か ら ン SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 

ファ イル の 内 容 を すべ て の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ に 追加 。 

ファ イル の 内 容 を ディ レク トリ 変更 履歴 用 バッ ファ に 追加 。 
ファ イル の 内 容 を 現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ に 追加 。 

ファ イル の 内 容 を < 番号 > で 指定 し た ヒス トリ 用 バッ ファ に 追加 。 
< 番号 > は 1 か ら プ SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 
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ング 82 ヨン 


内 


党 


グ R 十 HH < ファ イル 名 > ,A 
グ R 二 @ < ファ イル 名 > 


グ WA < ファ イル 名 > 
グ WB < ファ イル 名 > 
グ WB く < ファ イル 名 > , < 番号 > 


グ WB < ファ イル 名 > ,A 
WC < ファ イル 名 > 

グ WH < ファ イル 名 > 

ング WHK く ファ イル 名 > , < 番号 > 


グ WH < ファ イル 名 > ,A 
W@ < ファ イル 名 > 


〆W 填 A < ファ イル 名 > 
ン W 十 B < ファ イル 名 > 


グ W 二 B < ファ イル 名 > ,< 番 号 > 


グ W 填 B < ファ イル 名 > ,A 
ン W 寺 C < ファ イル 名 > 
ン W 十 H < ファ イル 名 > 


グ W 二 HH < ファ イル 名 >,< 番 号 > 


グ W 十 H < ファ イル 名 > ,A 
W 二 @ < ファ イル 名 > 


ファ イル の 内 容 を すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ に 追加 。 

ファ イル の 内 容 を すべ て の バッ ファ に 追加 。 

グ R+A、 RB,A、 プ R+C、 /R+H,A すべ て を 指定 し た と 
き と 同 じ 。 

エイ リア ス 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 
現在 の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 

< 番号 > で 指定 し た 簡易 バッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書 
き 込 む 。 

< 番号 > は 1 か ら /SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 

すべ て の 簡易 ペッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 
ディ レク トリ 変更 履歴 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 
現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 

< 番号 > で 指定 し た ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 
込む 。 

< 番号 > は 1 か ら /SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 
すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 
すべ て の バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 書き 込む 。 

ン WA、 ン /WB,A、 /WC、 プ WH,A すべ て を 指定 し た と き と 
同じ 。 

エイ リア ス 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 
現在 の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 

< 番号 > で 指定 し た 簡易 バッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 
< 番号 > は 1 から /SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 

すべ て の 簡易 バッ チ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 

ディ レク トリ 変更 履歴 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 
現在 の ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 

< 番号 > で 指定 し た ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 
< 番号 > は 1 から /SH で 指定 し た 番号 まで 指定 可能 。 
すべ て の ヒス トリ 用 バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 
すべ て の バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 追加 。 

ング WTA、/W+B,A、 プ W+C、 プ W+H,A すべ て を 指定 し た 
と き と 同 じ 。 


これ まで 示し た よう に 、 HISTORY.X の オプ ショ ン は 非常 に た くさ ん あり ます 。 し か し 、 その ほ と 


ん ど は デフ ォ ル ト の まま で も 十分 で す の で 、 使 っ て いく うち に 不便 を 感じ た ら 、 あ ら た め て 本 書 を 参 
照 す る と よい で し ょ う 。 
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例 1) 
DEVICE= デ \SYS\HISTORY.X プ D\HIS\ ンプ V\HIS\ ン AR 


この 例 は 、CONFIG.SYS で デバ イス ドラ イ バ と し て 組み 込む と き の も の で す 。 HISTORY.X は 
サ プ デ ィ レ クト リ \SYS に ある も の と し て 指定 し て いま す 。 オプ ショ ン の \ ン D 半 HIS 平 ? は 、 定義 フ 
ァイル が \HIS に ある も の と し て 、 そ の ディ レク トリ の 中 に ある HISTORY.HIS” と KEY.HISY 
を 読み 込み ます 。" プ V\HIS\?” は 、 ヘ ルプ ファ イル が \HIS に ある も の と し て 、 そ の ディ レク ト 
リ の 中 に ある “HISTORY.HLP′ を 読み 込み ます 。 

また 、“ プ AR” は エイ リア ス の 多重 定義 が で きる よう に 指定 し て いま す 。 多 重定 義 と いう の は エイ 
リア ス で 定義 し た コマ ンド を さら に エイ リア ス で 定義 むる こと で す 。 こ の オプ ショ ン を 付け る と 、 た 
と えば 


A>FTREE TREE ン F %%1 画 
1! 選 6|・|[ 1 | 


必 守 3 お 0S で きら に 
AFTPR FTREE > PRN 隊 
! [Esel・[ 」 | 
の よ つ づつ に 定義 で き 手 居 こ こ で 、 


A>FTPR B:yY |J 


と 入力 する と 
TREE プ F B:\ > PRN 


が 実行 きれ ます 。 


例 2) 
HISTORY ご W 二 @ \ HISY HISTORY. HIS 


この 例 は 、 HISTORY.X の 使用 中 に 定義 し た 内 容 を ^\HIS\HISTORY.HIS′ と いう ファ イル 
に 追加 する も の で す 。 電 源 ス イッ チ を 切る 前 に 実行 する と よい で し ょ う 。 ま た 、 こ れ を エイ リア ス で 
短い 名 前 に し て お く と さら に 便利 で す 。 
6.4.5 HISTORY.X の 運用 に つい て 


ここ で は 、 ま と め と し て HISTORY.X を 利用 し て いく 上 で ヒン ト と な る よう な こと に つい て 触れ 
て いき ます 。 


1 . エイ リア ス 機 能 の 利用 
エイ リア メス 機能 の 例 は これ まで に も 示し て きま し た が 、 こ こ で さら に 実用 的 な 例 を いく つか 紹介 し 
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ます 。 こ の 例 を 参考 に し て 、 ヒ スト リ 定 義 フ ァイル (HISTORY.HIS") を 作成 し て みて くだ さい 。 


例 1) 


FMCP ECHO %%1 と % 2 の 準備 を し て くだ さい | | PAUSE | | FORMAT 2%%2 
11 DISKcoPY 1 %%2 1IESC・| !」 | 


この 例 は 、 デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト と ディ スク コピ ー を 一 括 で 行う も の で す 。 し か し 、FORMAT 
コマ ンド は 危険 た コマ ンド な の で 、ECHO と PAUSE に よっ て 確認 の メッ セー ジ を 表示 する よう に し 
て いま す 。 実行 する と き は 、 コ ピー 元 の ドラ イブ 名 と フォ ー マ ッ ト す る ドラ イブ 名 を 指定 し ます 。 だ た 
と えば 、 ド ライ ブ B に ある ディ スク を フォ ー マ ッ ト し 、 ド ライ ブ A か ら ド ライ ブ B に コピ ー す る と き 
( 炎 の よう (に 犬 力 人 ほ ま す 。 


FMCP A: B:|J 


この 例 の よう に 、IF や GOTO コマ ンド を 使わ な いも の は 、 バ ッ チ ファ イル を 作ら な く て も エイ リ 
アス 機能 で 代用 で きま す 。 ま た 、 使 い 方 が わか ら な く な っ た 場合 、 バ ッ チ ファ イル な ら ば いち いち そ 
の ファ イル を TYPE コマ ンド な ど で 表 示し て 確か め な けれ ば な り ま せん が 、 エ イリ アス の 場合 は その 
内 容 を 簡単 に 画面 に 表示 で きる と いう 利点 も あり ます 。 


例 2) 


BACKALL ECHO ドラ イブ BB の 準備 を し て くだ さい | | PAUSE | 1IBACKUP 
夫 党 や が 6 恒 EI 中 
この 例 は 、 ハ ー ド ディ スク (ここ で は ドラ イブ A と し て いる ) の すべ て の 内 容 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ク (ここ で は ドラ イブ B と し て いる ) に バッ クア ッ プ する も の で す 。 ハ ー ド ディ スク を 利用 し て いる 
と き は 不 成 の 事故 に 備 を る た め に 定期 的 に バッ クア ッ プ を と る 必要 が ある の で 、 と きど きこ の コマ ン 
ド で バッ クア ッ プ し て くだ さい 。 実 行 す る と き は 、 


BACKALL |J| 


と だ け 入 力 し ます 。 


例 3) 


BACKNEW ECHO へ ^ へ [[35m ド ライ プ B の 準備 を し て くだ さい ^ へ [Im | IPAUSE 1l 
COPYALL プイ T A:\DOC BB: IESC|・| ! 


この 例 は 、A : \DOC 以 下 の 新 し い フ ァイル だ け を ドラ イブ B の ディ スク に コピ ー す る も の で す 。 
ハー ド デ ィ スク 全体 の バッ クア ッ プ は 例 2 で 行う の で 、 こ の コマ ンド で は 新しく 作っ た ファ イル (に こ 
こ で は A : \DOC 内 に 新しい ファ イル を 作成 する も の と し て いる ) だ け を バッ クア ッ プ する よう に し 
HGNMS ま 9 

実行 する と き は 、 
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BACKNEW 


と だ 李 和 内 罰 尼 ます 。 

また 、 こ の 例 で は ECHO コマ ンド に エス ケー プア シー ケン ス を 利用 し て 、 確 認 の メッ セー ジ を 強調 し 
て いま す 。 エ スケ ー プ シー ケン ス と いう の は 、 コ ント ロー ルコ ー ド の 中 の エス ケー プ " コ ー ド (^[ ) 
に 続く 一 連 の 文字 の こと で 、 こ れ に よっ て さま ざま な 表示 の コン トロ ー ル が で きま す 。 エ スケ ー プ コ 
ー ド は 、|CTRL| + | [ | を 押す と 入力 で きま す 。 な お 、 コ ント ロー ルコ ー ド や エス ケー プシ ー ケ ン 
ス に つい て は 、 付 録 を 参照 し て くだ さい 。 


例 4) 


LPFF ECHO ^L> PRN [Escl|・| 」 | 


この 例 は 、 プ リン タ に フォ ー ム フィ ー ド ( 紙 送 り ) の コン トロ ー ル コー ド (^L) を 送る も の で す 。 
^ 上 は |CTRL|+| [ | を 押し た あと 、|[CTRL| + | L | を 押し ます 。 実 行 する と き は 、 


LPFF 
と だ け 入 力 し ます 。 こ れ と 同様 に し て プリ ンタ の エス ケー プシ ー ケ ンス な ど を 送っ て 、 さ ま ざ ま な プ 
リン タ の コン トロ ー ル が で きま す (プリ ンタ の コン トロ ー ル コー ド や エス ケー プシ ー ケ ンス は プリ ン 
タ の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい )。 


例 5) 


SAVHIS HISTORY ププ W 二 @\HIS\ HISTORY.HIS mi | 


この 例 は 前 に も 示し た も の で す が 、HISTORY.X を 使用 中 に 定義 し た エイ リア ス や ヒス トリ な ど を 
ファ イル に 追加 し て 書き 込む も の で す 。 実 行 す る と き は 、 


SAVHIS 
ど と だ け 義 幼 じ まあ 


例 6) 


RSINIT SPEED 1200 B8 PN S1 xXON ESC|・ | 


この 例 も 前 に 示し た も の で す が 、 こ の よう に オプ ショ ン の 多い コマ ンド に は エイ リア ス 機 能 は た い 
へ ん に 便利 で す 。 
例 7) 


APATH PATH %path 多 : %1 [ESC|・| 」 | 


この 例 は 、 す で に 設定 し て ある コマ ンド パス に さら に パス を 追加 する た め の も の で す 。 た ちら 丸 ば 、 
AA : まり TL を 追加 し た いと き は 、 
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APATH _A: \UTL 


つの ik 


ここ で は エイ リア ス 以 外 の 例 は 示し ませ ん で し た が 、 デ ィ レ クト リ 変 更 履 歴 に は 普段 よく 使う ディ 
レク トリ を 、 ヒス トリ に は よく 使う コマ ンド を ヒス トリ 定義 ファ イル HISTORY.HIS") に 登録 し 
CO まで で だ お う 。 


2. ヘル プ フ ァ イ ル に つい て 

HISTORY.X に は 便利 な 機能 が た くさ ん あり ます が 機能 が 多 す ぎ て 一 度 に は な か な か 憶え きれ な 
いも の で す 。 だ か ら と いっ て いち いち た 本書 を 開く の も めん どう で す 。 そ こ で 、 シ ステ ム デ ィ ス ク に は 
HISTORY.X の 使い 方 を 表示 する た め に へ ヘ ルプ" ファ イル が 用 意 き れ て いま す 。 

ヘル プ フ ァ イ ル の ファ イル 名 は “HISTORY.HLP′ と し て 、 \HIS の ディ レク トリ の 中 に あり ま 
す 。 こ の へ ヘ ルプ" ファ イル は 組み 込み 時 に スイ ッ チ プ V で 、 そ の ディ レク トリ を 指定 し ます 。 


例 ) 


DEVICE=\SYS\HISTORY.X プ D\HIS\ ププ V\HIS\ AR 


この 例 で は 定義 ファ イル や ヘル プ ' フ ァイル が ^\HIS\” に ある も の と し て 指定 し て いま す が 、 こ 


の よう に 必ず 最後 に \ 記 号 を つけ て くだ さい 。 ス イッ チバ V の 指定 が な い 場 合 、 ス イッ チン D で 指定 
し た ディ レク トリ に ヘル プ フ ァ イ ル が ある も の と し て 、 そ れ を 読み 込み ます 。 た だ し 、 ス イッ チノ D 
で 指定 し た ディ レク トリ に ヘル プ フ ァ イ ル が な い 場 合 は 、HISTORY.X の ある ディ レク トリ か ら ヘ ル 
プ フ ァ イ ル を 読み 込み ます 。 

ヘル プ フ ァ イ ル を 表示 する と き は 、| HELP| キー を 押し て くだ さい 。「 ヒ スト リー ヘル プ メ ニュ ー」 
が 表示 され ます の で 、 メ ニュ ー の 指示 に し た が っ て くだ さい 。 
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6.5 キー ボー ドコ ント ロー ル 機 能 


キー ボー ドコ ント ロー ル 機 能 は 2 つの キー を 組み 合わ せ て 使用 する こと に より 、 画 面 や ドラ イブ な 
ど を コン トロ ー ル する 機能 で す 。[CTRL| キ ー を 押し な が ら も う 1 つの キー を 押す こと に より 実行 し 
まず 。 

次 に キー ポー ドコ ント ロー ル 機 能 の 一 覧 を 示し ます 。 


キー ボー ドコ ント ロー ル 機 能 


キー 機能 
[CTRLI+IF 1 | ドラ イブ A の イジ ェクト また は ハー ド デ ィ スク の OFF 
ICTRLI+[F 2 | ドラ イブ B の イジ ェクト また は ハー ド デ ィ スク の OFF 
[CTRLI+[F 3 | ドラ イプ C の イジ ェクト また は ハー ド デ ィ スク の OFF 
[CTRLI+[E 4 | ドラ イブ D の イジ ェクト また は ハー ド デ ィ スク の OFF 
ICTRLI+[F 7 | ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 の 変更 
ICTRL|+ [OPT1|+ [DEL| シス テム の リセ ッ ト 
[CTRLI+[ C ] 実行 中 の コマ ンド の 中 止 
[CTRLI+[ H ] コマ ンド 行か ら 最後 の 文字 を 削除 (| BS | と 同様) 
[CTRL|I+[ P ] 画面 表示 を プリ ンタ に も 出力 (一 度 押 す と プリ ンタ 出力 の 設定 、 

も う 一 度 押 す と 出力 の 解除 ) 

ICTRLI+[ N ] プリ ンタ へ の 出力 を 解除 
[CTRL|+[ S ] 画面 表示 、 ス クロ ー ル の 一 時 停止 。 任 意 キー で 解除 


注意 
CONFIG.SYS に ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ HISTORY. X が 組み 込ま れ て いる か 、 コ マン ド 
行か ら HISTORY. X を 使用 で きる よう に し た 場合 、 [CTRLHIP| 、 [CTRLHIN が 使え ませ ん 。 
CTRLHIP| 、 [CTRLHIN を 使う 場合 は 、HISTORY ン K 回 を 実行 し て くだ さい 。 


222 


2 ビジ ュー ド と コマ ンド モー ド 
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7.1 オシ トロ ダク ジョ シ 


Human68k は 、 シ ステ ム 自 体 が 非常 に 柔軟 で 拡張 性 に 富ん で いま す 。 使用 する 状況 に 応じ て 、 ビジ 
ュ ア ルモード で 起動 する か コマ ンド モー ド で 起動 する か を 決め た り 、 起 動 時 に 必要 な デバ イス ドラ イ 
ぷ を シス テム に 付け 加え た り 、 そ の デバ イス ドラ イ バ の 機能 を あら か じ め 設 定 し て お いた り 、 と いう 
よう な 、 き さま ざま な 要求 に 客 を られ る よう に 設計 され て いま す 。 な お 、 デバ イス ドラ イ バ は シス テム 
ディ スク 上 の SYS” と いう ディ レク トリ の 中 に あり ます 。 

この 章 で は 、 こ う し た 数 々 の シス テム 構成 を 作り あげ る 方 法 に つい て 解説 し ます 。 


7.2 ビジ ュ ア ルモード と コマ ンド モー ド 

Human68k に は 、 ビ ジュ アル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド と コマ ンド モー ド が あり ます 。 シ ステ ム 
を リセ ッ ト す る と 、 必 ず こ の いずれ か の モー ド で 起動 し ます 。 こ の と き 、 ど ちら の モー ド て 起動 する 
の か は 、 起動 時 に 使用 する シス テム ディ スク 中 の ファ イル の 状態 に よっ て 決ま り ま す 。 


次 に 、Human68k シス テム の 起動 の 流れ を 図示 し ます 。 


CZ-653C/663C/603C/613C の 場合 CZ-604C/623C/634C/644C の 場合 


CONFIG.SYS 読 み 込み 


Human68k 
起動 メッ セージ 表示 


KEY.SYS 読 み 込み 


USKCG. SYS 読み 込み 
COMMAND.X 


AUTOEXEC.BAT 


ビジ ュ ア ル (アス クト 
ッ プ 画面 ) モー ド 
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図 か ら わ か る よう に 、Human68k を 起動 し た 際 に 、 ビ ジュ アル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド に な る 
か 、 コ マン ドモ ー ド に な る か は 、CONFIG. SYS ファ イル 内 の 、 


SHELL ニ XXX.XXX (XXX. XXX は コマ ンド プロ セッ サ ) 
に よっ て 決ま り ま す 。 す な わ ち 、 


SHELLーVS.X ー ビ ジ ュ ア ル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド 
SHELL 三 COMMAND.X 一 コマ ンド モー ド 


と を なり ま 9。 
た だ し 、CONFIG. SYS ファ イル 中 の ヾ SHELL=? 行 を 省略 し た と き : に は 、 次 の まう に 
TITLE. SYS ファ イル の 有無 に よっ て 、 起 動 の モー ド が 決定 され ます 。 


TITLE. SYS が 存在 する 場合 一 タイ トル 表示 後 、 ビ ジュ アル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド 
TITLE. SYS が 存在 し な い 場 合 つ コ マン ドモ ー ド 


な お 、 標 準 (お 買い 上 げ 時 ) で は 、CONFIG ディ レク トリ 内 に TITLE.SYS が 用 意 さ れ て いる た め 、 
起動 時 に は 、 タ イト ル 表 示 の 後 、 ビ ジュ アル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド と な り ま す 。 

起動 時 (リセ ッ ト 時 ) に コマ ンド モー ド に し た り い 場合 は 、TITLE. SYS ファ イル の ファ イル 名 
を 、 た と えば 次 の よう に 変更 し て くだ さい 。 


REN \CONFIG\TITLE. SYS \CONFIG\TITLE. VS 


な お 、CONFIG. SYS ファ イル の 中 に “SHELL=/ 行 が ある 場合 に は 、 この 行 を 削除 する か 、 
まだ は この 行 に “COMMAND. X” を 指定 し て くだ さい 。 


注意 : TITLE. SYS ファ イル は 、 ビ ジュ アル (デス クト ッ プ 画面 ) モー ド 用 の タイ トル 表示 プロ グ 
26Y す 7。 
SHELL=COMMAND. X と 指定 する 場合 は 、 TITLE. SYS ファ イル を リネ ー ム (REN) 
する か 、 ま た は 削除 (DEL) し て くだ さい 。 


7.3 CONFIG. SYS ファ イル の コマ ンド 


Human68k で は 、 シ ステ ム が 起動 する と き に 、 デ ィ ス ク フ ァ イル の 中 か ら CONFIG. SYS と 名 
付け られ た ファ イル を さがし 、 そ の 内 容 に より 、 シ ステ ム が 作動 する 環境 を 設定 する よう に な っ て い 
9 。 

この CONFIG. SYS ファ イル は 、「 シ ステ ム 構 築 用 ファ イル 」 と 呼ば れ 、 以 降 で 説明 する 各種 の コ 
マン ド が 文字 列 で 記述 され た 、 テ キス ト フ ァイル と な っ て いま す 。 

し た が っ て 、CONFIG. SYS ファ イル を か きか える こと に より 、 自 分 の 目的 に 応 し た シス テム の 
環境 を 作り 出す こ と が で きま す 。 

CONFIG. SYS ファ イル は テキ スト ファ イル で すか ら 、 そ の 内 容 は スク リー ン エ ディ タ ED や 、 
日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ な ど で 作 成 ・ 編 集 す る こと が で きま す 。 また 、CUSTOM コマ ンド を 使え 
ば 、 手 軽 に CONFIG. SYS ファ イル を 作成 で きま す 。 


7.3 CONFIG. SYS ファ イル の コマ ンド 


CONFIG.。 SYS ファ イル の 内 容 設定 に 使用 で きる コマ ンド は 次 の と お り で す 。 


BELL 
BREAK 
BUFFERS 
COMMON 
DEVICE 
ENVSET 
FILES 
KEY キー 定義 ファ イル の 指定 

LASTDRIVE 仮想 ドラ イブ を 含め た 最大 の ドラ イブ 数 を 指定 

PROCESS 並行 処理 の た め の 制 御 情報 の 設定 

PROGRAM シェ ル 起 動 の 前 に 実行 する プロ グラ ム の 指定 

SHARE ファ イル の 共有 と 排他 制御 の 指定 

SHELL 指定 し た ファ イル を シェ ル (コマ ンド プロ セッ サ ) と し て 実行 
員 有 明世 戸 タイ トル ファ イル の 指定 

USKCG 外字 登録 用 デー タフ ァイル の 指定 

VERIFY べ ベリ ファ イ 機 能 の 設定 


ビー プ 音 に 使用 する PCM ファ イル の 指定 
CTRL| | C | の チェ ッ ク 機 能 の 設定 


ディ スク バッ ファ の 数 と バッ ファ 容量 の 設定 

COMMON ファ ンク ショ ン で 使用 する メモ リ 容 量 の 指定 

デバ イス ドラ イ バ を シス テム リス ト に 登録 

環境 エリ ア の 確保 と 環境 ファ イル の セッ ト 

ファ ンク ショ ンコ ー ル で 同時 に オー プン で きる ファ イル の 数 を 指定 


各 コ マン ド の 詳細 に つい て は 、 以 降 の コマ ンド 別 解説 を 参照 し て くだ さい 。 


@CONFIG.SYS の 例 
CONFIG.SYS の 例 を 次 に 示し ます 。 


FILES 三 15 

BUFFERS 20 1024 

LASTDRIVE ニノ 

KEY =ー\KEY.SYS 

USKCG =\USKCG.SYS 

BELL =\CONFIG\BEEP.SYS 

DEVICE =\SYS\ASK68K.SYS B:X68K _M.DIC B:X68K_S.DIC 
A : 壮 ASK ぎ \ ぎ ENV1.ASK 

DEVICE =ー\SYS\PRNDRV.SYS #M7 

DEVICE ニー\SYS\FLOAT2.X 

DEVICE =\SYS\PCMDRV.SYS 

DEVICE =\SYS\OPMDRV.X 

DEVICE ー\SYS\ き HISTORY.X /D\HIS 壮 SH2.8,4 

DEVICE =ー\SYS\RAMDISK.SYS #M700 

BREAK 0) 

SHELL =A : \BIN\COMMAND.X ン /P 
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この よう な CONFIG.SYS で Human68k を 起動 する と 、 次 の よう に 設定 され ます 。 


@FILES は 15、BUFFERS は バッ ファ 数 20、 バッファ 容量 102 ル バイ ト に 設定 

@ 最 終 の ドラ イブ を ドラ イブ Z に 設定 

@ KEY.SYS, USKCG.SYS を ルー トディ レク トリ か ら 、 BEEP.SYS を CONFIG デ ィ レ クト リ か ら 
読み 込む 

@ 日 本 語 FP(ASK68.SYS、 プ リン タ (PRNDRV.SYS、 数 値 演算 (FLOAT2.X)、PCM (PCMDRV. 
SYS)、OPM (OPMDRV.X) の デバ イス ドラ イ バ を 登録 

@ ヒ スト リ デ バ イス ドラ イ バ HISTORY.X に よる ヒス トリ 機能 な ど を 使用 可能 に 設定 
ヒス トリ 定義 ファ イル 、 キ ー 定 義 フ ァイル を H TS ディレク トリ か ら 読 み 込み 、 ヒ スト リ 用 バッ ファ 
を 2 個 (8KB と 4 KB) 確保 

@RAM ディスク と し て メイ ン メ モリ 700K バ イト を 使用 

@BREAK は OFF に 設定 

@ コ マン ドブ プロセ ッ サ と し て 、 ド ライ ブ A の \BIN に ある COMMAND. を 読み 込ん で 実行 
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機 能 ビー プ 音 に 使用 する PCM ファ イル の 指定 
書 式 BELL ニ 【<d : >][ ン パス 名 >] く ファ イル 名 > 
Human68k シス テム で は 、 エ ラー の 発生 時 や 、 コ ン ソ ー ル に 対し て |CTRL|+ 
[| G | を 送っ た と き な ど に 、 ビー プ 音 が 鳴り ます 。 BELL は 、 こ の ビー プ 音 を 発生 する 
た め の デ ー タ ファ イル を 指定 する も の で す 。 
< ファ イル 名 > に は 、 鳴 ら す べき 音 の デー タ を ADPCM 方 式 で 記録 し た ファ イル を 
指定 し 、<d : > ン ゃ ス 名 > に は その ファ イル の 所 在 を 指定 し ます 。 指 定 可能 な ファ イル の 
大 き さ は 64K バイ ト 以 内 で す 。 64K バイ ト 以 上 の ファ イル を 指定 し た 場合 は 、 64K バ 
イト 分 の デー タ の み が 有 効 と な り 、 残 り の デー タ は 無視 され ます 。 
BELL を 指定 し な か っ た と き は 、 コ ン ソ ー ル に 対し て [CTRL|+| G | を 送っ て も 、 
また エラ ー の 発生 時 に も 、 ビ ー プ 音 は 鳴り ませ ん 。 
機能 [CTRL|+| C | の チェ ッ ク 機 能 の 設定 
BREAK ニ =〔ON 1 OFF | KILL〕 
解 説 ふつ う 、[CTRL|+| C | を キー ボー ド か ら 入力 する こと に より 、 実 行 中 の コマ ンド 


や プロ グラ ム を 中 止 す る こと が で きま す 。 

BREAK は 、 この [CTRL|+| C | に よる 割り 込み を チェ ッ ク す る 機能 を 設定 する 
た め に 使用 し ます 。 

BREAK=OFF に 設定 する と 、 コ ン ソ ー ル 入出 力 時 と プリ ンタ 出力 時 に の み 
[CTRL|+| C | が 有効 と な り ま す 。 プ ログ ラム が これ 以外 の 作業 を 行っ て いる 場合 
は 、 [CTRL|+| C | を 押し て も 、 プ ログ ラム の 実行 を 中 止 する こと は で きま せん 。 

BREAK=ON に 設定 する と 、 す べ て の 場合 に 、 [CTRL|+| C | が 有効 と な り ま 
す 。 し た が っ て 、 プ ログ ラム の コン パイ ル を 行っ て いる と き な ど の よう に 、 デ ィ ス ク 
を アク セス し て いる と き に も 、 [CTRL|+| C | を 押す こと に より プロ グラ ム の 実行 
を 中 止 する こと が で きま す 。 

BREAK=KILL に 設定 する と 、 ど の よう な 場合 も 実行 中止 す る こと は で きま せ 
ん 。 どう し て も 中 止 し た いと き は 、 本体 の INTERRUPT スイ ッ チ を 押し て くだ さい 。 

な お 、 この CONEIG, SYS ファ イル 用 の BREAK コマ ンド は 、Human68k コマ 
ンド モー ド 中 で 使用 で きる BREAK コマ ンド と 、 そ の 働き は 同じ で す 。 第 5 章 の 
BREAK コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。 
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BUFFERS 


起動 時 に Human68k が 割り 当て る ディ スク バッ ファ 数 と バッ ファ 容量 を 指定 
BUFFERS= ニ < ディ スク バッ ファ 数 > 【< く バッファ 容量 >] 


ディ スク と メモ リ 間 な ど で や り と りさ れる デー タ は 、 一 時 的 に ディ スク バッ ファ と 
呼ば れる 部 分 に 保存 され ます 。 BUFFERS は 、 こ の ディ スク バッ ファ の 数 を 指定 する 
も の で 、 こ れ を 大 きく する と ディ スク アク セス の 速度 が 向上 し ます 。 

< ディ スク バッ ファ 数 > で 指定 で きる 範囲 は 2 か ら 99 で す 。 無 指定 時 の デフ ォ ル ト 
値 は 20 で す 。 

日 本 語 ワ ー ド プロ セッ サ や デー タベース な ど 、 大 量 の デー タ を ディ スク と 頻 繁 に や 
り と りす る よう な アプ リケーション プロ グラ ム を 実行 する と き な ど は 、 デ ィ ス ク バ ッ 
ファ 数 を 増加 させ る と よい で し ょ う 。 サ プ デ ィ レ クト リ の 数 が 非常 に 多い 場合 な ども 、 
この ディ スク バッ ファ 数 を 増加 させ る と 効果 的 で す 。 

バッ ファ テ 人 容量 と は 、 1 つの ディ スク バッ ファ に 割り 当て る メモ リグ の 容量 で 、 バ イト 
数 で 指定 し ます 。 指 定 で きる 範囲 は 1024~ て 32768 で 、 指 定 し な い 場 合 は 1024 と な り ます 。 
ディ スク バッ ファ は デバ イス ドラ イ バ か ら 1 セク タ ず っ つ 読み 込ん で 保存 し て お くだ た め 
の バッ ファ な の で 、1 セク タ が 1024 バ イト 以上 の デバ イス ドラ イ バ を 組み 込む と き は 、 
その 最大 の バイ ト 数 を 指定 する 必要 が あり ます 。 

この 指定 に よっ て 確保 まき れる メモ リ は 、 次 の よう な 計算 式 で 算出 で きま す 。 


ディ スク バッ ファ 数 X (バッ ファ 容量 十 16) バイ ト 


COMMON 


COMMON ファ ンク ショ ン で 使用 する メモ リ 人 容量 の 指定 
COMMON= < 容量 > 


各 ア プリ ケー ショ ン は 、COMMON フ ァ ン クシ ョ ン を 利用 し て 内 部 の コモ ン エ リ 
ア を アク セス する こと が で きま す 。 コモ ン エ リア と は 、 Human68k の シス テム エリ ア 
に 設け られ た 領域 で す 。 こ の コモ ン エ リア を 使う と 、 た と えば 複数 の プロ セス で この 
コモ ン エ リア を 介し て デー タ の 引き 渡し が で きる よう に な り ま す 。 COMMON は 、 こ 
の コモ ン エ リア の 容量 を 代 バ イト 単位 で 指定 する も の で す 。 指定 し な いと 、COM- 
MON フ ァ ン クシ ョ ン は 利用 で きず 、 エ ラー を 返し ます 。 
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DEVICE 


ファ イル 名 で 指定 し た デバ イス ドラ イ バ の 、 シ ステ ム へ の 登録 
DEVICE= 〔<d : >]〔 ン マス 名 >] く ファ イル 名 > 【〔 く < オプ ショ ン >〕 


DEVICE は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ を Human68k シス テム に 登録 する 場合 に 使用 し 
ま 9 

< ファ イル 名 > に は 、 登 録 し た い デ バイ ス ド ラ イ バ の ファ イル を 、<d : > ン パ ス 名 > に 
は 、 そ の ファ イル の 所 在 を 指定 し ます 。 < ファ イル 名 > は 、 デ バイ ス ド ラ イ バ の 様式 で 
作成 され た も の で な く て は な り ま せん 。 ま た 、 そ の デバ イス ドラ イ バ が オプ "ション を 
指定 で きる よう に 作ら れ た も の で あれ ば 、 く < オプ ショ ン > に 、 指 定 し た い オ プシ ョ ン を 
添え ます 。 

デバ イス ドラ イ バ を CONFIG. SYS ファ イル 中 に 指定 し て お く と 、Human68k の 
起動 時 に その デバ イス ドラ イ バ が シス テム に 読み 込ま れ て メモ リ 上 に 常駐 し ます 。 以 
後 、 設 定 の デバ イス を 使用 する こと が で きる よう に な り ま す 。 

た と えば 、CONFIG. SYS ファ イル 中 に 、 


DEVICE=\ SYS\PCMDRV. SYS 


と 指定 する と 、 デ バイ ス “PCM” を 使う こと が で きる よう に シス テム が 設定 され ま 
す 。 こ れ が 書か れ て いな けれ ば 、PCM の 機能 は 使え を な いこ と に な り ま す 。 


< 標準 で 登録 され て いる デバ イス ドラ イ バ > 


DEVICE= \ SYS\PRNDRV. SYS 
プリ ンタ を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 
DEVICE= \ SYS\PCMDRV. SYS 
PCM 機 能 を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 
DEVICE= \SYS\ASK68K.SYS B:\X68K M.DIC 日 :X68K S.DIC 
A : \ASK\ENV1 .ASK 
日 本 語 FP を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。ASK68K.SYS の 後に 、 使 
用 する 辞書 (メイ ン 辞書 と サブ 辞書 ) と 環境 ファ イル を 指定 し ます 。 


DEVICE= ニ \SYS\OPMDRV.X 


FM 音源 を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。X-BASIC で FM 音源 を 使用 
する 場合 も 必要 で す 。 
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DEVICE= \ SYS\FLOAT2.X 
X-BASIC の 数 値 演算 を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 浮動 小数 点 の 
デー タフ ォ ー マ ッ ト は IEEE フ ォ ー マ ッ ト で す 。 IEEE フォー マット と は 別売 の 
「C Compiler PRO-68K」 で 使用 きれ て いる デー タフ ォ ー マ ッ ト で す 。 


DEVICE= \ SYS\HISTORY.X /D\HIS\Y SH2.,8 ,4 
ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ に よる 、 ヒ スト リ 機 能 、 エ イリ アス 機能 、 簡 易 バ ッ 
チ 機能 な ど を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 詳し く は 、 第 6 章 「6.4 
ヒス トリ デバ イス ドラ イ バ 」 を 参照 し て くだ さい 。 


< 登録 は され て いな い が 標 準 で 用 意 さ れ て いる デバ イス ドラ イ バ > 


DEVICE= \SYS\ RAMDISK.SYS #GM128 
グラ フィ ッ ク RAM お よび メイ ン メ モリ を RAM ディ スク と し て 使用 する た め 
の デバ イス ドラ イ バ で す 。RAMDISK.SYS の 後に 、 メ モリ の 種類 と 容量 を 指 
定 し ます 。 


DEVICE= YSYSYSRAMDISK.SYS 
スタ ティ ッ ク RAM (内 蔵 の バッ クア ッ プ メ モリ ) を RAM デ ィ ス ク と し て 使用 
する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 


DEVICE ニ = \SYS\FLOAT1 .X 
X-BASIC の 数 値 演算 を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 浮動 小数 点 の 
デー タフ ォ ー マ ッ ト は SHARP フ ォ ー マ ッ ト で す 。 SHARP フ ォ ー マ ッ ト と は 
X-BASIC ver.1.00 で 使用 され て いる デー タフ ォ ー マ ッ ト で す 。 


< アプ リケーション ソフ ト や 機種 に よっ て 用 意 さ れ て いる その 他 の デバ イス ドラ イ バ > 


※ パ ス が \SYS と 異な る 場合 は 、\SYS の 部 分 を 該当 する パス 名 に 変更 し て 登録 し 
6938 

DEVICE= \SYS \IOCS.X 
IOCS コ ー ル を 高速 化す る た め の デ バイ ス ド ラ イ バ ー で す 。 
グラ フィ ッ ク の 摘 画 、 テ キス ト 文 字 の 表示 な ど が 高速 に な り ま す 。 
(CZ-603C/613C/653C/663C/604C/623C/634C/644C の シス テム に 搭載 され 
GV% ま する) 

DEVICE= \SYS \ RSDRV.SYS 

設 用 RS232C イ ンタ ー フ ェ ー ス ボー ド を 使用 する た め の デ バイ ス ドライバ ー 
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DEVICE=\SYS \SCSIDRV.SYS/ID0 
SCSI イ ンター フェ ー ス を 使用 する た め の デ バイ ス ド ラ イ バ で す 。 
SCSIDRV.SYS の 後に SCSI 装 置 の ID 番号 を 指定 し ます 。 
SCSI 装 置 が 複数 ある と き は 、 そ の ID 番号 に 見 合っ た 分 だ け 設 定 し ます 。 
(CZ-604C/623C/634C/644C の シス テム や CZ-6BS1 な ど 、 SCSI イ ンタ ー フ ェ 
イス を サポ ー ト する も の に 搭載 きれ て いま す 。) 


CZ-623C/644C、 ま た は ハー ド デ ィ スク (CZ-68H) を 内 蔵 し た CZ-604C/634C 
で フロ ッ ピ ィ ー デ ィ ス ク か ら 起 動 す る 場合 


DEVICE=\SYS\SCSIDRV.SYS IDO… 内 蔵 ハ ー ド ディ スク 
DEVICE=\SYS\SCSIDRV.SYS ID1… 交 磁気 ディ スク 等 


※SCSI 装 置か ら 0S を 起動 する 場合 に は CONFIG.SYS ファ イル に SCSIDKRV. 
SYS を 登録 する 必要 は あり ませ ん 。 

※ 内 蔵 ハ ー ド ディ スク の ID 番号 は *HDID” コマ ンド で 変更 で きま す 。 く わし 
く は 本 書 第 5 章 コ マン ド を 参照 し て くだ さい 。 


ENNVS ら ET 


環境 エリ ア の 確保 と 環境 ファ イル の セッ ト 
ENVSET= < 環境 エリア 容量 > 【〔(<d :>〕 パス 名 >〕 < ファ イル 名 >) 


環境 エリ ア の 確保 と 環境 ファ イル に 設定 され た 内 容 に し た が っ て 環境 変数 の セット 
を 行い ます 。CONFIG.SYS の “SHELL′ 起動 の 前 に PROGRAM" で プロ グラ 
ム を 起動 する 場合 や コマ ンド プロ セッ サ と し て COMMAND.X 以 外 (た と えば ぱ ば 
BASIC.X な ど ) を 起動 する 場合 に 使用 し ます 。 

< 環境 エリ ア 容 量 > は 、 バ イト 単位 で 指定 し ます 。 < ファ イル 名 > に は 、 環 境 フ ァ イ 
ル を 、<d : > ンマ ス 名 > に は 、 そ の ファ イル の 所 在 を 指定 し ます 。 標 準 で は "STARTUP. 
ENV′ が 指定 され て いま す 。 

< ファ イル 名 > を 省略 し た 場合 は 、 環 境 ニ エリ ア の み 確 保 さ きれ 、 環 境 フ ァイル は セッ 
ト さ れ ま せん 。 環境 ファ イル と は 、 左辺 に 環境 変数 名 =”、 右辺 に その 内 容 を 列記 し 
だ た も の で す 。 


環境 ファ イル の 例 


path ニ A:\:A:\BIN:A:\UTL 
WORK= A : \DOC 
HELP ニ A : \HELP 
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F 財 : 厨 ら 


機 能 ファ ンク ショ ンコ ー ル で 同時 オー プン で きる ファ イル 数 の 指定 
書 式 FILES= < ファ イル 数 > 


FILES は 、 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル で 同時 オー プン で きる ファ イル ハン ドラ の 数 を 、 
< く フ ァイル 数 > で 指定 され た 数 に 設定 し ます 。 
< ファ イル 数 > で 指定 で きる 範囲 は 5 か ら 93 で す 。 和 無 指定 時 の デフ ォ ル ト 値 は 15 で 
すず 3 


FILES 三 20 


と する と 、 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル で 同時 に 20 の ファ イル を オー プン する こと が 可能 と 
な なり ま ず 。 

な お 、 く < ファ イル 数 > に は 、 必 ず 5 以上 を 指定 する よう に し て くだ さい 。 

ファ ンク ショ ンコ ー ル の 詳細 に つい て は 、 別 売 の 「C Compiler PRO-68K」 で 説 
明 し て いま す 。 


機 能 キー 定義 ファ イル の 指定 
書 式 KEY= <d :>] [< パス 名 >〕] < ファ イル 名 > 


KEY コマ ンド で 作成 され た キー 定義 ファ イル と その 所 在 を 指定 し ます 。 こ の *KEY/ 
が 省略 され た 場合 、 起 動 ド ライ プ の ルー トディ レク トリ に KEY.SYS” が あれ ば そ 
の 内 容 が 設定 され 、^KEY.SYS” が な けれ ば デフ ォ ル ト の キー 定義 が 設定 され ます 。 
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LASTDRIVE 


仮想 ドラ イブ を 含め た 最大 の ドラ イブ 数 を 指定 
LASTDRIVE= <d :> 

SUBST コマ ンド や ネッ トワ ー ク 環境 中 で 使用 する 仮想 ドラ イブ の 最大 値 を 設定 し 
ます 。 <d : > で 指定 で きる ドラ イブ 名 は AZ で す 。 た だ し 、 実際 に 接続 され て いる 
ドラ イブ 数 より 小さ い 場 合 や パラ メー タ エ ラ ー の 場合 は 、 実 際 に 接続 きれ て いる 最終 
の ドラ イブ 名 に な り ま す 。 ま た 、^LASTDRIVE′ の 指定 が な い 場 合 は 、 ド ライ ブ Z 
と な り ま す 。 


PROCESS 


中 
2 


並行 処理 の た め の 制 御 情報 の 設定 
PROCESS= < プロ グラ ム 数 > < レベ ル > < く タ イム スラ イス 値 > 

並行 処理 (複数 の プロ グラ ム を 見 か け 上 同時 に 動か すこ と ) を 行う プロ グラ ム 数 な 
ど を 設定 し ます 。< プ ログ ラム 数 > に は 並行 実行 可能 な プロ グラ ム の 数 を 指定 し ます 。 

旧 定 可能 な 範囲 は 2 32 です 。 
< レベ ル > に は プロ グラ ム の 実行 間隔 を 指定 し ます 。 指定 で きる 値 は 2 て 255 で 、 値 

が 小さ い ほ ど 短 い 間 隔 で 実行 され ます (実行 速度 が 速く な る )。 

< タイム スラ イス 値 > に は 各 プ ログ ラム の 実行 時 間 を 指定 し ます 。 指 定 で きる 値 は 
ミリ 秒 単 位 で 1 て 100 の 値 で す 。( 1 ms て 100ms) 


こ 


*PROCESS′ の 指定 が な い 場合 、 並 行 処理 は で きま せん 。 な お 、 普 行 処理 の 状態 
は PROCESS コマ ンド で 表示 する こと が で きま す 。 
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PROGRAM 


シェ ル 起 動 の 前 に 実行 する プロ グラ ム の 指定 
PROGRAM= <d :>〕] に パス 名 >〕 < プロ グラ ム 名 > 〔 オ プシ ョ ン ]〕 


CONEFIG.SYS の “SHELL′ に よっ て 、 シ ェ ル (コマ ンド プロ セッ サ ) が 起動 き 
れ ま す が 、 こ の "PROGRAM′ に は その シェ ル の 前 に 実行 する プロ グラ ム を 指定 し ま 
す 。 こ れ は メモ リ に 常駐 する プロ グラ ム や シェ ル が COMMAND.X で な い 場 合 (た 
と えば VS.X な ど ) に 実行 する プロ グラ ム を 起動 する た め の も の で す 。 た だ し 、 指定 
で きる プロ グラ ム は SUBST コマ ンド な どの 外部 コマ ンド に 限ら れ 、COPY コマ ンド 
な どの 内 部 コマ ンド は COMMAND.X の 機能 の ひと つ な の で 指定 する こと は で きま 
せん 。 ま た 、“PROGRAM" を 使用 する 場合 は 、 あ ら か じ め ENVSET” で 環境 エ 
リア を 確保 し て お いて くだ さい 。 


SHARE 


ファ イル の 共有 と 排他 制御 の 指定 
SHARE ニ = < ファ イル 数 > < ロッ ク 和 領域 数 > 


ネッ トワ ー ク を 利用 し て いる と き は 、 複 数 の ユー ザー が 1 つの ファ イル を 同時 に ア 
クセ ス す る 可能 人 性 が あり ます 。 こ の よう な 場合 | ファ イル の 読み 出し お よび 書き 込み 
を すべ て の ユー ザー に 許す と 、 フ ァイル の 整合 性 が と れ な く な る よう な こと が 発生 し 
て し まい ます 。 こ の よう な 不 整 合 を 防ぐ た め に 、 1 人 の ユー ザー が ある ファ イル を ア 
クセ ス し て いる と き は 、 そ の ファ イル を 他 の ユー ザー が アク セス で き な く する (これ 
を 排他 制御 機能 ある い は ロッ ク 機 能 と 呼び ます ) よう に し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ 
を 行う よう に 指定 する の が この “SHARE” で す 。 

< ファ イル 数 > に は 同時 に 管理 する ファ イル 数 を 、 < ロック 領域 数 > に は それ ぞ れ の 
ロッ ク 領 域 の 数 を 指定 し ます 。 
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に 。 | 半 遇 


起動 時 の シェ ル ( コ マン ド プ ロ セ ッ サ ) の 指定 
SHELL=〔<d : >]【 ン パス 名 >] く ファ イル 名 > 【〔< オ プシ ョ ン >]〕 


SHELL は 、 コ マン ド プ ロ セ ッ サ を 指定 する と き に 使用 し ます 。 こ の 指定 を 行う 
と 、 シ ステ ム を 起動 し た と き に 指定 し た ファ イル が 読み 込ま れ 、 コ マン ド プ ロ セ ッ サ 
と し て 実行 され ます 。 

< ファ イル 名 > に は 、 実 行 可 能 な `, X′ また は ^、 R” の 拡張 子 を も つ プ ログ ラム 
を 、<d : > ンス 名 > に は その ファ イル の 所 在 を 指定 し ます 。 そ の プロ グラ ム が オプ シ 
ョ ン の 指定 が で きる よう に 作成 され て いれ ば 、< オ プシ ョ ン > に 指定 し た い オ プシ ョ ン 
を 添え ます 。 

SHELL を 指定 し な いと き 、 デ フォ ルト の コマ ンド プロ セッ サ は 、COMMAND.X 
と な り ま す 。 こ れ に つい て の 詳細 は 、「 7 . 2 ビジ ュ ア ルモード と コマ ンド モー ド 」 
を 参照 し て くだ さい 。 


LM 6 4 コ 


タイ トル ファ イル の 指定 
TITLE= [<d :>2) KK パス 名 >〕 < ファ イル 名 2 


タイ トル ファ イル の ファ イル 名 と その 所 在 を 指定 し ます 。^TITLE” が 省略 され た 
場合 、 起動 ドラ イプ の ルー トディ レク トリ に TITLE.SYS” が あれ ば その 内 容 を タ 
イト ル と し て 表示 し 、 な けれ ば 表示 し ませ ん 。 
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USKCG 


外字 登録 用 デー タフ ァイル の 指定 
USKCG= (<d :>) (< パス 名 >〕 < ファ イル 名 > 


外字 登録 用 デー タフ ァイル の ファ イル 名 と その 所 在 を 指定 し ます 。 “USKCG"” が 省 
略 さ れ た 場合 、 起動 ドラ イプ の ルー トディ レク トリ に "USKCG.SYS” が あれ ば その 
内 容 を 外字 登録 文字 と し て 定義 し 、 な けれ ば 定義 し ませ ん 。 


VERIFY 


ベリファイ 機能 の 設定 
VERIFY= (ON | OFF) 


VERIFY は 、 デ ィ ス ク に 書き 込み を 行う 際 に 、 正 常に 書き 込め た か どう か の チェ ッ 
ク を 行う か 否 か の 設定 を し ます 。 

VERIFY=ON に 設定 する と 、 書き 込み の 直後 に 、 書き 込ん だ デー タ を 読み 出し て 
その デー タ が 正しく 書け た か どう か の 照合 チェ ッ ク を 行い ます 。 し た が っ て 、 不 良 セ 
クタ な どの た め に 物理 的 に 書き 込め な い 部 分 が ある と き は 、 即 座 に エラ ー と し て 表示 
され る よう に な り ま す 。 

た だ し 、VERIFY= ニ ON に 設定 され て いる 場合 、 照合 チェ ッ ク を 行い な が ら 書 き 込 
むだ ため 、 デ ィ ス ク に 書き 込み を 行う 速度 は 遅く な り ま す 。 

VERIFY を CONFIG. SYS ファ イル 中 に と くに 指定 し な い 場 合 、VERIFY= 
OFF と な り ま す 。 

な お 、 この CONFIG. SYS ファ イル 用 の VERIFY コマ ンド は 、 Human68k コマ 
ンド モー ド 中 で 使用 で きる VERIFY コマ ンド と 、 そ の 働き は 同じ で す 。 第 5 章 の 
VERIFY コマ ンド を 参照 し て くだ さい 。 


236 


7.4 プリ ンタ 設定 に つい て 


7.4 プリ ンタ 設定 に つい て 


プリ ンタ を 使用 する た め に は 、 CONFIG. SYS ファ イル 中 で 、 DEVICE 行 に プリ ンタ ドラ イ バ を 
指定 する 必要 が あり ます 。 
次 に 使用 する プリ ンタ と 、 そ の た め の プ リン タ ド ライ バ と の 対応 表 を 示し ます 。 


PRNDRV. SYS CZ8PK3--10, CZ8PN1, CZ8PC1--5,。 CZ8PG12 
PRNDRV1. SYS ECS/P24-J81 レ ベル 以上 の プリ ンタ 
(VP-85K、VP-135K( 以 上 エプソン ) な ど ) 
PC-PR201(NEC) 
NM-9300(NEC), AR-2400( ス ター) 


PRNDRV2. SYS 
PRNDRV3. SYS 


で 、 そ の まま 、 表 に 示し た 16 機 種 の プリ ンタ を 使用 する こと が で きま す 。 こ れ ら 16 機 種 以 外 で 、 表 中 

に 掲げ られ た プリ ンタ を ご 使用 の 際 は 、 次 の よう に し て CONFIG. SYS ファ イル を 変更 し て くだ き 

い 。 

1) 本 書 第 1 部 「2.2 Human68k の 起動 」 の 手順 に し た が っ て 、Human68k の コマ ンド モー ド 
作 ます 。 

2) 次 の よう に 入力 し て 、CUSTOM コマ ンド を 実行 し ます 。 


CUSTOM 
メニ ュー 画面 が 表示 され ます の で 、 第 5 章 の CUSTOM コマ ンド を 参照 し て 変更 し て くだ さい 。 
た と えば 使用 する プリ ンタ が PC-PR201(NEC) で あれ ば デバ イス の 中 の プリ ンタ を \SYS\PRNDRV. 
SYS か ら 、 次 の よう に 変更 し ます 。 
Y SYS Y PRNDRV2.SYS 


3) 設定 し 直し た ら 、CUSTOM コマ ンド を 終了 し て くだ さい 。 
4) リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て 、 シ ステ ム を 再起 動 し ます 。 こ れ で 、 新 し く 設 定 し た プリ ンタ を 使用 
する こと が 可能 と な り ま す 。 
@ PRNDRV. SYS デバ イス ドラ イ バ グ 機能 に つい て 
PRNDRV. SYS デバ イス ドラ イ バ に つい て は 、CONFIG. SYS ファ イル 中 の DEVICE 行 
で 、 行 末 に 次 の よう な パラ メー タ を 付加 する こと に より 、 プ リン タ 印 字 の 方 法 を 各種 に 設定 する こと 
が で きま す 。 


DEVICE= \ SYS\PRNDRV. SYS # ン Mn 


237 


第 7 章 シス テム の 構築 


ここ で 、n に は 次 の 値 の う ちの いずれ か を 指定 し ます 。 


すべ て の 文字 が コー ド 印 字 に 清 目 2 6 
英 数 字 、 カ ナ 文 字 、JIS 第 1 ・ 第 2 水準 漢字 は コー ド 印 字 、 外 字 の み ビ ピット イ メ ー ジ 印字 
英 数 字 、 カナ 文 字 、 JIS 第 1 水準 漢字 は コー ド 印 字 、 第 2 水準 漢字 、 外字 は ビッ トイ メー ジ 印 
に 

英 数 字 、 カ ナ 文 字 は コー ド 印 字 、JIS 第 1 ・ 第 2 水準 漢字 、 外 字 は ビッ トイ メ ー ジ 印字 
すべ て の 文字 が ビッ トイ メー ジ 印 字 


な お 、 ル Mn パラメータ を 指定 し な い 場 合 は 、#/M7 を 指定 し た の と 同様 と な り ま す 。 
だ と える 胡 、 CZ:8PRK6 は 、 JIS 第 1・ 第 2 水準 漢字 が 内 蔵 さ れ て いま す の で 、 これ ら を コー ド 印 字 に 
し た い 場 合 、 次 の よう に し ます 。 


DEVICE=\ SYS\PRNDRV. SYS # ン M 1 


た 剛 デ ォ ス 名 つい て 


本 童 の DEVICE コマ ンド で 説明 し た と お り 、 本 機 で は 、 グ ラフ ィ ッ ク RAM、 メ イン メモ URL 
ティ ッ ク RAM を 、RAM ディ スク と し て 使用 する こと が で きま す 。 登録 を 行う に は 、 ス クリ ー ン エ 
ディ タ ED や CUSTOM コマ ンド を 使っ て CONFIG.SYS ファ イル 中 に 次 の よう な 行 を 追加 し た 後 、 
リセ モット を 行っ て くだ だき 
(1) グラ フィ ッ ク RAM を RAM ディ スク と し て 使用 する 場合 

DEVICE=\ SYS\RAMDISK.SYS #G 


この 行 を 登録 する こと に より 、 グ ラフ ィ ッ ク RAM512K バイ ト 分 を RAM ディ スク と し て 使用 す 
る こと が で きま す 。 
な お 、 他 の アプ リケーション ソフ ト (た と えば X-BASIC な ど ) で グラ フィ ッ ク RAM を 使用 する 
と 、RAM ディ スク の 内 容 は 壊さ れ ま す の で 注意 し て くだ さい 。 
(2) メイ ン メ モリ を RAM ディ スク と し て 使用 する 場合 
DEVICE=\ SYS\RAMDISK. SYS 』#Mnnn 
ここ で 、 nnn に は 、RAM ディ スク と し て 使用 する 容量 を K バイ ト 上 単位 で 指定 し ます 。 (1) の グラ フ 
ィ ッ ク RAM と と も に 同時 に 指定 する こと も 可能 で す 。 た と えば 、 
DEVICE= \ SYS\ RAMDISK.SYS #GM128 


と する と 、 グ ラフ ィ ッ ク RAM512K バイ ト と 、 メ イン メモ リ 128K バイ ト の 順に RAM ディ スク が 割 
り 付 けら れ ま す 。 
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7.5 RAM デ ィ ス ク に つい て 


(3) スタ ティ ッ ク RAM を RAM ディ スク と し て 使用 する 場合 
DEVICE= \ SYS\ SRAMDISK.SYS 
この 場合 は 、 こ の 行 を CONFIG.SYS に 登録 し た 後 、Human68k の コマ ンド モー ド か ら 


SwiTcH S=R |J 


と 入力 し ます 。 こ の 後に リモ ッ ト を 行っ て くだ さい 。 
逆 に スタ ティ ッ ク RAM を RAM ディ スク と し て 使用 する の を や め る 場合 は 、 


SWITCH S=N 


と 入力 し ます 。 
な お 、 以 上 の いずれ の 場合 も RAM ディ スク の 内 容 を 初期 化す る と き は 、 キー を 押し な が 
ら リ セッ トス イッ チ を 押し て くだ さい 。 


(4) RAM ディ スク の 利用 法 

RAM ディ スク は 、 CONFIG.SYS の DEVICE=” で 指定 し た 順に ドラ イブ 名 が 割り 当て られ ま 
す 。 た と えば 、 ハ ー ド ディ スク が 1 吾 、 フ ロッ ピー ディ スク が 2 台 の シス テム の 場合 、 こ れ ら の ドラ 
ィ イプ に は A、B、C と いう ドラ イブ 名 が 割り 当て られ 、 さら に CONFIG.SYS で 次 の よう に 指定 し て 
いる と 、 


DEVICE= \ SYS\ RAMDISK.SYS #G 
DEVICE= \ SYS Y SRAMDISK. SYS 


グラ フィ ッ ク RAM の RAM ディ スク が ドラ イブ D に 、 ス タテ ィ ッ ク RAM の RAM ディ スク が ドラ 
ィ プ E に 割り 当て られ ます 。 こ うう し て 割り 当て られ た ドラ イブ に 対し て は 、 通 常 の ドラ イブ と 同じ よ 
うに 扱う こと が で きま す 。 


@RAMDISK.SYS に つい て 

RAMDISK.SYS で は 、 グラフィック RAM を RAM ディ スク に 使用 する こと が で きま す 。 し か し 、 
X-BASIC を 含め 多く の アプ リケーション で グラ フィ ッ ク RAM が 使わ れる の で 、 グ ラフ ィ ッ ク RAM 
を RAM ディ スク と し て 使わ な い 方 が 無難 で す 。 逆 に ソフ トウ ェ ア 開 発 に 利用 する 場合 、 グ ラフ ィ ッ 
ク RAM を 使用 する こと が ほとん ど な い の で 、 積 極 的 に 利用 する と よい で し ょ う 。 

メイ ン メ モリ を RAM ディ スク に 使用 する 場合 、 設定 し た 分 だ け メ イン メモ リ と し て 利用 で きる メ 
モリ 容量 が 減り ます 。 で すか ら 、 あ まり 大 き な 値 を 設定 する と 、 メ モリ 不足 で 動作 し な い ア プリ ケー 
ショ ン も で て きま す 。 そ の 場合 は 、 設 定 値 を 変更 する か 、 別 売 の 増設 メモ リ を 増設 する か の どちら か 
の 方 法 を と っ て くだ さい 。 

RAM ディ スク は ハー ド デ ィ スク より も 高速 で すか ら 、 使 い 方 に よっ て は た い へ ん に 便利 な も の で 
す が 、 本 体 前 面 の 電源 スイ ッ チ を 切る と その 内 容 が 消 を て し まう と いう 欠点 も あり ます 。 そ の た め 、 
RAM ディ スク に は プロ グラ ム フ ァ イル な どの 更新 する こと の な い フ ァイル を 格納 し 、 デ ー タ ファ イ 
ル な ど は ハー ド デ ィ スク ある い は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 格納 する よう に し て くだ さい 。 


239 


第 8 章 デバ イス エラ ー の 処置 方 法 
第 8 章 デバ イス エラ ー の 処置 方 法 
ーーーーーーーーーーーーー プ ーーー ププ Oo 


8.1 イン トロ ダク ショ ン 


Human68k は 、 何ら か の エラ ー が 発生 する と 、 これ を 検知 し 、 エ ラー メッ セー ジ を 画面 に 表示 し て 
その こと を 知ら せま す 。 し た が っ て 、 エ ラー メッ セー ジ が 表示 され た 場合 は 、 メ ッ セ ー ジ に 従っ て 適 
切な 処置 を 行っ て くだ さい 。 


8.2 デバ イス エラ ー メ ッ セ ー ジ 
ディ スク ドラ イプ 、 デ ィ ス プレ イ 、 プ リン タ な どの デバ イス に 対し て 読み 込み お よび 書き 込み を 実 
行 し て いる と き に エラ ー が 発生 し た 場合 、 次 の よう な 形 で エラ ー メ ッ セー ジ が 表示 され ます 。 


< く エ ラー の タイ プッ > 
中 止 <A> 再 実行 <R> 無視 <? 


各 項 目 の 内 容 は 次 の と お り で す 。 
@ < エラ ー の タイ プッ > 
発生 し た エラ ー の 種類 を 表す メッ セー ジ で す 。 ど うい う 状 況 が 発生 し た か を 示す も の で す 。 


@ 中 止 <A> 再 実行 <R> 無視 <b? 
エラ ー 発 生後 の 処置 を どう する か の 応答 を 求め る メッ セー ジ で す 。 指定 の キー を 押す と エラ ー メ ッ 
モ セージ は 画面 か ら 消え 、 処 置 が 行わ れ ま す 。 処 置 方 法 に つい て は 、 次 の 8. 3 節 を ご 覧 くだ さい 。 


8.3 デバ イス エラ ー の 処置 方 法 

デバ イス エラ ー が 表示 され た と き は 、\A*、 ヾ R"、 の いずれ か を 押し て くだ さい 。 そ れ ぞ れ の 意 
味 は 、 次 の と お り で す 。 

*A” <Abort や 


読み 出し また は 書き 込み を 中 止 し ます 。 た だ ち に Human68k に 戻り ます 。 *R* で 再 実行 し て も エ 
ラー が 繰り 返さ れる と き に は 、 ヾ A” を 押し て くだ さい 。 


^R” <Retry> 


処理 を 再 実行 し ます 。 ふ つう 、 デ バイ スエ ラー メッ セー ジ が 表示 され た と き は 、 ま ず こ の ゞ R を 押 
し て くだ さい 。 


*P <Ignore> 
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8.3 デバ イス エラ ー の 処置 方 法 


エラ ー を 無視 し て 、 そ の まま 処理 を 続行 し ます 。 複 数 の ファ イル の 処理 な ど を し て いて 、 処 理 を 先 
に 進め た いと き に は 、"T' を 選択 し ます 。 た な だ し 、 デ ィ ス ク 上 の デー タ が 破壊 され ん る こと も あり ます の 
で 注意 が 必要 で す 。 


er 
3 
し 


ya 上 で 


に 


Re 


に 


MGLD 


第 2 部 


スク リー ン エ ディタ ED 


0 


だ 


で 」 
すっ ae 


|.3 ED の 起動 


第 1 章 スク リー ン エ ディ タ ED の 概要 


この 章 で は スク リー ン エ ディ タ “ED の 使い 方 に つい て 解説 し ます 。 
は を 人 は 


ED は 、 ソ ー ス プロ グラ ム や テキ スト ファ イル を 作成 編集 する と き に 使用 する 、 ツ ー ル プロ グラ ム 
で す 。ED は 豊富 な コマ ンド を 備え て お り 、CONFIG. SYS ファ イル や AUTOEXEC. BAT ファ 
イル を 作成 する と き な ど に も 便利 に 使う こと が で きま す 。ED は シス テム ディ スク 上 の BIN” とい 
う デ ィ レ クト リ の 中 に あり ます 。 


1.2 ED の 機能 


ED は 次 の よう な 機能 を 備 そ て いま す 。 

@ 複数 に わた っ て 編集 する こと が で きま す 。 

@ 1 行 の 文字 数 は 最大 128、256、512、1024 文 字 の うち か ら 選 こと が で きま す 。 

@ 編 集 画面 の 横 ス クロ ー ル を 行う こと が で きま す 。 こ れ に より 、 画 面 の 端 で 行 が 折り 返さ れる こと な 
く 、 長 い 行 を 入力 で きま す 。 

@ 一 度 に 10 個 まで の ファ イル の 編集 が 可能 で す 。 

@ 切 り 貼 り 用 の カッ トバ ッ フ ァ (文字 列 の 作業 用 一 時 格納 エリ ア ) が 用 意 さ きれ て お り 、 テ キス ト の プ 
ロッ ク 移 動 や ブロ ッ ク コ ピー な ど を 行う こと が で きま す 。 

@ テ キス ト の 編集 中 に 、 他 の ファ イル を 読み 込み 、 こ れ を 挿入 し た り 追 加 し た りす る こと が で きま す 。 

@ 迅 速 な 処理 を 実現 する た め 、 確 認 の た め の メ ッ セ ー ジ は 極力 少な く 抑 えて あり ます 。 

@ 日 本 語 入 力 を 行う こと も 可能 で す 。 日 本 語 の 入力 方 法 に つい て の 詳細 は 、「 取 扱 説明 書 ] の [第 3 部 
日 本 語 入力 」 を 参照 し て くだ さい 。 


1.3 ED の 起動 


ED を 起動 する に は 次 の よう に 入力 し ます 。 
ED [<d : >]〔< パ ス 名 >]< フ ァイル 名 > 〔. < 拡張 子 >〕 


ここ で 、<d : > は ドラ イブ 名 を 、 ン パス 名 > は パス 名 を 、 く < ファ イル 名 > は 主 フ ァイル 名 を 、< 抜 張子 > 
は 拡張 子 を 、 そ れ ぞ れ 示 し て いま す 。 

この と き ド ライ ブ 名 を 指定 し な いと カレ ント ドラ イブ が 対象 と な り ま す 。 ま た 、 何 も ファ イル 名 を 
指定 し な いと ED. $ $$′” と いう ファ イル 名 を も つ フ ァイル が 自動 的 に 作成 され ます 。 

ヾ ED. $ $ $? ファ イル が 作成 され た と き は 、ED の 終了 後 、 リ ネー ム (REN) を する か 、 ま た は 
COPY コマ ンド で その 内 容 を 他 の ファ イル に コピ ー す る よう に し て くだ さい 。 

な お 、 ED の 起動 時 に は 、 さら に いろ いろ な スイ ッ チ を 指定 する こと も で きま す 。 これ に つい て の 詳 
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第 ! 章 スク リー ン エ ディ タ ED の 概要 


細 は 、「 第 3 章 ED の スイ ッ チ 付き 起動 ] を ご 覧 くだ さい 。 
次 の よ に 入力 5: で 、 


ED EDIT. TXT 


ED を 起動 する と 画面 は の よう に な り ま す 。 


ここ で 、 画 面 の 下部 に ある メッ セー ジ は 、 左 か ら 順 に 、 
@ 編 集 す る ファ イル 名 
@ カー ソル の ある 行 (現在 行 ) の 行 番号 (ファ イル の 先頭 か ら 何 行 目 か ) ・ 
@ メ モリ の 空き 領域 (バイ ト 数 ) 
@ 入 力 モ ー ド (入力 され た 文字 が 挿入 され る “挿入 モー ド か 、 上 書き され る ^ 上 書 ” モー ド か ) 
@ 大 文字 ノ 小文字 変換 ((CTRL|+[ ] | で 、 い 大 文字 に 変換 する か 、 パ 小 ” 文字 に 変換 する か ) 
を 、 そ れ ぞ れ 表 し て いま す 。 
ここ で は 、 フ ァイル に EDIT. TXT を 指定 し て 起動 し た た め 、 編 集 す る ファ イル 名 は EDIT. TXT 
と な っ て いま す 。 
何 か キ ー を 押し 続け て みて くだ さい 。 画 面 の 右端 を 超え て も 文字 を 入力 する こと が で きま す 。 
だ た と えば 、“A” の キー を 続け て 入力 する と 、^A” が 画面 の 右端 に 達し た と き に 、 さ ら に 入力 で きる 
よう に 画面 全体 が 左 方 向 に 動き ます 。 


AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA-AAAAA 


この よう を な 機能 を 、 横 スク ロー ル と いい ます 。 画面 に 表示 で きる 1 行 の 文字 数 は 96 文 字 (また は 64 
文字 ) で す が 、 横 スク ロー ル を 利用 する こと に より 、 行 の 折り 返し な し で 、 最 大 文字 数 (128/256/ 
512 プ 1024 の いずれ か ) まで 入力 する こと が で きま す 。 

適当 な と ころ で リタ ー ン キー を 押す と 、 2 行 目 の 先頭 に カー ソル が 移動 し ます 。 

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA--AAAA 
賠 
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1.4 ED の 終了 


この と き 、 横 スク ロー ル し て いた 画面 は も と の 位置 に 戻り ます 。 
同様 に し て 、 い ろ い ろ な キー を 押し て 対応 する 文字 が 画面 に 表示 され る の を 確認 し て くだ さい 。 具 
体 的 な ED の 使い 方 に つい て は 第 2 章 を 参照 し て くだ さい 。 


1.4 ED の 終了 
(1) ファ イル の 編集 内 容 を セー ブ し て 終了 


編集 内 容 を ディ スク に セー プ (格納 ) し て 編集 を 終了 し た いと き は 、 次 の よう に し て くだ さい 。 
・L_E |(| ESC | を 押し 、 続 け て | E | を 押す ) 


編集 中 の ファ イル は 、 指 定 し た ファ イル 名 で ディ スク に セー プ さ れ 、 Human68k の コマ ンド モー ド 
に 戻り ます 。 


(2) ファ イル を 編集 前 状態 で 終了 
編集 前 の 状態 、 す な わ ち ED の 起動 時 に 指定 し た ファ イル の 内 容 を 変更 する こと な く 終 了 し た いと 
き は 、 次 の よう に 入力 し て くだ さい 。 


・| Q |(| ESC | を 押し 、 続 け て | Q | を 押す ) 
する と 、 
本 当 に エディ タ を 終了 し て よろ し いで すか (Y ン N) 


と 表示 され ます の で 、 ここ て |IY ほ 押せ ば 編集 を 終了 し ます 。[N 押せ ば 編集 画面 に 戻り ます 。 
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第 2 章 ED の コマ ンド の 解説 


本 章 で は 、 テ キス ト の 編集 を 行う た め の コ マン ド や キー 操作 に つい て 、 説 明 し ます 。 
コマ ンド に は 、CTRL (コン トロ ー ル キー) 系 と ESC (エス ケー プ キ ー) 系 、 そ れ に 単独 キー 系 の 
3 種類 が あり ます 。 次 に その 操作 方 法 と 本 書 で の 表記 法 に つい て 説明 し ます 。 


念 CTRL 系 の コマ ンド 
CTRL 系 の コマ ンド は 、 |CTRL | を 押し な が ら 、 アル ファ ベッ ト 1 文字 の キー を 押す こと に よっ て 
入力 する も の で す 。 こ の 操作 方 法 を 、 


[CTRL |+| X |(X は アル ファ ベッ ト 1 文字 の キー) 


の よう に プラ ス 記 号 で つない で 表示 し ます 。 


金 ESC 系 の コマ ンド 
ESC 系 の コマ ンド は 、 ま ず | ESC |] を 押し 、 画 面 左下 に アス タリ スク (*) が 表示 され て か ら 、 続 け 
て アル ファ ベッ ト 1 文字 な どの キー を 押す こと に よっ て 入力 する も の で す 。 こ の 操作 方 法 を 、 


[ESC|・ (X は 1 文字 の キー) 
の よう に ^・? 記号 で 区 切っ て 表示 し ます 。 


人 単独 キー 系 の コマ ンド 
単独 キ 一 系 の コマ ンド は 、 ファンクション キー や | INS |、| DEL | と いっ た 、 単 独 の 特殊 キー で 入 
力 す る も の で す 。 こ れ に は 、 | SHIFT | を 押し な が ら 用 いる 場合 も 含み ます が 、 こ の と き は 、 


| SHIFT | 二 | X |(X は 単独 の 特殊 キー) 


の よう に 表示 し ます 。 
以降 で は 、 ED の コマ ンド の 使用 法 を 目的 別に 述べ ます が 、 それ ぞ れ の 項 で 、 この 3 種類 の コマ ンド 
系 に 分 け て 解説 し ます 。 


2.1 カー ソル の 移動 


ED は 、 編 集 作業 を 画面 上 で 行い ます の で 、 作 業 の 中 心 は 常に カー ソル 位置 に な り ます 。 文 字 の 検索 ・ 
削除 や 、 行 の 削除 ・ 挿 入 な どの よう な 編集 作業 は 、 カ ー ソ ル が 表示 され て いる 位置 を 基準 点 と し て 行 
われ ます 。 し た が っ て 、 ま ず 何 か の 作業 を 行う 前 に は 、 カ ー ソ ル を 目的 の と ころ に 移動 し な く て は な 
り ませ ん 。 

カー ソル の 移動 を 行う コマ ンド は 、 次 の と お り で す 。 
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2.1| カー ソル の 移動 


ぐ CTRL 系 の コマ ンド 

@ ] 文字 単位 の 移動 

[CTRLI+[ E | カー ソル を 上 に 移動 し ます 。 
[CTRLlI+[ X | カー ソル を 下 に 移動 し ます 。 
[CTRLI+[ S | カー ソル を 左 に 移動 し ます 。 
[CTRL|+[ D | カー ソル を 右 に 移動 し ます 。 


この 4 つの コマ ンド は 湊 の よう に カー ソル 移動 キー に 対応 し て いま す 。 


は [6 康幸 所 と ヨ 


@ 行 単位 の 移動 

[CTRLI+[ B | カー ソル を 行 の 先頭 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 行 の 先頭 に ある と き は 行 の 終り に 移動 し ます 。 
それ 以外 は 、 行 の 先頭 に 移動 し ます 。 

[CTRL|+ カー ソル を 行 の 左端 に 移動 し ます 。 

[CTRLI+[ P | カー ソル を 行 の 右端 に 移動 し ます 。 


[CTRLI+[ | 水平 タブ で 指定 し た 分 カー ソル を 右 に 移動 し ます 。 画 面 の 右端 に きた と き 
3 は 次 の 行 に 改行 され ます 。 
[CTRL|+| M | 改行 し ます 。 挿 入 モ ー ド の と き は 、 行 を 分 割 し ます 。 
[| と 同じ 機能 で す 。 
@ ワ ー ド 単位 の 移動 


[CTRLI+[ A | カー ソル を 1 ワー ド 左 に 移動 し ます 。 
[CTRLI+[ F | カー ソル を 1 ワー ド 右 に 移動 し ます 。 
この 2 つの コマ ンド に より 、 カ ー ソ ル を ワー ド 単 位 で 移動 する こと が で 
きま す 。 こ こ で 、 ワ ー ド と は 、 空 白 、 カ ンマ 、 水 平 タ プ な ど で 区 切ら れ た 


文字 列 の 単位 の こと を 示し ます 。 

@ ペー ジ 単 位 の 移動 

[CTRLI+[ R | カー ソル を 1 ペー ジ 前 に 移動 し ます 。 
と 同じ 機能 で す 。 

[CTRLI+[ C | カー ソル を 1 ペー ジ 後 に 移動 し ます 。 
と 同じ 機能 で す 。 


金 ESC 系 の コマ ンド 
[ESC」・ カー ソル を 現在 編集 中 の ファ イル の 先頭 に 移動 し ます 。 
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[ESC|・ カー ソル を 現在 編集 中 の ファ イル の 終り に 移動 し ます 。 
[ESC]・[ n カー ソル を n (数 値 ) で 指定 し た 行 に 移動 し ます 。 カ ラム 位置 ( 横 方 向 の 桁 
位置 ) は 変わ り ま せん 。 


ヽ 


\ 
ズ 


ト 4 
区 
障 
9 
汰 
ド ) 
ロ 
3 


カー ソル を ホー ム 位 置 (画面 の 左上 ) に 移動 し ます 。 
カー ソル を 1 ペー ジ 後 に 移動 し ます 。 


IROLL DOWN カー ソル を 1 ペー ジ 前 に 移動 し ます 。 

F 1 カー ソル を 現在 編集 中 の ファ イル の 先頭 に 移動 し ます 。 

IF 2 | カー ソル を 現在 編集 中 の ファ イル の 終り に 移動 し ます 。 

改行 し ます 。 挿 入 モ ー ド の と き は 、 行 を 分 割 し ます 。 

衣 藤 カー ソル を 上 に 移動 し ます 。 

前 二 カー ソル を 下 に 移動 し ます 。 

[=」] カー ソル を 左 に 移動 し ます 。 

[=] カー ソル を 右 に 移動 し ます 。 

TAB 水平 タプ で 指定 し た 分 カー ソル を 右 に 移動 し ます 。 画面 の 右端 に きた と き 
は 次 の 行 に 改行 され ます 。 

人 


挿入 を 行う コマ ンド は 、 次 の と お り で す 。 


+[RN | カー ソル の ある 行 (現在 行 ) の 前 の 行 に 空白 行 を 1 行 挿入 し ます 。 
現在 行 の カラ ム 位置 に か か わら ず 実 行 され ます 。 


金 単独 キー 系 コマ ンド 


現在 行 の 次 の 行 に 現在 行 を 挿入 コピ ー し ます 。 
INS キー 上 の 赤 の ラン プ が つい て いる と き は 挿入 モー ド で す 。 


文字 は 、 カ ー ソ ル の ある 位置 の 直前 の カラ ム に 挿入 され ます 。ED の 画面 に 
は “挿入 ′ と 表示 され ます 。 

ラン プ が 消え て いる と き は 上 書 モ ー ド で 、 文 字 は 、 カ ー ソ ル の ある 位置 か 
ら 上 書き され ます 。ED の 画面 に は * 上 書 ” と 表示 され ます 。 

挿入 と 上 書 は トグル” に な っ て お り 、 押 すご と に 状態 が 反転 する よう に 
な っ て いま す 。 
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2.3 削除 
削除 を 行う コマ ンド は 、 


久 CTRL 系 の コマ ンド 


[CTRLI+[G ] 
[CTRL+[H | 


[CTRLI+[T | 
[CTRLI+LY | 


[CTRLI+[U | 
[CTRL+[LK | 


2.4 検索 
検索 を 行う コマ ンド は 、 


金 ESC 系 の コマ ンド 


[EScl・[N 
[EScl・LS 」 


単色 キー 系 の コマ ンド 
IF 4 | 


次 の と お り で す 。 


カー ソル 位置 の 文字 を 1 文字 削除 し ます 。 

と 同じ 機能 で す 。 

カー ソル 位置 の 前 の 文字 を 削除 し ます (バッ クス ペー ス )。 
と 同じ 機能 で す 。 

カー ソル 位置 の ワー ド を 1 ワード 削除 し ます 。 

現在 行 を 1 行 削除 し ます 。 

カー ソル の カラ ム 位 置 に か か わら ず 実 行 さ れ ます 。 

この キー で 削除 され た 文字 列 は 、 [CTRL|+| L | で 復帰 (挿入 ) する 
が で きま す 。 

行 の 先頭 か ら カ ー ソ ル 位 置 の 前 まで を 削除 し ます 。 

カー ソル 位置 の 文字 か ら 行 の 終り まで を 削除 し ます 。 


次 の と お り で す 。 


文字 列 を カー ソル 位置 か ら 文末 に 向かっ て 検索 し ます 。 
コマ ンド の 実行 方 法 は 、 と 同じ で す 。 

文字 列 を カー ソル 位置 か ら 文頭 に 向かっ て 検索 し ます 。 
コマ ンド の 実行 方 法 は 、 | SHIFT |+[F 4 | と 同じ で す 。 


文字 列 を カー ソル 位置 か ら 文末 に 向かっ て 検索 し ます 。 
指定 し た 文字 列 を カー ソル 位置 か ら さ が し 、 最 初 に 見 つか っ た と ころ 
iv 9 ル が 移動 陣 ま ja 


還 紀 


に カ 


検索 は 1 回 の み 行わ れ ま す 。 同 文字 列 に つい て 、 続 いて 検索 を 行い た い 


と き に は 、[F 5 | を 押し て くだ さい 。 
[F 4 | を 押す と 画面 左下 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


前 方 検索 文字 列 : 較 


圏 が 点 減 し ます 。 検 索 する 文字 列 を 入力 し 、[』| を 押し て くだ さい 。 
検索 文字 列 と 同じ 文字 列 の 先頭 に カー ソル が 移動 し ます 。 
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LSHTFT +[E 4 


[SHIFT |+[F 5| 


2.5 置換 
置換 を 行う コマ ンド は 、 


人 ESC 系 コマ ンド 


[ESc」・[」] 


該当 する 文字 列 が 見 つか ら な いと き は 、` 文 字 列 が 見 つか り ま せん ? と いう 
メッ セー ジ が 表示 され 、 検 索 前 の 状態 に 戻り ます 。 


[F 4 | の 逆 方 向 の 検索 を 行い ます 。 カ ー ソ ル 位 置か ら 文頭 に 向かっ て 検索 
し ます 。 

コマ ンド の 実行 方 法 は [F 4 | と 同じ で す 。 

検索 は 1 回 の み 行わ れ ま す 。 同 じ 文 字 列 に つい て 、 続 いて 検索 を 行い た い 


と き に は 、 | SHIFT |+ IF 5 | を 押し て くだ さい 。 


指定 し た 文字 列 を 連続 的 に 文末 に 向かっ て 再 検索 し ます 。 

IF 5 | を 用 いる 前 に 、 [F 4 ] ま た は | SHIFT |+[F 4 | で 、 検索 文字 列 を 指 
定 し て お く 必 要 が あり ます 。 

再 検索 は 該当 する 文字 列 が 見 つか ら な く な る まで 行わ れ ま す 。 

を 押す と 指定 し た 文字 列 の 先頭 に カー ソル が 移動 し ます 。 

続い て [F 5 | を 押す と 次 の 文字 列 が 再 検索 され ます 。 


IF 5 の 逆 方 向 の 再 検索 を 行い ます 。 カ ー ソ ル 位置 か 文頭 に 向かっ て 再 
検索 し ます 。 

| SHIFT | [F 5 | を 用 いる 前 に 、[F 4 | また は SHIFT |+[F 4 | で 、 検 
索 文字 列 を 指定 し て お く 必要 が あり ます 。 

コマ ンド の 実行 方 法 は と 同じ で す 。 


次 の と お り で す 。 


カー ソル 位置 か ら 文末 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 
コマ ンド を 実行 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


前 方 置換 旧 文 字 列 : 画 


ここ で 、 置 きか えた い (置換 前 ) 文字 列 を 入力 し 、 [| を 押し て くだ さい 。 
続い て 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


前 方 置換 新 文字 列 : 較 


新しく 置き か える (置換 後 ) 文字 列 を 入力 し 、 [| を 押し て くだ さい 。 す る 
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[EScl・LL 」 


2.5 置換 


確認 し ます か ? (Y ン N) 
と た ず ね て きま す 。 こ こ で 、 ひ と つ ひ と つづ 確認 し な が ら 置 換 する 場合 HY] 
を 、 確 認 せ ず に いっ き に 置換 する 場合 HN を 押し ます 。 
[Y ほ 押し て 該当 する 置換 前 文字 列 が 見 つか る と 、 

置換 し ます か ? (Y ン N) 


と た ず ね て きま す 。 ここ で 、 置換 を 行う 場合 HY し 、 置換 し な い 場合 IN] 
を 押し ます 。 

続い て 、 次 の 置換 前 文字 列 が さ が さ れ ま す 。 置 換 は 、 置 換 前 文字 列 が な く 
な る まで 続け られ ます 。 

置換 を 中 止 し 、 編 集 画面 に 戻り た い 場 合 は 、 | ESC | を 押し て くだ さい 。 


カー ソル 位置 か ら 文 頭 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 
コマ ンド を 実行 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


後方 置換 | 旧 文 字 列 : 画 


ここ で 、 置 きか えた い (置換 前 ) 文字 列 を 入力 し 、|J| を 押し て くだ さい 。 
続い て 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


後方 置換 新 文字 列 : 較 
新しく 置き か える (置換 後 ) 文字 列 を 入力 し 、 [| を 押し て くだ さい 。 
確認 し ます か ? (Y ン N) 


と た ず ね て きま す 。 ここ で 、 ひ と つ ひ と つ 確 認 し な が ら 置 換 する 場合 HY| 
を 、 確 認 せ ず に いっ き に 置換 する 場合 HN を 押し ます 。 
[し 押し て 該当 する 置換 前 文字 列 が 見 つか る と 、 

置換 し ます か ? (Y ノ N) 
と た ず ね て きま す 。 ここ で 、 置換 を 行う 場合 HY ほ 、 置換 し な い 場 合 ば IN] 
を 押し ます 。 
続い て 、 次 の 置換 前 文字 列 が さ が き され ま す 。 置 換 は 、 置 換 前 文字 列 が な く 
な る まで 続け られ ます 。 
置換 を 中 止 し 、 編 集 画面 に 戻り た い 場合 は 、 [ ESC | を 押し て くだ さい 。 
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[ESC]・LR | 


[ESCl・[U | 


単独 キー 系 コマ ンド 


SHIFT |+[F 3 


カー ソル 位置 か ら 文 末 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 置 換 の 確認 動作 は し ませ ん 。 
コマ ンド を 実行 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


前 方 置換 | 旧 文 字 列 : 較 


ここ で 、 置 きか えた い (置換 前 ) 文字 列 を 入力 し 、 | を 押し て くだ さい 。 
続い て 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


前 方 置換 新 文字 列 : 較 
新しく 置き か える (置換 後 ) 文字 列 を 入力 し 、 | を 押し て くだ さい 。 
する と 、 

検索 中 ESC で て 中止 


と 表示 され 、 該 当 す る 置換 前 文字 列 は すべ て 置換 後 文字 列 に 置換 され ます 。 
置換 を 中 止 し 、 編 集 画面 に 戻り た い 場合 は 、 | ESC | を 押し て くだ さい 。 


カー ソル 位置 か ら 文頭 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 置 換 の 確認 動作 は し ませ ん 。 
コマ ンド を 実行 する と 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


後方 置換 | 旧 文字 列 : 較 


ここ で 、 置 きか えた い (置換 前 ) 文字 列 を 入力 し 、 | を 押し て くだ さい 。 
続い て 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


後方 置換 新 文字 列 : 男 


新しく 置き か える (置換 後 ) 文字 列 を 入力 し 、[ 凡 | を 押し て くだ さい 。 
する と 、 


検索 中 ESC で 中 止 


と 表示 され 、 該 当 す る 置換 前 文字 列 は すべ て 置換 後 文字 列 に 置換 され ます 。 
置換 を 中 止 し 、 編 集 画面 に 戻り た い 場 合 は 、 を 押し て くだ さい 。 


カー ソル 位置 か ら 文末 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 置 換 の 確認 動作 は し ませ ん 。 

コマ ンド の 実行 方 法 ば ESC |・| R | と 同じ で す 。 

カー ソル 位置 か ら 文頭 に 向かっ て 、 指 定 し た 文字 列 を 新しい 文字 列 に 連続 
置換 し ます 。 置 換 の 確認 動作 は し ませ ん 。 

コマ ンド の 実行 方 法 は [ ESC |・ と 同じ で す 。 
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eS トカ ウツ ド バ ッ プア 


2.6 ファ イル の 読み 込み ・ 書 き 出 し 


ファ イル の 読み 込み ・ 書 き 出し を 行う コマ ンド は 、 次 の と お り で す 。 


金 ESC 系 の コマ ンド 


[EScl・[Y」 


[ESC」・[W_ 


別 の ファ イル を 編集 中 の ファ イル に 読み 込み ます 。 

すでに 作成 し て ある 別 の ファ イル を 読み 込む と き に 使用 し ます 。 現 在 行 ( カ 
ー ソ ル の ある 行 ) の 直前 に 、 指 定 し た ファ イル 全体 が 挿入 され ます 。 コ マ 
ンド を 実行 する と 画面 左下 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ファ イル 読込 み : 圏 


ここ で 読み 込む ファ イル の ファ イル 名 を 入力 し ます 。 続 いて [| を 押し て く 
だ さい 。 指 定 フ ァイル が 読み 込ま れ ま す 。 
中 止 し て 編集 画面 に 戻る 場合 に は 、 を 押し て くだ さい 。 


編集 中 の ファ イル か ら 一 部 分 を と り 出 し 、 新 し い フ ァイル と し て 作成 ( 書 
き 貞 も た まず 。 

これ に は 、 2 通り の 方 法 が あり ます 。 

(1) 現在 行か ら フ ァイル の 最後 まで を 書き 出す 場合 

[ESC |・| W_ | を その まま 実行 する と 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され 
ます お 


ファ イル 書 出し : 画 


ここ で 、 作 成す る ファ イル の ファ イル 名 を 入力 し 、 [| を 押し て くだ さい 。 
中 止 し て 編集 画面 に 戻る 場合 に は 、 | ESC | を 押し て くだ さい 。 

(2) 特定 範囲 内 の 内 容 を 書き 出す 場合 

まず 、 指 定 し た い 範 囲 の 最初 の 行 に カー ソル を 移動 し て か ら 、|IF 6 | を 押 
し 、 範 囲 指 定 を 開始 し ます 。 

続い て 、 指 定 し た い 範 囲 の 最終 行 の 次 の 行 に カー ソル を 移動 し ます 。 次 に 、 
[ESC |・| W ] を 実行 する と 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ファ イル 書 出し : 圏 


ここ で 、 作 成す る ファ イル の ファ イル 名 を 入力 し 、 [| を 押し て くだ さい 。 
中 止 し て 編集 画面 に 戻る 場 合 に は 、 | ESC | を 押し て くだ さい 。 
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7 の 邊 中 バッ クア 


カッ トバ ッ フ ァ は まとまっ た 量 の 文字 列 を 削除 ・ 複 写 ・ 貼 付す る と き に 使用 し ます 。 
^ カ ッ ト ” バッ ファ は 、 あ る まとまり の ある 文字 列 を 切り 取っ て (カッ ト ) 一 時 的 に 格納 し て お き 、 
次 の 処理 (移動 ・ 複 写 ) に 備 そ る よう に な っ て いる も の で す 。 


金 ESC 系 コマ ンド 


LESC|・| n |・[| P | 回 カ ー ソ ル の ある 行か ら n 行 分 カッ トバ ッ フ ァ に 格納 し ます 。n 行 分 の テキ 


[ESCILm TLG] 回 


人 単独 キー 系 コマ ンド 


スト は 削除 され ます 。n は 任意 の 数 値 で 、 こ れ を 省略 する と 、 1 と な り ま 
3.。 

カッ トバ ッ フ ァ の 内 容 を 現在 行 の 直前 に n 回 挿入 し ます 。n は 任意 の 数 値 
で 、 こ れ を 省略 する と 、 1 と な り ま す 。 


カッ トバ ッ フ ァ に テキ スト を 格納 する 前 に 、 格 納 す る 範囲 を 行 単位 で 指定 
する た め に 使い ます 。 

指定 し た い 範 囲 の 最初 の 行 に カー ソル を 移動 し て か ら [F 6 | を 押す と 、 画 
面 左下 に 次 の よう に 表示 され ます 。 


範囲 指定 


続い て 、 指 定 し た い 範 囲 の 最終 行 の 次 の 行 に カー ソル を 移動 し 、 次 に 説明 
する [F 7 | ある い は [F 8 | を 押し ます 。 

[F 6 | で 指定 し た 行か ら 現在 行 の 前 の 行 に いた る まで の 範囲 内 の テキ スト 
を 、 カ ッ ト バ ッ フ ァ に 格納 し ます 。 指 定 範囲 の テキ スト は 削除 され ます 。 
[F 6 | で 指定 し た 行か ら 現 在 行 の 前 の 行 に いた る まで の 範囲 内 の テキ スト 
を 、 カ ッ ト バ ッ フ ァ に 格納 し ます 。 指定 範囲 の テキ スト は その まま 削除 
され ず に 残り ます 。 

カッ トバ ッ フ ァ の 内 容 を 現在 行 の 直前 に 挿入 し ます 。 


カッ トバ ッ フ ァ を 使用 し て 実際 に テキ スト の 編集 を する と き は 、 次 の よう に し ます 。 


@ テ キス ト の 移動 


1. 移動 元 と な る テキ スト の 最初 の 行 に カー ソル を 移動 し 、[F 6 | を 押し て 範囲 指定 を 開始 し ます 。 
2. 次 に 、 移動 元 の テキ スト の 最終 行 の 次 の 行 に カー ソル を 移動 し 、 こ こ で |F 7 | を 押し て 移動 元 テ 
キス ト 全 体 を カッ トバ ッ フ ァ に 格納 し ます 。 こ の と き 、 指 定 し た テキ スト は 、 編 集 画面 上 か ら 


削除 され ます 。 


3. カー ソル を 移動 し て 、 カ ッ ト バ ッ フ ァ 中 の テキ スト を 挿入 し た い 場 所 まで も っ て いき 、 
Ln |・[ G ] 回 実行 する か 、 ま た は [FE 9 ] を 押し ます 。( [ESC |・[ n |・| G ] 避 で は 、 
n に 数 値 を 指定 すれ ば 、n 回 分 挿入 で きま す )。 
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4. テキ スト は 、 現 在 行 の 直前 に 挿入 され 、 結 果 的 に テキ スト が 移動 きれ ん た こと に な り ま す 。 
な お 、 1. 一 2. の 作業 の 代わ り に 、 | ESC| | n | ト [| P | 凡 | を 使っ て 指定 行 分 の テキ スト を カ 
ッ ト バ ッ フ ァ に 格納 する こと も で きま す 。 


@ テ キス ト の 複写 


1. 複写 元 と な る テキ スト の 最初 の 行 に カー ソル を 移動 し 、[F 6 | を 押し て 範囲 指定 を 開始 し ます 。 

2. 次 に 、 複 写 元 の テキ スト の 最終 行 の 次 の 行 に カー ソル を 移動 し 、 こ こ で |F 8 | を 押し て 複写 元 テ 
キス ト 全 体 を カッ トバ ッ フ ァ に 格納 し ます 。 こ の と き 、 指 定 し た テキ スト は 、 編 集 画面 上 か ら 
は 削除 きれ ず に 残り ます 。 

3. カー ソル を 移動 し て 、 カ ッ ト バ ッ フ ァ 中 の テキ スト を 挿入 し た い 場所 まで も っ て いき 、 
Ln |・ を 実行 する か 、 ま た は [F 9 を 押し ます 。( [ESC|・[ n |・[G] 固 で 
は 、n に 数 値 を 指定 すれ ば 、nrn 回 分 挿入 で きま す 。) 

4. テキ スト は 、 現 在 行 の 直前 に 挿入 され 、 結 果 的 に テキ スト が 複写 され た こと に な り ま す 。 

な お 、1. 一 2. の 作業 の 代わ り に 、[ ESC |・| n |:[ P |・ 問 | を 使っ て 指定 行 分 の テキ スト を カ 

ッ ト バ ッ フ ァ に 格納 する こと も で きま す 。 た だ し 、 画 面 上 か ら は 削除 され ます 。 


2 . 8 その 他 の 編集 コマ ンド 


金 CTRL 系 コマ ンド 


[CTRLI+[ 」] 


[CTRLI+L] | 


CTRLI+[ V | 


念 ESC 系 コマ ンド 


[ESc」・[ 0 」 


ED の ヘル プ フ ァ イ ル を 表示 し ます 。 
コマ ンド の 使い 方 を 参照 する と き に 使用 し ます 。 
と 同じ 機能 で す 。 


現在 の カー ソル の 位置 の 文字 を 、 大 文字 また は 小文字 に 変換 し ます 。 
大 文字 に 変換 する か 小文字 に 変換 する か は 、 | ] | で 切り か えら れ 
ます 。 


コン トロ ー ル コー ド を 入力 し ます 。 
CTRLI+| V | に 続け て 、 入 力 し た い コ ント ロー ルコ ー ド の 大 文字 を 押 
し 素 恋 。 


現在 編集 中 の ファ イル を 編集 前 の 状態 に 戻し ます 。 そ れ ま で に 行っ た 編集 
作業 は 無効 と な り 、 最 初 の 状態 と な り ま す 。 
コマ ンド を 実行 する と 、 


再編 集 (Y プ N) 


と た ず ね て きま す 。|Y し 押せ ば 編集 前 の 状態 に 戻り 、IN を 押せ ば 以前 の 編 
集 画面 に 戻り ます 。 
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[EScl・[ T ] 


[ESc|・[C ] 


[ESC」・[M | 


[ESc ト []] 


[ESc」・[ エ ] 


IESCI・[ @ | 


現在 編集 中 の ファ イル の ファ イル 名 を 変更 し ます 。 
コマ ンド を 実行 する と 画面 左下 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ファ イル 名 変更 : ベベ XX. メメ メメ 画 


ペペ ※ メ X※. メメ X に は 、 現 在 編集 中 の ファ イル 名 が 表示 され ます 。 
ここ で 、 | BS | を 使っ て カー ソル を 前 に 戻し 、 新 し い フ ァイル 名 を 入力 後 、 
| を 押し て くだ さい 。 


ED か ら 抜け 出す こと な く Human68k の コマ ンド を 実行 する と き に 使 
用 し ます 。 
実行 する と 画面 左下 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


Human68k: 圏 


画 に Human68k の コマ ンド を 入力 し ます 。 コ マン ド が 正しい と き は 指定 
し た コマ ンド が 実行 され た 後 、 任 意 の キー の 入力 待ち と な り ま す 。 何 か キ 
ー を 押す と 、ED の 編集 に 戻り ます 。 ま た 、 こ こ で 単に |J| だ け を 押す と 、 
Human68k の コマ ンド 待ち に な り ま す 。 再び ED に 戻る と き は EXIT 凡 | 
と 入力 し ます 。 


改行 記号 (」) を 表示 する と き に 使用 し ます 。 

ED で は 通常 、 改 行文 字 は 表示 され ませ ん 。 この コマ ンド を 実行 する と *!? 
記号 に より 改行 の 位置 が 表示 され ます 。 

も う 一 度 | ESC |・| M ほ 実 行 す る と 、 改 行 記 号 の 表示 は 解除 され ます 。 


大 文字 ・ 小 文字 変換 モー ド の 切り か を え を し ます 。 
[CTRL|+| ] | を 使っ て 、 現 在 カ ー ソ ル の ある と ころ の 文字 を 大 文字 ま 
た は 小文字 に 変換 する と き に 、 ど ちら に 変換 する の か を 切り か える の に 使 
いま す 。 

大 文字 変換 モー ド に な っ て いる と き に は 、 画 面 右 下 に 大” と 表示 され 、 
小文字 変換 モー ド に な っ て いる と き に は * 小 ” と 表示 され ます 。 


タブ 記号 (っ ・・・) を 表示 する と き に 使用 し ます 。 
ED で は 通常 、 水 平 タ プ は 表示 され ませ ん 。 こ の コマ ンド を 実行 する と 
* つ ・・・? 記号 に より タプ の 位置 が 表示 され ます 。 
も う 一 ギ ESC |・| TI ] を 実行 する と 、 タ ブ 記 号 の 表示 は 解除 され ます 。 


マク ロ を 定義 し ます 。 
ESC| ・| @ | を 押し て 、 次 に |ESC| ・| @ | を 押す まで に 入力 し た 内 容 


が マク ロ と し て 定義 され ます 。 定 義 し た な マク ロ は | UNDO| を 押す と 実行 き 
れ ま す 。 
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金 単独 キー 系 コマ ンド 
HELP 


CLR 


UNDO 


2.9 ファ イル の セー プ ・ 編 集 の 終了 


ED の ヘル プ フ ァ イ ル を 表示 し ます 。 

ファ イル の 終端 記号 (EOF) を 表示 する と き に 使用 し ます 。 

ED で は 通常 、 フ ァイル 終端 記号 は 表示 され ませ ん 。 こ の コマ ンド を 実行 
する と EOF" 記号 に より ファ イル の 終端 位置 が 表示 され ます 。 

も う 一 度 [ CLR | を 押す と 、 フ ァイル 終端 記号 の 表示 は 解除 きれ ます 。 
定義 きれ た マク ロ を 実行 し ます 。(|ESC| ・| @ | 参照 )。 


2.9 ファ イル の セー プ ・ 編 集 の 終了 


念 ESC 系 コマ ンド 


[ESCl・[H | 


[ESCI・LK 」 


[ESCl・LX | 


[ESC]・[E | 


[ESCl・LQ 」 


現在 編集 中 の ファ イル だ け を ディ スク に セー プ し ます 。 
現在 の 編集 状態 を 一 度 記録 する と き に 使用 し ます 。 

コマ ンド を 実行 し て も 、 画 面 上 で は 何 も 起 こり ませ ん が 、 現 在 編 集中 の フ 
ァイル だ けが 、 現 在 の ファ イル 名 で セー ブ さ れ ま す 。 

な お 、 フ ァイル 名 を 変更 し て セー ブ し た い 場 合 は 、、 あ ら か じ め [ ESC |・ 
[| T | で ファ イル 名 の 変更 を し て お いて か ら 、 こ の コマ ンド を 実行 し て く 
だ さい 。 


現在 編集 中 の ファ イル だ け を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 。 
複数 ファ イル の 編集 (2 . 10 節 参照 ) を 行っ て いる 場合 、 現 在 編集 中 の ファ 
イル だ け を 終了 し 、 残 り の ファ イル の 編集 は 継続 し ます 。 


現在 編集 中 の ファ イル だ け を ディ スク に セー プ ブ し た 後 、ED を 終了 し ます 。 
複数 ファ イル の 編集 (2 . 10 節 参照 ) を 行っ て いる 場合 、 現 在 編集 中 の ファ 
イル だ け を セー ブ し 、 こ れ 以 外 の ファ イル は セー ブ し ませ ん 。 

な お 、 フ ァイル 名 を 変更 し て セー プ し た い 場 合 は 、、 あ ら か じ め | ESC |・ 
[ T |] で ファ イル 名 の 変更 を し て お いて か ら 、 こ の コマ ンド を 実行 し て く 
だ さい 。 


編集 中 の すべ て の ファ イル を ディ スク に セー ブ し た 後 、ED を 終了 し ます 。 
複数 ファ イル の 編集 ( 2 . 10 節 参照 ) を 行っ て いる 場合 、 編 集中 の すべ て の 
ファ イル を セー プ し ます 。 

な お 、 フ ァイル 名 を 変更 し て セー ブ し た い 場 合 は 、 各 ファ イル に つき 、 あ 
ら か じ め | ESC ト [| エ | で ファ イル 名 の 変更 を し て お いて か ら 、 こ の コマ ン 
ド を 実行 し て くだ さい 。 


編集 中 の すべ て の ファ イル を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 。 
それ まで 編集 し た 結果 を すべ て 無効 に する と き に 使用 し ます 。 
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第 2 章 ED の コマ ンド の 解説 


コマ ンド を 実行 する と 画面 左下 に 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
本 当 に エディ タ を 終了 し て も よろ し いで すか (Y ン N) 


ここ で |[Y| を 押す と 、 フ ァイル の 編集 前 の 状態 で ED を 終了 し ます 。 |[N | を 
押す と 、 も と の 編集 画面 に 戻り ます 。 


2.10 複数 ファ イル の 編集 


ED で は 、 一 度 に 10 個 まで の ファ イル を 編集 する こと が で きま す 。 
複数 ファ イル の 編集 を 行う 場合 に は 、 コ マン ドモ ー ド か ら ED を 起動 する 際 に 、 次 の よう に 指定 し 
ます 。 各 ファ イル の ファ イル 名 は 、 ス ペー ス で 区 切っ て くだ さい 。 


ED (< ファ イル 1 >〕 〔< フ ァイル 2 >]………〔< フ ァイル 10>〕 


この 形式 で ED を 起動 し た 後 、 次 に 示す よう な コマ ンド を 用 いる こと に より 、 編 集 の 対象 と な る フ 
ァイル を 切り か を な が ら 、 そ れ ぞ れ の ファ イル に つい て 編集 を 行う こと が で きま す 。 


金 ESC 系 コマ ンド 


| ESC |・ 編集 の 対象 と な る ファ イル の 切り か え を 行い ます 。 
ファ イル の 切り か え は 、ED 起 動 時 に 指定 し た 複数 ファ イル の 順 、 す な わ 
ち 、 


ファ イル 1 っ ファ イル 2 … 
*・・・ つ ファ イル 9 っ つ フ ァイル 1 0 一 ファ イル 1 


の 順に 行わ れ ま す 。 

[ESC|・[ D ] 編集 の 対象 と を る ファ イル の 切り か え を 行い ます 。 
ファ イル の 切り か え は 、ED 起動 時 に 指定 し た 複数 ファ イル の 逆順 、 す な わ 
ち 、 


ファ イル 1 っ ファ イル 1 0 一 ファ イル 9 一 
ーー ジ ン ア イリ 2 ララ アァ アイル 


の 順に 行わ れ ま す 。 
[ESC1・ 新しい ファ イル を 作成 し ます 。 
コマ ンド を 実行 する と 、 
編集 ファ イル : 画 


と 表示 され ます 。 作成 し た い フ ァイル の ファ イル 名 を 入力 し 、[| を 押し て 
くだ さい 。 新しい ファ イル が 編集 の 対象 と な り ま す 。 
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[EScl・LYV 」 


人 単独 キー 系 コマ ンド 
LSHIFT |+[F 6 


SHIFT |+ 


2.IO 複数 ファ イル の 編集 


タグ ジャ ンプ を 行い ます 。 

編集 中 、 他 の ファ イル を 参照 し た い 場 合 に 使う も の で 、 次 の よう に し て 実 
行 し ます 。 

まず 、 つ き の 例 の よう に 、 編 集 画面 中 の 任意 の 1 カラ ム 目 か ら 、 参 照 し た 
い フ ァイル の ファ イル 名 を 入力 し 、 続 け て | TAB | を 押し て か ら 数 値 を 入 
力 選 ま 398 


CONFIG. SYS | TAB| 3 


数 値 は 、 目 的 の ファ イル が 開か れ た と き の 、 カ ー ソ ル の 位置 ( 行 数 ) を 
示し ます 。 

続い て 、[ ESC ト | V | を 実行 し て くだ さい 。 こ の 例 で は CONFIG. SYS* 
ファ イル が 開か れ た 後 、 3 行 目 に カー ソル が 置か れ ま す 。 

な お 、 指 定 の ファ イル が 見 つか ら な い 場 合 は 、 新 し い フ ァイル と し て 開き 
まず 。 

また 、 FIND コマ ンド で FIND text *※.S ン F > TEMP と 実行 し 、 
その 出力 を リダイレクト 機能 を 用 いて 、 TEMP と いう ファ イル に 作成 し 、 
その ファ イル で タグ ジャ ンプ を 使っ て すばやく 参照 する こと が で きま す 。 


編集 の 対象 と な る ファ イル の 切り か え を 行い ます 。 
ファ イル の 切り か そえ は 、ED 起動 時 に 指定 し た 複数 ファ イル の 順に 行わ れ 
まう 6 

* と 同じ 機能 で す 。 


編集 の 対象 と な る ファ イル の 切り か え を 行い ます 。 

ファ イル の 切り か え は 、ED 起動 時 に 指定 し た 複数 ファ イル の 逆順 に 行わ 
40 ま 9 

| ESC |・| D | と 同じ 機能 で す 。 


な お 、 複 数 ファ イル の 編集 を 終了 する 場合 、 すべて の ファ イル に つい て 終了 し た けれ ば 、 次 の い ず 
れ か を 使用 し な く て は な り ま せん 。 


[EScl・[E | 
[ESCl・[Q ] 


編集 中 の すべ て の ファ イル を ディ スク に セー ブ し た 後 、ED を 終了 し ます 。 
編集 中 の すべ て の ファ イル を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 。 


次 の コマ ンド を 使用 し た 場合 は 、 現 在 編集 中 の ファ イル に つい て だ けし か 終了 し ませ ん の で 注意 が 


必要 で す 。 


[EScl・[x | 
LESCI・LK 」 


現在 編集 中 の ファ イル だ け を ディ スク に セー プ し た 後 、ED を 終了 し ます 。 
現在 編集 中 の ファ イル だ け を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 。 


261 


第 3 章 ED の スイ ッ チ 付き 起動 


第 3 草 ED の スイ ッ チ 付き 起動 


ED は スイ ッ チ を 付け て 起動 する こと に より 、 そ の 実行 環境 の 設定 を 行 ) こ と が で きま す 。 
ED を スイ ッ チ 付き で 起動 する に は 、 次 の 書式 を 使い ます 。 


ED (一 A〕〔 一 E〕 〔 一 H) 〔 一 L〕 (一 M〕 〔 一 S〕 (一 
[< く フ ァイル 1 >〕 … 〔 く ファ イル 10>〕 


< ファ イル 1> 一 < ファ イル 10> に つい て は 、「 2 .10 複数 ファ イル の 編集 」 に 説明 し て あり ます の 
で 、 参 照 し て くだ さい 。 
2 つ 以 上 の スイ ッ チ を 付け る と き に は 、 ス イッ チ と スイ ッ チ の あい だ に スペ ー ス を 入れ て くだ さい 。 


各 ス イッ チ の 意味 は 、 次 に 示す と お り で す 。 


ーA ヘル プ フ ァ イ ル の パス 指定 。 
ヘル プ フ ァ イ ル の 存在 し て いる ディ レク トリ の フル ノバ ス 名 で 指定 し ます 。 
デフ ォ ル ト で は 、 ヘル プ フ ァ イ ル の パス 名 は 、 ED. X の 存在 し て いる ディ レク トリ の パス 
名 と 同じ と な り ま す 。 


ーE ド ファ イル 終端 記号 (EOF) の 表示 指示 。 
デフ ォ ル ト で は 、EOEF 記号 は 表示 され ませ ん 。 


ーH 水平 タプ の 最大 表示 幅 指 定 。 
水平 タプ ($ 09) の 最大 表示 幅 を カラ ム 数 で 指定 し ます 。 
この スイ ッ チ の 直後 に 、 
2 志和 ま 0Sa19 
の うち の どれ か を 指定 し ます 。 
デフ ォ ル ト で は 、 8 カラ ム に 指定 され て いま す 。 


ーL 改行 記号 (}) の 表示 指定 。 
デフ ォ ル ト で は 、 改 行 記号 は 表示 され ませ ん 。 


ーM 行 長 の 指定 。 
1 行 の 長き さ を バ イト 数 で 指定 し ます 。 
この スイ ッ チ の 直後 に 、 
128、256、512、1024 
の うち の どれ か を 指定 し ます 。 
デフ ォ ル ト で は 、512 バ イト に 指定 され て いま す 。 
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ーS 画面 モー ド の 指定 。 
この スイ ッ チ の 上 直後 に 、 モ ー ド を 設定 する 数 値 を 指定 し ます 。 
1 …96 (カラ ム ) X30 ( 行 ) 
2 …64 (カラ ム )※X30 ( 行 ) 
プン: オ ツレ RS まで する 


ーT タブ 記号 ( つ ・・・) の 表示 指定 。 
デフ ォ ル ト で は 、 タ ブ 記 号 は 表示 され ませ ん 。 
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第 4 章 ED の 操作 例 


第 4 草 ED の 操作 例 


ここ で は 、ED の 科 単 な 操作 例 と し て 、 小 さ な フ ァイル の 作成 を 行う 方法 を 示し ます 。 
例 と し て 作成 する の は 、 簡 単 な バ ッ チ ファ イル で す が 、 同 様 な 方 法 で 、 プ ログ ラム や メモ 書き な ども 
作成 する こと が で きま す 。 

まず 、Human68k の コマ ンド モー ド (入力 待ち 状態 ) か ら 次 の よう に 入力 し ます 。 


ED LPR.BAT 


ここ で 、"LPR.BAT” が 、 作 成す る ファ イル 名 に な り ま す 。 すでに LPR.BAT が 作ら れ て いる と 
き は その 内 容 が 、 そ う で な いと き は 何 も 入力 され て いな い 、 新 た な 画面 が 表示 され ます 。 

ここ で は 、LPR.BAT ファ イル を 新た に 作成 する も の と し て 説明 し ます 。 

で は 、 次 の よう な 内 容 の LPR.BAT ファ イル を 作っ て み ま す 。 


ECHO OFF 

IF "%1" == "” GOTO NONFILE 

IF NOT EXIST %1 GOTO NONFILE 
PR /F /H"%1” /W80 /L60 %1 PRN 
GOTO END 

:NONFILE 

ECHO !!!!! 敬 告 !!!!! 
ECHO ファ イル が あり ませ ん 
ECHO 000111111111111!1! 
:END 


実際 に 入力 し て み ま し ょ う 。 文 字 を 大 文字 で 入力 する と き は 、[CAPS | の 赤 ラ ンプ が つい て いる 状態 
に ます 。 
9 


ECHO OFF 


を 入力 し て み ま す 。 

"ECHO" に 続い て スペ ー ス (空白 ) を 入力 し ます 。 ス ペー ス は スペ ー ス キー を 押す と 入力 で きま す 。 

も し 、 入力 まち が い を し た ら 、 | BS | また は [CTRL|+ | H | を 押す と 、 カー ソル の 直前 の 文字 を 消 
すこ と が で きま す 。 ま た | DEL | また は [CTRL|+ | G ] を 押せ ば 、 カ ー ソ ル の と ころ に ある 文字 を 消 
せま す 。 

ここ で 改行 を し ます 。 改行 は 、 リ ター ン キ ー を 押す か [CTRL|+ | M | を 押し ます 。 改行 され た か ど 
うか 確認 する た め に 、 | ESC ト | M |(| ESC | を 押し て か ら 、| M | を 押す ) を 実行 し て みて くだ さ 
い 。 


政行 記号 (!) が 行末 に 表示 され て いれ ば 正しく 改行 され て いま す 。 
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次 に 、 


IF "1" ニニ -""JGOTO NORNFIEE 
を 入力 し ます 。 
これ は 、 前 の 行 と 同じ 要領 で 行う こと が で きま す 。 
同様 に し て 、 
: NONFILE 


まで 入力 し て くだ さい 。 続 いて 、 


ECHO !!!0!! 警告 !00! 

ECHO ファ イル が あり ませ ん 

ECHO !UUUUUIIOUIUIII111!! 
を 入力 し ます 。 


ここ で 、 ECHO を 3 行 連続 し て 入力 する こと に な り ま す が 、 こ れ を 能率 よく 行う に は 、 最初 に 
*ECHO "を 入力 し て か ら 、 カ ー ソ ル を その 行 に 置い た まま を 2 回 押し ます ECHO ′ が 
次 の 2 行 に コピ ー さ れ 、3 行 連続 し て 同じ 廊 字 列 が 入力 され ます 。 

次 に スペ ー ス 以降 を 入力 し ます 。 そ し て [ 一 | ぉ よび [ | ほ た は [CTRLT| S | お ょ び |CTRL| 
+| D | ) で カー ソル を 左右 に 動か し ヾ !!!1!1!! 警告 !!1!!!!/ を 入力 し ます 。 

次 に 、 | 」 | また は [CTRL| + | X | を 押し て カー ソル を 下 に 動か し 、^ フ ァイル が あり ませ ん *、 


な お 、 日 本 語 の 入力 方 法 は 、『 取 扱 説明 書 』 を 参照 し て くだ さい 。 
入力 まち が い を し て 、 1 行 全体 を 消し た いと き に は 、[CTRL|+ | Y 革 押 し て くだ さい 。 

入力 を 終え た ら 誤り が な いか どう か 確認 し ます 。 正確 に 入力 で きた な ら ば 、LPR.BAT ファ イル の 
内 容 を ディ スク に セー ブ し ます 。 こ れ に は | ESC ト [ H | を 実行 し ます 。 する と 、 編集 画面 に は 何 の 
変化 も 起こ り ま せん が 、 セ ー ブ が 行わ れ ま す 。 

ファ イル を セー ブ し た 後 、ED を 終了 し た けれ ば 、 | ESC |・[ E | を 実行 し ます 。 セ ー ブ の 終了 
後 、Human68k の コマ ンド モー ド (入力 待ち 状態 ) に 戻り ます 。 

な お 、 最 初 の ED の 起動 時 に 、 パ ラメ ー タ と し て ^LPR.BAT” を 指定 せ ず 、 


ED | 


と し て ファ イル の 内 容 を 入力 し た 後 、 セ ー プ する 前 に ファ イル 名 を LPR.BAT に 変更 する こと も で 
き : お 91 

これ を 行う ため に は 、| ESC ト [ T | を 実行 し ます 。 現在 編集 中 の ファ イル 名 と し て ^ED_$$$”/ 
が 表示 され ます か ら 、 | BS| を 使っ て これ を 消し 、 新 し い フ ァイル 名 (LPR.BAT) を 入力 し て か ら 、 
リタ ー ン キー を 押し ます 。 こ れ で 、 現 在 編集 中 の ファ イル 名 が “LPR.BAT” に 変わ り ま すか ら 、 以 
後 、 セ ー ブ を 行 を ば 、 こ の 新しい ファ イル 名 で ファ イル が 作成 され ます 。 

これ まで の 説明 に 出 て きた コマ ンド は ED が 持っ て いる 中 の ご く 一 部 で す 。 こ の ほか に も 便利 で 強 
力 な コマ ンド が 数 多く あり ます 。 こ れ ら の コマ ンド は 、「 第 5 章 ED の コマ ンド 一 覧 」 に すべ て 示 
され て いま す の で 、 参 照 し な が ら 実 行 し て みて くだ さい 。 
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第 5 章 ED の コマ ンド 一 覧 


第 5 章 ED の コマ ンド 一 覧 


これ まで の 章 で ED の 操作 を ひと と お り 解 説 し まし た 。 こ の 章 で は 、ED で 使う こと の で きる 全 コ マ 
ンド を まとめ て あり ます の で 、 利 用 し て くだ さい 。 


(1) CTRL 系 コマ ンド 


[CTRLH| A ] カー ソル を 1 ワー ド 左 に 移動 し ます 

ICTRLHI| B | カー ソル を 行 の 右端 ・ 左 端 に 移動 し ます 

[CTRLH[ C ] ペー ジア ッ プ し ます (1 ペー ジ 後 に 移動) 

[CTRLH[ D 」 カー ソル を 1 文字 右 に 移動 し ます (| 一 | と 同じ ) 
CTRLHIE | カー ソル を 1 行 上 に 移動 し ます (| 1 | と 同じ ) 
ICTRLHIF | カー ソル を 1 ワー ド 右 に 移動 し ます 

[CTRLH| G 」 1 文字 削除 し ます (| DEL | と 同じ ) 

[CTRLH| H | バッ クス ペー ス (| BS | と 同じ ) 

CTRLH| Ii | タプ (| TAB | と 同じ ) 

[CTRLH| 」] ヘル プ フ ァ イ ル を 示し ます (|HELP| と 同じ ) 

CTRLH| K | カー ソル 位置 か ら 行末 まで を 削除 し ます 

CTRLH| L | [CTRL|+| Y | で 削除 し た 文字 列 を 現在 行 に 復帰 (挿入 ) し ます 
[CTRLHH M | 改行 。 挿 入 モ ー ド で は 、 行 を 分 割 し ます (リタ ー ン キー [| と 同じ ) 
CTRLH| N | 1 行 挿入 し ます 

CTRLHI O | 挿入 ・ 上 書 の モー ド を 切り か えま す 

[CTRLH| P ] カー ソル を 行 の 右端 に 移動 し ます 

[CTRLHI| Q | カー ソル を 行 の 左端 に 移動 し ます 

[CTRLH| R ペー ジ ダ ウ ン し ます (1 ペー ジ 前 に 移動 ) 

[CTRL| S | カー ソル を 1 文字 左 に 移動 し ます (| 一 | と 同じ ) 
[CTRLH| T | 1 ワー ド 削 除 し ます 

[CTRLH[ U | 行 の 先頭 か ら カ ー ソ ル 位 置 の 直前 まで を 削除 し ます 
CTRLH| V | コン トロ ー ル コー ド を 入力 する 前 に 入力 し ます 
[CTRLH W | 1 行 分 ロー ル ダ ウ ン し ます 

[CTRLH| X | カー ソル を 1 行 下 に 移動 し ます (| 」 | と 同じ ) 

CTRLH| Y | 1 行 削除 し ます 

ICTRLT 村 朗 」 1 行 分 ロー ル ア ッ プ し ます 

[CTRLH| ] ] カー ソル 位置 の 文字 を 大 文字 また は 小文字 に 変換 し ます 


ーー 


2) ESC 系 コマ ンド 
[ESC」・[ 4 ] 複数 ファ イル 編集 時 の ファ イル の 切り か え ( 正 順 ) 
[ESC」・[ B ] カー ソル を ファ イル の 先頭 に 移動 し ます ([F 1 | と 同じ ) 
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EE 1 

[F 2 | (最終 行 ) 
(置換 ) 
[F 4 | 検 索 ) 
[F 5 | (次 検索 ) 
ぼ 6 
ぼ 7 


F 7 | (削除 ) 


(複写 ) 


Human68k の コマ ンド を 実行 し ます 

複数 ファ イル 編集 時 の ファ イル の 切り か える ( 導 順 ) 
編集 中 の ファ イル すべ て を セー プ し て ED を 終了 し ます 
新しい ファ イル の 編集 を 行い ます 


-[G ] 悦 | カッ トバ ッ フ ァ の 内 容 を 現在 行 の 直前 に n 回 挿入 し ます 


現在 編集 中 の ファ イル を セー プ ブ し ます 。 編集 は 継続 し ます 
タブ 記号 (っ つ ・・・) の 表示 ノ 非 表示 を 切り か えま す 
文末 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 確認 あり ) 
現在 編集 中 の ファ イル だ け を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 
文頭 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 確認 あり ) 
改行 記号 (! ) の 表示 ノ 非 表示 を 切り か を ます 

文字 列 を 検索 し ます (文末 方 向 ) 

現在 編集 中 の ファ イル を 編集 前 の 最初 の 状態 に 戻し ます 


・| P | 現在 行か ら n 行 分 カッ トバ ッ フ ァ に 格納 し ます 


編集 中 の ファ イル すべ て を 編集 前 の 状態 で 終了 し ます 
文末 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 確認 な し ) 
文字 列 を 検索 し ます (文頭 方 向 ) 

現在 編集 中 の ファ イル の ファ イル 名 を 変更 し ます 
文頭 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 確認 な し ) 
タグ ジャ ンプ を 行い ます 

編集 中 の ファ イル か ら 一 部 を と り 出し 、 フ ァイル を 作成 し ます 
現在 編集 中 の ファ イル だ け を セー ブ し 、ED を 終了 し ます 
編集 中 の ファ イル に 、 別 の ファ イル を 読み 込み ます 
カー ソル を ファ イル の 終り に 移動 し ます (|F 2 同じ) 
カー ソル を 第 n 行 に 移動 し ます 

大 文字 変換 ・ 小 文字 変換 モー ド を 切り か えま す 

マク ロロ 定義 を 行ない ます 


カー ソル を ファ イル の 先頭 に 移動 し ます 

カー ソル を ファ イル の 終り に 移動 し ます 

文末 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 確認 な し ) 

文字 列 を 検索 し ます (文末 方 向 ) 

文字 列 を 再 検索 し ます (文末 方 向 ) 

行 範囲 の 最初 行 を 指定 し ます 

[F 6 | の 指定 行か ら 現在 行 の 前 の 行 ま で の テキ スト を カッ トバ ッ フ アァ に 格 
納 し ます 

指定 範囲 内 の テキ スト は 削除 され ます 

[F 6 | の 指定 行か ら 現 在 行 の 前 の 行 ま で の テキ スト を カッ トバ ッ フ ァ に 格 
納 し ます 
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第 5 章 ED の コマ ンド 一 覧 


指定 男 囲 内 の テキ スト は 削除 され ませ ん 


F 9 | ( 牙 倍 ) カッ トバ ッ フ ァ の 内 容 を 現在 行 の 直前 に 挿入 し ます 
(二重化 ) 現在 行 を 次 の 行 に 挿入 コピ ー し ます 


[SHIFT |+ 文頭 に 向かっ て 文字 列 を 連続 置換 し ます (置換 確認 な し ) 
[SHIET |+ 文字 列 を 検索 し ます (文頭 方 向 ) 

3 文字 列 を 再 検索 し ます (文頭 方 向 ) 

| SHIFT |+ 複数 ファ イル 編集 時 の ファ イル の 切り か え ( 正 順 ) 

| SHIFT |+ IF 7 | 複数 ファ イル 編集 時 の ファ イル の 切り か え (逆順 ) 


カー ソル を 1 文字 右 に 移動 し ます 
[~- ] カー ソル を 1 文字 左 に 移動 し ます 
カー ソル を 1 行 上 に 移動 し ます 
族 遇 | カー ソル を 1 行 下 に 移動 し ます 
IHOME| カー ソル を ホー ム 位 置 (画面 左上 ) に 移動 し ます 
挿入 ・ 上 書 モー ド を 切り か えま す 
DEL | 1 文字 削除 し ます 
ROLL UP カー ソル を 1 ペー ジ 後 に 移動 し ます 
ROLL DOWN カー ソル を 1 ペー ジ 前 に 移動 し ます 
TAB 水平 タプ 
バッ クス ペー ス 
[HELE| ヘル プ フ ァ イ ル を 表示 し ます 
回 改行 。 挿 入 モ ー ド で は 、 行 を 分 割 し ます 
LCLR | ファ イル 終了 記号 (EOF) の 表示 / 非 表示 を 切り か えま す 


UNDO 定義 S8 れ た マク ロ を 実行 し ます 
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付 


付録 1 ASCII 制 御 コ ー ド 


次 に 示す ASCII コー ド を コン ソー ル (画面 ) に 対し て 出力 する こと に より 、 画 面 を 制御 する こと が 
で きま す 。 制 御 コ ー ド は 1 文字 で す 。 


記号 1) 機能 絹 
BRE |.07 Sound bell 
ベル を 鳴ら し ます 。 
ベル の 音 は 、CONFIG. SYS ファ イル の 中 の “BELLー< フ ァイル 名 ツ ” の 記述 
に 従い ます 。 “BELL= ニ < ファ イル 名 >′ の 指定 が な い 場 合 は 無効 。 
BS 08 Cursor backward 内 


カー ソル を 1 文字 左 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 行 の 1 カラ ム 目 に ある と き は 1 行 上 の 最終 カラ ム に 移動 し ます 。 


カー ソル が ホー ム ポ ジ シ ョ ン (1 カラ ム 目 、 1 行 目 ) に ある と き は 無効 。 


9 還 09 Skip to next tab stop 
カー ソル を 次 の タブ の 位置 に 移動 し ます 。 
タプ の 位置 は 、 キ ャ ラク タ 護 標 の 最大 カラ ム 数 を 越え ない 8 の 倍数 で 、 次 の よう 
に 決め られ ます 。 

0SSPHO' ぐ * キャ ラク タ 座 標 の 最大 カラ ム 数 より 小さ い 8 の 倍数 の 最大 値 ( 最 大 

の タプ 位置 ) 

カー ソル が 最大 の タプ 位置 の カラ ム よ り 右 側 に ある と き は 1 行 下 の 1 カラ ム 目 
に 移動 し ます 。 


カー ソル が 最終 行 に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ ' し ます 。 
LF 0A 


Cursor down 
同じ カラ ム 位 置 で カー ソル を 1 行 下 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 最終 行 に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ ' し ます 。 


WU 0B Cursor uD 
同じ カラ ム 位置 で カー ソル を 1 行 上 に 移動 し ます 。 


カー ソル が 画面 の 1 行 目 に ある と き は 無効 。 
FF 0C Cursor forward 

カー ソル を 1 文字 右 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 行 の 最終 カラム に ある と き は 1 行 下 の 1 カラ ム 目 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 画面 最終 行 の 最終 カウ ラム に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ し ます 。 


Cursor to left margin 
カー ソル を 行 の 1 カラ ム 目 に 移動 し ます 。 
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付録 


ュー ド 
6 進 ) 機能 


1A Clear screen 
画面 の 表示 を すべ て クリ ア し ます 。 
その 後 、 カ ー ソ ルレ は ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 移動 し ます 。 


Introduce on ESC sequence 
エス ケー プ コ ー ド の 始ま り で す 。 


を 参照 )。 


ESC コー ド に 続く 文字 に より 、 エ スケ ー プ "シー ケン ス に よる 画面 制御 を 行い ま 
す ( エ スケ ー プ シー ケン ス の 詳細 に つい て は 、「 付 録 2 エス ケー プア シーケンス 」 


RS 1E Cursor HOME 


カー ソル を ホー ム ポ ボ ポジション に 移動 し ます 。 


ーー 
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付録 2 エス ケー プシ ー ケ ンス 

エス ケー プシ ー ケ ンス は 、ESC コー ド と それ に 続く 文字 列 に より 画面 の 制御 を 行い ます 。 

エス ケー プシ ー ケ ンス の 長き は 、 シ ー ケ ンス ご と に 異な り ま す 。ESC は エス ケー プ コ ー ド ($1B) 
を 表し ます 。 ノ パラ メー タ pn、pl、pc、ps は 10 進 数 の 文字 を 意味 し ます 。 


ESC 「plipcH 


ESC 「pl:pcf 


ESC [pnB 


UE 記 
ESC [pnA Cursor up 


Direct cursor addressing 

カー ソル を 指定 の 位置 に 移動 し ます 。 

pl ニ m の と き 、 m が 最終 行 の 値 よ り 大 きい 場合 は 最終 行 に カー ソル を 移動 し ま 
基 

pl 0 また は pl が 省略 され た と き 、 1 行 目 に カー ソル を 移動 し ます 。 
pc 三 n の と き 、n が 最終 カラ ム の 値 よ り 大 きい 場合 は 最終 み カラム に 、pc 三 0 また 
は pc が 省略 され た 場合 は 1 カラ ム 目 に 、 そ れ ぞ れ カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 


ESC [pl:pcH と 同様 の 処理 を 行い ます 。 


ESC [plpcH と 同様 の 処理 を 行い ます 。 
パラ メー タ 1、c は 、 行 ・ カ ラム 位置 を 指定 する も の で 、 各 パラ メー タ は 16 進 数 
で $ 20 の オフ セッ ト を 加算 し た 文字 に よっ て 表し ます 。 

1、c は 省略 不可 。 

1 は 行 の 位置 を 指定 し ます 。 1 行 目 に カー ソル を 移動 する と き は $20 と し ます 。 
c は カラ ム 位置 を 指定 し ます 。 1 カラ ム 目 に カー ソル を 移動 する と き は $20 と 


同じ カラ ム 位 置 で カー ソル を 上 に pn 行 移 動 し ます 。 
カー ソル が 1 行 目 に ある と き は 無効 。 
pn が 省略 され た と き 、pn 三 0 の と き は pn ニ 1 と し て 実行 し ます 。 


Cursor down 
同じ し カラ ム 位 置 で カー ソル を 下 に pn 行 移 動 し ます 。 
カー ソル が 最終 行 に ある と き は 無効 。 


pn が 省略 され た と き 、pn 三 0 の と き は pn= 1 と し て 実行 し ます 。 
ESC [pnC Cursor forward 


カー ソル を 右 に pn 文字 移動 し ます 。 
カー ソル が 行 の 最終 カラ ム に ある と き は 無効 。 
pn が 省略 され た と き 、pn 三 0 の と き は pn 1 と し て 実行 し ます 。 
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シー ケン ス 機 能 
ESC [pnD Cursor backward 
カー ソル を 左 に pn 文字 移動 し ます 。 
カー ソル が 行 の 1 カラ ム 目 に ある と き ( は 無効 。 
pn が 省略 され た と き 、pn= 0 の と き は pn= 1 と し て 実行 し ます 。 
ESC [0J Clear from cursor to end of screen 
カー ソル の 位置 か ら 最 終 行 の 最終 カラム ま で クリ ア し ます 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 
ッ パ ラメ ー タ 0 は 省略 可能 。 
ESC [1 Clear from beginning of screen to cursor 
先頭 行 の 1 カラ ム 目 か ら カ ー ソ ル の 位置 まで を クリ ア し ます 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 
ESC [2 Clear screen 
画面 を すべ て クリ ア し ます 。 
その 後 、 カ ー ソ シル は ホー ム ポ ジ シ ョ ン に 移動 し ます 。 
ESC * 電 [2J と 同様 。 
ESC [0K Clear from cursor to end of line 
カー ソル の 位置 か ら 行 の 最終 カウ ラム まで を クリ ア し ます 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 
ッ パ ラメ ー タ 0 は 省略 可能 。 
ESC [1K Clear from beginning of line to cursor 


行 の 1 カラ ム 目 か ら カ ー ソ ル の 位置 まで を クリ ア し ます 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 


| ssc pk 


Clear entire line containing cursor 
カー ソル の ある 行 の 1 カラ ム 目 か ら 最 終 カ ラム まで を クリ ア し ます 。 


| ーッ ル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 


ESC [pnM 


Delete line 

カー ソル の ある 行か ら 下 に pn 行 削除 し ます 。 

削除 し た 行 の 後 の 行 が 繰り 上 が り ま す 。 

カー ソル の 位置 は 繰り 上 が っ た 文 の 先頭 行 の 1 カラ ム 目 と な り ま す 。 
pn が 省略 され た と き 、pn ニ 0 の と き は pn 三 1 と し て 実行 し ます 。 
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シーケンス 機 能 


ESC [pnL Insert line 昭和 
カー ソル の ある 行か ら 下 に pn 行 空白 行 を 挿入 し ます 。 

カー ソル の ある 行 よ り 下 の 行 は pn 行 分 下 に スク ロー ル し ます 。 

カー ソル の 位置 は 挿入 きれ た 先頭 の 空白 行 の 1 カラ ム 目 と な り ま す 。 
pn が 省略 され た と き 、pn= 0 の と き は pn= 1 と し て 実行 し ます 。 | 


ESC D Index 
同じ カラ ム 位 置 で カー ソル を 下 に 1 行 移動 し ます 。 


カー ソル が 最終 行 に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ し ます 。 


ESC E Next line 
カー ソル を 1 行 下 の 行 の 左端 に 移動 し ます 。 
カー ソル が 最終 行 に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル アッ プ し ます 。 


ESC M Reverse index 
同じ カラ ム 位 置 で カー ソル を 上 に 1 行 移動 し ます 。 
カー ソル が 先頭 行 に ある と き は 1 行 ス クロ ー ル ダウ ン し ます 。 


ESC [s Save cursor position 」 
カー ソル の 位置 ( 行 、 カ ラム ) と その 表示 文字 の 属性 を セー プ し ます 。 


ESC [u Set cursor position 
カー ソル を ESC [s で セー ブ し た 位置 ・ 属 性 に 戻し ます 。 
ESC[s が 実行 され て いな いと き は 、 カーソル は ホー ム ポ ボ ポジション に 移動 し 属性 


は 変化 し ませ ん 。 

ESC [6n Cursor position reDort 
実行 後 、 コ ン ソ ー ル 入力 の 度 に カー ソル の 位置 を ESC[pl:pcR の 形 で 通知 し ま 
19a 

ESC [>51 Enable cursor display 


カー ソル を 画面 上 に 表示 し ます 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 
Human68k シス テム の 初期 値 。 


ESC [>5h Disable cursor display 
カー ソル を 画面 上 に 表示 し ませ ん 。 
カー ソル の 位置 は 変更 あり ませ ん 。 
実行 後 、 再 び [>51 が 出力 され る まで カー ソル は 表示 され ませ ん 。 
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付録 


| ーッ バ ジン ジン 機 能 


ESC [>1h Enable bottom line 
画面 の 最終 行 を プロ グラ ム で 使用 可能 と し ます 。 
実行 後 、 画 面 の すべ て の 行 を プロ グラ ム 上 で 使用 で きま す 。 


= 


BSC、[ 腕 山 Disable bottom ]ine 
画面 の 最終 行 を Human68k シス テム で 使用 可能 と し ます 。 
実行 後 、 最 終 行 は プロ グラ ム 上 で 使用 で きま せん 。 

ESC [ps:… | Character attribute 

DS m 表示 文字 の 属性 を 指定 し ます 。 


属性 は 一 度 指定 する と 次 に 変更 する まで 有効 と な り ま す 。 
パラ メー タ ps は 一 度 に 複数 指定 可能 。 
指定 する ps を 次 に 示し ます 。 


DS 機能 | 
ーー 
| 0 | 初期 設定 時 の 属性 
1 ハイ ライ ト 
7 リ ノース 
30 | 黒 
31 水色 
32 黄色 
33 白 


34 ハイ ライ ト 黒 

35 ハイ ライ ト 水色 

36 ハイ ライ ト 黄色 

37 ハイ ライ ト 白 

40 リ パ バース 時 

41 リバ ー ス 水色 

42 リバ ー ス 区 色 

43 リバ ペース 白 

44 ハイ ライ ト ・ リ バー ス 黒 
45 ハイ ライ ト ・ リ バー ス 水色 
46 ハイ ライ ト ・ リ バー ス 黄色 
| 47 | ハイ ライ ト ・ リ バー ス 白 


も と の 属性 に 戻す と き は ESC [m を 使用 し ます 。 

た だ し 、 フ パラメータ ps は 一 度 に 複数 指定 可能 で す が 、 ノ パラ メー タ 1 また は 7 
は 、 ノ パラ メー タ 30 一 37 と 40 一 47 を 次 の よう に 変化 させ る トグル スイ ッ チ (実行 
1 する 度 に 2 つの パラ メー タ を 切り か える ) の 役割 を 果たし ます 。 
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ンー ッ ン ンタ ン 4 


8 7 
30 ご 34 30 … 40 
96 ec 3 ボ さ っ 邊 
32* フ 96 32 42 
aa de 43 
40 … 44 34 の 44 
41 の 45 35 ** 45 
42 … 46 36 … 46 
43 … 47 87。 ty 47 


付録 3 テレ ビ コ ン トロ ー ル コー ド 一 覧 


$1E 
$1F 


状 慈 


ボリ ュー ム を 上 げ る 

ボリ ュー ム を 下げ る 

ボリ ュー ム を ふつ うに する 
チャ ン ネ ルコ ー ル 

テレ ビ 画 面 (初期 化 ・ リ セッ ト ) 
音声 ミ ュー ト 

電源 ON 

テレ ビブ コン ピュ ー タ 

テレ ビグ 外部 、 コ ンピュータ ノー マル オー バー 
コン ト テ ラス ネト ノー 一 室 光 

チャ ン ネ ル ア ッ プ 
チャ ン ネ ル ダ ウ ン 

電源 OFF 

電源 ON プ OFF 

2 ニー みこ 

チャ ン ネ ル 1 

チャ ン ネ ル 2 

チャ ン ネ ル 3 

チャ ン ネ ル 4 

チャ ン ネ ル 5 

チャ ン ネ ル 6 

チャ ン ネ ル 7 

チャ ン ネ ル 8 

チャ ン ネ ル 9 

チャ ン ネ ル 10 

チャ ン ネ ル 11 

チャ ン ネ ル 12 

テレ ビ 画 面 ($05 ) 

コン ピュ ー タ 画面 ($05 十 $08) 
スー ノッ ヾ ー1($05 十 $0F) 

スー フッ パ ー2($05 十 $0F 十 $0A) 


※$20 一 $S3F の と き 、 


電源 を ON に し た の ち 、$01 一 $1F($20 十 501 一 $20 十 $1F) の 処理 を 行い ます 。 
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記号 類 

人 二 【(6P42 時 7 と SB27 た | 較 CKGCHCCO2DOS ま ECO 19 
| ( 縦 練 ……ー ド ドド ドド oeeeeneeert (3) 
| と アア 衣 議 CGCCCCCOCOOOOOOUOCPOTKLLTCKEE 38 
| | (マル チ 処 理 ) ………… ド に oooemeoeoeo 39 
pe (省略 記号 ) ぐに eeenenniwrrt(3) 
7/ (ダブ ルク ォ ー テ ーション ) の ii…… 31 
着 有 6 に と も の こり MEGGOECCGSDSDOOORCTCI こ (3) 
「 剛 | (6 し コレ 17 っ 7) 生 RC2CCKSCCHROCCCKKCCCIOG つ て (3) 
(ジン シ の 078 ど 訂 KCUEHOPOXKZPPEPKYPOKTPCCP (3) 
に (入力 の リダイレクト ) の rr……… 38 
> コ (出力 の ク リダイレクト) ‥… に で の … 37 
>> (アペンド の リダイレクト ) 上 …………… バ 37 
に (パス 名 の 区 切り 記号 ) ……………… 25 
に コ (レー トディ レク トリ ) 上 …… に で の の io 25 
%0 一 %9 ( 仮 パ ラメ ー タ ) oe 35 
氷 (ワイ ルド カー ド ) … 詳 で の rm の mr 19 
っ ・・・( タ タブ 記号 ) eee eeeo 258 
(改行 記号 ) FOOUDLCLDDDUDDCUUDLOCCLC 258,262 
16 進 表現 ・ 文 字 に よる ファ イル 内 容 の 表示 

(… DUMP) DECDCCUDCCPCCDLPPPLPCPPPPCLEYPLLKYYD 88 
1 画面 ご と の 表示 ( つ MORE) ……… ひ … 118 
AZ 

AS 制御 ロー し 9…esdd5k。5 271 
AUTOEXEC. BAT バド ドド ……… 16,36 
AUX ( 迷 助 入出 力 装 置 ) …… の rr 20 
1⑥ 上 ECCCCCCCCPDCCCPPPCPCCCCPPPPPPECPPPPPPPPPPPPPYYEPD 192 
<9COCCCCCCCCCPPCPPPPPPCPCPPPPCPPPPPPPYYPPPPPPPYYPP 192 
CPK で で Ge 20 
COMMAND コマ ンド の エラ ー コ ー ド …… 56 
COMMON ファ ンク ショ ン で 使用 する 

メモ リ 容 量 の 指定 ( つ COMMON) …… 230 
(ON 較 全 2 シー) 530CYCY の ZOO 20 
BONIRHOSESOMS 282 2hucs2 ic 68.226 
ONEPIGISYS の 0W2 の 0 ……… 3 226 
CONFIG. SYS ファ イル の 作成 

( 〇 CUSTOMD や や の 〇 の … ド の の ……… 68 
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CTRLTC ーー ドド ドド oo つの 32,50,188 
ikeabeoesSiesmeestodi 32 
CTRL 二 2 0q ド ……i 和 いい 34 
CTRL 十 と の チ ェ ッ ク 機 能 の 設定 
(SUNID92M (9 議 RGGOOEOO COOKCYKTEP/Y TTP 50 
2IRRIDSS の コマ シド seeeseensiss 201, 248 
人 生 206 を SiOdieSiesR 和 536 SGDOYESODIGE 8 192 
MBCE ラ イク 0 かい oxoooboassee too | 
ECHO モー ドド 0 で に に 183 
1 隊 3OCOUGOGOLCOUOOUOCKYDKKCY は TTYKY TX 245 
191D 生地 電電 CCC PO 245 
ED の 起動 ……… ド oo 245 
ED の コマ ンド 一 覧 oo 266 
ED の 終了 rmihihihi 247 
ED の スイ ッ チ 付き 起動 …………………… 262 
ERO 192, 259, 262 
ESC 系 の コマ ンド … で re… 201, 248 
ISTORYJ XX の (mmoeeeerttrtro 199 
Hurmman68K] 人 や 人 人 eeeereeerertes 3,9 
Human68K ver. 2.0 で で で oe 4 
Human68k シス テム の 転送 (っ SYS)……163 
Human68k の コマ ンド の 尺 ひ … の ii 40 
INS ドド 192 
KEY. SYS ……0e 234 
LPT フリ ンタ) … oeooeooeoeorenererrrrrrrrr 20 
N&CU 192 
NUL (ヌル ファ イル ) 0 moe 20 
IN NVY OO の KCAPCCOCCCITITCFLD 192 
OS 3 
PATEH oh 32, 120 
PCM (PCM デバイス) で で remrerii… 20 
POM フナ イル ii 229 
PRN (ブリ ンタ oe 20 
PRNDRV. SYS 上 lO で oootto 239 
PRNDRV1.SYS … ひ … の ii の に に に oeotm 239 
PRNDRV2. SYS …… い に に に の に 239 
PRNDRV3.SYS … に で の Ir ご oe 239 


RAMDISK.SYSt… の W ーー 241 
RAM デイ スク に つの oooeeeoerernrerrrrrnr 240 
RS-232C …… ド ドド ee 142 
RS-232C インター フェイ ス に 対す る 

パラ メー タ の 設定 ・ 起 動 ( つ SPEED)  …142 
RS-232C 回 線 DOCCDDCOLCUCDCDCCOCDOCOUCOCCOLOCCDCLLO 67 
RSDRV.SYS…… ド ion 232 
EPCCCPCCCPPCPPPTCPPPPPPCCEPEEPPCEEPCECCCCUCD 192 
SCSIDR YJSYS ……eeeeoeoeeerrrrrr 233 
SHELL ニ PROCCCCCLCLDCCCUCLLCCPCDCLLLCDLLPCDOCLLDLLL 226 
SRAMDISK. SYS DOCCOLLCCULCCCCDCOCCCCCCCOLLLLLLLL 241 
SU ドド 192 
TITLE. SYS 1 バーー ト ボド 6 ムツ 3 が 
VOTD …… ド ドド 192 
USKCG. SYS POCCCDCPULLUCCCCCLLPCUCLCOCDUCUCCCLLLLL 238 
あ 

My ン く キー 比較 OOOPCLYYLLCKCIDPKIKIIOUCOLOLUPKENJ 90) 
新しい ディ レク トリ の 作成 (っ MKDIR) 

艇 yesd0edt30ovvzGvto お CN 117 
アド レス 固定 実行 ファ イル ‥………… "の ei… 19 
アペンド の リダイレクト の ドー 37 
移動 (ディ レク トリ の … で eeeoeenon 4 
上 書 OCPLPCULOCCOLLCCLLOLCYLLLLUOLULL こい 250 
上 書 モ ー ド DCCCKUCCOOCCEKKKLKEXKKKRKKKKEIIOLULKEKIO 250) 
エイ リア ス ( 別 名 定義 機能 )…………… 200, 209 
エス ケー ププ" シーケンス スー ・ ド …‥ ド ドド で で eee 273 
エラ ー コ ー ド (COMMAMD コマ ンド の ) 

OOCCCLUUULPDDPDLDOLLCLUCUUULLLLEELLUUUULCKLKLILOPDOULLLLI 56 
オー ボー レイ ドド oo 47 
オー バー レイ X フ ァイル の 作成 “変更 
( つ BIND) … に oo 47 
大 文字 変換 … 心 (ドド oo 257 
大 文字 変換 モー ド 上 …… ぐ で の 上 研 研 違 258 
オプ ピション ドド に oo 31 
オペ レー ティ ング シス テム ……… で の の ドー 3 
親 デ ィ レ クト リー で の に 27 
親 ゲ プロ セス で の 上 で 他 人 ぬ い ドド ドド oooeeee 89 
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か 


カー ソル の 移動 …① 上 つの の 呈 ーー 202, 248 
改行 記号 Io 258,262 
階層 構造 PCOCCCCOPPCCCCCCCCOCCCPOLCCDCDOCCDLDLDCLDLLCLD の 9 
階層 ディ レク トリ 構造 … な i…O の orririlo 23 
角形 カッ コー に oo (3) 
拡張 子 RPCCOOCPPCCCCCCCCCCCDOOUUCCLUUOCUDULULOOUCCL 18 
仮想 ドラ イプ ore 86 


仮想 ドラ イブ の 割り 当て の 設定 ・ 解 除 
( つ SUBST) 
作 ド ライ を 含め た 最大 の ドラ 7 数 を 指定 ( つ LASTDRIVE)…235 


レン = ECCCOECCCCCCEOCEECEECOEECECCECCEOETTEEPTED (3) 
カッ トバ ッ フ ナナ ・ ド で の oon 256 
仮 パ ラメ ヌー ター … で oooererrrrrrn 35, 190 
カレ ント ディ レク トリ …‥ で ooo ウケ 
カレ ント ディ レク トリ の 変更 ・ 表 示 

「 全 字 @1:15) い RCCCGGGEEEEEOOOOOOTLUUUUETOOO 51 
カレ ント ドラ イブ ぞ …… ひ で ioremrerrrrr 10 
環境 エリ アー oooeoeoerernerrrrrrree 139 
環境 エリ アサ イズ ‥… に oo 55 
環境 文字 列 6 Uafel5 620.47:6:6..9. 6 る 51 139 
環境 文字 列 の 値 の 設定 (っ SETDD。……… 139 
外字 登録 用 デー タフ ァイル の 指定 ( つ USKCG) … 238 
外字 の 作成 ・ 登 録 ・ 削 除 ( つ USKCGM) …172 
外字 ファ と の / ア PPCCCCCCCOCOUHCCLI 172: 176 
外字 ファ イル の 更新 で oonne 172 
外字 ファ イル の 登録 …" ぐ roooeoeoererneee 172 
外字 ファ イル の 肉 容 … で riron 176 
外部 コマ ンド ooeoeemeeerrrre 宮 30,32 
外部 コマ ンド 検索 の た め の PATH の 設定 

(一 1 Ms 0 症 還 COCCOCOUCOCCOCUCCCCLLDCCKECI 120 
画面 の 消去 (一 CLS) COCCOCCCCCOCCCUOLCCLCDCLUD 54 
画面 モー ド の 指定 (ED の )……(ili… 263 
画面 モー ド の 設定 ( つ SCREEN) ………… 137 
簡易 バッ チ 機 能 … PPLPCODCCLKLLLLLLLLD 201, 211 
キー 設定 ファ イル で oi 108, 111 
キー 設定 ファ イル の 更新 … 上 (…oroloi の 108 
キー 設定 ファ イル の 内 容 ……… oo oo 111 
キー 定義 ファ イル … ooiiiihner 213, 234 
キー 定義 ファ イル の 指定 ( つ KEY) …… 234 


索引 


キー の 登録 …i 情 ……iーーー ド ーー 110 
キー ボー ドコ ント ロー ル 機 能 …………… 199 
木 構造 PCYYYPLDOKX て LLCLYCLCOLOLCUDCLLLCOLC い こい 23 
起動 (ED、 ス イッ チ 付 き )。… ぐ つつ つつ …… 262 
起動 (ED の ) moi 245 
起動 (Human68k の の) …… で で の ili』qieGee… 9 
起動 (セス テム の ) 上 (liieie… 9 ,225 
行 長 の 指定 …(† 評 上 に に に いい 262 
区 切り 記号 oh 32 
検索 … ひ ドド ドド oo 251 
コピ ー (フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の )  ………… 13 
コピ ー (ファ イル の ) eoeeeetm 21 
子 プ ロ セ ヌス ……… で … ド ドド ooo 55.89 
子 プ ロモ ス と し て 起動 され た COMMAND.X 
か ら の 親 プ ロ セ ス へ の リタ ー ン ( つ EXIT) …89 
コマ ンド ……i… ド ee 30 
コマ ンド (Human68k の ) 上 ………………… 4() 
コマ ジ ド オジ シン ショ 0eo seeeesss 31 
コマ ンド 行 hi 183 
コマ ンド の 機能 別 分 類 …( つ つ 上 上 の ii……… 40) 
コマ ンド の 書式 … 上 故 ーー ドド ooo (3) 
コマ ンド の 反復 実行 ( つ FOR) 。 ……… 185 
と ド の 表記 法 VPLOCOOCLOCC (3) 
コマ ンド プロ セッ サー で で rr の ret… 226,。233 
コマ ンド プロ セッ サ COMMAND. X の 起動 
(COMMAND Timhrhmrhrhmhrhe 55 
コマ ンド モー ド … の に oo の いい 9 ,10.225 
小文字 変換 …… 改 償 人 で q 上 oooe 257 
小文字 変換 モー ド ………… で で で で で 258 
さ 

再 実行 く R>  …… 必 人 つ … の ドド ドド ーー 242 
7 「 PC 257 
削除 … で の ーー ドド 251 
削除 (ファ イル の ) …… で 6 ドド ドド ーー ドド ーー 22 
削除 (ディ レク トリ り リ の) …… で で rr の の ドー 28 
作成 (ディ レク トリ の ) …0…r… で ーー 27 
いら アン ェ 8 の ラン k | あ O CE に 2CGC お の 23 
に SC べし OO こそ こと 226, 237 


時 刻 の 表示 ・ ア ラー ム の セッ ト 
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(~ TIMER) や le ドド ドド eee 167 
シェ ル 起 動 の 前 に 実行 する プロ グラ ム の 指定 
( つ PROGRAM) … で に ie 236 
シス テム 構築 用 ファ イル ……………… 68.226 
2 胡 デ 次 の 超重 ee 9 ,225 
シス テム の 終了 meme 17 
シス テム の バー ジョ ン の 表示 ( つ VER) 
see eeeeeeee ee 177 
シス テム ファ イル の 0… の の に に に に ooo 163 
寄 ポ ライ マト esse 146 
指定 (ファ イル の ) 和 ……… に eee ene… 24 
(BDD の )。 oed3a に coueoahetosryprnex3 247 
終了 (シス テム の ) 和 …… の ドド ーー 17 
終了 (編集 の ?) 一 … 放 つ ……… ド ドド ドド ーー… 259 
終端 記号 (ファ イル の ) iie… 259,262 
出力 の リダイレクト で rmem に に に に に ーー ドー 37 
お 2 リ 稼 全 320033Koooyidbsbvegdrssnagdd 18 
省略 記号 ………ー ド ドド (3) 
使用 可能 な メモ リサ イズ の 表示 
( つ MEMEREE) …(…l 研 上 上 上 上 上 eee 112 
初期 化 ……… ド ドド em 94 
初期 化 (フロ ッ ピ ー デ ィ スク の ) 。 …… の tt…… 11 
書式 (コマ ンド の ) 上 ーーー 40 
時 刻 の 表示 ・ 設 定 ( つ TIMBD ………… ひ … 166 
実 ノ ツラ ヌー ター の に の に ーー 35, 190 
自動 実行 バッ チ フ ァイル (AUTOEXEC.BAT) 
12OCCXTOLCK す て CC FEK ス に に に に に いて 16,36 
条件 設定 に よる バッ チ 処 理 ( つ IF) ……… 187 
レン 全 2 間 CCCCPCPCPCPUCPCPCPCPCPCPLPLCLCUTD 31, 148 
水平 タプ ドド ooeooeeerrrrerrnrrn 258,262 
スク リー ン エ デイ ター … で で の eoeemeeeeonto 245 
スク ロー ルド に に 32 
=ー ジ (ファ 外 少 の )。 oetisieooewss<s ッ 259 
絶対 指定 や … や ※( の の の ili に oeoeoeooererrn 26,51,117 
マー 141 
ソー トミ キー le 上 の の ドド ooo 141 
相対 指定 …… で …… ド ドド ーー 26,51, 117 
提 和 上 上 上 ーー 250 
挿入 モー ド ………… ド ドド ooo 250 
ソフ トリ ロケ ー タ プル 実行 ファ イル ……… 19 


7 と 
タイ トル ファ イル の 指定 ( つ TITLE) …・237 
退避 ハードディスク 上 の ファ イル を フロ ッ ピ 


ー デ ィ ス ク へ ) (っ COPY2) …… の riri… 61 
it (3) 
タプ 記号 PPPPCPCLCPCCCCCCLULCCCLDCCCCOCCOLCCLD 258,263 
ダ プ ルク ォ ー テ ーション … で の で ee 31 
単独 キ 一 系 の コマ ンド で "ooo 248 
置換 PEPPPPPPCPLPCLLCCCCCLLULCCCLCCCDCOLCOLUUCLO 252 
中 赴く A oh 242 
注目 行 …… で eo oe 196 
ッ マッ リー 構造 mmm 23 
レー ニシ EPCPPPPPPPPPPPPEPEPPPPPEPPPCEPPCTYEECECTETP 16 
うう は oo 141 
デー タ の 並べ か を ( つ SORT) … の ti 141 
デー タラ テイ ルー で で で ee 21 
ディ スク 全体 の コピ ー・ 比 較 照 合 

っ DISKCOPY)… に に ee 80 
ディ スク の 状態 の 報告 

(一 CHKDSK) RCCUCPDCCLULULLCCCCUCDCCLCDUCUUULL 52 
ディ スク の 初期 化 ( つ FORMAT) 。 ……… 94 


ディ スク の フォ ー マ ッ ト ( FORMAT)…:94 
ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル の 表示 ・ 変 更 


VOUT 179 
ディ スク パッ ファ 数 RODUDOCOCPCEKCEKKKKKEKXESD 230 
ディ スプ レイ の 消去 (で CLSD et 54 
ディ レク トリ し ooo 23 
ディ レク トリ 構造 の ツリ ー 形 式 で の 表示 (っ 
MNO DEECCEECCEEOCEEEOEPPREECPEPPPPCCTCECCEEHO 170 
ディ レク トリ の 移動 … ひ … ぐ eeeoioeemrerrnr 27 
ディ レク トリ の 削除 …… の ememeroeeereren 28 
ディ レク トリ の 削除 ( つ RMDIR)  …… 136 
ディ レク トリ の 作成 …… ii…… 27, 117 
ディ レク トリ (ファ イル 名 一 覧 ) の 表示 

(一 DIR) CPPPPPCPCLCCCCDCCCCCCCLCDCOULECOLLLUC 77 
ディ レク トリ 変更 履歴 ………………… 200, 208 
テキ スト の 移動 人 康 …rireeoeo emo 256 
テキ スト の 複写 … 人 (で ( 宅 上 err 257 
テキ スト ファ イル で で ee eeemm 2 
デン イス エラ ーー roo 242 
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テバ イス ドラ イ バ の er 225, 230 
デリ ミタ ーー ドド ドー に errmeenmt 32 
テン ブダ レート …… ド oe 191 
テン プレ ー ト 機能 … に eroereini 191, 204 
同時 オー プン (ファ イル の )。。 …… (iro 234 
ドラ イブ の 種類 、 状 態 の 表示 ・ ド ライ ブ 名 の 交 
換 ( っ DRIVD  …… に ooo 86 
な 

肉 義 加 K 30 
波形 カッ コト eo (3) 
入出 力 デバ イス の 変更 (> CTTY) ……… 67 
入力 の リダイレクト … oooeeeererrnn 38 
は 


ハー ド デ ィ スク か ら フ ロッ ピー ディ スク へ の フ 
ァイル の バッ クア ッ プ 作成 (… BACKUP)…45 


ハー ド デ ィ スク 間 の コピ ー・ 比 較 照 合 ……… 84 
ハー ド デ ィ スク の フォ ー マ ッ ト … (ii ili io 96 
バイ ナリ 比較 oeoeeeerenrenerrrrneen 90 
バイ ナリ フワ ァイル … で で に ememm 172 
パイ プ 和 機能 … eo 38 
の 全て LCOCCLOAOLCOT 23 
ペア PCOEOPCCOPPCPPCCPOPEPPRPTP 25, 46, 117, 136 
2 2 シン ん 昌和 わ つ 2PEOTPPEEPPLCT2OCCPLCKIT 13 
BACKUP コマ ンド で バッ クア ッ プ され た フ 
ァイル の 復元 ( つ RESTORE) ………… 134 
バッ チエ リア サイ ドド に ooo emem 55 
バッ チ 処 理 ooo 33 
バッ チ 処 理 コ マン NDCOCCCCCCCPOPCPCCECCECCECE 8 
バッ チ 処 理 中 に お ける コマ ンド 行 表示 の 設定 ・ 
メッ セー ジ の 表示 (ECHO) で の "の … 183 


バッ チ 処 理 中 に お ける コメ ント の 表示 


CREMOD rhrihihimihihihimii 189 
バッ チ 処 理 中 に お ける パパ ラメ ー タ の シフ ト 

仁和 ) 5 190. 還 CGCCCEEEEROHOOOOOEKLG 190 
バッ チ 処 理 の 一 時 停止 (っ PAUSE) …… 188 
バッ チ 処 理 の 流れ の 変更 ( つ GOTO) …… 186 
パッ チラ イナ イル ドド ee 33 
ララ メーク ター の oo 31 
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パラ メー タ (バッ チ フ ァイル の ) 。 ………t… 35 
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